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第１回アジア古籍保全講演会�
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開催日：平成 ��年 ��月 ��日（金）�

会� 場：東京大学東洋文化研究所�
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■講演�

�

� ○書籍の有害生物管理－���（総合的有害生物管理）を中心に－�

� � � 木川りか（東京文化財研究所保存科学部主任研究官）�

�

� ○アジア古籍のための環境管理�

� � � 稲葉政満（東京藝術大学大学院美術研究科助教授）�

�

�

■事例報告�

�

� ○国際連携漢籍資料庫の夢－漢籍のデジタル化について－�

� � � 丘山新（東京大学東洋文化研究所教授）�

�

�

■ワークショップ�

�

� ○保存管理と補修計画－アジア近現代資料を中心として－�

� � � 小島浩之（東京大学経済学部資料室助手）�

�

� ○紙媒体資料の劣化と予防的保存手当て�

� � � 木部徹（有限会社資料保存器材）�

�

� ○古文書古典籍の装幀形態と料紙及び修補作業�

� � � 吉野敏武（宮内庁書陵部修補係長）�
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書籍の有害生物管理 

－IPM（総合的有害生物管理）を中心に－ 

 

木 川 り か 

（東京文化財研究所保存科学部主任研究官） 

 

 

 

おはようございます。はじめまして、東京文化財研究所の木川と申します。私は仕事柄、

博物館や図書館、美術館関係におじゃますることは多いのですが、今回初めて大学に呼んで

いただきまして、しかも同じ東文研という研究所におじゃますることになりまして、最初か

らちょっと親近感を持たせていただいております。こういった機会を頂きまして、ありがと

うございます。 

 本日は「書籍の有害生物管理」ということでお話ししていきたいと思います。書籍という

ことですが、少し広い見地から、いわゆる博物館等も含めた資料保存の中で、今こういった

有害生物管理がどういう方向で行われているかということ

も含めて、順番にご紹介していけたらと考えております。 

 皆様にも非常になじみの深いものではないかと思います

が、よく書籍、漢籍や古文書を見ますと、穴がたくさん開

いております。この穴を開ける正体そのものを捕まえられ

た方がどれぐらいいるか分かりませんが、大体こういうト

ンネル状に潜行するものとしては、フルホンシバンムシと

かケブカシバンムシといった、シバンムシの仲間の虫にな

ります。非常に小さな 2～3mm の成虫です。これが幼虫の

時代にこの中を、これは出てきたところの写真を引用しま

したが、おいしそうに食べて回って穴を開けるということ

フルホンシバンムシの成虫 

（写真：木川りか） 



 

－6－ 

です。これは書籍、漢籍、古文書の、非常に有名な害虫といえます。 

 もう一つ有名なのがシミです。シミは「紙魚」と書きまして、もともと書籍害虫といいま

すと、日本ではシミがまずいちばんに挙げられていたわけです。ただ、シミの場合は、どち

らかというとでんぷん質のものが好きですので、のりがたくさんついているようなところを

浅くかじり取るという格好で、トンネルを開けたりはしません。ですから、どちらかという

と甚大な被害はシバンムシによるものになります。 

 こちらは、本の装丁に豆のりが使われたものです。そうすると、数年のうちに、原因不明

のかじり取ったような跡ができました。これはゴキブリの被害です。このようにクロゴキブ

リなどは、のりがついている部分に甚大な被害を及ぼします。あまり知られていないことな

のですが、実はゴキブリの書籍類の被害はかなりあります。 

 書籍ではないのですが、京都のお寺の障壁画が、何年か前の非常に暑い夏、かなりゴキブ

リにやられました。修復して新しく補修した部分を、気がついてみたら 2 週間ぐらいの間に

全部食べられてしまった、という例もあります。糊のついたものについて非常に甚大な被害

を及ぼすのが、ゴキブリです。ゴキブリは家屋害虫なので、図書館にいて、気にしないかた

もいらっしゃるのですが、書籍の害虫という点では、これはご一考いただく必要がある害虫

です。ほかにもいるのですが、簡単に主要なものをご紹介しました。 

 では、我が国での虫菌害防除法の歴史をダイジェストでお話ししたいと思います。我が国

では古来、虫干し、あるいは曝涼という形態で虫払いをしてきています。実は、この方法で

1000 年以上ずっとやってきていまして、正倉院の御物については、今でもずっとこの方法を

踏襲してきて、今日まで非常に貴重な文化財を伝えてきています。ですから、これを適切な

方法で行えば、実は 1000 年以上前の非常に貴重な有機物、あるいは古文書も含めて、そう

いったものが現世まで残ってきているということです。 

 ところが、図書館もそうですし、博物館・美術館関係で、最近の状況としましては、1960

年代から、戦後しばらくしてからですが、ガス薫蒸という方法が非常に盛んになりました。

これは、一回使えば非常に便利に駆除できるということで、文化財関係の現場で大変普及し

た方法です。特に臭化メチルという殺虫薫蒸剤、それから酸化エチレンという、殺菌薫蒸剤

を混ぜた製剤があったので、年に 1 回とか、書庫や収蔵庫全域をガスで処理する。そうする

と、虫も死ぬ、カビも死ぬということで、博物館関係でかなり便利に使われてきていました。 

 ところが、最近、大きな変化がありました。それは、この有効だった殺虫薫蒸剤の臭化メ

チルが、実はオゾン層の破壊物質であるということで、検疫等を除く一般用途については
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2004 年末に使用が全廃されました。文化財用途についてはかなり議論もあったわけですが、

ほかの世界的な状況を見ましても、代替法を使っている国がだんだん出てきていることもあ

りまして、文化財分野についても、これは全廃となりました。 

 今後の方向性としては、収蔵庫薫蒸、書庫薫蒸のような方策は、日本だけではなく欧米も

含めて、欧米では今ほとんどやっていませんが、やり続けるのは非常に難しい。ですから、

予防していかざるをえない。薫蒸では、ほかの薫蒸剤もありますが、それ以外にもいろいろ

な代替策が出ています。そういった方向性で、今は移行時期といえると思います。 

 先ほど申し上げましたように、昔から、戦前ぐらいまでは、虫干しという方法で、古文化

財の虫払いをしてきたという事実があります。この図は江戸時代の虫払いの光景を引用して

きたものですが、例えば寺社、主にお寺の所蔵物を、そこの地方のいちばん気候のいい時期、

大気が乾燥していてお天気が続く時期を選びまして、公開を兼ねて、出し広げる。そのとき

に、皆さんにお見せするのと同時に、補修するところは補修し、あるいは虫・カビがついて

いれば、それを払うような作業を、1 年に 1 度ずっと行ってきました。そういったことで、

日本では目通し・風通しという伝統があったわけです。 

 この最近 20 年ぐらいでしょうか、先ほど言いましたように大規模薫蒸という形で、収蔵

庫全域を目張りして、非常に毒性の強いガスで処理します。ただ、これはライセンスを持っ

た方でないと扱えませんので、ガス薫蒸ができる外部の専門の業者さんにお願いして、やっ

ていただく形で来ておりました。ただ、現在は、先ほども言いましたように、やはり予防対

策の強化とか、今からお話しする IPM という考え方を導入してやっていくことが始まって

おります。 

 そういったことについて、今回配付していただいた資料の中に、当研究所から出しており

ます「生物被害ガイドブック（文化財の生物被害防止ガイドブック）」というものがあるかと

思います。これは東京文化財研究所のホームページの保存科学のところに行っていただけれ

ば、PDF 版でダウンロードすることもできます。これに簡単な流れがダイジェストとして書

かれています。その現物と害虫事典の現物をお持ちしましたので、順番に回してごらんいた

だければと思います。 

 さて、日本の状況について簡単にお話しいたしましたが、世界的にはどういう形で虫菌害

を予防してきたかということですが、これはアメリカのスミソニアンのナチュラルヒストリ

ーの博物館の例です。書籍と自然史標本はだいぶ違うかもしれませんが、なぜここで持って

きたかといいますと、自然史標本は動植物標本ですので、非常に虫がつきやすいのです。そ
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こで、どういう方法を使ってきたかということをご紹介しているわけです。 

 200 年間ぐらいのタイムスケールで見ておりますが、初期の段階ですと、ヒ素とか塩化水

銀のような、人体にとっても非常に毒性が強いものを使っている時期があったということで

す。確かに、こういうものを使いますと虫はつきにくくなるのですが、この時代は、人体に

どれくらい毒性が強いかという知識もあまりなしに使っていたのではないかと思われます。

これは戦前ぐらいまで使っていたらしいのですが、あとになってものすごく問題になりまし

た。まず、コンサベーターの方が毒性が強くて触れないということで、そのコレクションは

全部収蔵庫のどこかにまとめて、「触るな」と書いて隔離される。もう一つは、小学生や中学

校のお子さんが標本類をいろいろ見に来られるのですが、そのときに、それが水銀で汚染さ

れていないか、ヒ素で汚染されていないか、いちいち分析して安全な資料しか出せないとい

うこと。虫・カビ予防という点では、かなり強力な方法ではあったかもしれませんが、あと

になると社会的に問題が起きてきたということで、今この方法は使われておりません。今、

北米では、これが非常に問題になっております。 

 そのほか、いろいろな方法があり、例えばナフタレン、パラジクロロベンゼンというよう

な、家庭でも使っているような防虫剤を使っていた時期もあります。アメリカでは、現在で

はパラジクロロベンゼンはほとんど使われておりません。あと、薫蒸剤が戦後出てきまして、

先ほどの、日本で使っていた臭化メチルや酸化エチレンを使っていた時期もあります。とこ

ろが、いろいろやってみますと、悪臭が出るとかいろいろな問題で、今は薫蒸剤としてはフ

ッ化スルフリルというものを一部使っているのと、ほとんどは低温処理という殺虫処理に置

き換わっております。これは、PL 法もいろいろ厳しくなりまして、できるだけケミカルフ

リーな方法で処理したいということから、化学薬品をあまり使わないでできるならば、その

ような処置でやりたいという方向性に現在ではなっております。 

 こうしてみますと、たった 200 年の間でも、随分いろいろな方法を試して、方法が入れ替

わってきているということです。今、日本で薫蒸剤の臭化メチルが使えなくなったことで問

題にはなっています。ただ、こうしてみますと、いろいろな社会的な状況とか、いろいろな

反省にのっとって方法が移り変わっていくのは、ある程度自然なことかと考えるわけです。

それで、1990 年代から、主に博物館あるいは図書館関係で、考え方の大きな変化が起こりま

す。戦後はやはり農学分野の農薬の普及もありまして、何か有効な薬剤があれば、使ってし

まおうという風潮が高かったわけですが、最近は本当に環境への影響、人体への毒性、それ

から、材質に一体どういう影響が及ぶのかといったところに関心が向きまして、80 年代ぐら
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いから随分いろいろな研究が行われました。その結果、臭化メチルは環境に影響がある、オ

ゾン層を破壊する。それから、人体への影響という点でも非常に毒性が高いわけですが、酸

化エチレンについては非常に強い発がん性を持っているということが分かっています。それ

から、材質への影響という点では、薬品で虫・カビを殺すわけですから、化学反応で殺して

いるわけです。しかも、かなり高濃度で使っています。そうすると、材質的には、目で見て

そんなに変化がなくても、微視的に見れば、何らかの化学変化が全く起こらないわけではな

い。それを何回もやっていると、材質に一体どういう影響が及ぶのか、という点で、いろい

ろな議論が行われました。 

 結局、最終的に守るのは何だろうかという話になったときに、後世に文化財あるいは書籍

を残していくのに、環境に負荷をかけてまで、こういった薬品を使い続けていいものかどう

かという議論も出ました。それから、使う方、あるいは管理する方が、自分の健康を抵当に

取ってまで危ない薬品を使うべきかどうかといったことがありまして、その中で、IPM とい

う考え方が、博物館、図書館関係でもいわれるようになってきたわけです。 

 この IPM（Integrated Pest Management）、日本語では「総合的有害生物管理」と訳され

ていますが、要するに Integrated ということですから、総合的にといいますか、いろいろな

活動を集約してという格好になると思います。これはもともとは農業分野で誕生した生物被

害のコントロールの方法で、特徴としては、多量の化学薬品だけに頼らないということ、そ

の背景としては、農業分野でも残留毒性の問題が非常に深刻になった時期がありました。そ

れから、幾ら農薬を使っても耐性害虫が出てくるという問題も出てきました。そのような状

況から出てきた考え方です。 

 この考え方は、65 年に国連食糧（農業）機関が「あらゆる適切な防除手段を相互に矛盾し

ない形で使用し、害虫密度を許容水準以下に減少させ、かつ低いレベルに維持するためのシ

ステム」と定義しました。これだけ見ると、一体何だろうかという感じですが、結局、何が

いちばん特徴か、どこが今までと違うのかといいますと、複数の防除法を合理的に組み合わ

せて使うというところです。どういうことかといいますと、単独では効果があまり高くなく

て劣る場合でも、適切にほかの方法と組み合わせると防除が可能になることを意味していま

す。 

 これは、中筋房夫先生たちがお書きになった『害虫防除』という本から引用したところで

すが、例えば農業分野を見てみますと、今までの大農法という格好で考えますと、ほ場の上

空から飛行機で殺虫剤を多量にまいて、殺虫剤単独で 95％ぐらいの死亡率を期待しないと、
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作物としてはちょっと割に合わないということで、殺虫剤をまいてやっていたわけです。と

ころが、これをやった結果、例えばアメリカの綿栽培などで、耐性害虫が出たり、誘導多発

生という機構で虫が抑えきれなくなりまして、非常に問題になったということです。そうい

うこともありまして、この方法だけではやはり無理だと。この時期に同じく、レイチェル・

カーソンが『沈黙の春』という本を出しましたが、こういった残留農薬の問題が、生態系そ

のものを壊してしまうということで大きな社会問題になりまして、この方法をやり続けるわ

けにはいかない、ということになりました。 

 では、IPM ではどのように考えるかといいますと、まず生態系を壊すような方法はだめだ

ろうということで、虫の天敵を殺してしまうような方法は使わないでおこうということにな

ったわけです。そうすると、まずその年に、この大量の農薬をまくことをやめてしまいます

と、とりあえず、だんだん生態系が回復してきます。そうすると、虫を捕ってくれるカエル

とか、いろいろな生物がまた復活してきて、天敵が害虫を捕ってくれる。例えば 50％ぐらい

捕ってくれたとしましょう。しかし全部捕ってくれるわけにはいきませんので、50％だと売

物にならない。では、どうしようかといったときに、この害虫に特異的に働く、例えばその

昆虫の成長抑制剤を使ってみます。その場合に、こういうものは非常に強い薬ではありませ

んので、使ったとしても 70％ぐらいしか死んでくれないということがあったとします。とこ

ろが、実は天敵が害虫をとってくれていますので、それを足し合わせると、結局死亡率を見

たら、実は 85％になっているということです。これでもちょっと足りないという分について

は、少し効果は劣るけれども、ほかの、例えば性フェロモンというものを組み合わせれば、

最終的には死亡率が 95％ぐらいにいくだろうということです。先ほどお話しした方法だと、

殺虫剤を大量にまくことで 95％殺したかったのが、そのかわりに、いろいろ考えたり、薬も

工夫しなければいけないけれども、うまくやれば、同じくらいの死亡率を確保できる。科学

的によく対策を立てて、考えて管理しようといったことです。 

 では、文化財保存における IPM を、これに準じて考えてみますと、やはり特徴として、

同じく複数の防除法を組み合わせることになります。従来ですと、例えば薫蒸剤で 1 年に 1

回書庫を薫蒸してしまって、かりに虫がついていたものが入っていたとしても、1 年に 1 回

やれば、それ以上は広がらないという考え方でやられていた現場もありました。ところが、

この方向が破綻してきていますので、では、どうするかといったときには、多分午後のワー

クショップで木部さんのお話の中にもあると思いますが、最近は予防的保存という考え方が

だいぶ出てきています。英語では Preventive Conservation といいますが、その一環として、
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この基本的保存のための体制をきちんと考えよう、と。これは平たくいってしまえば、資料

を清潔に管理するということです。もともと日本では目通し・風通しということでやってき

ておりましたが、平たくいえば衛生管理です。それが実は 70％ぐらいを占めます。そのうえ

で、新しく持ち込まれる新規の資料については、きっちりと殺虫処理をして入庫する。ある

いは、施設等のシロアリの被害などを予防するための薬剤処理をピンポイントで考えまして、

それを組み合わせて、きちんと効果を持たせようというのが IPM の考え方だと思っていま

す。 

 これをちょっとまとめますと、例えば農業分野の例ですと、従来は農薬だけをまいて、ほ

とんどやってしまおうと思っていたところが、IPM の場合は天敵や生態系を破壊せずに、こ

こである程度手伝ってもらって、足りないところを、弱いながらほかの方法を組み合わせて、

同じぐらいの効果を持たせようと。文化財分野の例ですと、従来は例えば大規模薫蒸でやっ

ていたところが、これはできなくなっておりますので、IPM では good collection care、衛生

管理や清掃といったところ、あるいは、有害生物が入らないような遮断体制をまず確立する

ことがほとんどであると。その他、新規の資料については、きっちりと殺虫したものを入れ

る。そういった体制でやろうというのが、文化財分野の IPM だと思います。 

 先ほど、Preventive Conservation のお話をしましたが、これについては、例えばカナダ

で非常に盛んにやられております。Canadian Conservation Institute (CCI) という、政府

機関でこういった文化財関係の研究所があります。そこで作成されたフレームワークがある

のですが、そこでは資料を劣化させる要因を九つに分類しまして、それぞれに対して、どの

ような予防対策を執ったらいいかを、フレームとして提示しています。例えば劣化要因とし

ては、最初に地震等、物理的な破壊。それから、人的な盗難、破壊、紛失。それから、火事、

水害。この辺は、一度受けると非常に甚大な被害を及ぼすわけですが、頻度的にはそれほど

高くはありません。ただ、5 番めに生物被害がありますが、生物被害はいったん始まってし

まうと、劣化速度が非常に速い。そういった意味で、生物被害が来ています。そのほかに、

いろいろな室内汚染物質や大気汚染物質。それから、光による問題。例えば展示環境で、油

彩画などの色の付いたものを展示をするときに、よく照度を落としてあります。そういった

照度基準というものもしっかりありまして、光照射による劣化も非常に大きな問題です。そ

のほかに適切でない温度や、適切でない湿度といったものが、劣化要因として系統的に考え

られています。 

 その中で、先ほど言いました有害生物関連におけるコントロールの方法ですが、これもCCI
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で言われているコントロールのスキームです。それをちょっとご紹介しますと、5 段階のコ

ントロールが提示されています。それは何かといいますと、まず第 1 段階めには、虫やカビ

を誘うものを回避する。これは平たくいいますと、効果的に清掃するということと、汚いも

のはきちんとクリーニングするということです。 

 次はブロック（遮断）するというのが 2 番めになります。これは何かといいますと、例え

ば建物の外から入ってくるような虫の侵入を防ぐ。もう一つは、資料にくっついて入ってく

る虫が、ほかの資料に移るのを防ぐ。その二つの意味があります。ですから、ここをしっか

りやることが非常に重要です。 

 もう一つは、今まではとにかく薫蒸を年 1 回やろうということになっていたのですが、薫

蒸するということは、資料にとってもそれだけ負担になりますし、人体にとっても決して望

ましいことではない。それは非常時の選択肢になるわけですが、では、本当に虫がいるのか

どうか、それをきちんとモニタリングしましょうということです。虫がいて初めて、この

Respond、対処段階が来るということです。 

 最後に、安全な所蔵空間を確保して、作品を戻すという復帰過程が来ます。今までの博物

館関係の大規模薫蒸を見ていますと、スタッフがなかなか確保できないとか、いろいろな問

題がありまして、やはり楽な方法に定着してしまったという部分があります。大規模薫蒸と

いうのは、いきなりこの 4 番めの対処段階をやっていたと思うのです。 

 実は、この順番に意味があるのです。CCI では、コントロールにおいては番号の若いほう

から力を入れてやっていかないと、全体のコントロールは非常に大変になると言っています。

それはどういうことかといいますと、窓を開け放しで虫がたくさん入ってくるような状況で、

幾らトラップをかけてモニタリングしても、たくさんかかる。たくさんかかれば、「こんなに

虫がいるのですから薫蒸しましょう」ということになってしまって、状況が全然改善されな

いわけです。ところが、IPM においては、まず、この虫・カビを誘うものを回避するという

ことと、遮断をきっちりやれば、それだけで状況的には随分よくなります。ですから、まず

はこういった回避と遮断という、1～2 段階をしっかりやるのが非常に重要だと言われていま

す。 

 あまり抽象的なことを言ってもしょうがありませんので、実践例を少しご紹介していきた

いと思います。日本の例、外国の例、いろいろあります。あまり時間がないので、簡単にご

紹介していきたいと思います。まず美術館の例で、書籍とはあまり関係ないかもしれません

が、どういう感じでやっているかということをみていただきたいと思います。愛知県美術館
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をいつもご紹介させていただくのは、恐らく日本で初めてこういった活動を始められたとこ

ろではないかと思うからです。こちらでは学芸員のコンサベーターの方が、最初にそろそろ

臭化メチルが使えなくなると分かった時点で、今どういう問題があるか、被害歴を徹底的に

分析しまして、96 年を最後に収蔵庫薫蒸をやめてしまいました。 

 どういうことかといいますと、このコンサベーターの方が今までの記録を徹底的に引っ繰

り返して、どういうときに虫の被害、カビの被害が起こったか全部書き出したわけです。そ

うすると、施設が老朽化してくると、カビが生えるところが出てくる。もう一つは、作品に

ついて入ってくる虫の問題。それから、レストラン・エリアのゴキブリの問題など、そうい

った問題がはっきりと分かってきました。ところが、今まで防除対策としては収蔵庫薫蒸だ

けをやっていたということなのです。それを考えてみますと、美術館の場合は、今、企画展

が非常に多く、40～50％のものがどんどん年間動いていくわけです。そうすると、全然薫蒸

されていないものが入ってくることもあるし、自分のところがしっかり薫蒸していても、そ

れがまた外にどんどん出ていってしまう。回転が速くて、収蔵庫薫蒸していたら、貸し出し

の少ないものばかりが何回もガス処理をうけるが、結局、他の作品はどんどん館内に入って

くる。これではあまり対策になっていないということになりました。 

 では、一体どうしたかということですが、まず、カビの被害を予防するには、後でちょっ

とお話ししますが、とにかく汚れがついていると、ブロンズ像にもカビが生えるということ

で、キュレーターのかたが定期的にきれいにお掃除をしていらっしゃる。これはアボイド

（Avoid）段階の対策です。それから、収蔵庫の白布類を定期的にきちんと洗濯して清浄度

を上げる、お掃除をするということをやっていらっしゃいます。 

 それから、作品について入ってくる虫の対策です。もちろん新規に受け入れた資料につい

てはきっちり殺虫をして収蔵庫に入れるわけですが、それ以外に、例えば企画展で、作品を

借りてくるという場合に、桐箱を開けますと、シミが入っていたり、チャタテムシが入って

いたりという場合もあるわけです。それをそのまま収蔵庫の中で開けてしまうと美術館に広

がってしまいますので、粘着マットを切って台の周りに張りまして、もし虫が出てきても、

ここでくっついて逃げないというような、ブロック段階の工夫をしていらしたりと、非常に

細かくやったということです。 

 この担当者の方は、監視員の方や、いろいろな方にお願いをしていて、例えば展覧会のと

きに、額縁から虫が出てきて、それを監視員の方が教えてくれたので、額だけ外して薫蒸し

たらしいのですが、その中にキクイムシがたくさん入っていて、お茶わん 1 杯ぐらい虫が出
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てきたらしいのです。ほうっておくと、それが美術館に広がってしまうところを、非常にう

まいところで教えていただいたそうです。監視体制が非常にうまく回った例といえます。  

問題は、他のスタッフの方からの通報をきいたとき、この担当者の方が、それが危ない事

態かどうかということをある程度判断できなければいけない。ここでは外部委託専門家とい

いますか、要するに薫蒸業者さんや防除業者さんに、コンサルティングをして、そこで適切

な処置をしてもらうという体制を作っています。こういった方が一人か二人必ずいることが

必要になるのですが、ただ、こういった活動をする点では、全館的にやはり皆さんがポリシ

ーを理解して、ルールを徹底していかないと、この担当者の方が幾ら頑張っても非常に大変

なことになります。これはやはり、全館的にこういったポリシーを理解していただくことが

いちばん重要になると思います。 

 次は北米における実践例です。その特徴としては、先ほど言いましたコントロールの 1 番

め、2 番め、この Avoid（回避）、Block（遮断）段階を非常に徹底しています。そのうえで、

発見段階を工夫して、手をかけずに早期発見する体制を作っている。さらに、虫が見付かっ

たときには、収蔵品に合わせて、あらかじめポリシーができているということが特徴です。

いまからお話する 2 つの施設の例は、国立民族学博物館の園田さん、日高さんが調査なさっ

た例をご紹介させていただきます。まず、アメリカの自然史博物館の例ですが、コレクショ

ン・マネージャーのかたが IPM を導入しまして、今、非常にいい管理になっているという

ことです。IPM の導入に当たって、この方がやったのは、まず優先度の高い資料、主に有機

質の物や価値の高い物を優先順位をつけて、そこに力点を置いたということです。ここは膨

大な資料を持っておりまして、本当に何十万点という形ですが、それを全部やっていたら、

とてもやりきれない。例えば鉱物標本や金属製品や土器といったものは、とりあえずもうい

いと。ターゲットになるのは有機質で非常に価値の高い物と、虫に食われやすい物をピック

アップして、IPM を始めたとのことです。（Ref,1.） 

 そういう貴重な有機物の資料を収蔵庫で管理する場合、そういうものを収める収蔵庫をち

ょっと改築して、非常に機密性の高い、収蔵庫自体が収蔵ケースといわれるようなグレード

にしたということです。それはどういうことかといいますと、アメリカのニューヨークは非

常に寒いのですが、歴史的建造物ですので外観は変えられない。ですから、内部からシーリ

ングをうまくやり直して二重窓にして、冬でも結露が起きないようにした。それから、例え

ば食品工場や製薬会社でやっているように、クリーンな環境に保つために掃除がしやすい構

造にした。どういうことかといいますと、家具などとおくとすき間ができて、どうしても虫
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などが潜り込みやすい構造になるわけですが、エポキシ樹脂で全部固めて、しかもかべぎわ

を丸く立ち上げて、ほこりがたまらない構造にしたということで、サーッと掃除機をかける

と非常にきれいになるということです。とにかく、この収蔵庫に関しては、非常に清潔に保

たれているということです。「そもそも清潔だったら虫はわきません」という考え方で、非常

に清潔にしてあるのです。 

 早期発見するときは、まず清潔にしていないといけない。それはなぜかといいますと、ご

みや綿ぼこりがいっぱいたまっている状況ですと、調べたときに、もし虫がいて、ここから

ふんが出たり、粉が出たりしていても、新しく出た虫粉かふんか分からないわけです。です

から、まずはきれいにして、しかも薄い白を使った棚の構成にしています。チェックポイン

トを定期的に見ているわけですが、とにかくパッと見たときに、何か異常がすぐ分かるよう

な体制にしてあるということです。ここまでするのは大変だったと思うのですが、少なくと

もこちらの機関ではそういう方法をとっているということです。 

 これはまた別の、アメリカン・インディアンの国立博物館です。（Ref,1）一見、これは虫・

カビとは関係なさそうな話なのですが、非常に面白いのは、資料を直接手で触れないように、

それぞれに規格の箱をわざわざ作っているということです。どういうことかといいますと、

後でちょっとお話ししますが、ブロンズのお話もそうですが、手で触ると手あかがつきます。

そういった有機物がつくことによって、カビが生えやすくなったり、虫が加害しやすくなっ

たりするわけです。ですから、直接手では触れないということを前提に、こういうことをや

っています。日本では、どちらかというと白手袋を使ってやりますが、向こうの発想として

はこういうことになるのかなと。もう一つは、イガやカツオブシムシにやられやすいような

ウールのじゅうたんは、虫やカビが寄らないように、低温処理で殺虫したあとに、マイラー

シートを巻いて、外に写真を張りつけて資料が分かるようにしてあるのと、バーコードで管

理できるようにしているということです。 

 こちらの殺虫処理のポリシーですが、基本的には全部低温処理でやっているとうことです。

後でちょっと低温処理についてお話ししますが、冷凍庫の中で殺虫する方法です。例えばマ

イナス 30℃で 5 日間というやり方ですので、月曜日に入れて金曜日に出すというルールが確

立しています。ですから、ルーチンでどんどんやれるわけです。それができない資料につい

ては、二酸化炭素で処理するとか、どうしても入らないような大型木製資料についてだけ薫

蒸剤を使う。そういったポリシーをしっかり確立して、殺虫処理をやっているということで

す。 
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 今、北米の例でも、愛知県美さんの例でも見ましたように、IPM においては、この Avoid、

Block の段階が基本です。まずは、虫・カビを誘うものを回避する。清潔な環境と食品の管

理が非常に重要だといわれています。もう一つ、やはり非常に大事なのが、侵入の遮断とい

うことで、もちろん外から何か害虫が入ってくることも侵入遮断しなければいけないのです

が、大体ある程度きちんとした保存環境ですと、どちらかというと、作品について入ってく

る虫のほうが問題になります。ちょっと薫蒸をサボって収蔵庫に入れてしまったために、そ

こから虫が発生することがけっこうあります。そうではなくて、受け入れ資料の初期殺虫だ

けは必ずやる必要があります。このルールだけはきちんと徹底する必要があると考えていま

す。 

 次はカナダの例ですが、一応ご参考のためにさっとご紹介します。こちらは、CCI のスタ

ッフが参加して建物を設計した例で、これは世界的にも非常に珍しい例ですが、いろいろな

劣化要因に対してうまく管理できるように、考えて造られた建物だということです。まず、

すべての建物について、建物周りはまるで食品工場のようにネズミの侵入防止構造が造られ

ています。それから、目的別に棟が分離されていまして、食品を扱う、あるいはスタッフの

方々が食事をするレストラン棟は、また棟が別になっています。万一ここでゴキブリやいろ

いろな害虫が発生しても、収蔵庫棟には行きにくいように、物理的に隔離されています。 

 それから、収蔵庫エリアや研究室エリアと、レストラン棟は全く分離されていて、しかも

管理棟も別になっています。この収蔵庫・研究棟ですが、コレクションを生物被害やその他

の劣化要因の受けやすさによって、グループに分けて収蔵しているということです。まず、

こちらが収蔵庫研究棟です。こちらが実験スペース、こちらが収蔵庫ですが、3ｍの幅の廊

下がありまして、非常に厚いコンクリート壁を打っています。それはなぜかというと、万一

火災が生じたときに、収蔵庫の中のものが燃えないように、防火構造のしっかりした壁を打

っているという説明でした。また、今の廊下の天井を見ますと、びっくりしたことに配管が

全部むき出しになっています。私は美術館であまりこういうものを見たことがなかったので

すが、天井の配管がむき出しになっていまして、しかも何の配管でどっち方向というラベル

が全部ついているのです。これはなぜかというと、建物が老朽化してくると施設には何か不

具合が生じます。故障が出たときに、このような構造だと修理もしやすいし、廊下で対応が

できるし、しかも担当者がいなくても、業者を呼べばすぐに修理ができる。要するに、あら

ゆるリスクに対して迅速に対応できるようなデザインを考えているということで、びっくり

しました。 
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 もう一つは収蔵庫棟の周りですが、カナダは冬とても寒くなるので、収蔵庫に結露してし

まったら困るということで、収蔵庫棟は建物周りに回り廊下が造られています。これは外壁

からの結露防止と、害虫等の物理的な侵入防止のための構造と説明されています。蔵外から

侵入してくるような虫について、特に這って入ってくるような虫をどうやって防ぐかという

ことですが、収庫の扉は、二重扉のそれぞれに侵入防止用のすき間ブラシがありまして、虫

が入ってきにくくなっています。しかも入り口には、一応モニタリングのために、必ずトラ

ップが仕掛けられている。こういうことをやっています。 

 次に、資料について入ってくる虫をどのように防ぐかということです。まず新しく受け入

れた資料は、必ずペスト・マネジメント・エリアというところに入っていきます。最初に開

梱室というところがあるのですが、その隣に隔離室（quarantine）という部屋がありまして、

まだ殺虫処理をしていない資料は、とりあえずここに必ず置きます。殺虫処理をしないもの

は、その先には持っていかないというルールが非常に厳しく設定されています。 

 殺虫施設ですが、一つは二酸化炭素のテントが入った部屋がありまして、ここで殺虫でき

るものはします。もう一つは、低温処理をやっているのですが、ウォークイン・フリーザー

がたくさんありまして、マイナス 30℃です。いちばん奥が殺虫専用になっていて、作業する

ときに二人一組でやるとか、きちんとそういう取り決めがあります。寒いので、コートが掛

けてあって、帽子と手袋も用意されています。そのようなことで、ルールを徹底して、殺虫

した物のみを収蔵空間に入れるといった方向でやっています。 

 IPM の概要といいますか、実践例を少しお話ししたのですが、その先のお話になります。

先ほどの Avoid、Block をきちんとやったときに、では、本当に虫がいるかどうかをモニタ

リングするという、第 3 の段階の話に移っていきます。まず、モニタリングするときに一般

的に使われるのはトラップです。ただ、これは外を歩き回っているゴキブリやチャタテムシ、

シミなどは捕まるのですが、本の中をずっと食い進んでいるシバンムシの幼虫などは外に出

てきませんので、トラップをかけていても捕まらないのです。ですから、やはり資料の中で

生活する虫については、最初にきちんと殺虫しなければいけません。あと、モニタリングを

するのだったら、トラップをやるときと一緒に、ポイントを決めて目視調査をするとよいと

いうことがいわれています。 

 いろいろなトラップがありますが、基本は粘着トラップが使われています。やるときには、

必ず平面図を使って、場所を書き込み、それで季節変化や年次の変化を見ていきます。大体、

書庫だけとか、展示室だけというところが多いのですが、できれば最初は、例えばエントラ
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ンスとか、前室とか、スタッフの部屋や、近くにもしあれば機械室とか、そういうところも

全部やって、館内の危険エリアを把握することを博物館等にはお勧めしております。トラッ

プの数は、あまりたくさん置くと、調べるのも、外の防除業者さんにお願いするにしてもお

金がかかりすぎますので、どれぐらい置くかというのは予算との兼ね合いなのですが、少な

くとも、やはり入り口付近には置いていただきたいということと、あと貴重な資料の部分に

は置いていただきたいということがあります。 

 ただ、注意しなければいけないのは、トラップはあまり長く置きすぎますと、万一虫がか

かったときに、中にかかった虫を食べに来る文化財害虫があります。トラップを例えば 1 年

ぐらいずっと置きっぱなしにしておりますと、中にかかっていた虫を食べに、カツオブシム

シがわくことがあるのです。ですから、やはり 1 か月以上は置きっぱなしにしないようにす

ることが、非常に重要になると思います。 

 では、虫がいる場合、それから初期の殺虫等について、どのように対処すればいいかとい

うお話ですが、先ほど言いましたように、初期殺虫は絶対に不可欠です。もう一つは、対処

といっても、例えば虫がたくさん入ってくるような状況ですと、すき間シーリングをやって

いただくことも多いです。とはいいましても、資料の置き場に困ることがあるのです。幾ら

収蔵庫に直接入れてはいけないといっても、置き場がないので収蔵庫に入れてしまうことが

あるのですが、少なくとも、明らかに虫がついていそうな物は隔離場所に置いておいていた

だきたいということです。害虫やカビが明らかについている場合は、とにかくほかの物に移

さない。隔離場所を確保するということですが、隔離場所といってもスペース的にない場合

は、例えば大きなビニール袋を二重にして入れていただくとか、少なくとも他の資料に移さ

ないということです。それと、適切に殺虫等の処置を行っていただくことが重要です。 

 処置ですが、やはり被害の大きさによって処置法は変わらざるをえないと思います。非常

に大規模な被害の場合、例えば大量の古文書を寄託されたといったときに、カビだらけ、虫

だらけという場合は、これはもう、まとめてどこかで薫蒸して、きれいにして持ってくるし

かありません。ですから、そういった場合は、やはり薫蒸がいちばん適切だとは思います。

ただ、そのときには、やはり資料の材質を確かめてやっていただきたいと思います。という

のは、物によっては、薬剤との相性が悪いものもありますので、薬剤をきちんと選ぶ必要が

あると思います。小規模な殺虫処置であれば、例えば寄託された物が段ボール箱幾つかぐら

いの場合などは、薫蒸庫でやるとか、あるいは被覆テントでやるとか、もありますが、その

ほかにもいろいろな方法が出てきています。 
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 今日ご紹介しますのは、今、資料もお回ししていますが、酸素濃度を下げて殺虫する方法

です。これはケミカルフリーで、欧米では比較的、特にアメリカとイタリアではだいぶ普及

してきている方法です。具体的には、例えばお菓子のパッケージの中に脱酸素剤というもの

が入っています。いっしょにピンクの錠剤が入っていまして、酸素濃度が下がっているとピ

ンクで、開けると紫色に変わるのですが、文化財分野でも同じような文化財専用の脱酸素剤

が市販されています。ボリュームが少なければ、例えば掛け軸などは、脱酸素の処理をする

ことができますし、A4 版でしたら、書籍も個別包装で脱酸素処理することが可能です。 

 もう一つは窒素発生装置で、窒素ガスを湿度調整をしたものを出してくれる装置も今市販

されています。これはうちの薫蒸装置を改変しまして、窒素処理殺虫装置にしたものです。

例えば 25℃で 3 週間、酸素濃度が 0.1％未満というように設定を入れて、スイッチを押しま

すと、全自動で窒素処理をやってくれる装置です。これはシミとカツオブシムシがついてい

た文書類を 1 週間 30℃で窒素処理したものですが、きちんと殺虫できた例です。また、シン

ガポールの現場の例ですが、アルミ蒸着の袋で、窒素で殺虫しているような例です。世界的 

にもかなり普及してきています。 

燻蒸装置の窒素処理殺虫装置
への改変（東京文化財研究所）

（写真：木川りか） 

燻蒸装置の窒素処理殺虫装置
への改変（東京文化財研究所）

（写真：木川りか） 

 

窒素発生装置による中規模の殺虫処理 

（写真：木川りか） 
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もう一つは、二酸化炭素処理という方法が

あります。詳しくは、このガイドブックのほ

うを見ていただければと思います。時間もあ

まりないことですし、簡単に行きます。これ

は被覆薫蒸の規模の処理に非常にやりやすい

のですが、ジッパー式のテントが市販されて

いまして、何度でも使える形になっています。

これは民俗資料の被覆薫蒸といいますか、二

酸化炭素処理を実験的にやっていたときの写

真です。その後、こちらでは殺虫に関しては

二酸化炭素処理を、システムとしてずっとや

っていらっしゃいます。カナダの収蔵庫で二酸化炭素処理、やはりこういったジッパー式の

テントで殺虫している例もあります。カナダでは、この二酸化炭素という方法が非常に普及

しています。 

 これは平等院の修理のときに、阿弥陀如来像の蓮弁と光背の部分を二酸化炭素で処理した

例です。ただ、こういった窒素や二酸化炭素という方法は、危ない薫蒸剤を使わないので非

常にいいのですが、問題があるとすれば、やはり時間がかかることです。ガイドブックを見

ていただければおわかりいただけるのですが、例えば薫蒸だと、処理自体は 2 日間、それか

らガス抜きを含めて全体で 1 週間の場合が多かったのですが、二酸化炭素処理だと少なくと

も 2 週間見ていただかなければいけません。低酸素濃度処理だと、弱いものだと 1～2 週間

でいけるのですが、本の中に潜り込んでいるシバンムシなどですと、やはり 3 週間見ていた

だいたほうがいいと思います。特に温度が低いと非常に効きが悪くなります。例えば 20℃未

満では、絶対に処理はやっていただけません。休眠状態に入って生き残ってしまいます。で

すから、必ず 20℃以上で処理をしていただきたいと思います。耐性の強い虫で実験しますと、

20℃だったら 10 週間ですから約 2 か月です。20℃の収蔵庫の中に脱酸素剤を入れて殺虫す

るのであれば、2 か月間封入しておいていただければ、卵まで殺虫できることが分かってい

ます。 

 さらに、ここでちょっとご紹介したいのが低温処理という方法です。日本ではあまりなじ

みがないのですが、実は欧米とかアジアの、例えばタイの国立図書館などでは、非常に普及

二酸化炭素処理 

－くり返し使用できるジッパー式テント 

（写真：木川りか） 
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している方法がこの低温処理なのです。どういうことかといいますと、東南アジアなどの熱

帯の虫は低温に非常に弱くて、この方法がよく効くらしいのです。アジアの書籍ということ

で、一応今日はこの方法もちょっとご紹介しました。ただ、適用されない材質というものが

ありまして、やはり工芸品とか、材質が組まれたものは、膨張率が違うのであまりよくない

といわれています。一般的に、適用されるのが紙、書籍類、それから、動植物標本や毛皮・

皮革といった自然史標本です。 

 これはカナダの国立図書館ですが、一時保管庫の例です。主な殺虫法は全部フリージング

です。それから、イギリスの大英図書館でも、地下にウォークイン・フリーザーがありまし

て、書籍の殺虫をするシステムになっているということです。博物館の例ですと、これはオ

ーストラリアの博物館ですが、アボリジニーの民俗資料などを低温処理で殺虫している例が

あります。 

 これはうちの冷凍庫です。きちんと温度が管理できるものであれば、小さいものでも大丈

夫です。これはマイナス 30℃になっているのですが、竹製品の殺虫をした例です。ある現場

の例ですと、古文書を薄よう紙にくるみまして、水分バリア性のある袋の中に空気を抜いて

密閉しまして、アイスクリーム用の冷凍庫で殺虫している例もあると聞いています。薄よう

紙で包み、水分を通さないバッグに密封する。詳しくはガイドブックをごらんいただければ

と思います。ただ、急速に冷やしたほうが虫は死にやすいので、あまり重ねすぎずに、中に

仕切り板等を入れて、冷気の対流を妨げないようにして、詰め込みすぎないことが大事です。 

 臭化メチル以外の薫蒸剤ですが、詳しくは今日お配りしたガイドブックの資料編に、それ

ぞれの特徴を解説してあります。今日は時間がなくなってしまいましたので、ここについて

はあまり詳しく述べません。今、財団法人文化財虫害研究所で認定されているのは、フッ化

スルフリル、酸化エチレン、酸化プロピレン、ヨウ化メチルの 4 種類です。ただ、ちょっと

ふれておかなければいけないことがありまして、それは、多くの薫蒸剤は特定化学物質とい

うものだということです。それは何かといいますと、日本では 5 万 5000 種ぐらいの化学物

質がいろいろな分野で使われているといわれていますが、その中で、特にがんや神経障害と

いう、非常に重篤な健康障害を発生させる恐れがある化学物質がありまして、法令でとりあ

つかいの規則が定められているものです。 

 第 1 類というのが、非常に強い発がん性があって使用禁止になっているもので、PCB など

のグループ。第 2 類が多く発がん性がある、例えば、今、問題になっている石綿など。実は

薫蒸に使われている薬剤の多くが、この特定化学物質の第 2 類です。臭化メチルは第 2 類、
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酸化エチレンも発がん性がありまして、管理濃度が 1ppm と非常に厳しい値になっています。

ヨウ化メチルも特化物第 2 類で、管理濃度が 5ppm。酸化プロピレンは特化物指定は受けて

いませんが、基本的には安全性は酸化エチレンと同様に考えていただきたいと思います。こ

のようなものについては、法令で、ガスを密閉する装置を用いることや、作業環境濃度を一

定基準以下に抑制するようなことが規定されています。薫蒸庫の中は密閉されていて、よく

エアレーションすればガス抜きができるのですが、収蔵庫とか書庫の中で使った場合は、残

留に非常に気をつける必要があります。この薫蒸ガスがどれくらい残留するかということを

調べた方がいらっしゃいます。ある博物館で、臭化メチルと酸化エチレンの混合薬剤で薫蒸

したのち、排気して、引き渡されましたが、そのあと 1 日放置して、臭化メチルを検知管で

測ったということです。そうすると、多いところで 50ppm 以上というところがあり、管理

濃度が 15ppm ですから、これを上回っているということです。薫蒸ガスは物に吸着されま

すので、それがじわっと出てきたときには、場合によっては濃度が上がってしまうわけです。

ですから、こういったものを不必要に大規模薫蒸に使うことは、これからは人体への影響と

いう点からも、慎重に考えざるをえないと思っております。法律では、労安法や特化物の障

害予防規則で管理されています。薫蒸剤を使うのはいいのですが、使用する場合の注意とし

ては、やはり何らかの材質への影響は、全く皆無とはいえない。ですから、薬害の可能性を

あらかじめきちんと調べて使っていただくということ。それから、人間の健康障害の可能性

にも、注意して使う必要があるということです。 

 「カビが生えていなければ殺菌薫蒸の必要はない」といっていますが、よく虫・カビをい

っぺんに駆除できたほうがいいからと、カビが全然生えていないのに、殺菌濃度でやられる

ことがあるのです。ところが、殺菌濃度になりますと殺虫の何倍もの濃度のガスを使うわけ

です。そうすると、ガス抜きも大変になります。もう一つは、薫蒸のあとにエアレーション

でガス抜きするわけですから、空気中のカビの胞子はまた入ってきてしまうのです。ですか

ら、予防の意味で殺菌というのは、あまり当たらないとお考えいただきたいと思います。 

 あとは、蒸散性防虫剤については、必要な場合にはこのようなものがあります、というこ

とで、特に推奨はしておりません。ただ、一つだけ注意する点としては、単独で使用するこ

とが必要です。なぜかといいますと、混ぜるとお互いに溶け合って、くっついてしまう場合

があるのです。いちばんひどいのは、パラジクロロベンゼンとしょうのうを一緒に入れてし

まいますと、お互いに混融しまして、掛け軸などにべったりついてしまうことがけっこうあ

りますので、単独で使うことが重要です。 
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 今日はあまり時間がありませんので、カビについてはお話しできないのですが、ちょっと

このグラフだけ。今、虫の話をかなりしましたが、カビに加害される要因としては、やはり

水分がいちばん重要です。それは当たり前です。よく 60％よりも低い湿度だったら、カビが

生えないといわれるのですが、それをもうちょっと詳しく見てみます。これは、カナダの CCI

のミカルスキーという方が作ったグラフです。例えばケーキとか干草といった、栄養分が多

い材質を室温に置いておきますと、100％の環境だと 2 日ぐらいでカビが生える、80％の環

境だと 2 週間ぐらいで、65％だと 3 年ぐらいかかるというデータがあります。ですから、65％

の環境だからカビが生えないかといいますと、3 年ぐらいたてば、汚くてほこりがたまった

ような環境だと、書庫にカビが生えてしまうことがあります。 

 ただ、60％未満ですと、ほとんど無限大に時間がかかるので、カビが生えなくなるという

ことです。カビの予防の話はあまりできませんでしたけれども、ただ、カビを扱う点で、一

つの問題は、人体にもカビの影響があるということです。全部のカビが影響があるというわ

けではないのですが、中には強い病原性を持つものがあって、肺真菌症を起こすものもあり

ますので、できるだけ吸い込まないという方向で注意が必要です。例えば、これはカナダの

機関ですが、文書館にドラフトがあって、カビを扱う方はこの中で扱っておられるというこ

とです。 

 まとめとしましては、ちょっと駆け足になりましたが、害虫、カビの予防は衛生管理、侵

入の防止がいちばん大切で、カビの予防という点では、さらに湿度管理が基本になります。

こういったシステムをうまく動かすためには、とにかく収蔵する前に必ず殺虫するというよ

うなルールを徹底していくことが、今後非常に重要になると思います。ちょっと時間を超過

しました。すみませんが、これでお話を終わりにしたいと思います。（拍手） 

 

 

 

 

 

 

（Ref,1.） 木川りか・長屋菜津子・園田直子・日高真吾・Tom Strang「博物館・美術館・

図書館等における IPM‐その理念および導入手順について」文化財保存修復学会誌 47(2003) 

p.76-102 
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アジア古籍のための環境管理 

 

稲 葉 政 満 

（東京藝術大学大学院美術研究科助教授） 

 

 

 

 私の仕事は紙を劣化させることでありまして、保存させることではありません。毎日、

大学で紙を一生懸命蒸し焼きにして、どれだけ弱くなったかというのを測っております。

私は保存期間の期待値ということを良く言っていますが、今日はどちらかというと環境管

理の話で、特に温度と湿度の話をさせていただきます。温度と湿度の管理で寿命が延びる

部分もありますが、先ほど木川先生からもお話がありましたようにそれ以外の要因で劣化

することもあるわけです。ですから、全体のバランスをどのように取って、皆さんの資料

を残すのかが大事になりますが、大体資料館や図書館、博物館の方も「何年ぐらい保存し

たいのですか」と聞くと、「永久です」と気軽におっしゃいます（笑）。実は物には寿命が

ありまして、永久ということはありえないわけです。 

 図 1 は対数で年数が書いてありまして、

1 年、10 年、100 年、1000 年、1 万年まで、

一応作ってまいりました。右の方が過去に

起きたことですが、放馬灘紙というのが今

いちばん古いといわれている紙で、大体紀

元前 1 世紀ないし 2 世紀の紙です。蔡倫の

105 年以前に紙があったといわれています

し、そういうものが発掘されておりますの

で、実際に 2000 年以上残った紙があると

いうことです。 

最近問題になった酸性の木材パルプ紙というのは大体 100～200 年ぐらい前に始まって、

図 1 保存期間の期待値 
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酸性紙問題の原因になったわけです。写真は、たかだかまだ 100 年しか保存の期間があり

ません。まだ発明されて 100 年程度ですので、これから実際にどの程度残るかというのは

よく分かりません。プラスチックなども 100 年経っていないようなもので、予測はできま

すが、実績はまだないのです。 

 戦争の確率はちょっと計算のしようがなかったので、とりあえず第二次世界大戦が数十

年前にあったということで、日本でも何十年かに 1 回は戦争がある可能性があるとしまし

た。このような戦争とか、いろいろ書いてある災害などが 1 回でも来ると、場合によって

は資料が全部駄目になってしまいます。それをどういうふうにクリアして、どうやって何

年保存するかということを考えなければいけないということになります。 

 災害の方をどうやって調べたかというと、火災の 1000 年に 1 回ぐらいというのは、ホ

ームページに呉市の火災の発生件数と世帯数が出ていたので、そこから単純に計算したデ

ータです。ですから、皆さんのところの資料を 1000 年以上残したいと思っても、1000 年

に 1 回起こる火災に対して、どう対処するかということがクリアされていなかったら、

1000 年以内に火事でなくなる可能性があるということです。 

 地震については、この関東地区ですとマグニチュード 7 級は数十年に 1 回あるし、200

～300 年に 1 回だとマグニチュード 8 級のものが参ります。ですから、保存期間が 100 年

ぐらいであるならば、マグニチュード 8 級の地震のことは考えないことにしようというの

もありだと思いますが、500 年とか 1000 年残すということを考えていたら、これがクリ

アできるように考えなくてはいけない。もちろん現物は、場合によっては燃えたりしてな

くなってしまうかもしれませんが、その場合に代替物のコピーだけでも残すということも、

非常に貴重な資料である場合には必要かと思います。 

 最近は洪水が多いですが、数年前の名古屋の水害のときに知ったことですけれども、中

小河川は 100 年に 1 回程度までの水害に耐えるように、堤防が設計されているということ

です。裏返せば、100 年か 200 年に 1 回は必ず洪水が出るのですから、立地条件の悪いと

ころであれば、当然そのことも考えていなければいけないということです。「天災だから自

分たちのせいではない」というのは、数百年残したいと思う人にとっては無責任な発言に

なります。私は現場を抱えていないので、非常に気楽に言っております（笑）。 

寿命ですが、人間はこのあたりで、大体自分の目の黒いうちだけとりあえず取っておけ

れば、あとは責任がないと考えたくなるわけですが、多くても 100 年ぐらい考えると、「孫

の代まで」というような言い方もありますが、皆さんのところの資料だともっと長い期間
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ですので、どうするか考えていただきたいということになります。 

今日の最初の木川先生のお話のカビ・虫の害は、環境条件によって随分違いますが被害

が進むのがすごく早いです。あっという間、場合によっては 3 か月ぐらいでひどい害が出

てしまいます。虫の被害は、1 年ぐらいで起きてしまうということです。ですから、やは

りカビや虫の害をどう防ぐかということがいちばん大事なことになります。熱帯地方です

と温湿度が高いし、本当は例えば 20℃、55％にしたほうがいいけれども、そんなお金はな

いというところだと、温度を上げると劣化は早くなるけれども、温度を上げることで湿度

が下がれば、カビによる害が抑えられるので、数か月でだめになるよりは、寿命が半分に

なっても、そのほうがいいということも、最近は実際に行われています。 

 それから、デジタルメディアとか再生ソフトの寿命も短いです。システムとしての寿命

は非常に短く、機械がよくもって 10 年です。わざわざ図書館や資料館のために、現有の

機械を作ってくれることはありませんので、たまたまメディアが残っても、それを再生す

ることは機械的にもできないし、ソフト的にも大抵できなくなります。それから、マイク

ロフィルムは最近では数百年もつといわれていますが、「ビネガーシンドローム」といって、

その前に使われていた TAC ベースのものは、ひどいと数十年で酢酸のにおいがして、非

常に劣化してしまっている例があります。寿命予測では、開放系でやったときは数百年あ

ったのに、ビネガーシンドロームが発生して痛んでいるものを密封すると、痛んだ物自体

の分解ガスで劣化が早くなり寿命が短くなることが知られています。結果が分かってから

劣化実験をやったら、そのとおりであったということが分かっています。それから、酸性

紙ですと寿命は 100 年、アルカリ性紙ですと大体 700 年ぐらいです。 

 図 2 は沖縄県の文書館の写真で、たまた

まきれいに並んでいたので、喜んで撮って

きました。これはビデオテープの再生装置

です。これだけないと、ここ数十年のビデ

オは再生できないわけです。 

 例えばエジプトのミイラの保存のために

は、密閉して加湿をし、窒素ガスを用いて

容器の中を酸素のない条件にしています。

アメリカの独立宣言はアルゴンガスの中で

保存されています。物は酸素で酸化しますので、より長く延ばそうと思ったらこういう方

図 2 ビデオテープの再生装置 
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法で保存する必要があります。ですから、より長くというのであれば、このくらいのこと

は最低していただきたい、温度も下げていただきたいということになりますが、そうする

とコストが非常に高くなりますので、大量の資料を保存することはやはりコスト的にでき

ないということです。本当に最重要のものについては、そういうことを考える必要があり

ますが、より一般のものについては、ごく普通の状況から少しいい状況で何とかもたせら

れないかということを考えなければなりません。 

 長寿命化にはコストがかかりますので、例えばアルカリ性紙であれば 700 年ぐらいもつ

といわれていますので、実際 500 年ぐらいと期待して考えたらとどうかと、最近私は言っ

ております。ただ 500 年後に、それからまた延ばそうというのはもう無理です。200 年か

250 年ぐらいすればそれ以上取っておく必要がある物の数は多分減ると思いますので、そ

こでまた評価があって、残したい物はそこからまた 500 年残るような、よりよい環境に物

を持っていくということを繰り返していけばいいのではないかと思います。もちろん最初

から貴重であることが分かっていれば最善の手を尽くす必要がありますが、ほとんどの物

については、歴史的評価が定まるまである程度取っておけばかなりの物は要らなくなるの

ではないかと考えています。 

 紙の劣化のお話に移りたいと思います。和紙に墨で書かれたものは非常に安定で、保存

性はいいわけです。わき道にそれますが、「アルカリ性紙は 700 年ぐらいもつ」と稲葉が

言ったとしても、しかしアルカリ性紙にゼロックスでコピーしたものだとすると、ゼロッ

クスというのは表面にカーボンをワックスでロウで固着したようなものです。ひょっとす

ると、700 年後にその資料を出すと、紙はきれいなまま残っていて表面のゼロックスのコ

ピーの黒いところはふっと吹くと飛び散るおそれもありますので、案外インクジェット印

刷のほうが残ることもあるかなと思っています。 

 日本では数十年前までは、とにかく虫に食われるか、東大寺の二月堂の焼経みたいに火

事で燃えるかしなければ、永久に残ると言われていました。だから、棚にちゃんと置いて

おけばいいと皆さん考えておられたわけです。ところが、ちょうど私がこの文化財の分野

に入ってきたころに、アメリカから 100 年ぐらいで本が変色し、ページをめくればぼろぼ

ろになってしまうという話が入ってきました。ですから、棚に保管しておいても棚の中で

化学的に紙が劣化してしまうということが分かって大騒ぎになったわけです。その原因は、

紙をにじまなくするためのサイズ剤と呼ばれているものでした。 

 ヨーロッパで昔から行われているタブサイズという方法がありますが、ヨーロッパの古
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い紙は繊維原料も非常によい原料を使っていますし、このタブサイズもにかわにごく少量

のミョウバンを使っているだけです。紙自体の中にけっこうアルカリが残っていますので、

1 回つけるぐらいではあまり酸性化せず、このころの紙は非常によく残っているものが多

い。ひょっとすると、悪い紙はもうとっくになくなっているという話もあるので、丸ごと

信じるのは危ないのですけれども。ところが、大量に紙が必要になると、1 回作った紙を

もう 1 回ぬらして処理するなどということは非常に面倒くさいわけです。それで、賢い人

がロジンと硫酸アルミニウムを繊維の懸濁液の中に混ぜて紙をすき上げるとサイズが利く

という、非常にありがたい方法を発明してくれました。問題は、この硫酸アルミニウムは

非常に酸性なのです。繊維の懸濁液そのものを酸性の水の中につけてしまいますので、す

き上がった紙は当然酸性になります。しかも、酸性度が強ければ強いほど、紙を作る場合

にはいろいろありがたいことがありまして、本当に pH が 3 とか 2 とか、なめたら酸っぱ

いような紙がけっこう残っています。 

 それから、材料が保存性にかかわりますので、紙の場合も繊維長の長い紙のほうが有利

です。ですからコウゾのほうが有利ですし、宋版の中で使われている竹紙の場合は非常に

短くて細かい繊維ですので、印刷適正は非常に高いのだけれども強度的には低いので、最

初からそういう点では不利です。それから、製造方法もかかわってきます。アジアですと、

貝多羅葉のような、葉っぱのような、保存性としてはあまりないものも使われていること

があります。ほかに、木材や絹などがあります。絹も 500 年もつぐらいでしょうか。今残

っている絹絵は、大体後ろの肌裏といわれている紙に無理やり接着剤でつけて残っている

ということです。 

 加工方法としては、日本画の場合は当然ドウサといわれるニカワとミョウバンがありま

すが、この場合のミョウバンはかなり濃度が高いので、塗りすぎると酸性紙になってしま

います。作者はそれほど塗らなくても、以前は修理のときに必ずドウサを塗布しましたの

で、ある時点で酸性化が進んでドウサ焼けという劣化を起こしているものがたくさんあり

ます。ほかに、鉄インクとか緑青といわれている金属イオンがあると、これが紙の酸化を

促進しますので劣化としては早くなります。午後の木部さんのワークショップでクリップ

とかホチキスは外しなさいという話が出てくると思いますが、それは遊離した鉄が紙の酸

化を非常に促進するからです。 

 図 3 は、コウゾの紙の保存性を調べた私どもの結果の一部です。横にミョウバン塗布量

となっているのはドウサの量で、酸をどのくらい塗ったかという量が出ています。煮熟剤
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として、伝統的な木灰や石灰のほかに、現在使われているソーダ灰（炭酸ナトリウム）と

苛性ソーダ（水酸化ナトリウム）をあげています。タイコウゾといわれている輸入のコウ

ゾの場合は、大体苛性ソーダで煮ないとうまく煮えませんので、現在売られている日本の

コウゾ紙はほとんどこちらの苛性ソーダ

が使われて劣化が早いです。pH ゼロを

中性にしてくれれば、プラスがアルカリ

性でマイナスが酸性でとても分かりやす

かったのですが、そこまでは最初に定義

した科学者はやってくれなかったので、

pH7 というのがなぜか中性で、それより

下に行くと酸性が強まるし、上に行くと

アルカリ性が強まります。私どもが作っ

た紙を測るとなぜか最初の状態はほとんど pH7 で、みんないわゆる中性領域の紙で一見問

題がなかったのですが、それに酸を塗るとゆっくり pH が落ちるグループと急激に落ちる

グループがあります。酸加水分解による紙の劣化というのは、酸性度の強さに起因します。

同じ酸が来たとき、この場合はわざと塗ったわけですが、ほかに大気汚染物質からの酸が

来る場合もありますし、紙自体が劣化してくるとやはり酸が生じます。そういうものが来

たときに、割合 pH が落ちないで耐えるもの、保存性のよい紙と、急激に落ちてしまう紙

があったわけです。 

 図 4 はどういうことかといいますと、もう見たくもないという感じになってきているか

もしれませんが、横軸はアルカリを酸で

中和したという、小学校 6 年生ぐらいで

お塩を作ったりする実験をされたかたも

あると思いますが、NaOH に塩酸を入れ

ると塩ができるわけです。「pH7 ぐらい

にしなさい」というので、小さいときに

随分苦労した覚えがあります。こういう

強アルカリ・強酸系というのは、ちょう

ど中和するあたりの pH のところではほ

とんど緩衝性がなくて、1 滴酸が来ると

図 4 中和曲線 

図 3 コウゾの保存性調査結果 
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すごく酸性になってしまうし、1 滴アルカリが行くとすごくアルカリ性になってしまいま

す。炭酸ナトリウム系ですと、このあたりは非常にゆっくり変化いたします。ですから、

同じ pH7 でも、強アルカリ・強酸系はちょっとでも酸が来ると、すぐ pH が低下してしま

いますし、炭酸ナトリウムがたくさん入っているものであれば、少しぐらい酸が来ても、

だらだらとなかなか pH が落ちないということです。ですから、初期 pH だけを測っても、

実際に紙の中のアルカリの量を測ってやらないと、その後の劣化というか保存性は判断が

できないということがあります。そのために、よく紙の保存では、アルカリ残留量がある

程度以上あるものを使いましょうという話が出てまいります。 

 また見たくないものが出てきたと思われますが、次の説明をするのに必要なので。図 5

はセルロースの分子モデルです。ここにｎと書いてあったら、ｎが大体 1000 とか 2000

とかたくさん、この一つ一つのユニットが 2000 ぐらいつながってセルロースという高分

子ができています。セルロースというのは、

一つ一つのユニットが、グルコースででき

ています。ここで 1 番と 4 番がつながって

いる絵が書いてありますが、このユニット

とこのユニットがちょうど 180度反転した

状態でつながっています。まっすぐつなが

るとでんぷんになってしまってらせんにな

ってしまうのですが、ちょうど逆向きにつ

ながっているので二つ一組で手の位置が直

線状に来るのです。ということは、それが

無限につながってもまっすぐな分子になりますので、繊維を作りやすいということになり

ます。「このｎというのは分かりにくいからつなげなさい」と某先生に言われて、一生懸命

縮小しながらつないだのですが、たかだか 18 でこのぐらいになってしまいますので、遠

くから見ると、ただの 1 本の線になろうかと思います。 

 実は酸加水分解というのは、酸がこの手の結合位置をランダムにアタックしてしまいま

す。端から切っていってくれると被害は少ないのですが、酸加水分解の場合はランダムに

切りますので、真ん中で切れてしまえば、それ 1 回で長さが半分になってしまいますから、

急激に重合度は低下してしまいます。この反応には酸と水が関与します。ですので、酸加

水分解の場合は、酸性度の強さと水の量が反応のスピードを変えます。あとは一般的な化

図 5 セルロースの分子モデル 
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学反応と同じで、温度が高ければ高いほど反応は早くなります。 

 図 6 は紙の劣化のミクロなモデルですが、先ほどのセルロースの分子が 1 本の線で書い

てあります。それがきれいに並んでいるところを結晶部といって、配列の乱れているとこ

ろは非結晶部、あるいは非晶部というような呼び方をしています。結晶部はきれいに並ん

でいますので非常に硬い。多分、鉄よりも硬いぐらいのものです。それに対してこの非晶

部は緩やかに結合していますので、例えば外力が来たときには曲がってくれるところです。

そのかわり、ここはすき間だらけですので、酸素も入ってきますし、水も入ってきますし、

酸も入ってきやすいので、優先的にここが劣化いたします。ここが劣化することで、全体

として、ここがもろくなって弱くなるということがまず一つあります。さらに鎖の長さが

短くなりますので、水が出入りすると今まで配列が乱れていたところが非常に動きやすく

なってきます。お互いにいい位置関係に

なって、ここも一種の結晶部みたいな感

じの比率が高くなってきます。そうする

と全体的に硬くなってきます。 

 さらに、もう少しマクロなところで、

図 7 は繊維の細胞壁のモデルです。先ほ

どの束が一つの角柱だと思っていただく

といいのですが、それがまた、さらに細

胞壁の中ではお互いにきれいに並んで、

結合している部分とすき間が開いている

部分があります。このすき間の開いてい

る部分には水が入っています。ですから、

水が入ってくると全体が膨らんで膨潤し

ますし、水が出ていくと収縮して壁が薄

くなって、紙としても縮むということに

なります。口を開けたり閉めたりしてい

るうちはいいのですが、非常に乾いた状

態のところに置くと口が閉じるわけです。

たまたまそのときに、またお互いによい

位置関係になるとくっついてしまって、次に水が来てもなかなか口を開けなくなります。

図 7 繊維の細胞壁モデル 

Scallan (1974) 

図 6 紙の劣化モデル 

 Koura & Krause (1980) 
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紙は枯れた状態になりますので、水に対して反応が鈍くなりますから寸法安定性は増して

きます。 

 ただし、先ほどのミクロなモデルと同じように、やはり力がかかったときに離れている

ところが変形につきあうことができるわけで、くっついているところは板状で非常に硬い

ので、くっついたところばかりになると外力が来たときに非常に抵抗します。抵抗してく

れると硬くなってよいように思いますが、手つなぎ鬼と同じで、大人の中に一人子供がい

て、大人が頑張ってしまうと、子供のところは非常に弱いのでそこに力が集中しますので、

破壊が起きやすくなります。ですから、全体がしなやかに動いている間は破壊は起きにく

いのですが、硬くなってくるともろくなってきてしまいます。それで、紙は劣化すると考

えております。 

 紙資料損傷の原因としては、水と酸素とエネルギーというように三題ばなしでお話する

ことが多いのです。酸素、オゾンの問題があります。それから、大気汚染物質であるとか、

金属イオンがあると酸化を触媒するという話がありますし、水があるとカビ・虫が寄って

くるという話もありました。光の話も当然しなくてはいけないのですが、こういうことを

やっていると、大体私はいつも 3 時間ぐらいで話していますので、時間が足りません。今

日は基本的に水と温度の話だけをさせていただきます。 

 60％以下の湿度であればカビは生えない。ですから、カビが生えたらどうしたらいいか

と言われたら、湿度 60％以下というのがいちばん最初に守ることです。例えば写真のネガ

のようなものを保存する場合には、60％以下を最低限守ることです。それ以上の場合は、

必ず生えるわけではなくて、時間的な問題もあるというお話は、先ほど木川先生のほうか

らされました。 

紙の寿命はどうかというと、一律でな

く紙によって異なります。表 1 は R. D. 

Smith という人が紙の劣化を試験して、

25℃で 50％という相対指数のときの寿

命を 1 としたときに、温度や湿度が変わ

ったら、どのように寿命が変わるかとい

うことを計算で求めたものです。もうき

れいにアレニウス・プロットに乗ります

が、温度を 10℃下げると 5.81 倍になり

表 1 温湿度と紙の劣化速度 

「図書館と資料保存」安江明夫他  p.138 
雄松堂出版 1995 より 
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ます。100 年もった紙が 600 年近くもつと。さらにその状況で湿度を 10％まで下げれば

20.70 倍になりますから、2000 年もつので、できればここで私のお話は終わりということ

にしたいぐらいの話ですが、問題もあります。 

今の R. D. Smith のデータを使って、少し遊びをいたしまして、まず 1 年間どの時期に

劣化しているかということを計算してみました（図 8）。それぞれの月の平均温度で計算す

ることにしまして、どれを使おうかと思ったら、たまたま冷泉家のお蔵の温度を測ってい

る京大の先生がいたのでそれを使ってい

ます。ですから、冷泉家のお蔵の月平均

の温度です。夏が大体 26～27℃ぐらいで、

冬は 5℃ぐらいになりまして、先ほどの

R. D. Smith の表を使い、湿度は 50％で

計算しています。湿度が一定とかなりま

ゆつばの計算ですが、ごらんになって分

かるように、劣化というのは大体夏の間

に起きて冬は起きないのです。ですから

夏の冷房は非常に意味がありますが、冬

の暖房は劣化を促進していることになり

ます。 

 さらに遊びついでに、この 1 年間分を

足して、1 年間一定温度のときの劣化速

度とを比較したグラフが図 9 です。これ

は冷泉家の文蔵です。多分これよりずっ

と高いのではないかと思っていますが、

万が一この計算が合っていれば、空調し

ていないところと、大体皆さんが一生懸命お金をかけて年間一定温度にしているところの

劣化速度が、ひょっとしたら同じかもしれない。多分違いますが、ひょっとしたら同じか

もしれないということがあります。冬、暖房するのは皆さんのためであって、資料は本当

は冷たいところに置いておいたほうがいいはずです。 

 さらに衝撃的なのは、これも皆さんよくご存じのグラフだと思いますが、洋書の劣化状

態を調査した図 10 です。アメリカのエール大学のグラフがあり、そのあと国会図書館と

図 8 年間気温と劣化速度 

図 9 劣化速度比（20℃基準） 
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早稲田と慶応で洋書だけについてそれぞれ調査をしています。山の形は同じですが日本は

非常に低いので、酸性紙問題はあまり顕在化していなかったということがあります。多分

アメリカはお金持ちで、日本は貧乏だった。アメリカは冬、多分がんがん暖房していた。

アメリカのことだから、25℃ぐらいまで加温していたのではないでしょうか。しかも、湿

度も与えませんから、過乾燥の状態に

なって劣化が顕在化した。日本では書

庫を暖房するなんてとんでもないとい

う状況で非常に涼しいところに置いて

あったので、ヨーロッパも同じような

状況があるようですが、これだけの劣

化の差が出たと考えています。日本も

豊かになりましたので、50 年後に、こ

の山の高さがどのくらい上がっている

か心配しているわけです。グラフのピ

ークのちょうどこのあたりで木材パル

プが発明されたり、酸性のサイズが発

明されたり、塩素漂白が発明されました。

紙にとって悪いものがたくさん発明され

たために、これ以前のものに比べると、

このあたりのものが悪いピークになって

います。ほかに日本の紙で調査すれば、

当然、第二次世界大戦の戦中・戦後、非

常に悪い紙がありますので、そのころの

ものは非常に劣化が大きいと思います。 

 さらに、ホームページを見ていたら面

白いものが見付かりまして、図 11 は衣

類の虫の活動条件です。大体 15～30℃で

活動するということです。逆にいうと、

ここにありますが、保管ルームの場合、10～15℃で保管しているのです。要するに、15℃

以下で保管していれば、虫の心配はないのです。実際にロンドンのキューガーデンはその

図 10 劣化図書の比率－日米比較 

「図書館と資料保存」安江明夫他  p.136 
雄松堂出版 1995 より 

図 11 衣類の虫の活動条件 
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状態でした。私は風邪を引きやすいのですが、どうしても調べたいものがあって行ったら、

「ちょっと悪いけど、うちは虫の心配があるので収蔵庫の温度を低めにしているから」と

言われて、冬だったので厚着はしていましたが、15℃のところで数時間調査をしました。

人間にとっては非常につらいですが、15℃以下なら、カビは出てくる可能性はありますが、

虫の心配は全くないのです。それを今、20℃以上にしているから、1 年じゅう虫の心配を

しなくてはいけないのです。 

 次に湿度の問題です。先ほど、湿度を非常に下げると保存性がよくなると言いました。

実際に中国の砂漠から古い紙が出てきていますから、そのとおりなのでしょうけれども、

実は水というのは紙の中では潤滑剤なのです。その水がない状況ではどうなのかというと、

特に折り曲げ強さ（耐折強さ）は、この 65％の相対湿度のときを基準にして、例えば 15％

の相対湿度のときだとマイナス 90％ぐらいになります。乾いたときはかさかさで潤滑剤が

ないので、ちょっとでも力が入ると簡単に折れてしまいます。ですから、10％のような極

めて低い湿度のところでは、力を加えてはいけません。もちろん閲覧などは問題外ですし、

書棚でも力がかかるような状況であるとやはりそこでかなりのストレスになります。それ

が非常にぬれている状況ですとカビは生えるかもしれませんが、リラックスしています。

本が変形してしまうかもしれませんが傷みません。ですから、通常使う物をあまり乾いた

状況に置くことはできないということです。湿度に関しては、カビが生えない程度で少し

乾いたところに置いておくのが、一般

的なよい条件になります。もちろん貴

重なもので、一切触らないで湿度変化

もないところに置いておく分には、乾

いたところのほうがいいと思います。 

 図 12 は木材のデータで、伸び縮み

とかいろいろ問題になるので実際には

紙についてのデータで話をしないとい

けないのですが、含まれている水分量

がどういうふうに変わるかを表したグ

ラフです。温度 20℃、55％で、紙は 12％水を含んでいます。それが、10℃まで下げると

0.8％水分量が上がります。それと同じ変化が、10℃のところで見ていただくと、大体 3％

の相対湿度の変化で同じことが起きてしまいます。物を移動したりする場合には、温度が

図 12 木材の平衡水分に及ぼす 
  温度と相対湿度の影響 

図 12 木材の平衡水分に及ぼす 
   温度と相対湿度の影響 

図 12 木材の平衡水分に及ぼす 
  温度と相対湿度の影響 
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10℃とか 20℃、飛行機で運ぶ場合には 20℃ぐらい温度が動くのはよくあることですが、

その場合にはそれなりの対策が必要です。相対湿度が一定ではなくて、このライン上を動

くように工夫をしなくてはいけないのですが、通常の収蔵庫であれば温度はそれほど動か

ないわけですから、この相対湿度をコントロールしてやれば紙の中の水分量はコントロー

ルできるので、相対湿度を幾つにしましょうという話が繰り返し出てくるわけです。 

 このグラフだけは理解して帰っていただきたいというものがあります（図 13）。これは

横軸が温度です。縦軸が絶対湿度とい

う、ふだん皆さんがお聞きにならない

言葉が出てきますが、この場合ですと、

空気中に 1m3当たり何 gの水が含まれ

ているかというものでグラフが作って

あります。いちばん上の曲線が、それ

ぞれの温度で最大限空気中に含まれる

水の量を示しています。100％飽和と

書いてありますが、例えば 20℃ですと

17～18g の水を空気中に含むことができ

ます。温度が下がってくると、例えば

10℃ですと、9g ぐらいでもう飽和になってしまうということを表しています。さらに、そ

れぞれの温度、例えば 20℃で 17 の半分の量、例えば 8～9g 含んでいるときは、100％飽

和に対して何％水が入っているかということで表したのが相対湿度という単位になります。

同じ相対湿度でも温度によって空気中に含まれている水の量は変わりますが、相対湿度を

使うと比較的、紙が含む水の量は規定できるので、我々は相対湿度をよく好んで使います。 

 それで、このグラフがどういうふうにありがたいかといいますと、例えば 20℃、55％、

最近はもうちょっと低くなっているかもしれませんが、一応理想的な温度と湿度という状

況で、温度が低いほうが保存できるということです。例えば 5℃の冷蔵庫にしまっておい

た本を出してくるとどういうことが起きるかというと、5℃の本の周りの空気は冷やされ

ます。冷やされますが、水の量は変わりませんので横軸に平行に落ちてきて 5℃まで行け

ばいいのですが、ここで 100％飽和になります。あとはこの曲線に沿って落ちてきますの

で、この絶対湿度の差の分だけ、空気はどこかに水を捨てなければいけません。捨てるの

は大体本の表面で、結露として表れるわけです。収蔵庫は寒いほうがいいとお話ししまし

図 13 湿り空気線図 

「国文学研究資料館史料館編：アーカイブズの科学」 
柏書房 2003 より 
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たが、例えば閲覧室を 20℃、55％として、収蔵庫が 5℃ですぐに持ってきてしまうと、本

の表面に結露が起きてしまいます。やはりふだん使う本だと、そこまで温度差を上げるの

は難しいので、私が申し上げているのは、「通常は、上着 1 枚ぐらい羽織って収蔵庫に行

くぐらいの温度差にしたらいかがですか」という言い方をしています。 

 同じことは、外壁の内側の表面温度がやはり 5℃になってしまうと、そこで結露が起き

るわけです。今日は木川先生がいるから言いにくいのですが、東京文化財研究所の人は温

度・湿度を案外一般的にはおっしゃらないのです。それは、沖縄から北海道をまわって状

況が違うところで、20℃、55％とやると、とんでもないことが起きる場合があるのです。

壁の断熱が悪いと、当然壁のところで結露が起きてトラブルが起きるわけです。それぞれ

のところに応じて設定値を変えていく必要があるので、一律に幾つがいいとはなかなか言

えません。 

 では、どうしたらいいかというと、一つは、例えば壁に扇風機で風を当てて、壁の表面

温度が上がるようにしてやれば、ひょっとしたら結露が起きないかもしれないし、もっと

いいのは壁の断熱性を上げて 9℃以上になるようにしてやる。建物の改修ということにな

ります。それもできないとなると、例えば 20℃を保ちたいとなれば、少し設定湿度を下げ

て、壁の表面で結露しないところまで下げてやれば、結露は起きなくなります。ですから、

逆にいうと、寒いところのほうが対応は楽です。沖縄などは、このあたりでかなり苦労し

ていました。 

 それから、このグラフはいろいろ面白いことを教えてくれます。クーラーとか除湿機、

最近のいいクーラーはいいのですが、安物のクーラーはどういうことが起きているかとい

うと、例えば表面温度を 5℃にして、そこに室内の空気を取り込んで空気を冷やします。

そうすると空気の温度が冷えるのでクーラーとしての役目をしますし、そのときに結露が

機械の中で起きて水を絞り出しますので部屋の絶対的な水分量は減りますが、出てくる空

気は、実は部屋の中に戻ってきます。暖まってくるとトータルとしては乾いていますが、

この時点では湿度は 90％以上です。ですから、クーラーや除湿機の目の前に資料を置いて

おくと、動いている間その前はしけます。夜電気を止めると、水は十分昼間にもらって夜

に温度が上がって、木川先生を呼ばなくてはいけないようなものが生えてくるわけです。

もちろんちょっと離れたところに置くと、今度は乾きすぎで資料が割れてしまったりいろ

いろな害が出ますので、やはり気をつけていただきたい。特にクーラー、除湿機で失敗す

るのは、予算請求して、施設の人の物分りがいいとすごく能力のあるやつを 1 個ドーンと



 

－39－ 

入れてくれるのです。そうすると、その前に置いたものが全部乾燥で割れて、部屋の奥の

ほうはだめということで、下手なものを一つ入れるよりは、小さいものを小まめに入れた

ほうが、全体的にうまくいく場合が多いように感じています。 

 箱の話は多分木部さんが後でワークショップでお話されると思いますが、国文学研究資

料館で、文書箱の中にいろいろ紙の量を変えて入れて、1 年間温湿度変化を測りました。

酸素も通さないような袋に入れたものとか、いろいろ比較したのです。この文書箱という

のは実はかなりすかすかで外の影響が大きいのですが、箱の裏に 1 枚、調湿紙という湿度

を調整してくれるものを入れたら、水を通さない袋に入れたビニールのものとほとんど同

じ結果が得られています。湿度変化というのは、1 日ごとの変化と 2 週間ごとの変化と季

節変化です。日本の湿度を 1 年間平均にしていくと大体 70％に近づきますので、カビが生

える状況になってしまいます。ニューデリーはたしか 1 年間を平均すると 50～60％で、1

年間もつように調湿剤を入れておくと永久に大丈夫なのですが、日本はだいぶ乾いてきた

とはいっても、まだだめです。気をつけていただきたいのは、調湿剤は非常に効きます。

短期的な変化を抑えてくれますが、永久に水を吸ったり吐いたりするわけではありません

ので、やはり適度に、乾燥が必要であれば乾燥させる必要があるし、乾きすぎであれば少

し加湿してやる必要はあります。2 週間程度までの変化を抑えてやれば、季節変化以外の

変化はかなり抑えられるということです。 

 東寺の百合文書が入っていた杉の箱ですが、前田のお殿様が、「この文書は大切であるか

らこの箱を 100 箱寄附した」ということが書いてあります。このように箱に入れることも

大事ですが、きれい好きな人が少し汚くなったものを整理しないように、中のものが大事

であるとアピールをすることも案外大事かなと感じております。 

 今日は写真関係の人はいないと思いますが、表 2 をご覧ください。これはマイクロフィ

ルムの JIS から取った表ですが、中期

保存となぜか永久保存条件と書いてあ

ります。私は、アーカイバル（archival）

条件がなぜ永久保存になるのかよく分

かりません。一見こうすれば永久に保

存できると、JIS が言っているような

ものなのですが、実はそうではありませ

ん。実はマイクロフィルムというのは、

表 2  JIS Z6009 

銀・ゼラチンマイクロフィルムの 
処理及び保存方法 
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ご存じのようにビネガーシンドロームを起こしたセルロースエステルタイプとポリエステ

ルタイプ、現在はポリエステルタイプにほとんど全部変わっていると思います。非常に面

白いのは、この保存性の悪いセルロースエステルの最適保存条件は、湿度が 15～40％の範

囲で保存しなさいと書いてあります。ところが、保存性がいいポリエステルは、30～40％

の間で保存しなさいと書いてありまして、一見、逆になっているのです。 

 どうしてこういうことが起きるかというと、実はマイクロフィルムというのはベースの

上に、ゼラチン層に銀が懸濁したものが塗布してあるのです。ゼラチンは、水が来ると伸

びたいのです。セルロースエステルはもともとセルロースですので、一緒に伸びてくれる

のです。湿度がかなり変わっても一緒に動いてくれるからあまり問題ないのですが、ポリ

エステルは水に対して非常に安定ですので、水が来ても動きません。でも上の画像が載っ

ている層は動きたいのです。ですから、湿度をかなりきっちりとしてやらないと層間剥離

が起きてしまう。ベースは安定だけれども、上の画像が剥落したりするおそれがあるとい

うことです。世の中みんなこういうことがあるので、ベースが安定になったから安心です

というのは危ないです。ですから、システムとして本当によくなっているかということを

確認しながらいかないと大失敗します。 

 史料保存プロジェクト（図 14）という

ことで、日常的課題と収納環境の調査と

いうことがあります。それから、史料保

存のための調査ということで、脆弱度と

か pH 値、その他とあります。収納環境

はそれぞれのところによって違いますの

で、自分のところがどういう環境かとい

うことはやはり調べて、どういうところ

がしけやすいかということは調べる必要

があります。史料保存のための調査で、

脆弱度と pH 値というのは、それぞれのところで特徴がおありでしょうけれども、ありが

たいことにお金をたくさんかけて調査したデータがあります。例えば最近ですと、公文書

館がものすごい勢いで調査をしていますので、文書類は、明治から先のものであれば、基

本的には公文書館のデータがそのまま使えるはずです。自分のところが特別いい材料を使

っていれば、それだけいいですけれども、ほとんど同じだと思いますので、そこのデータ

図 14 史料保存プロジェクト 
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が使えます。 

 環境調査も公文書館はしっかりお金をかけてやっていますので、そこのデータを見て、

そこと自分のところはどう違うのかと。大体、公文書館というのは後ろに高速道路が走っ

ていまして、非常に環境が悪いところですので、そこより悪いところはそうそうないと思

います。それから、あそこには内閣文庫が燃えた物が入っていますので、けっこう傷んだ

物からガスも出てきて、酢酸の濃度が高いとか非常にいい場所ですので、そこのデータを

ぜひごらんになってください。今ホームページで公開していますので、非常にありがたい

のです。公開してくれないと、たまたま何とか委員とかでそこのデータを見ても、外で使

えないのですが、公開していただくと何の遠慮もなく使えます。そういう点では、非常に

ありがたいところです。私が行ったところは守秘義務があって、そこで知りえたことは言

ってはいけないということですので、表向きには、紀要に書いたことしか使ってはいけな

いという困ったことがあるのです。木川さんもだいぶいろいろご存じだと思うのですが、

守秘義務があって、なかなかどこが悪いと言えないというところがおありだと思います。 

 基本的には予防的保存です。木部さんは予防的保存処置ということで、Preventive 

Conservation をかなり狭義で使っていますが、やはり起きてからではなくて、起きないよ

うにするというのが今のやり方ですし、先ほどの木川先生のお話の IPM というのは、実

はこの予防的保存の中の一部に相当いたします。要するに、目通し・風通しをしなさいと

いうのが結論ということになってしまいます。先ほど木川先生からのお話にもありました

が、正倉院の場合は 1 年に 1 回、一応全点チェックということになっています。もちろん、

ぼろきれのたぐいまではされていないようですが、全点、毎年 1 回チェックしているので

す。あそこは湿度が少し高めに設定されていますので、当然カビは生えてくることがあり

ます。でも、そのときにはけで取ってしまえば、翌年まで大丈夫であるということです。

なかなか皆さんそれが嫌なので、毒ガス作戦でとりあえずやっておけば責任を執らなくて

済むということを、ここ数十年やってきたわけですが、もうそれは許されない状況です。

やはり適当な間隔で目でチェックする。湿度 65％だったら、3 年に 1 回と、たしか木川先

生はおっしゃっていたと思いますが、少し湿度が高めだったら、少なくとも 3 年に 1 回は

掃除とチェックをしなさいということになります。日本はどうしても湿気がたまりやすい

ので、風を通して、ある程度乾かしてやることが必要だということになります。 

 何かここまでで質問がございますでしょうか。木川先生への質問でも大丈夫だと思いま

す。少し配付資料の説明をしましょうか。虫関係の情報は木川先生の方に出てくると思い
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ましたので、基本的に除いてきました。実は木川先生、三浦先生、佐野先生の最近の本（『文

化財保存環境学』）はこの資料に入っていないのですが、藝大での講義のノートがつい最近、

朝倉書店から出ています。ちょっと本格的ですが最近の本です。資料館のかたでしたら、

いちばん下の国文学研究資料館史料館編の『アーカイブズの科学』というのが、災害のこ

とからすべて出ています。私も書いていて今日のお話も入っています。下の『図書館・文

書館における環境管理』というのも今日のお話の内容です。そのほかに保存科学として読

みやすいのは日経アート編の『美術品を 10 倍長持ちさせる本』で、寝そべりながら読め

るし、記者のかたが書いているのでとても読みやすい本です。ただし、専門家が基本的に

内容をチェックしていますので表題以外は大丈夫です。表題には、みんなで文句を言いま

した。「10 倍なんてありえない。2～3 倍だよ」と言ったのですが、やはりこれは「2～3

倍」では売れないので、「10 倍」ということで押し切られました。 

 あとは、データベースのところですが、本格的にお調べになりたいかたは、英語ですと

「AATA Online」というのが、文化財関係のすべての世界じゅうの文献の要旨集になって

います。現在もう無料ですので、登録さえすれば自由に見ることができます。それから、

行事の予定は、「修復家の集い掲示板」というのがいちばんよく載りますので、ここをチェ

ックされていると、資料保存関係でどういう講演会があるかということは載ります。それ

から、今日の午後ワークショップをやられる木部さんの「ほぼ日刊資料保存」というのが、

これさえ読んでいれば、紙資料の保存に関する主なものは分かるという、非常にありがた

いものです。前はアメリカで「Abbey Newsletter」というのがあったのですが、ついにリ

タイアされてしまいまして、もう情報が入らなくなったのです。木部さんは大体外国のも

のも全部調べておられるので、ここをチェックされていると講演会の情報もありますし、

終わったあとでどういう内容だったかという報告もありますので、これをごらんになられ

るといいと思います。 

 何かご質問がありますでしょうか。 

 

（Ｑ） 25℃、50％と比較したときの紙の有効寿命の表がありまして、例えば 15℃とＲ

Ｈ10％にすれば 20 倍になるというのは、これはアレニウス・プロットだけの話であって、

後でお話しされた、湿度が下がったときにもろくなるというようなことは、一切加味され

ていないということでしょうか。 
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（稲葉） 全くしていません。ただ、意外とそれで書いてある人がいるので、気をつけて

いただきたいです。それから、特に非常に乾いたところは角質化といって、壁と壁がくっ

ついてしまうこともありますし、実は今日はお見せしていませんが、紙は非常に乾いたと

ころと非常に湿ったところでは、伸び縮みが非常に大きくなります。そのときには相当ス

トレスがかかりますので、例えば、屏風の場合ですと切れたりするのは、乾きすぎのとき

に、特に紙としては伸びることができなくて、縮もうとするので裂けてしまう。高湿では

カビの問題はありますが、変形はしても伸びるので、直接的な被害が出ないので、やはり

あまり湿度を下げたところ、特に 10％以下はかなり危険だと思っていただきたいというこ

とがあります。もう一言いえば、実際に湿度を変えてサイクルで実験した人がいます。物

の見事に、室温で湿度を振っていくだけで、きれいにセルロースの重合度は落ちてきます。

よろしいでしょうか。 

 

（Ｑ） 日本で今まで保存されている文書でいちばん古いものは、何年ぐらい前のものと

確定されているのでしょうか。例えば仏教の非常に古い文献が、2,000 年ぐらい前だろう

と思うのですが、そういうものは何かお調べになったことがありますか。 

 

（稲葉） はっきり覚えていないのですが、とにかく紙としていちばん残っているのは

2000 年以上。ただし、砂漠のごみためなどの中から出てきた、発掘されたものです。日本

の場合はそういう状況では残りません。日本のものでは、年代のはっきりしているいちば

ん古いものは 702 年の、正倉院にあります美濃とか越前などの戸籍用紙の裏側を使ったも

のが残っています。それは 702 年というのが入っています。それよりも古いものとして、

可能性があるのは、これは本当かどうか分かりませんが、一応聖徳太子がお経の解説をし

たという『法華経義疏』というものが残っていますが、これがもし本物であれば、聖徳太

子の年代です。日本のものとしては、そのあたりがいちばん古いものといわれています。

外国のものとしてはもう少し古いものがあったと思いますが、はっきりとは覚えておりま

せん。 

 

（Ｑ） インドとか、アジアの国から輸入して買っている新しい本などでも、やはり虫の

心配をする必要があるのでしょうか。やはり、買ったときに一度ちゃんと手当てをした方

がいいのでしょうか。 
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（稲葉） 量が少なかったら、脱酸素剤を入れてフィルムに包んで数か月置いておけば、

虫は全部死にますので、それがいちばん簡単だと思います。 

 

（木川） 基本的に古いものですと、大体虫がついていることが多いです。例えば、今、

出版されている新しい書籍ということであれば、問題ない場合もけっこうあるのですが。

どういうものかにもよりますが、古いものだと、基本的にはついているという前提で処置

をしていただいたほうがいいと思います。 

 

（Ｑ）例えば美術館とか、博物館とか、あるいは専門の独立した機関なら、ある程度お金

をつけて、そこでまとめてやればいいと思うのですが、例えば、大学などだと小さい部署

ごとに対策を考えなければいけない場合があります。日本の大学のような機関で、一括し

て何かシステマティックに対応しているような例はあるのですか。 

 

（木川） 実は大学の例というのは、私もあまり存じ上げていないのです。例えば博物館

の例ですと、民俗資料館などの小さなところは、県博が薫蒸するときに一緒に入れてもら

うというようなことは、けっこうシステムとしてあります。それから、困ったときには県

博に相談して、そこで一緒にやっていただくとか、そういうシステムとしてはありますが、

あとは何かご存じですか。 

 

（稲葉） 予算がないとおっしゃっているけれども、大学などで大抵のところは 1 年ない

し 2 年、あるいは 3 年に 1 回、燻蒸されていたはずです。多くのところは、その分の予算

があるはずです。ありがたいことに業者さんも燻蒸で食っていけなくなったので、ＩＰＭ

のほうで食べることを考えていますので、その予算を使うとかなりできるのかなと。今ま

での先進的なところは、非常に一生懸命ＩＰＭをやったかたがいるところでしか動いてい

なかったのは、要するに業者さんに委託できなかったということもあったと思うのです。

ようやく業者さんも立ち上がり始めてきているので、そういう使い方があるのではないか

という言い方を私はふだんしているのですが。 

 

（Ｑ） 木川先生のお話で、細かな努力というかすぐやれるようなことについて参考にな
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ったのですが、やはり聞いていながら、けっこう大規模なことも考えなければいけないと

思いました。今日ここにいらっしゃるかたは大学の図書関係の方も多いと思うのですが、

いいサンプルがあればお伺いできればと思ったのです。何かあれば、そのうち教えていた

だけるとありがたいと思います。 

 

（木川） そういうものを、逆に東京大学で作っていただければという気もいたします。 

 

（Ｑ） 努力いたします。 





国際連携漢籍資料庫の夢

―漢籍のデジタル化について―

丘� 山� � � 新�

（東京大学東洋文化研究所教授）�

こんにちは、丘山です。私は中国、インドの仏教史を研究していますが、同じ中国研究と

言っても思想的な研究でいわゆる漢籍とは違う範疇にあり、漢籍の専門家ではありません。

また、別にネットワークやコンピュータなどに強いわけでも全然ありません。どちらかとい

うと両方ともに素人で今日のテーマからすると少々場違いな気もするのですが、研究所の中

でいつの間にか漢籍データベースに関わることとなり、そんな次第で話をさせていただくこ

とになったわけです。

私はこちらの研究所に来た以上、自分の研究だけではない仕事を何か一つしたいと思い、

4～5年国内のいろいろな状況を見渡しておりました。すると、漢籍の目録データベースの構

築に関して、どういう項目を取るかとか、今Unicodeで入力するようになった漢字のコード

についても、当時は台湾の Big5、日本の JISコード、中国大陸のGBコードなど、いろいろ

な可能性があって、どれがいいのかということを、日本のいろいろな大きな会議で 10 年ぐ

らい議論ばかりやっていて、なかなか実際の漢籍目録のデータベースができそうにない状況

なのが分かってきました。幸か不幸か、私はそういう世界と全然関係なく孤立して研究して

いましたから、それらの議論とは関わらず、とりあえず試作版を作ってみようと思いました。

データベースの考え方とか、コンピュータのいろいろな技術はどんどん進んでいきますから、

どれがいいかなどというのは幾ら議論しても、例え 10 年かかっても、これが最終的で最善

な手段だとはならないと割り切って、そのときの最新技術と一番いいであろうという方針で

やればいいのだと考えたのです。
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本研究所は、田中所長が挨拶で申したように、教員が主体になって、それを事務方が応援

するというかたちで様々な事業を進めてきました。この漢籍目録データベースに関して言い

ますと、私はいろいろな技術に関しても漢籍に関しても素人です。ですから、東洋学研究情

報センターと図書室などの事務方の人たち、それからアルバイトの人たちに、実際の仕事を

含めた多くを頼ることになり、私はアイディアを出したり資金集めなどの小間使いのような

ことをしたりしただけで、本当にそんな状況でやってきたわけです。

東洋文化研究所には東アジアから西アジアまでのいろいろな研究者がいるのですが、その

関係で資料データベースは随分いろいろできてきています。今年新しく予算がついて、本日

の司会の西アジア研究部門の鎌田先生が関係されているアラビア語のダイバー・コレクショ

ンのデータベースを来年４月から公開します。それから、総合図書館の仏教の古い写本の資

料のデジタル化を、南アジア研究部門の永ノ尾先生が作成されることになっています。この

研究所では領域や対象地域、それから研究の分野が本当に様々で、国際政治専門の田中所長

などは「世界と日本」という非常に高い評価を受けているデータベースを、強力なスタッフ

と協力して作っています。ばらばらに見えるかも知れませんが、それは研究領域が大変広い

ということでもあるのです。資料のデータベース化は義務ではありませんが、関心を持って

いる教員が携わって多様なアジアに関するデータベースができてきました。

データベース化は最近ではどこの研究機関でも取り組んでいますが、私はとにかく人がや

っていないことをやりたいと考えてやってきました。漢籍目録のデータベース化はほぼ完成

してきているので、２年ほど前から研究所に所蔵されている貴重漢籍の全文画像データベー

スを構築し始め、既に公開もしています。これに関しては、国際的に見ても、せっかく作っ

たものを非公開にしている機関がほとんどで、それをとても残念だと思っています。私ども

のところでも全面公開にはなっていませんが、出来れば世界中の機関が持っている貴重資料

のデジタル資料庫を作って、資料に関しては世界のどこの研究者も平等に扱えるようにした

いと思っています。東洋文化研究所が、アジア資料のデータベース化のために、世界に先駆

けて試行的なものを開発していくのが、私の夢なのです。

さて、今日の講演会のテーマはどのように保全していくかということが主題ですが、私は

研究者の立場から、どういうものが欲しくてどのように使えるようにしていくか、というこ

とをお話させていただきます。

東洋文化研究所漢籍目録データベース（図 1）は、先ほどお話したように「えい、やって

しまおう」と 1997 年に企画しました。企画したといってもまず個人で始めたわけですが、
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研究所の冊子体の漢籍目録これ 1冊抱えて台湾に行き、知り合いを通して評判のいい業者を

紹介してもらってどのくらいの価格でやってくれるかと打診したところ、日本の業者の提示

価格のなんと 1/5ぐらいというので飛びつきました。ただ、当時は台湾でもそういう目録デ

ータベースが出来ていなかったため、台湾の業者にも「本気か?」などと言われたものですが、

翌年科学研究費を取ることができて実現しました。このような作業を外注でするか、自分た

ちでするかというのは問題となるところで、後でもう少し触れるつもりでいますけれども、

基本的な部分は外注して効率よくやってしまったほうがいいと私は考えています。

1999年、試験段階で最初 1万件ぐらい公開しましたが、そのときは Big5という台湾の漢

字コードを使っていました。当時はUnicodeをまだ使えなかったのです（今年からこの目録

ＤＢもUnicode版で公開しています）。図書室の人たちからは、Big5をインストールしてい

ない環境では使えないだろう、中国語読みできない人はどうするのかなどと後々しばらく言

われました。そういうときに私はいつも開き直って、「私は国内向けなどとは考えていません」

と申しました。最初から国際的なものを作るのが夢でしたし、その当時 Big5 というのはい

ちばん漢字の数も多くて目録の表記にはちょうど向くと考えたのです。しかも世界の中国研

究者は、当時は Big5をどこでも使っていましたし。

とにかくデータベースを作るときはその時点で一番適切だと思える方法で、なおかつ将来

図 ���東京大学東洋文化研究所漢籍目録データベース�

（�������			
���������������������������）�
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的にこういうふうになっていくだろうと考えて、将来そこをうまく変換できるように事前に

いろいろな仕組みを作っておけば、幾らでも対応できるのです。基本的に私には「データベ

ースは生きているのだ」という思いがあります。生きているから、成長もしていくし、いろ

いろ世話をしていかないと途中で死んでしまうこともあると考えています。

これは少し宣伝になりますが、この目録データベースを台湾に持っていったら、台湾国家

図書館や中央研究院など、いろいろなところの人が、ああしたらいい、こうしたらいいと、

すごくいろいろなアドバイスをしてくれました。2000年に台湾も一挙に台湾地区の連合目録

を作っています。それをご覧になると分かりますが、私たちのところと非常に見かけが似て

います。彼らは私たちのデータベースを試験台にして 1年後に自分たちのものを作っていっ

たのです。私はそういうのをずるいとは全然思っていなくて、大いに使ってくださいと考え

ています。そのようなきっかけになれたら、それでいいことだし、光栄なことでもあると思

います。その後、この台湾地区の漢籍の連合目録側からはずっと一緒にやろうと言われてい

まして、やっと今年度内には国際的な連携を実現させられると思っています

さて、日本の大学機関では漢籍関係に強いところでは、京都大学の人文科学研究所があり

ます。人文科学研究所でも本当はこういうことは国内で一番先にやりたかったと思われるの

ですが、こちらが先行しましたので急いでやらなければいけないということで、協力を求め

られました。そういうことならと東洋文化研究所ではデータを全面的に提供して、2001年か

ら、国立情報学研究所と人文研と東文研とが幹事機関となり、全国版の漢籍目録のデータベ

ースが構築され、今のところ収録データは 60万件ぐらいという話です（東文研分は大体 10

万件近くです）。

さて、漢籍目録データベース立ち上げから 5～6 年経って、全国版もできることだしもう

これで引退しようかと考えたのですが、まだ漢籍の全文を画像で公開しているところがあり

ませんでしたから、原資料の補修や保存とも関連させて漢籍のデジタル化事業を進めること

にしました。貴重な漢籍に関しては、原資料は保存に努め、代替資料に関しては、今までは

マイクロ撮影を行ったりそのデータから複本を作成したりしていました。漢籍でいうと、叢

書類に関しては影印本がけっこうたくさん出来ているのですが、そういう紙資料とは別にデ

ジタル資料を作ろうと考えたのです。デジタルデータがどの程度の期間もつのかよく分かり

ませんでしたが、所蔵機関に足を運ばなくても世界中どこでも見られるという意味では、デ

ジタル化は研究者には非常に便利だろうと考えたわけです。

このときも先ほどお話しました皆さんの尽力があり、無事予算を獲得できました。積極的
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に新しいアイディアを出して、それが有用であれば大体お金はついてくるのではないかと私

は甘く考えています。ただ、科学研究費補助金などを申請するとき、私は教員だけではなく

て実際に資料に携わる図書室関係の人たちなどもメンバーに入ってもらいたいと主張したの

ですが、今のところ文科省でも日本学術振興会でも、そういうスタイルをまだ認めていない

のです。これは大きな問題だと思います。やはり実質的に関わってくださっている方々の業

績としても、きちんと認めてもらえるようなシステムを作るべきだと思います。私はもちろ

ん台湾に行って向こうの人たちにも協力をお願いしたりしますが、実作業面では今日もここ

にいるアルバイトのスタッフにほぼ全面的に任せているのです。

さて、本研究所の漢籍善本全文影像資料庫（図 2）は、資料全文をデジタル化したもので

す。いわゆる電子図書館を構築している研究機関の中には、ごく少数のきれいなカラー画像

を公開しているところもあると思いますが、私たちのところの基本的な考えは違っていて、

研究のために、特に私個人の願いとしては全部公開して見せてしまえ、ということです。で

すから、予算が許す限りどんどん出来るだけ多くの資料をデジタル化しなければいけないと

思っています。カラー画像ではなく白黒画像で作製しているのも、そういう理由です。で、

とりあえずは、特別貴重書、と私どもが所内で呼んでいるものからデータベース化していま

す。

図 ���東京大学東洋文化研究所漢籍善本全文影像資料庫�

（�������������������������������）�
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それから、今このようにしたいなと思っているのは、国内外の善本影像をデジタル化して

いるところは全部お互い一斉に公開して、あるいは先ほど申し上げましたように、一つの大

きな善本のデータベースを仮想空間上に作って、それをみんなで、資料に関しては平等に用

意ドンで研究できるようにするということです。それが結果的には、貴重な漢籍などを保存

するのにも役に立つであろうと思っています。

ところで、データベースというのは極端にいえば外注に出せばできると批判されることも

ありますが、そういう批判はあたりません。勿論いくら外注してもそのままで公開できるわ

けではないのです。力の配分でいえば、外注の力が４割、戻ってきたものをまた工夫してい

ろいろするのに６割ぐらいの力は要るので、簡単に丸投げをやっているわけではありません。

こちらでも、いろいろなアルバイトの人たちが本当によくやってくれているのです。特に、

データベースの正確度からいうと、構築作業の過程で校正は何より大切なのです。

さて、漢籍の資料庫と知識庫、というようなことを私は考えています。資料庫というのは

とにかく使える資料をデータ化する。資料蓄積庫です。それをベースにして、主として研究

者がいろいろなアイディアを出し、工夫をして付加価値を加えながら、いろいろな新しい研

究データベース、知識庫を作っていくのだと思います。この知識庫構築が、今後のデータベ

ースの基本思想になると、私は考えています。

善本全文影像資料庫の今後の課題ということでは、すでに収録した 566点にプラスして今

年度収録タイトルを 600点ぐらいにできると思っています。ただし、諸般の事情により、全

面公開しているのは 450点ほどで、残りのものは最初の 10ページしか見られません。東洋

文化研究所に来ていただければ全部見られますし、あと、学内の総合図書館などでは全部見

られるようにしてありますが、できれば世界中に全面公開したいと私は個人的には思ってお

ります。いずれは必ずそうします。

さらに、全文テキストデータとの連携の話もあります。画像の場合、テキストデータでは

ないので、一字一字を検索したいと思ってもできないのです。最近北京で開発されたものが

あって、影像テキストも、かなりの精度のよさでテキストデータに簡単に変換できるように

なっているので、そんなことも考えていきたいと思っています。それから、画像の国際共通

化に関しては目録データベースほど細かい話は不要と私は思っているのですが、やはり緩や

かな規定というか、標準化の話し合いも必要でしょう。これは本格的に来年あたり、とりあ

えず国内と台湾あたりを相手に実現できたらいいなと思っています。

私自身のこれまでの経験からの教訓としては、実現は無理だと思われても、夢を唱え続け
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ていれば、大体 3年ぐらいすればそれを実現できてくるという印象があります。今日の標題

に「国際連携漢籍資料庫の夢」と書いておきましたけれども、3 年ぐらいすれば夢ではなく

なって、「夢」が取れるのではないかと思っています。

理念的にはこんなことでやってきているわけですが、この場をお借りして改めて申します

と、おかしなことなのですけれども、本当に私はあまり何も知らないのです。事務方やアル

バイトの方々に支えられてというか、頼りながらやってきているというのが実情です。そう

いう皆さんに、私はこの場を借りて、改めて感謝したいと思います。

（ここで、図書室職員による漢籍目録データベースと漢籍善本全文影像資料庫の操作説明）

（Ｑ）� 今日はありがとうございます。デジタル化、画像の取り込みに関して、実務的なと

ころでお伺いしたいのですが、作業を進めていって、「この解像度では結局だめだった」とい

う問題が起きたら、もう一回やり直しになってしまうと思います。実際、スキャナーを使う

のか、写真で撮っているのか、実際の解像度をどう処理しているのかというところを、参考

までにお聞かせいただければと思うのですが。

（丘山）� 基本的には、カラーページは所内で写真技術者に撮ってもらっています。それか

ら、白黒のものは基本的には外注です。一挙にデジタル化してもいいのですが、データがど

のぐらいもつか、それから、マイクロフィルムとどちらの保存期間が長いのかまだ分からな

いので、まずマイクロをとって、なおかつそれをデジタル化しています。それから、なぜ全

文全ページカラーにしないかというと、とにかく大量に公開したいという目標があるからで

す。カラー撮影ではお金がかかるということで白黒にしています。

解像度に関しては、もともとのものは高い解像度で撮影していますが、公開する段階でい

ろいろ問題があります。利用する場合、画像のダウンロードに時間がかかりすぎないような

範囲で解像度を出来るだけ高くします。さらに PDF ファイルでも表示できるようになって

いるので、細かい部分でも表示できないことはほとんどないと思います。ただし、あまりこ

ういうものを使って商売をしようという人はいないと思いますが、そのまますべてのデータ

をダウンロードして、製本出版してもきれいな本はできないぐらいの精度には落としてあり

ます。また、解像度については外注する場合の単価価格の問題もあります。数値に関しては、

今日の資料に細かい数字が入れてあるので、ご覧ください。
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ただ、いろいろな会議に呼ばれて話しをすると、皆さん解像度を気になさるみたいですが、

基本的にはそれぞれ予算の許す範囲でとか、それから、通信速度などはどんどん良くなって

くるだろうから解像度は高くてもいいだろうとか、割り切って自分なりの基準を作ってしま

えばよいのではないかと思います。画像のデータベースを多数の機関で連携させていく場合

でも、解像度は統一しなくても支障は出ません。それともう一つ、私が気楽に考えているの

は、駄目だったらまたやればいいだろう、データベースはそんなものだろうということです。

データベースは作った後でもある程度変えていけますし、原版は解像度をよくしておいたほ

うがいいのでしょうけれども、そこで迷ってなかなか進まないよりは、どんどんやってしま

ったほうがいいのではないかと思っています。

（Ｑ）� まず、先ほどから善本とか貴重書という言葉が何度も出てきたわけですが、その基

準はどのように定めていらっしゃるか、お伺いしたいです。

� それから、現在、善本全文影像資料庫に入るためには、まず東文研の目録データベースを

経由することになるわけですが、連合目録である全国漢籍データベースの検索を行って、そ

の検索結果からこの善本の資料庫に飛ぶことはお考えではないのでしょうか。

� もう一つ、台湾、中国、日本という形で、国際的な漢籍のデータベースを構築していくと

いうこと、これは夢ということなのでまだ将来的なお話だと思うのですが、例えば日本側で

貴重な物もどんどん公開してしまう。台湾、中国は、それに見合うだけのものを出してくれ

るという見込みのようなものはあるのでしょうか。現状で台湾の中央研究院などは非常に多

くの画像を持っていても、それは海外からは有料だとか、アクセスのハードルを非常に高く

しているという状況があります。それに対してはどのようにお考えでしょうか。

� 以上 3点、お答えをお願いいたします。

（丘山）� 私どもの今の基準では、善本 特別貴重書としたもので、1735年以前までのもの

が特別貴重書です。それを先ずデジタル化しているわけです。それ以降、1911年以前の主に

線装本も貴重書としていますが、ここまで含めると点数がとても多くなってしまうのですべ

てをデジタル化するのは大変ですが、しかし私はそれは夢だとは思っていません。とにかく、

線装本は再彫されることのない、いわば文化財的なものなのですから、利用にはデジタル化

されたものを利用し、原資料は保存に努める、というのが基本方針です。それから、貴重書

以外でも、傷みが激しい物や利用の多い物を、今後は優先してデジタル化していこうと考え
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ています。

� 第 2点に関してですが、目録からではなくて、東文研や研究所に附置された東洋学研究情

報センター、あるいは図書室のホームページから、直接、善本全文影像資料庫に入れるよう

にもなっています。全国版から入れるようにできないのかというご質問ですが、私どもとし

ては、それはやれればいい、できれば早急に京都と相談して実現したいと思っています。私

どもとしては、どんどん公開したいという立場です。また、利用する立場から公開できるも

のはどんどん増やしていきたいと考えています。

� 第 3点の公開の問題です。実は私は、これは国際的にも各研究機関が今抱えているいちば

ん大きな問題だと思っています。中国、台湾、日本にかかわらず、やはり私としては、どこ

の機関も公開していただきたい。そういうことを話し合う国際会議も開かれています。ただ、

私の個人的な考えでは、どこもやっていなくても東洋文化研究所では公開してしまえ、そう

すれば相手に対して強く言えるだろうとも思います。なぜ資料を囲みたいのか、公開したく

ないという考え方を、私は理解できません。ただ、現実には、囲い込みをしたいという考え

もあるし、どんどん積極的に公開したいという意見もある。その葛藤は、本研究所にも正直

ないわけではありません。

� それから、今のところ現実には東洋文化研究所でも一部は非公開になっています。これは、

画像データベースを構築していながら、全面非公開になっている研究機関と交渉するために、

そうしているのです。全面公開が無理であれば、取りあえずは互いに公開しあう、そういう

機関が増えてきた段階で、一般にも全面公開していこう、そういう戦略から、一部非公開に

しています。

� それから、有料化に関しては、いずれ多分あまり意味がなくなると思います。お金を取ろ

うというのはごく短期的な今の考えで、私の予測では、多分 10 年かからずに、そういうも

のも無料化すると思います。現に、有料化しているデータベースにはアクセス回数が減少し、

そういう意味では評価も下がっていくのが現実なのですから。
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漢籍目録データベースと善本全文書影資料庫 参考資料

東洋文化研究所 漢籍の性質：

１．東京大学東洋文化研究所には、旧東方文化学院蔵書、大木文庫、倉石文庫などを中心に、総計約

１０万点の漢籍が所蔵されています。これらのうちには孤本・善本も数多く含まれ、質量ともに

世界で有数の漢籍コレクションの一つです。

２．文化財としての漢籍善本の保存をおこないつつ、多くの研究者の研究に資するため、資料をネッ

トワーク上で試験的に公開しています。

保存作業：

� 貴重漢籍複製化プロジェクトとして、特別貴重書（東文研内専門家と東文研図書室の選定基準に従

った三百数十種）を優先的に、ＭＦと複製本とデジタルデータを作成し続けている。現在は、特別貴

重書の撮影を一部を除いて終えており、続行して、特別貴重書以外の優先順位の高い漢籍を選定し、

その撮影に入っている。

（特別貴重書の中で一部未撮影のものとは、修復が必要なもの、一タイトルが大量で、使用頻度を考

えると他の漢籍を優先してするべきだと判断されたものである。）

� 保存作業の流れ

（１）ＭＦ撮影

 35mm� ネガフィルム、業者５０～１００年保障

（２）複製本作成

撮影したマイクロフィルムを元に作成。

（３）デジタルデータ作成

【保存用画像】400dpi、A3版認識、TIFFデータ

【ウェブ公開中画像】

� 本文（モノクロ）

� � 小� Jpeg画像� 解像度：120dpi� 幅：約  550pixel(成行)� � 高さ：  500pixel 

� � 大� Jpeg画像� 解像度：120dpi� 幅：約 1300pixel強(成行)� 高さ： 1200pixel 

� カラー巻首項

� � 小� Jpeg画像� 解像度： 72dpi� 幅：約 200pixel(成行)� � 高さ：  500pixel 

� � 大� Jpeg画像� 解像度： 72dpi� 幅：約 650pixel強(成行)� 高さ： 1200pixel 
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（４）ウェブ上公開

東洋文化研究所漢籍善本全文影像資料庫

 http://shanben.ioc.u tokyo.ac.jp/ 

・�現在、５３７タイトル（一部作業中）公開中

・公開範囲

� A群：全公開

� B群：制限公開

� � � 全公開� ：東洋文化研究所内・東大総合図書館・東大駒場図書館・本郷文学部内

� � � 制限公開：上記以外の場所から閲覧する際、はじめの１０ページだけが表示可能

（A群、B群の区別は一覧表に現れておりません）

目録データベース：

� 東洋文化研究所所蔵漢籍中、約８万点、入力を終えており、漢籍の検索可能となっております。こ

のうち特に、特別貴重書と指定しました、約５３７タイトル（年度末までにはさらに件数が、増えま

す。）は、善本全文影像資料庫へのリンクを貼り、インターネット上で漢籍書影の閲覧を可能にしまし

た。これによって古籍原本保護と資料利用の範囲を広げることを実現しようとしています。

また当研究所では、原本保護のために、影印本や排印本がある資料は、できるだけ影印本や排印本

の閲覧をお願いしています。そのためにも近年刊行収蔵された《續修四庫全書》《四庫全書存目叢書》

《四庫未収書輯刊》等、影印本の大型叢書の入力作業の計画を進めております。現在は、《續修四庫全

書》の来年度からの公開を目指し作業中です。

���������	
��������

 http://www3.ioc.u tokyo.ac.jp/kandb.html 

・約８万点、入力完了

・Unicodeフォント使用のため、漢字は基本的に、どのコードで入力しても検索可能

・動作環境

�

皆様のご協力をお願いいたします。

平成 17年 12月 15日

��������	� 
�������������

・��������	
��

・���������������
��

・��������
	
�（�������非対応）�

・������������������������
��

・��������
��

����以外では表示のバランスが崩れ

ることがあります。�

��分類検索は正常に動作しないこ

とがあります。�
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保存管理と補修計画

―アジア近現代資料を中心として―

小� 島� 浩� 之�

（東京大学経済学部資料室助手）�

はじめに

� このワークショップでは、アジアの資料（いわゆる洋書でないもの）について、これらを歴

史史料として後世に伝えていくため、図書館や資料館といった組織が今どのような対応をとる

べきかを、東京大学経済学部の事例を中心に考えます1。

東京大学経済学部には経済学部図書館（以下図書館）、経済学部資料室（以下資料室）、経済

学部文書室（以下文書室）があって、広義ではこれらを総称して東京大学経済学部図書館と呼

んでいます。つまり東京大学経済学部図書館は、一般書籍を扱う図書館部門だけを指すと同時

に、図書館、資料室、文書室の三者の総称でもあります。実はこの狭義の図書館と広義の図書

館を区別するのは大変難しく、私の話の中でもどちらを指すのか不明確な部分もあるかと思い

ます。ただ、敢えて東京学経済学部図書館と正式名称を用いる場合は、この三つを合わせた大

きな組織の意味で使っていると考えてください。これからお話しする内容は、私が孤軍奮闘し

た結果ではなく、図書館、資料室、文書室が、みんなで力を合わせてやった、異なる立場のス

タッフによる知恵と努力の結晶なのだとご理解ください。

� 三者の分担は次のようになっています。資料室は、内外の政府刊行物、国際機関の刊行物、

民間団体の刊行物、労働組合刊行物などの灰色文献と、近現代の国家や企業経営、労働問題に

関わる一次資料などを調査・収集・整理しています。担当として助手 3名が配置されています。

それから文書室は、主として近世、一部明治も入りますが、主に江戸時代のものを扱っていま

                                                  

1 聴講者に当日配布したレジュメと資料は、東京大学経済学部図書館Webサイト中の「資料保

存へのとりくみ」のページ（URL: http://www.lib.e.u tokyo.ac.jp/shiryo/hozon/tophtml）にて

公開している。ただしレジュメと本稿で記述が相反する場合は、本稿をもって正本とする。
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す。ここには講師が一人おります。それ以外の一般的な図書、雑誌といったものを図書館で扱

っています。こちらには図書館職員（いわゆる図書系職員）が 8名と助手が 1名おります。

� さて、ここで私達がなぜ保存に取り組むかといったことを、きちんと説明しておかなければ

ならないでしょう。これについては、私が以前書いた文章2を引用しつつお話します。

インターネットにより所蔵資料が瞬時に検索可能になったのに比例し、利用も増加の一途

を辿っている。これまで日の目を見なかった資料が利用されることは大いに歓迎すべきこ

とである。他方、利用の増加は、資料の劣化を白日の下にさらしている。

� 時 「々なぜ最近になって保存ということがクローズアップされているのか。」といった質問を

受けることがあります。最近になって資料の劣化が進んだわけではなく、実は劣化しているこ

とが分からなかったのです。それは資料の存在自体が知られていなかったからです。これまで

は、図書館なり資料館に皆さんが行かれて、カードを繰り請求することで初めて存在を確認で

きたわけで、必然的に利用者も限られ、出納される資料も限られていました。

� ところが、近年のインターネットの発達によって、OPACのWeb公開がこの 10年間で非常

に進みました。大学図書館の蔵書は、ほとんどWebで検索できるようになっています。つまり、

図書館に出向かなくても簡単に資料の存在が把握できるため、「何だ、こんな資料もあったのか」

ということで、どんどん利用が増えているのです。東京大学経済学部図書館では、過去に受け

入れた資料の遡及入力によって、検索できる数が増えれば増えるほど、利用者数も増加してい

ます。つまり、これまで知られていなかった資料が、利用されるようになって、図書館は劣化

という事実を突きつけられたのです。

特に筆者の勤務する東京大学経済学部資料室が所蔵する資料は、その傾向が著しい。当資

料室は、官庁および地方公共団体を中心とする各種団体による統計、調査報告書、近現代

の一次資料等の収集・整理を行っている。このうち、第 2 次大戦前から昭和 40 年代頃の

資料は、劣悪な紙や青焼きコピーの使用等により、見るも無惨に朽ち果てようとしている。

このまま放置すれば、近現代の貴重な歴史資料が、数十年後に確実に失われてしまうだろ

う。

� 保存の緊急性に関して劣化速度のみから言えば、江戸時代の和紙の古文書に比べて、近現代

資料の方がはるかに深刻です。昭和 40年代までのものは、あと 20年もつかどうかというもの

も多くあります。ですから、今残すことを考えなければ、20年たったときに、江戸時代の歴史

は分かるけれども、昭和の歴史が分からないことになるかもしれません。我々が危機感を抱き、

保存に取り組む必要性を痛感した理由はここにあります。

                                                  

2 拙稿「本立而道生 資料に如何に向き合うべきか 」（『せんときょう・かんとう� Newsletter』

186号, 専門図書館協議会関東地区協議会, 2005）。
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ただここで焦って、“資料のモノとしての本質を理解する”ことを失念してはいけない。資

料の成立背景や歴史的意義を見据えて、個々の資料に適した保存法、公開法等を研究する

ことは、専門図書館の責務と言っても良い。流行に惑わされない地道な努力の積み重ねこ

そ、進化や発展を生み出す原動力となり、専門図書館としての存在意義を揺るぎないもの

にすると確信している。「本
もと

立ちて道生ず」。まず本質を見定めること先にありきである。

専門図書館云々というのは、この文章が専門図書館向けに書いたものだからです。「本
もと

立ちて

道生ず」というのは『論語』の言葉で、物事の根本が定まれば道は自然に生ずるという意味で

す。ところが最近の大学図書館は、流行に流される風見鶏で、電子ジャーナル、ポータルサイ

トなどいつも流行のトピックばかり追いかけています。こういう場当たり的な対応では資料は

残りません。そういった新しいことが悪いわけではないのですが、何のためにそれをやりたい

のか、そしてそれをどうしてゆきたいのか、そういった根底にある考えや理念が無いままに、

資金調達だけに奔走し、新しいことばかりに手を出すような図書館の在り方はいかがなものか。

ここは今考え直していかないと、図書館は資料を残すことができなくなるでしょう。

1.� 資料にどう向き合うか

1.1� 資料とは何か� 文献史学・考古学・図書館情報学

� そこで、我々は資料にどう向き合ったら良いのかということですが、まず資料とは何かとい

うことを少し考えてみたいと思います。「シリョウ」という発音を聞いて、どのような漢字を思

い浮かべるかと質問されれば、恐らく「史料」もしくは「資料」を思い浮かべられるでしょう。

歴史学において、史料とは文献史学で扱う文字化されたもの、また資料とは考古学などで扱う

「モノ」、つまり文字ではないものというのが伝統的な考え方でした。

� これに対して、モンゴル帝国史の研究者である京都大学の杉山正明さんはこういうことを書

いています。

総じて近年「モノ」にかかわる歴史研究が内外において以前とは段違いの水準と速度です

すみだした結果、かつてならただ文字そのものを眺めていた文献史料についても、急速に

「モノ」研究の色合いを帯びだし「史料」と「資料」の用語の境界はかえって不鮮明にな

っている。文字化されたものも、非文字のものも、「モノ」としてとらえれば、どちらも「資

料」であり、歴史を探る根拠という点で眺めれば、いずれも「史料」である3。

杉山さんは、「モノ」であっても文献史料に劣らないことや、文献史料も「モノ」の一つであ

ることを力説しています。そして最終的に史料、資料の両者を史料に統一しています。これは

                                                  

3 杉山正明「史料とはなにか」（『岩波講座� 世界歴史 1� 世界史へのアプローチ』岩波書店,

1998）
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文献史学において根拠となる情報に、史料も資料も無いのだということを示しているのだと思

います。

いっぽう図書館では、図書資料という言葉を筆頭に、○○資料というように資料という言葉

が使われます。この場合の資料は情報（源）、リソースといった概念であると考えられ、杉山さ

んが総称するところの史料はすなわち資料だと言えるわけです。つまり史料、資料のどちらで

も良いのですが、狭い意味でのいわゆる文献史料の「史料」と区別するため、ここでは歴史史

料をも含めた総称として「資料」の語を用いたいと思います。ただ、今日の話は、その中でも

文字資料、つまり史料と言えるものの話が中心となりますので、「史料」と「資料」という言葉

について私なりの定義で少し確認しておきました。

1.2� 「モノ」としての資料

� 杉山さんの文章中、「モノとしてとらえる」というのは非常に大事なことです。図書館は、文

字で書かれたものを「モノ」として収集・整理・分類して利用に供してきました。目録学や書

誌学は、図書資料を「モノ」の側面から解析する学問です。つまり文字史料を「モノ」として

の資料として扱うのが図書館なのです。私は図書館をずっと見てきて、図書館情報学における

分類や目録の方法論といったものは、考古学における聚成（集成）や編年、記録の方法論に似

ていると感じます。きっと資料を「モノ」として扱うのが図書館だから、考古学と似てくるの

でしょう。

� 「モノ」として扱うことは「モノ」を見る行為から始まります。これは決して表面だけを観

察せよということではありません。資料の一点一点に対して、そのすべてを観察することだと

思ってください。観察して本質を見抜くこと、これが「モノ」を見るということです。さらに

いえば、1 つの「モノ」を見ながら、それが、全体の中でどういう位置を占めるのか、そうい

うことまで考えて観察するのが「モノ」を見るということだと思います。同じ 1冊のを表面だ

けざっと眺めても 1冊の本、しっかり観察して、どういう本か考えながら眺めても 1冊の本な

のです。

� では、実際の図書館員はどうでしょうか。本来であれば図書館員は資料を「モノ」として観

察することが得意なはずです。図書館において、資料を「モノ」として見なす作業の代表格は、

目録採録ではないでしょうか。ところが、図書館の方々に怒られることを承知で言いますと、

今の目録法は資料の特定の部分だけ、表紙であるとか、タイトルが書いてあるところだけをさ

っと見て、規定のフォームに当てはめているだけなのです。機械的に当てはめているだけで、

資料が書かれた時代背景や記録媒体、つまり紙の種類や記録方法は何かといった資料形成の根

幹にかかわる部分がほとんど考慮されていません。こういうやり方で訓練されてしまうと、個々
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の資料の表面すら見えなくなってしまうのです。

� そもそも資料の保存や補修というのは、アンチエイジングや延命措置、病気の治療といった

医療行為に似ています。「モノ」を見ることができない図書館員が、資料に対してこれを行って

いる様は、患者の顔色も見ず、脈も取らず、症状だけ聞いて、薬を山ほど出すという、ヤブ医

者に等しいわけです。「モノ」を見て欲しいと口を酸っぱくして言うのは、ここらでヤブ医者の

養成から方向転換して欲しいと思うからなのです。

� では、「モノ」を見るというのはどういうことか、もう少し具体的にお話ししましょう。ここ

に 2種類の『十九世紀末叶帝国主�爭�中国�益史』という本があります（図 1）。1冊は東大

経済学部所蔵本（東大経済本）、もう 1冊は東大文学部所蔵本（東大文学部本）です。

� � � � �

図 1� 東大経済本（上）と東大文学部本（下）� � � � 図 2� 東大経済本の版権頁

まず東大経済本を手にとってみましょう。この目録を採る場合、タイトルページや表紙、そし

て日本でいえば奥付、中国では版権頁と言いますが、出版事項の書いてあるページを見ます。

出版事項を見ると、1957年 10月第 1版と書いてありますね（図 2）。ですから普通は、その通

りに次のような書誌ができてしまいます。

TR:十九世紀末叶帝国主�爭�中国�益史 / 胡濱著

PUB:北京 : 生活・讀書・新知三�書店 , 1957.10 

PHYS:2, 220p ; 19cm 

ところが、これは間違いなのです。

� 何故か？� それは 1957年という年を考えてください。日本の元号で言えば昭和 32年です。

純粋に「モノ」を見て考える人は、1957年にこんな真っ白で、綺麗な紙があるだろうかと疑問
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に思うわけです。こう思えるのが「モノ」を見られるということです。東大文学部本が 1957

年に出版された本当の『十九世紀末叶帝国主�爭�中国�益史』です。両者を見比べれば、紙

質や印刷方法の違いがよく解ります。東大経済本は、より後の時代に出された海賊版だったわ

けです。書誌学という学問は、古い書物だけではなくて、新しい本でも、こういうことを考え

ると十分成り立つのです。新しいものは自分と同時代のもので、ありふれているから、気を付

けて見ようとしていないだけなのです。ところが、「モノ」としてきちんと眺めれば、その違い

は一目瞭然です。どうぞ手に取って比べてみてください。

� 中国の話であれば、こんな例も紹介できます。中国で 1980年に初版第 1刷が出版された本

があったとしましょう。これが大変好評を博して、翌年に増刷りしました。ところが、著者が

少し内容を訂正したくなったということで、1985 年に今度は全体を改訂して第 2 版を出版し

ました。この場合は、第 2版第 1刷となるのが日本的な考え方です。奥付には次のように記さ

れるでしょう。

1980年� 初� 版 第 1刷

1981年� 初� 版 第 2刷

1985年� 第 2版 第 1刷

ところが、これは日本の考え方であって、同じに考えていると中国書は間違える。中国書の場

合はおよそ次のようになります。

1980年� 初 版 第 1次印刷

1981年� 初 版 第 2次印刷

1985年� 第 2版 第 3次印刷

中国であれば、第 2版第 1刷ではなく、第 2版第 3刷となるのです。お分かりですか。中国書

では、版表示が変わっても、刷次は通算されるのです。これが中国の版表示のあり方なのです4。

� 図書館の皆さんは、第 2版第 3刷という記述だけを見れば、2版の増刷だと思うでしょう。

しかしこれは増刷かもしれないし、初刷かもしれないのです。2版の増刷という意味なのか、2

版の初刷なのかという意味は、1冊見ただけでは分からないこともあるのです。ただここで「モ

ノ」をちゃんと見ている人であれば、いくら中国書を眺めても 2版以降の版表示に初刷の刷次

が現れないことに違和感を抱くはずです。そこで調べればきちんと理解できるはずなのです。

ところが「モノ」をきちんと見られないと、おかしく感じるべきところを何も感じないのです。

                                                  

4 これら現代中国書の書誌的な見方については、拙稿「現代中国書の書誌的特徴」（『大学図書

館研究』64, 2002.3）、同「NACSIS CATの多言語化と中国書目録� 『中国語資料の取扱い

（案）』」（『大図研論文集』24, 2002.8）、同「甲種本攷� 現代中国書の書誌学的研究のひとこ

ま」（http://asj.ioc.u tokyo.ac.jpHtml/024.html）などを参照。
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1.3� 歴史史料としての資料�

� では、今お話しした「モノ」として考える、これだけで良いのか。私は「モノ」として見る

ことに加えて、歴史史料として見なければいけないと思います。皆さんいろいろな歴史の本な

どを読んでいらっしゃると思いますが、そこに書かれている事実というのは、どうしてそうい

う事実となり得たのか。歴史事実は残された資料にもとづいています。ですから資料が偶然に

残ったからという場合もあります。しかし、ほとんどの資料は、誰かが何かの意図で残したい

から残ったのです。それは、悪意からかもしれませんし、本当に国のためを思ってかもしれま

せん。意識の方向はいろいろあるかもしれませんが、残したいという部分では同じなのです。

� 資料というものは、残したいと誰かが思わなければ残らないものだと思います。もしくは、

偶然にしか残らない。ただし偶然に残る確率はかなり低いでしょう。以前ならもう少しその確

率は高かったかもしれません。昔は、紙を大事にして、日本であれば反故紙を襖の裏紙に使っ

たりしたので偶然残ったわけですが、今我々はそういうことはいたしません。そうすると、現

代の資料が後の時代まで偶然に残る確率はさらに低くなる。ですので、本当に心して資料を保

存しようと考えるのなら、歴史史料となることを見越して取り組まねばならないのです。我々

にとっては身近でありふれたものでも、100年たったら歴史史料なのです。

今戦後 60年たちました。戦後というのは、ちょっと前まで、20年ぐらい前までの小説を見

ると、けっこう「先の大戦で」という書き方がしてあります。ところが、今は「先の大戦では」

と話すような方はまずいませんね。

� 最近、営団地下鉄が東京地下鉄となりましたが、そうなる直前に営団の歴史という年表が、

地下鉄各駅に貼ってありました。その年表の中で、2000年ぐらいのところに「戦後初の女性運

転士誕生」と書いてあったのです5。私は何となく不思議な感じがしました。いま「戦後初」と

いわれても、もうピンとこない時代になっている。つまり、当時を知る人々が多く存命である

にもかかわらず、もう 50年、60年前というのは、もっと若い世代にとっては、ある意味で歴

史になってしまっているわけです。

� もっとも半世紀を待たなくても、現在のことが、今日身の回りで起きたことが、1 年後には

歴史に埋もれてしまうことはよくあることです。何もしなければ忘れ去られてしまうわけで、

とにかく残そうという意思がなければ、近現代の資料などは残らないのです。ですから、結局

歴史史料として残したいから保存する、残したいから補修する。やはりここに意義を認めたい

と私は思っています。ここ数年、各地に新たに公文書館が作られたり、情報公開法ができたり、

ただしこの法律は本当に「モノ」を残そうと考えているわけではありませんが、そういった影

                                                  

5 東京地下鉄の公式サイトによれば、2002年 3月 14日に「戦後初の女性運転士 1名、銀座線

で乗務開始」とある（http://www.tokyometro.jp/corporate/profile/history/index.html）。
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響で、現代も歴史の一部なのだという意識が強くなったように思います。資料保存がやっと盛

んになってきたのは、このことも影響しているのでしょう。

� 「モノ」として見るということと、歴史史料として考えるということは、私としては資料保

存・補修の大前提であると思います。これをなしに、やみくもに保存したい、補修したいとい

うのは、目的なしに電子化だ、情報発信だと右往左往している、理念無き現在の図書館のあり

方と全く変わりません。ここに気づかないと、後世に何も残すことがないということになって

しまうのではないかと思っています。理屈っぽくて面白くない話ですが、こういう部分こそ私

は大事だと思い、少し時間をかけてお話しました。

2. 保存・補修とは

2.1� 保存

� では、保存とは何か。書庫の管理や環境整備も保存、脱酸のように劣化を食い止める措置も

保存。保存というと、個々の資料に対する個別具体的な劣化防止措置から環境の整備に至るま

で、ものすごく幅が広いのです。原本を残すことはもちろん保存です。ところが、原本が無く

なったとしても、ハードコピーやマイクロフィルムなど媒体を変換して、情報だけを保持する

のも保存です。このように日本語の保存という言葉にはいろいろなレベルがあります。だから、

保存に取りかかろうと思っても、我々はまずここではたと立ち止まってしまうわけです6。

� もう少し整理してみましょう。こういった今列挙したような行為は、個々で見ると全くばら

ばらのように見えますが、みな「残す」ための行為だという点で同じなのです。「残す」ための

手段、方法、対象範囲などが個々の資料の状態によって異なるため、多くの道筋があるように

見えるだけなのです。

� 本日の講師の一人でもある木部徹さんは、「保存の方策を決定・選択するための一覧表」7と

いうものを作成し、「保存のためのニーズ」と「保存のためのアクションと技術」という二つの

切り口から、保存のための道筋を整理しました。この表は大変有名なもので概説書や研究論文

に多く引用されています。後ほどお話しますが、東京大学経済学部における保存の実践も、資

料の状態に基づいて、ニーズ、アクション、技術の 3 点から整理・検討した部分があります。

保存というのは、ある種優先順位を決めることだと思います。場合分けして、前後関係や手順

を明らかにする。これを筋道立てて考えていけば、保存の道筋が見えてくるはずです。

� ただ、優先順位をつけるときに、「モノ」が分かっていないと誤った順位付けをしてしまう。

                                                  

6 こういった保存の語義の多様性については、拙稿「大学図書館における資料保存 戦略的資

料保存試論」（『図書館雑誌』102(2), 2008.2）を参照。
7 初出は木部徹「利用のために保存する� 公共図書館と資料保存」（『とりつたま』8, 1992）
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そうであると、本当に保存しなければいけないものが残されずに、どうでもよいものが保存さ

れてしまう危険があるわけです。だから、「モノ」を見てくださいと言っているのです。「モノ」

が分からないのに保存計画は立てられません。自分のところにどういう「モノ」があるのか、

それがどういう対策を必要としているのか。これはまず自分のところの資料を知る。それを知

らないとできないのです。ですから、これから保存に取り組む予定の方は、まず所蔵資料を見

直して、何を持っているのか、そして、それがそれぞれ今どんな状態なのかということを考え

てもらったらよいと思います。私は、個々の資料について、何をどの方法で残すかを確定する

行為こそが、「保存管理」であると思っています8。

2.2� 修復と補修

� 次に修復と補修について考えましょう。修復については、やはり木部徹さんが、「コンサーバ

ターを目指す人たちへ：どう考え、なにを学ぶべきか」（『ネットワーク資料保存』73, 2004）

という文章を書いておられます。Conserve というのはもともと保守という意味で、保存する

ということです。つまりコンサーバター（conservator）は、保存・保護の専門技術者といった

らよいでしょうか。木部さんは、コンサベーション（conservation）という行為は「修復をし

ない」という選択肢を含む修復だと言っています。「コンサベーションは修復をどれだけ避けら

れるか」をまず考える修復であるといえ、「こういう仕事が平仄整った形でできたならば、それ

こそ真正のコンサベーションであり、その仕事をするヒトをコンサーバターと呼んで差し支え

ない」と9。

� では、どういう場合に修復が必要なのかということで、木部さんの考えをまとめたのが次の

図 3のフローチャートです。

                                                  

8 現在、保存管理はプリザベーションの訳語として定着しつつあり、もう少し意味の範囲の広

い言葉であるべきだろう。ただ当時の筆者はまだこの点の整理が明確にできていなかったため、

このような表現になっている点、了承願いたい。
9 プリザベーション、コンサベーション、修復の定義については、日本図書館協会資料保存委

員会保存管理チームの「用語の定義」（http://www.jla.or.jpHozon/hozonkanri/teigi.pdf）を参

照。
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図 3� 修復の必要性をめぐるフローチャート

先ほどお話ししたように、場合分けと優先順位です。図の実線は Yes、波線はNoの判断です。

絶対原本を提供しなければいけない必要性があるか。No ならば、代替物を作って提供すれば

よい。もし Yesであれば最低限の補修で対応できるかどうかを考える。木部さんは補修という

言葉は使っていませんが、私はそう解釈しました。補修とは、字義から考えても、破れている

ところを繕ったり、ほつれを直すという自前でもできる最低限の処置だと思います。それがで

きないのであれば、他の機関で同じものを閲覧できるところに行ってもらう。代替物も補修も

他機関も駄目、他の全ての可能性が無くなった時、初めて修復という選択肢が選ばれるのです。

これは、大変、真っ当な考え方だと思います。

3.� 保存管理と補修計画

3.1� 概要の把握

� ここからは私達が、保存管理と補修計画をどのように実践したか、その過程でどういう問題

が発生したか、現在の直面する課題なども含めて、お話しします。最初にすべきは概要の把握

です。「モノ」を知ること、自分のところが何を持っているかを知ること、これをやらないと何

も始まりません。

3.1.1� 対象範囲の選定

� 東京大学経済学部図書館の所蔵資料は 71万点[筆者補注: 講演当時]あります。これは公称で

すので、恐らくもっとあると思います。最初は 71 万点の内訳を大雑把に見てみます。どうい

う資料のかたまりがあるかを考えるわけです。先ほどお話しましたが、東京大学経済学部図書

館の場合は、所蔵資料を図書館、資料室、文書室という所管別に大きく分けることができます。

まずはこの中で、どれを優先して保存するか、大ざっぱに決めました。和紙は近現代の洋紙に

比べて耐久性に優れています。ですから、文書室の資料は緊急性という面でランクを下げざる

を得ません。図書館所管の一般書や雑誌は、同じものを他の図書館が持っている可能性が高い。
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ということは、同じ保存対策でも、他の機関と協力して行った方が効率的なわけです。ならば

少し機が熟すまで待った方が良い。それに比べて資料室所管の資料は、他館に所蔵の無いもの

が非常に多いのです。灰色文献が中心ですし、一次資料もたくさん持っています。そこから東

京大学経済学部図書館が、優先して保存に取り組むべきものは、資料室所管の資料であるとい

う結論に至ったのです。

� そこでこんどは、資料室所管資料の中に何があるかを考えました。私たちはこれを次のよう

に 3つに分けました。

表 1� 資料室所管資料の大枠

[第 1群] [第 2群] [第 3群]

�政府・省庁刊行物・資料

�政府審議会の各種資料

�有価証券報告書

�旧植民地関係統計資料

�民間団体・企業・金融機関

刊行物・資料

�地方自治体刊行物・資料

�労働組合刊行物・資料

�営業報告書

○外国政府刊行物

○国際機関刊行物

○海外中央銀行刊行物

第 1群は、政府の記録にかかる資料です。有価証券報告書というのは、各上場企業の財務内容

を示した書類ですが、これは金融庁の指示に基づいて作成し、提出を義務づけられていますの

で、言ってみればこれは公的な記録です。ですから、第 1群ということで一つにまとめました。

第 2群は、民間や地方公共団体の記録にかかる資料、第 3群は、海外関係の資料です。実はこ

れらの三群は、書庫の配置とも密接に関わっています。

図 4� 東京大学経済学部図書館書庫内配置図（部分）

最上階の 7層が第 1群の資料、6層が第 2群の資料、5層が第 3群の資料というように、うま

い具合に層で分かれています。

次に、この 3層についてさらなる優先順位を付さねばなりません。そこで考えたのが資料室

の特色です。資料室における資料収集の根幹は、日本経済の実態把握という部分にあります。
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日本経済に関して政府、企業、労働組合など多方面からの生資料を連綿と収集していることに

こそ最大の特色があるのです。したがって、海外を対象とする第 3群より、日本を対象とする

第 1群および第 2群をより優先することにしました。

さらに第 1群と第 2群について考えてみました。その結果、第 2群を最も優先すべきという

結論に至ったのです。なぜならば、第 1群は政府刊行物が中心であって、国立国会図書館、国

立公文書館などに同様の資料が所蔵されている可能性が高いと言えます。同じく植民地資料も

アジア経済研究所、旧帝大、旧高商系大学などに多数所蔵されていて、保存にあたっては他の

所蔵機関との調整が望ましいと考えられたからです。

� このように第 2 群を優先順位の第一位としましたが、それでも 10 万点近くの資料がありま

す。ですから第 2群の中で次の 5つの基準によってさらなる場合分けをして、優先順位を決め

ました。一つは、東京大学経済学部が保存措置を執らなければ消滅する可能性が高い資料群で

あること。二つ目は、料紙の劣化が進行している、もしくは劣化の可能性が高い資料であるこ

と。三つ目は、他の組織との協力体制を必要としない資料であること。これは協力をしたくな

いという意味ではなく、先ほど一般図書のところでお話ししたように、協力体制を構築するこ

とで効率的に救えるものは、別途検討した方がよいという判断から出たものです。四つ目は、

複製物を所蔵していないこと。それから五つ目は、遡及入力等の整理がある程度終了している

こと。書誌情報や所蔵情報がデータ化されていれば、業者に搬出する際のリスト作りや、処理

ごとの記録データ作成が楽にできます。

� 第 2 群の中で、企業の営業報告書は重要な資料なのですが、ほぼマイクロフィルム化され、

多くの部分はデジタル化も済んでいます。ですから、ある程度の保存がなされていると判断し、

群内の優先順位を下げました。また地方自治体の刊行物や各種資料。これは重要な資料なので

すが、実は遡及入力やデータ化が済んでおりません。ですから、今の段階では整理を優先させ

るべきということで、保存の優先順位は下げざるを得ませんでした。

� そうすると残ったのは、民間団体、企業、金融機関です。この 10 年で銀行が破綻や合併を

繰り返し、行名がどんどん変わっています。破綻して消滅する企業も多くありました。つまり

この部分の資料の中には、もう今は存在しない銀行や会社などの資料が沢山含まれているので

す。それから、労働組合の資料です。労働組合も単組が先細りで解散したり、産業別組合やナ

ショナルセンターの統合が進んでいます。資料室が収集しているのは、労働組合の総会資料で

あり、これらは会計報告や、事業報告など、決して一般に流通しない資料がほとんどを占めて

います。これらの資料は東京大学経済学部が何が何でも保存しなければ、もう日本に残らない

可能性が高いと言えるでしょう。ですので、ここから始めようという計画を立てました。

� 先ほど、木部徹さんの書かれたものを紹介し、東京大学経済学部における保存の実践も、木
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部さんの指摘に基づいて、ニーズ、アクション、技術の 3点から整理・検討した部分があるこ

とをお話しました。ただ全てを鵜呑みにしたのではありません。木部さんは、保存のニーズを

つかむに際して、利用頻度を一つの物差しに挙げています。しかし今回は利用頻度については

全く考慮しませんでした。実は資料室の資料の保存ニーズの確定において、利用頻度の尺度で

測ることは愚の骨頂なのです。なぜかというと、こういう資料を利用するのは当然限られた人

です。利用頻度はそう高くありません。しかし他には所蔵されていない唯一に近い資料が多く

を占めるのです。利用頻度が低いからと言って保存の優先順位を下げるわけにはいきません。

私が言いたいのは、既成の価値判断、判断基準というのは絶対ではないということです。一

般論を自館の所蔵に合わせて考え、決して鵜呑みにしない。つまり「モノ」が見えている、分

かっていれば、そういうことができるのです。木部さんの指摘は一般論としては、大変素晴ら

しいものです。しかしそれぞれの図書館が、実態に合わせて取捨選択、改変できないといけな

い。一般論を踏まえることは重要ですが、それに縛られすぎずに、各図書館の実態に合わせて

保存の優先順位を決めるべきではないでしょうか。ですから、今日の私の話も、あくまで東京

大学経済学部図書館に特化した事例であって、具体例がみなさんにとって役立つものとは限ら

ないのです。具体例ではなく、考え方を理解していただくことが重要なのです。

3.1.2� 状態調査（劣化調査）

� 保存の対象範囲が確定したら、次は該当部分の状態調査（劣化調査）をしなければいけませ

ん。これは対象部分の現状を把握して、対処方法を考えるために、欠くことのできない調査で

す。こういった調査は過去に多く行われてきています。実はこの調査の例を、先ほどの午前中

のＡコース講演 2に出られた方は、稲葉政満さんの講演で、国立公文書館の例がいちばん良い

とおっしゃられたのを聞かれたかと思います。大学図書館を中心に調査結果が報告されていま

すが、洋書を対象としたものが多くを占めます10。これに対し最近国立公文書館がやった二つ

の調査11は、和資料で方法論も含めて手順を示してありますので、参考にしてみてください。

� 今回、私達の手法もちゃんと明らかにしますが、それと比べていただくと良いかと思います。

状態調査には、全数調査（悉皆調査）とサンプリング調査（標本調査）の二種類があります。

全数というのはくまなく全部見ていくことで、できたら一番良いのです。ところが、資料室所

                                                  

10 日本における主な蔵書の状態調査例とその報告の一覧は、拙稿「資料保存の基礎」（平成 19

年度大学図書館職員短期研修テキスト, 2007 http://www.nii.ac.jpHrd/ja/librarian/h19/lib10.

pdf）を参照。
11元興寺文化財研究所「国立公文書館所蔵公文書等保存状況等調査 第二次調査報告書」（『アー

カイブズ』6, 2001）、国立公文書館公文書課「国立公文書館所蔵公文書等保存状況等調査につ

いて」（『アーカイブズ』4, 2000）
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管の和資料は概数ですが 18万点です。18万冊を一点一点見てゆくことはできません。では、

どうするか。サンプリングして統計学的に調査するのです。これはドロット（Drott, C. M）と

いう人が、1969年にランダム・サンプリング法というものを提唱しています。この論文の大要

は、木部さんがWebで公開しておられますので、そちらを参考にすると良いでしょう12。これ

はサンプルをある程度採って、そのサンプルをそれぞれ調べて割合を出し、全体に敷延すると

いう方法です。サンプルの採り方さえきっちりすれば、95％±5％の確率で蔵書の状態が分か

るというものです。今回は東京大学経済学部図書館でも、ランダム・サンプリング法を採用し

ました。

� 先に見たように、資料室では第 2群の中の、民間団体・企業・金融機関・労働組合の各資料

について優先順位第 1位と決めました。ただし状態調査は全体像として捉えたかったため、第

1群と 2群の全て、18万点を対象として行いました。第 1群から 426点、第 2群から 388点、

合計 814点のサンプルを抽出して調査したのです。

� 本文の後に添付した表 213をご覧ください。抽出したサンプルには、表の 43項目についてチ

ェックをしました。見ていただければ分かると思いますが、1～5はサンプルがどういう本かを

確定するためのものです。それから 6～27は、これは後でお話ししますが、製本状態のチェッ

ク事項です。製本の形態はどうか、表紙や綴じは壊れていないか、見開き性は良いかどうかと

いったことです。

28～31 は、料紙つまり本文の紙の劣化度の調査です。good というのは十分柔軟性があり物

理的強度も強い腰のある紙です。これに対し、紙力が弱まって、くたくたっとなってきている

紙を weakと判断します。brittleというのは、後で実物を皆さんにお配りしますが、紙力が弱

く軽く端を折り曲げただけで、折り目がついて元に戻らない紙です。それから、very brittle

といったら、粉々になりかけていて、触るのも躊躇されるような紙です。これらは、機械で評

価する方法もありますが、一般には料紙の端を実際に手で触って、軽く折り曲げてみて強度を

評価する官能法で十分です。

32～34は料紙の酸性度、つまり pHの調査項目です。最も簡便なのは、皆さんの机の前に置

いてあると思いますが、pH チェックペンというものを使う方法です。後ほど実際にこれを使

って pHをチェックしていただきます。ただ、これは色が残るので、チェック箇所に注意する

必要がありますし、貴重なものには使えないでしょう。このペンは中性～アルカリ性の領域で

                                                  

12 Drott, C. M. �Random Sampling: a Tool for Library Research�, College & Resear

ch Libraries, March 1969、日本語の大要は資料保存器材のWebサイト（http://www.hozon.

co.jp/random sampling.htm）を参照。
13 出所: 『蔵書劣化調査報告書』（東京大学経済学部資料室, 2006）http://www.lib.e.u tokyo.

ac.jp/shiryo/hozon/hokokusho 01.pdf
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は青い色のままで変化しません。ところが酸性の領域では色が黄色に変わります。実際に配布

しているレジュメで試してみてください。これは中性紙ですから、青いまま変化しないと思い

ます。これに対して、資料の入っていた茶封筒は酸性紙です。黄色くなりませんか。すぐに色

が変わるでしょう。色が変わったら酸性なのです。封筒は瞬時に変色しましたね。この場合は

およそ pH4.5以下です。変色のスピードが緩慢な場合は、pH7.0から 4.5ぐらいまでの間だと

されています。

� 一般的な状態調査では、料紙の強度と pHを調べれば大体十分です。ところが、資料室の場

合は、一般書籍ではないものが多数を占めています。これらには形態にあわせて自家製本され

ているものが多くあります。例えば薄いパンフレット類はバインダーに糊付けして製本してあ

ります。古いバインダーは糊付け部分が劣化しているものが多く、これを無理に開くと資料が

壊れてしまうのです。本体の紙は劣化していなくても、製本の不備や劣化が資料にダメージを

与えているのです。だから、6～27 の項目で表紙や製本の状態・強度も同時に調査したわけで

す。このように表紙の状態まで調べた調査は、今のところ日本でも海外でも全く無いようです。

3.1.3� 調査結果の分析

� 項目ごとの調査結果と、それを全体（18 万 765 点）に敷衍した場合の結果をまとめ、対策

にまで言及したものが、本文の後に添付した表 314です。表 3 の 3 番目を見てください。本紙

が酸性であるものは 71.5％です。そして、71.5％を頭に残しておいて、こんどは 1番目を見て

ください。劣化レベルが brittleと very brittleを合わせて 21％です。全体の 71％が酸性紙、

かつ全体の 21％が非常に壊れやすい状態になっているという結果が出たのです。

� 酸性紙の割合が 71.5%というのもすごい結果なのですが15、全体の 21％が brittle 以上（か

なりの劣化）という結果もこれまでの常識を覆すものでした。資料室の資料は 1940 年代以降

のものが多くを占めています。過去に早稲田大学、慶應義塾大学、それから国立国会図書館で

行われた洋書の劣化調査では、1930 年代以後で劣化率が 20％を超えているところはありませ

ん16。ということは、一般の書籍ではない、一般に流通していない、いわゆる藁半紙を使って

謄写印刷したようなものの類は、劣化率が一般図書の比ではないということです。

                                                  

14 出所は前掲注 13に同じ。
15 メリーランド大学によるランダム・サンプリング調査の結果（http://www.lib.umd.edu/TS

D/PRES/surtext.html）では、酸性紙の割合は 46％であり、当資料室が所管する資料の酸性紙

の割合が高いことが解る。
16 早稲田、慶應、NDLの三者の劣化率は、安江明夫「蔵書劣化の謎を追う – スローファイヤ

ー探偵団の冒険  」（『びぶろす』41 9・10, 1990）http://www.hozon.co.jp/cap/con con/archi

ves/conconlib/yasue01.htm� にグラフとしてまとめてある。

― 73 ―



3.2� 詳細調査

このように、サンプリング調査によって全体像がつかめたのですが、これを第 1の優先順位

で保存したい部分にどう結びつければ良いのでしょうか。酸性紙というのは確実に駄目になり

ます。その酸性紙が 7割以上を占めるということは、酸性紙でまだ劣化の進んでいないもの（原

則として紙力が good もしくは weak で、かつ酸性紙であるもの）について、脱酸処理をすべ

きであるという結論に達しました。また相当程度劣化の進んだもの（原則として紙力が brittle

もしくは very brittleのもの）については、現物のままの保存をあきらめ代替化することに決

めました。

� そこで、今度は優先順位第 1位の部分について全数調査を行い、1点 1点について必要な処

置を決定していったのです。まず大きな範囲でサンプリング調査をして概要をつかんで方針を

決定し、次に優先すべき部分について全数調査をする。私達はそういう二段階の手順を踏みま

したが、保存すべき部分が少量であれば、最初から全数調査に入る方が良いでしょう。全数調

査における選別方法については、図 5としてフローチャートを示していますので、これにもと

づいて説明します。

図 5� 資料保存手当のための選別フローチャート

� 全数調査では、まず資料を一点一点手に取り、pH のチェックをします。これにはサンプリ

ング調査と同様にチェックペンを使いました。そこで料紙が酸性か非酸性かで二つに分けます。

酸性紙の場合は、官能法で good、weak、brittle、very brittleかを評価して振り分けます。も

し酸性紙で brittleと very brittleであれば代替化の対象ですから、これは別途取り置いておき

ます。酸性紙で weak、goodのものであれば、脱酸処理が可能かどうかのチェックを行います。
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フローチャートにはアルカリ対応と書いてありますが、アルカリ物質で印字されていると脱酸

処理できないのです。なお最初の段階で非酸性と判定されたものは、背や表紙、綴じ部分が壊

れていないかどうかをチェックします。もしそこで壊れていれば再製本ですし、壊れていなけ

れば、それは何も措置をする必要はない。こういうチェックと分類を繰り返し、それぞれの処

置ごとに色分けした附箋を挟み込み、予定される処置が目視で解るようにしました。

� 必要経費について、脱酸処理に加えその他の必要な保存措置も含めて試算したところ、億を

超えてしまいました。そこで最低限必要な措置について、バックアップをして欲しいと学部を

説得しまして、とりあえずの予算化がなされたわけです（当然ながらこちらの要求よりかなり

減額されました）。このため全数調査は、予算に制約された範囲内での調査になりました。各処

理に必要な一冊当たりの金額を算出しておいて、調査をしながら金額を集計し、予定金額に達

したところで調査終了です。最終的に 2470冊をチェックしました。酸性かつ weak・good で

あったものが 72％（1788 冊）です。それから、酸性かつ brittle であったものが 15％（359

冊）、酸性かつ very brittleであったものが 7％（7冊）、脱酸不可のものが 0、再製本が必要な

ものは 1％（35冊）、処置不要のものが 6％（151冊）という結果になりました。

3.3� 脱酸処理

3.3.1� 紙の劣化と酸

� 次に脱酸処理についてお話したいと思います。本日は脱酸の専門家の方も来られていますの

で、大変恥ずかしいのですが、勉強させていただくという気持ちでお話ししたいと思います。

� 脱酸処理について考える前に、酸性紙とは何かということを考えたいと思います。簡単に紙

の劣化についておさらいします。酸による紙の劣化には、酸性劣化と酸化劣化があります。こ

れは違うものです。酸性劣化というのは、紙じたいが酸性でその内部の酸が自らを蝕んでいく

ことです。酸化劣化というのは、酸化つまり物質が酸素と化合したり、水素を奪われる化学反

応によって、紙が分解されてゆくことです。語呂は似ていますが両者は全く別物です。

� では、酸性紙問題とは何か。酸性紙というのは紙の中ににじみ止め（サイズ剤）として、硫

酸アルミニウムなどの酸性物質が入っています。紙の中にもともと入っているこの酸が悪さを

するのです。だから酸性紙の劣化は酸性劣化です。これに対して、古い本だと紙の周囲が小口

から茶色くなってきますが、あれは紫外線や二酸化炭素、窒素酸化物などによる酸化劣化です。

外から影響を受けて劣化していくのが、酸化劣化です。よろしいでしょうか。しかし、どちら

も酸が元凶であることに違いはありませんので、いずれも対策を講じないといけないのです。

� 繰り返しになりますが、酸性紙というのは、インクのにじみ止めのために硫酸アルミニウム

などの酸化物を添加したことが始まりです。さらに、質の悪い砕木パルプ（木を砕いたパルプ）
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や、薬品投入による化学的なパルプの製造も紙の劣化の要因になりました。こういった薬品だ

って長い目で見れば良いわけないのです。しかも、パルプには純粋な繊維以外の余分な物質が

たくさん混じっています。なかでもリグニンという物質は紙を劣化させる原因物質として有名

です。このように酸性紙というだけでなく、その製法からくる種々の問題が相乗効果を生んで、

近現代の紙をどんどん弱くしていったのです。

� 劣化の実態については、私も理解しきれていない部分が多いのですが、簡単にまとめます。

繊維はセルロースなのですが、それ以外にヘミセルロースという物質が一緒に入っています。

酸はヘミセルロース分子の鎖の加水分解に触媒として働き、紙の力を低下させてしまうのでは

ないかと考えられているようです。ただし、これには異論もあって最終的な結論は出ていない

ようです。ただ、いずれにしても酸を多量に含む紙が、そうでない紙に比べて、中の水分が失

われて弾力性がなくなっていく、紙の繊維が固くなっていくのは事実であって、それを防がな

いといけないわけです。

� 表 417は、国立国会図書館が調査した中性紙の使用率です。逆にいえば、酸性紙がまだどれ

だけ使われているかを示す表です。

表 4� 日本における中性紙使用率の推移

図書� 逐次刊行物�
調査年度／種類�

中央� 地方� 民間� 中央� 地方� 民間�

第 ��回�平 ���� ���	％ 	
��％ � ���
％ �	�	％� �

第 ��回�平 ���� 	��
％ ����％ 
���％ 	�
％ 	���％� 	���％�

第 ��回�平 ��� 	���％ ����％ � ����％ ����％� �

第 �	回�平 ���� ����％ 
���％ � ����％ 
���％� �

第 ��回�平 ���� ����％ �	��％ ���
�� 
���％ 

��％� 
	���

中央とあるのは政府刊行物です。地方というのは地方自治体刊行物です。民間というのは一般

に流通する図書です。平成 10 年の段階を見てください、政府の刊行物はまだ半数が酸性紙な

のです。中性紙の使用が当然のようになったのは本当にごく最近だということが解るでしょう。

ということは、この酸性紙問題は、我々の資料室にとっては死活問題です。なぜなら、資料の

多くは政府や地方自治体の刊行物が占めているからです。これはとても困った状態です。今は

大丈夫でも、この時代の資料はいずれ駄目になっていくということです。

� では、中国はどうでしょうか。これは公的な調査は無いようですので、私自身で調べてみま

                                                  

17 出所: 国立国会図書館第 17回新刊資料 pH調査（http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/data ne

ws.html）
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した。その結果が表 5 です。『中国出版年鑑』が、2003 年から酸性紙に逆戻りしている点は、

出版に関する年鑑ということもあり、衝撃的です。韓国も 2000 年に入ってから、酸性紙へと

戻っているのです。どうしてこういうことが起きているのか、原因がどこにあるのか、はっき

りとは分かりません。どなたか情報をご存じなら、ご教示ください。

表 5� 東アジア諸国における主な年鑑類の料紙の pH

� � ��� �� ��� ��� ��� �� �� �	 �
 �� �� �� �� �� �� ��� ��� �	� �
� �� ��

中国出版年鑑� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

中国統計年鑑� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

中国経済年鑑� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

中国煤炭工業年鑑� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

中国農業年鑑� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

中国百科年鑑� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

香港統計年鑑� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

台湾総覧（日文版）� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

韓国統計年鑑� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

【凡例】�・・・中性紙、� �・・・酸性紙、� 斜線・・・測定不能（現物未確認）

� この表を見ると他にも驚くことがあります。想像以上に早い時期から、中国の年鑑類は中性

紙が使われているようです。『中国経済年鑑』は 1984年から中性紙です。『中国農業年鑑』、『中

国百科年鑑』なども同じです。香港、台湾も中国とほぼ同時期に中性紙が使われ出したようで

す。ただし、これはあくまで国家の発行する統計書という公のものなので、良い紙が使われて

いたのではないでしょうか。私の経験からすれば、中国書で中性紙の使用率が上がったのは、

ここ 10 年の間です。それ以前の一般書籍は、このような早い段階から中性紙を使っていない

と思います。これは、もう少し調査を続けてみたら、面白い結果が出てくるかもしれません。

日本の場合は、10年前まで皆さんが思っているほど中性紙の使用率は高くなかったのだとい

うことと、中国の場合は、公的なものに限れば、案外早くから中性紙を使っていたとことをこ

こで言っておきます。ここまでが酸による劣化の話です。

3.3.2� 紙の劣化とリグニン

� 酸とともに紙を劣化させる物質としてはリグニンが有名です。リグニンというのは植物の細

胞間の接着や、細胞膜を強化している物質です。これが光に反応して紙を茶変色させるのです。

リグニンの含有量をいろいろなものから見てみました（表 6）。そうすると、日本の代表的な和
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紙の原料である楮は、リグニン含有量が非常に低い。孟宗竹を見ると、中国の竹紙はリグニン

含有量がとても多そうですね。

表 6� 主な製紙原料の繊維長およびリグニン含有量18

製紙原料� 繊維長� ����� リグニン含有量� ���

楮� ���～	�� 
～��

広葉樹� ���～���� �～	��

針葉樹� 	～���� 	�～
��

孟宗竹� ���～���� 
����

麦� 藁� ���～���� 		�
�

稲� 藁� ���� �����

大� 麻� ���～��� ��
�

芋� 麻� �～	��� ����

それから麻、宋版の良い版本には麻紙が使われています。表から解るように、麻はリグニン含

有量が低く、繊維が長く丈夫なのです。宋版の紙の中でも美しいものは白麻紙というものです

が、リグニン含有量が低いため白さが持続して際だったからなのでしょう。ところが次の時代

の元版になると、竹紙がよく使われるようになります。そうすると、今度はリグニン含有量が

高くて、繊維も短いので、粗製濫造で紙漉き時の処理が悪いと、ボロボロになっていくのです。

� 現代の中国の書物にもいろいろな紙が使われていますが、その中で報紙と呼ばれる紙があり

ます。中国では新聞のことを報紙と言います（ちなみに新聞はニュースの意味になります）。つ

まり紙の種類としての報紙とは、新聞紙に使うような紙という意味です。粗悪紙というわけで

はなくて、一般的なざら紙程度です。

� これからお見せするのは、1970 年代に出された 2 種類の図書です。図 6 および 7 はこの 2

冊の版権頁です。

                                                  

18 中嶋隆吉「紙の品質とトラブル対応あれこれ」（『紙・パルプ』2002年 10月号）、潘吉星『中

国造紙技術紙稿』（文物出版社, 1979、日本語訳: 佐藤武敏訳『中国製紙技術史』（平凡社, 1980））,

日本紡績検査協会 ”繊維の基礎知識” （http://www.boken.or.jp/lib fiberknowledge.html）よ

り作成。
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� � � �

図 6� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 図 7

図 6の方は色がくすんでいますよね。最下部に道林紙精装本US$16.00、白報紙平装本US$9.00

と書いてあります。これはどういう意味かと言いますと、精装というのはハードカバー、平装

というのはペーパーバックです。つまり道林紙という紙を使ったハードカバーの本と、白報紙

という紙を使ったペーパーバックが出ているというわけです。実際の現物はどちらかというと、

ペーパーバックで図 6の写真からも解るように、かなり紙が変色しています。ペーパーバック

あることから、料紙は白報紙なのです。見ていただくと分かるように、この本は 1972 年に出

されており、劣化が進んでいます。

� 一方、図 7の版権頁は、図 6とほぼ同じ頃に、道林紙のペーパーバックとして出版されたも

のです。時期的に変わらないのに、こちらの方はこの白さです。皆さん、先ほどの方（図 6）

は酸性紙で、こちらの方（図 7）は中性紙だと思うでしょう。実は両方とも酸性紙です。道林

紙というのはイギリスのドーリング・カンパニーというところが作った上質紙で、「道林」とい

うのは音訳です。この上質紙という言葉は要注意です。上質紙というのは中性紙ではありませ

ん。上質紙でも酸性紙はあります。では、上質というのは何かというと、パルプからセルロー

ス以外の余計な物質をなるべく取り去ったものを言います。上質紙では例のリグニンもしっか

り取り除かれます。ただしセルロース以外を取り去れば、パルプの量は減り、漉ける紙の枚数

が減ります。上質紙の価格が高いのはこのためです。このように上質、低質という尺度と、酸

性、中性には相関関係はありません。酸性の上質紙も中性の上質紙もあり得るのです。図 6と

図 7の本を比較して解ったことは、同じ酸性紙でも上質紙と低質紙では劣化速度が違うという

ことです。つまりリグニンなどのセルロース以外の物質が、いかに紙を劣化させる元凶となっ

ているかが解るかと思います。

� 次は版本を見ていただきましょう。一つは『皇朝経済文編』光緒二十七年石印本です。それ

から、こちらは『原冨』、光緒二十八年の鉛印本です。いずれも清朝の末期の版本です。『原冨』

はアダム・スミスの『国冨論』を初めて漢訳して出版したものです。梁啓超という政治改革者

であり歴史学者がおりますが、彼が書評で絶賛している翻訳本です。最初の葉に清朝の出版許
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可証が刷り込まれていまして、書誌学的にも出版史としても面白い資料です。皆さんが手に取

って見ておられるこれらの版本は、どちらも竹紙ではありません。中国の線装本（袋綴本）は

みな竹紙のように思われがちですが、清末になると、版本の紙にも砕木パルプが入ってきます。

パルプと竹紙、もしくはパルプと麻系統の混合紙です。

� つまり、清朝の終わりごろから民国時代の版本の劣化が激しいのは、竹紙が悪いというより、

西洋の製紙法が入ってきて、パルプの混合紙が作られるようになったため、パルプに含まれる

リグニンが悪さをしているのだと思われます。

� ちなみにリグニンからはバニリンという物質が生成されます。バニリンというのはバニラの

基となる物質です。古い、茶色く変色した本はちょっと甘い香りがするのはこのためです。

3.3.3� 大量脱酸とは

� 酸による劣化を現状以上に進めないためには、脱酸処理が有効とされています。脱酸には様々

な方法がありますが、理論的にはアルカリ性の薬剤を使って中和反応を起こし紙の pH値を上

げるものです。ただし、ただ酸性紙を中和させても、大気中の酸や紫外線など外部からの影響

で、酸化してゆきます。ですから、酸化が進まないように、中性にするだけではなくて、アル

カリの物質を紙の中に残す、これをアルカリ・バッファ（もしくはアルカリ・リザーブ）と言

いますが、こういう処理までするのが劣化対策を目的に行われる脱酸処理です。これによって

既存の酸の機能が打ち消されるだけではなくて、その後の酸化劣化の予防になるわけです。

� もともと脱酸処理は、水酸化カルシウムと炭酸水素カルシウム、もしくは水酸化マグネシウ

ムなどのアルカリ溶液に紙をそのまま浸たす方法（水性脱酸）が主でした。ですから製本され

た資料の場合は、製本を一旦ばらしてから処理をして、乾燥後に綴じ直さなければいけません。

こういった家内制手工業的なやり方では、手間暇ばかりかかって一向にはかどりません。そこ

で、何とか大量に処理できる方法はないかと、世界で研究が進んでいます19。現時点で日本国

内において実働している大量脱酸処理法は、日本ファイリング社の DAE法（乾式アンモニア・

酸化エチレン法）のみです。大量脱酸処理を請け負ってくれる業者は、日本ファイリング社の

みという方が正確かもしれません。何故ならば、請負でなく各機関で大量脱酸処理の機器を揃

えるという選択肢もあり得るからです。しかし、それは現実的ではありませんので、一応こう

いった言い方をさせていただきました。来年の4月から、アメリカのPreservation Technologies

                                                  

19 脱酸技術の歴史については、木部徹「脱酸性化技術の歴史 少量脱酸から大量脱酸へ」（“資

料保存協議会第 6回セミナー記録” http://www.hozon.co.jp/cap/con con/archives/kibe02.htm, 

2001）を参照。
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社が、日本においてもブックキーパー法による請負型の大量脱酸処理を開始します20。ただ、

現時点では DAE法しかありませんので、これを採用しました。

� DAE法というのは資料にアンモニアを吸着させた後、酸化エチレンガスを導入して、化学反

応を起こさせます。水溶性ではなくて、気体による化学反応のため、ガスは書籍の小口から、

紙の繊維一本一本の内部に直接入っていくわけです。そして繊維の中で化学反応を起こす。そ

の結果、中和と同時にアルカリ・バッファとしてトリエタノールアミンという物質が生成され、

これが定着することによって、以後の酸化を防いでくれるのだと説明されています。また処理

後の pHは 8.0～10.0になると公表されています21。

� ただ、ここで気をつけなければいけないのは、脱酸処理は保存のための一手段ではあります

が、化学反応を引き起こすものです。ということは、物質としての紙に全く影響が無いという

ことはあり得ません。ある種、資料保存の原則（①原形保存の原則、②安全性の原則、③可逆

性の原則、④記録の原則）からは逸脱していると言われても仕方ありません。ですから、貴重

な資料にこれを行う際には、実際にいろいろ確認をして、担当業者と話をして、きちんと納得

してから実施することをお勧めいたします。資料室所管の資料は、近現代の資料ですし、かつ

酸性紙の割合が 70％を超えており、これらの耐久性が少しでも延びるのであれば実施すべきだ

と判断しました。

� それともう 1 つの問題は、現在のところ、日本ではこの業界が一社による独占状態であり、

第三者が他技術との比較検できない状態にあることです。今後こういった分野では競争が進ん

でいって、何が本当に良いものか、どこが企業としてしっかりしたところか、などが徐々に明

らかになっていくと思います。コンピュータの世界では、OS はどんどん変化していきます。

アプリケーションもどんどん変化していきます。それをいつか一定になるだろうということで

様子見していては、いつまでたってもパソコンを買うことはできません。同じように脱酸技術

の一定化を待っていては、資料の劣化はどんどん深刻になってゆきます。ですから、私達のと

                                                  

20 ブックキーパー法の日本での業務開始は、2008年 1月段階で未だ実現していない。プリザ

ベーションテクノロジー社の日本法人からは、現在準備は最終段階に入っており、遅くとも

2008年 4月には稼働するとの回答を得ている。
21 世界の脱酸技術の現状や、DAE法の詳細については須藤猛彦「酸性紙の大量脱酸処理� 乾

式アンモニア・酸化エチレン法＜DAE法＞の実用化とその評価について」（『アーカイブズ』2

9, 2007.7）が詳細に論じている。また DAE法については、国立国会図書館収集部資料保存対

策室「国立国会図書館の大量脱酸の試行について」（『ネットワーク資料保存』58, 2000）、同

「国立国会図書館で実施した大量脱酸処理の試行に関する委託調査結果について」（『ネットワ

ーク資料保存』74, 2004）、清水基子・雨谷逸枝「東京都立図書館で大量脱酸処理実施」（『ネ

ットワーク資料保存』67, 2002)、須藤猛彦「国立国会図書館で実施した大量脱酸処理の調査結

果に関する追加試験について」（『ネットワーク資料保存』77, 2005）山本尚彦「DAE脱酸処

理法の実用化と実績」（“資料保存協議会第 14回セミナー記録”http://www.hozon.co.jp/cap/co

n con/archives/yamamoto01.htm, 2002）などを参照のこと。
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ころでは、こういった問題点は承知の上で脱酸処理に踏み切りました。

�

3.3.4� 脱酸処理の際に注意が必要なもの

ただし図 5 の説明で少し述べたように、全ての資料が脱酸処理可能なわけではありません。

脱酸に不向きなものと、脱酸の効果が得にくいものがあます。効果が得にくいものは良いので

す。それを理解しておられれば、得にくいというだけで、全く効果がないというわけではあり

ません。問題は脱酸に不向きなものです。脱酸をしてしまうと、逆に劣化を早めてしまうもの

があるので注意しなければいけません。まず青写真（シアノ）です。青写真というのは昔の図

面などによく使われています。特徴としては背景が青で文字が白です。それから、青焼（ジア

ゾ）です。青焼は、背景が青、文字も青。これらは脱酸処理することにより逆に退色を早めて

しまいます。それから、こんにゃく版や寒天版、見た目はちょっと謄写と似ているのですが、

文字が青紫色（メチルバイオレット）であることが特徴です。これらは印刷の版にこんにゃく

や寒天を使用しているので、こう呼ばれています。これらも脱酸処理に出してしまうと退色を

早めてしまうのです。青写真、青焼、こんにゃく版などは、アルカリに弱いので、恐らく DAE

法に限らずどの方法をもってしても脱酸処理できないと思います。

それから、全てではないのですが、ある種のブルーインクで書いた書き込み、万年筆やボー

ルペンの青のインクで書いたもの、それもすべてではなくて特定のものらしいのですが、これ

もちょっと問題がある。この他、DAE法では、脱酸処理の実施に際してある程度高温の状態す

るため、感熱紙は真っ黒になってしまうのです。

3.3.5� 作業の流れ

� 処理の流れとしましては、所定の箱（コンテナ）に、資料を詰めて封印して引き渡します。

これがそのままの状態で工場に運ばれて脱酸処理が行われます。返却後の排架まで含めて約 1

か月を要しました。コンテナには、1冊の厚さを 25㎜とした場合、Ａ5版で 40冊、Ｂ5版で

27冊、Ａ4版で 20冊入るということですが、今回は非常に薄い資料や、小さい資料が多かっ

たので、最大で 104 冊入りました。コンテナ当たりの詰め込み冊数が最も少なかったものは、

分厚い年鑑類で 12冊でした。このようにばらつきがあるので、1冊あたりの処理単価は何とも

言えません。料金はコンテナ単位ですので、薄い資料や小さい資料が多ければ得した気分にな

りますし、厚い資料が多ければ損した気分になります。ちなみに資料室における今年度の処理

では、コンテナへの平均封入冊数は 54冊、平均単価は 765円となっています。
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3.3.6� DAE法による脱酸処理の効果と問題点

� DAE法による脱酸の効果については注 21に記した各論文に譲ります。もとより資料室の脱

酸処理は第 1次分が終了しただけであり、今後の経年変化を見なければ効果に関して評価はで

きません。これまでの効果測定は強制劣化試験であって経年変化を見たものではないので、こ

れから経年変化を観察し続けて、初めて真っ当な評価ができると思います。

� これまで DAE 法の実績は、基本的には一般書籍でした。ところが資料室のものは一般書籍

ではないわけです。非流通資料に対しての大量脱酸というのはあまり例がないということで、

これまで想定されていたこととは、結果も変わってくるのではないかと思います。

今回の問題点を次に述べます。一つは今回の資料の料紙が低質であったため、全体的に料紙

の白色度が低下した点です。これはリグニン含有量の多い紙ほど処理後に茶変色を起こすため

です。二つ目は、処理後の異臭です。これはアセトアルデヒドの臭いだということですが、ど

んな臭いかと一言で申しましたら、二日酔いの人の体臭というか酔っぱらいの臭いに似ていま

す。アルコール（エタノール）が分解されるとアセトアルデヒドになるわけですから、似てい

るのは当然でしょう。それがリグニンの甘い香りと混ざって、何とも表現のしようがない臭気

を発するわけです。特に今回は低質紙でしたので、その分、臭いがきつかったようです22。せ

っかくなので、皆さんに嗅いでいただこうと思って、今日は特別に持ってきました。これから

回覧しますので、是非臭いを嗅いでいただきたいと思います。

� ただ、こういうリスクはありますが、当然のことながら脱酸処理をすると酸性だった紙が中

性になります。そして、表面が滑らかになっています。アンモニアを注入する前に高温にして、

ある程度の湿気を与えるそうですが、これが水分を失いかけている劣化した紙には、良い具合

に作用しているのではないかと思います。

3.3.7� Brittleおよび very brittleの資料への対処

私達が脱酸処理に出したものは、原則として酸性紙で紙力が残っているもの、goodもしくは

weakのものを優先しました。brittleや very brittleのものは脱酸しても、very brittleであり、

brittleであることは変わらないのです。紙の劣化というのは、brittleになるまでの間に一気に

進み、brittleになった後の劣化の進行は緩慢だと言われています。だから脱酸が最も効果を発

揮するのは、今壊れそうな紙ではなくて、酸性紙で今まだしっかりしている紙なのです。これ

                                                  

22 なお現在（2008.1）では異臭もほとんど無く安定している。またその後、3回処理を行って

いるがこれらについては。1回目ほど異臭を感じていない。1回目は夏から秋、2回目以降は全

て冬に処理を行っているので、外気温による影響があったのかもしれない。

― 83 ―



に脱酸処理をすると、最も効果が期待できるのです。

� では、brittle以上のものへの脱酸処理は無意味かと言えば、これは個別に判断した方が良い。

我々も一旦は除外しましたが、再度選別して効果が期待できそうなものには脱酸処理を行う予

定です。ただし、弱っている紙力が元に戻るわけではありませんから、脱酸処理後も取り扱い

には注意が必要です。

4. 図書館でできることを考える

図書館は本が壊れるとすぐ利用停止にしたがるようです。図書館は利用させることを第一に

考えるべきであり、利用停止や複写禁止は最後の手段であるべきです。もし資料の紙が弱って

いれば、脱酸をして現状を維持し、それでも駄目ならば、複写については写真撮影でなら認め

るとか、上向きコピー機を導入するとか、もしくは複製を作るとか、何が何でも生の情報は利

用者に提供するべきなのです。それをせずに放っておくのは、一番良くない。

� そんなことを言われても予算が無い、それはできないという場合でも、先ほどお話ししたよ

うに我々にできることはあります。修復はできなくても補修はできる。ですから、最後に少し

東京大学経済学部図書館で取り組んでいる補修についてお話しします。

例えば、冊子になると無理ですが、一枚物であれば、私達は自前で裏打ちをして、欠損部を

補填して、修復の記録をきちんと残しておきます。さらに、透明フィルムに入れて、代替のハ

ードコピーを取る。ここまでの作業をしています。一枚物なら、やろうと思えば自分たちでも

できるのです。冊子でも薄いものであれば、できるものも結構あります。厚いもの、難しいも

のだけを専門業者に任せれば良いのです。

� ところで、裏打ちした古文書を乾かすのと同じ要領で、和紙で裏を打った近現代の資料を乾

燥させると失敗します。古文書に使われている和紙は繊維が長く伸縮性に優れています。とこ

ろが、近現代の特に低質紙は伸縮性があまり期待できないのです。通常、裏を打った紙は、板

に貼って乾かしますが、乾く際に和紙が思いっ切り縮みます。それに近現代の紙は耐えられず、

乾いた後でひびが入って割れてしまうのです。したがって陰干しという方法をとります。ろ紙

とろ紙の間に挟んで、ろ紙が濡れたら取り替えるという方法で乾かします。そうすると、和紙

が一気に縮まずに、徐々に縮んでいくので、出来上がりの具合が良いわけです。これは資料保

存器材さんで習ってきました。

裏打ちまでは難しいという方でも、ある程度の補修というのはいろいろ方法があります。こ

れらを今日ここで実習する余裕はないですが、様々な機関で講習会を開催していますし、多く

の参考書が出ていますから、そちらをご覧ください。
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おわりに

� 保存というのは自分の立場とは異なる多くの方々との連携が必要で、時に面食らうことがあ

ります。その時、図書館はどういうスタンスをとれば良いのでしょうか。

佐原真という考古学者がおりました。もう亡くなられましたが、私の尊敬する学者の一人で

す。考古学という学問は、年代測定などで自然科学と密接に関わっています。彼は、自分の立

場とは全く異なる自然科学者と付き合う際に思うことを次のように書いています。

戦時中、軍艦マーチの前奏で発表された赫々たる戦果に血を踊らせ、あとでそれが事実で

はなかったことを知らされた世代に属するせいであろうか。いまでは私は、自信に満ちて

断言される方にたいしては自然科学者といえども警戒の目を光らせてしまう。謙虚な発言

を聞くと、かえって信頼性があるように見えてくるのである。23

佐原氏が言うように、「当社の脱酸処理はどんな処理法より絶対に優れています」とか、「弊

社の修復は半永久的です」というような言われ方をしたら、私はその業者を信用いたしません。

そもそも「絶対」や「永久」を多用するのは科学的な態度ではないと思います。こういうこと

を言う人々は専門家ではありません。

� こういうエセ専門家に騙されないように、図書館員は「モノ」としての勉強をしないといけ

ない。何も保存科学の研究者や技術者と同一レベルまでに自然科学の素養をブラッシュアップ

せよと言っているわけではないのです。自然科学には自然科学の領域があり、人文科学には人

文科学の領域があるわけです。自然科学の方が見るモノというのは物質としての物です。図書

館の関係者、資料館の関係者、そして人文科学の関係者は、それをもっと歴史的な、人間の痕

跡としての「モノ」として見る努力をしなければいけない。そして、それをきちんと自然科学

の人たちに説明して、納得してもらう、さらには広くその成果を一般に伝えられるようにしな

いといけないわけです。

� 保存科学の専門家を優秀な外科医や内科医、放射線科医に例えれば、我々は臨床医です。生

の資料から直接症状を聞けるのです。だから、ちゃんと耳を澄まして、目を凝らして、本を診

てあげてください。優秀な町医者・ホームドクターになって適当な診断を下して治療にあたり、

手に負えなければ、紹介状を書いて専門病院に送ってあげてください。ただ、その時に絶対を

多用するような、まやかしの病院に送らないように、気をつけてやっていくべきではないでし

ょうか。ちょっと時間を超過いたしました。また省略した部分もありますが、私のワークショ

ップをこれで終わらせていただきたいと思います。どうもありがとうございました。

                                                  

23佐原真「考古学者からみた自然科学者」（馬淵久夫・富永健編『考古学のための化学 10章』

所収、東京大学出版会, 1981）
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表 �� 東京大学経済学部資料室蔵書劣化調査項目一覧

1 No. 資料 ���

2 請求番号� 旧分類�

3 表題ほか� バーコードが定まらないもの�

4 出版年� 合冊製本されたもので年のまたがるものは古いものを�

5 ページ数� 概算�

6 ハード� 糸� � 中綴じ� 本かがり等、本体が糸で中綴じされている�

7 ハード� 糸� 平綴じ� 糸でからげ綴じ。合冊製本のミシン綴じを含む�

8 ハード� 抜き� 麻緒等で平抜き綴じ�

9 ハード� 接着剤� ペラの丁の背小口を接着剤で（無線綴じ）、網代綴じ�

10 ハード� 簡易表紙�
ノド部に接着テープがあらかじめついたハードカバーくる

みに、本体をそのまま接着�

11 ハード� 他� 以上に該当しないもの�

12 フレキ� 平針金� 外から�
フレキシブルなカバーで本体をくるみ、カバーごと外から

針金綴じ�

13 フレキ� 平針金� 内に� � 本体を平で針金綴じ、フレキシブルなカバーでくるみ�

14 フレキ� 糸� 中綴じ� 本体を中（折り）で糸綴じ、フレキシブルなカバーでくるみ�

15 フレキ� 糸� 平綴じ� 本体を平で糸綴じ、フレキシブルなカバーでくるみ�

16 フレキ� リング、スパイラル他�
金属製のリングや螺旋・プラスチックで綴じ。文具のファイ

ル形式なども含む�

17 フレキ� 接着剤� ペラの丁の背小口を接着剤で（無線綴じ）�

18 フレキ� 他� 以上に該当しないもの�

19 パンフ� 糸� 中綴じ� 表紙を含む括ひとつを糸で中綴じ�

20 パンフ� 金属� 中綴じ� 表紙を含む括ひとつをホッチキス等で中綴じ�

21 パンフ� 他� 以上に該当しないもの�

22 製本状態� 良� 綴じ、表紙との接合で問題なく利用できる�

23 製本状態� 難軽�
綴じ、表紙との接合で問題がある。潜在的なもの（現状は

良好だが利用によって傷む）も含む�

24 製本状態� 難重�
綴じ、表紙との接合で問題がある。丁外れ、綴じ外れ、表

紙外れ他、通常の利用に支障あり。�

25 見開き性� 良� ノドまで無理なく開く�
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26 見開き性� 難軽� 手で押さえればノドまで開いた状態を保つ�

27 見開き性� 難重� 手で絶えず抑えていないとノドまで開いた状態を保てない

28 本体劣化� 物理� ��������� 物理的強度が保持されており、利用に問題がない�

29 本体劣化� 物理� ���������
通常の利用に問題ない物理的強度が保持されているが、

乱暴に扱うと破れたりする�

30 本体劣化� 物理� ������������ 物理的強度が低下し、通常の利用でも壊れてゆく�

31 本体劣化� 物理� ��� ������������� 物理的強度が極端に低下し、利用が困難である�

32 !"���� � �２秒ぐらいで黄色に�
!"チェックペンで短線を書いた２秒ぐらいの間に急速に

あるいは徐々に黄色に変色する。�

33 !"���� � �ごく緩慢に黄色に�
!"チェックペンで短線を書いて数秒は青色を保持する

が、ゆっくりと黄色に変色していく�

34 !"���� � �青～紫� 紙中にアルカリが含まれた「中性紙」「弱アルカリ紙」�

35 挟み物� 形態� ペラ� 一枚物（複数も）。折った状態も含む�

36 挟み物� 形態� 冊子� なんらかの綴じが行われ冊子形態になっている�

37 挟み物� 形態� 他� 以上に該当しないもの�

38 挟み物� 状態� 本体と分離� 本体に接合されず、そのまま挟み込み�

39 挟み物� 状態� 本体と接合� 接着剤その他で本体に接合している�

40 挟み物� 状態� 封筒等で分離� 封筒などに入って、そのまま挟み込み�

41 挟み物� 状態� 封筒等で接合� 本体に封筒等が貼ってあり、その中に収納されている�

42 挟み物� その他� 以上に該当しないもの�

43 イメージ材料�

墨、インク等、紙媒体上で字や画像を形成するモノを指す

が、この調査ではジアゾやこんにゃく版など経時し褪色す

るもの�
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表 3 � 調査結果と予想される対策

対策の

優先�

順位�

状態�
該当�

調査項目�

全体に�

占める�

比率

（％）�

該当点数�

�������	点中

予想される対策�

1

本紙  brittle,  very 

brittle

30,  31 21.1 38,142  

代替を優先、脱酸性化はオプ

ション、現物は保存容器で別置

か、オプションで廃棄

2

すでに製本が壊れてい

る、または壊れかかって

いる

23,  24 8.4  15,184  

brittle, very brittle のを除

き、見開き性のよい再製本

3 本紙が酸性 32,  33 71.5 129,247  

酸性で、Weak または Good 

のものを脱酸性化

3

見開き性が悪く、コピー

で製本が損壊する、また

は損壊する可能性があ

る

26,  27 48.0 86,767  

brittle, very brittle のを除

き、見開き性のよい再製本

4 本紙 weak  29 9.7 17,534  脱酸性化

4 本紙� good 28 69.3 125,270  酸性のものは脱酸性化

5

本紙が中性または弱ア

ルカリ
34 28.5 51,518  

コピーで損壊する、または損壊

する可能性のあるものを見開き

の良い再製本に
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紙媒体資料の劣化と予防的保存手当て

―資料の整理・収納ともに行う

木� 部� � � 徹�

（有限会社資料保存器材）�

目の前に傷んだ資料があれば治したくなるでしょう。しかし、資料はそれ一品ではなく、群（コレクション）

としてあるのが普通です。コレクションを対象にして、その全体を「底上げ」する、つまりいま以上に病が

広がらないようにする、健康な資料が病気にならないようにすることを優先することをお奨めします。予防

的保存手当て（�����������	
��������
�）と呼ばれるこうした処置をほどこした後に、こんどはひとつず

つの資料の現物価値、そして利用のさせ方を考えながら、優先順位を付けて「治す」ことを選んでゆきたい

ものです。ここでは、資料が病気にかかる原因を理解することからはじまり、文書、書籍、写真、新聞、ポ

スターなどの紙媒体資料を整理・収納するときに、劣化原因をできるだけ除く代表的な方法を紹介します。�

� 最初に劣化原因と症状と予防的対策ということでお話します。お手元の表をごらんくださ

い（文末に掲載の付属資料「1. 劣化原因、症状、予防的保存」）。モノが傷んでいくというの

は絶対に何か原因があります。人間が病気になるのと同じです。その劣化原因をざっと列挙

してみますと、大体こんな感じになるかと思います。まず光です。それから、ちりやほこり、

湿度の急速な変化、熱、大気汚染物質、虫・かび、火災・水害。乱暴な取り扱いというのも

あります。それから、資料の内部からの酸については後々、もう少し詳しく触れられるかと

思います。それから、割と気がついていないのが、入れ物からの酸やアルカリです。この場

合の入れ物には、もちろん紙製の封筒とかファイルも当然あるのですが、例えば現在使われ

ている桐箱であるとか、帙（ちつ）であるとか、そういうものからの移行と影響についても、

具体例をお見せしながらご紹介したいと思います。

� まず光ですが、例えば太陽光で人間が海辺で日焼けするというのは、あれは軽くやけどを

しているわけです。つまり紫外線というのは電磁波の中でも非常に強力なものですから、そ
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れで日焼けしてしまっている。やけどをしているわけです。同じように、ひなたのところに

新聞を置いておくと、当然黄ばんできますね。紫外線によって、特に新聞紙のような紙の中

に含まれているリグニンという非常に発色性の高い物質が反応して発色していくのです。た

だ、今の新聞紙は再生紙がすごく多く、再生するときにアルカリをかなりたくさん入れてい

るので、一昔前の新聞よりもはるかに劣化しません。これはちょっと別な話になりますから、

あまり詳しく言いませんが、今の新聞の紙はびっくりするほど長持ちする紙になっているの

です。

� それで、光に対しての予防的対策はどうするのかといったら、もちろん光を遮っていくと

いうことしかないわけです。いま、皆さんの頭の上から蛍光灯がさんさんと降り注いでいる

わけです。蛍光灯というのは非常に微弱な紫外線を出しています。それは太陽光と比べれば

圧倒的に少ないです。しかし、光の劣化というのは累積なのです。例えば太陽光に 1日ずっ

と当てたのと、紫外線の下で 20 日間当てたのと、これは数字には全く根拠がない、考え方

の話ですが、例えば太陽光の紫外線に 1 日当てたぐらいの劣化というのを、（蛍光灯の）紫

外線の中でやると、数日間とか、20日とか、1か月とか、つまり掛け算になるのです。蛍光

灯が発している紫外線量と、どのぐらいの時間当てられるかというのは、どこかで 1日太陽

光に当てたのと同じになっていくのです。累積ですから。だから、展示などのときに気をつ

けなければいけないのはそこなのです。蛍光灯の紫外線量というのは、こんなものは弱いか

らいいではないかと思うかもしれませんが、そうではない。累積ですから、長く当てれば太

陽光に当てたのと同じになってしまう。そこが光に対する予防的な対策のポイントなのです。

� 光の劣化の防御というのは、もう光を遮るということしかありえないのです。紫外線の出

ない蛍光灯を閲覧室に使う。紫外線が出ない蛍光灯というのは 95％ぐらいの紫外線量をカッ

トします。そういう手当てを執らないで、傷んだ、傷んだと言っていてもしょうがないので

す。

� 次にちりやほこり。これは外観を損ねたり、ほかの劣化を誘発したりします。ちりやほこ

りは見た目が汚いですから、もちろん皆さん何か整理や収納などをする前に、そういうほこ

り等は取るだろうと思うのです。それは当然です。美観を損ねるものをを除くということは

当然なのですが、ちりやほこりというのは大気中の亜硫酸ガスや窒素酸化物などをたっぷり

吸い込んだ形で資料に付着しています。つまり、見た目の汚れと同時に、化学的な傷みを誘

発していく。これに高い湿度が加わりますと、紙の加水分解が起こる引き金になることも当

然あります。ですから、ちりやほこりをそれなりに払っていくということは、資料の健康を
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保つためにはとてもいいことです。ちり・ほこりへの予防的対策は何かといったら、もちろ

んできる限り除くしかない。ちりやほこりを取る。ちりやほこりを遮ぎる。この二つです。

� 次は湿度の急速な変化です。今日のこの場の環境はどうなのでしょうね。相対湿度でいう

と、けっこう温度が高くて湿度は低いと思うのです。のどが乾いてきますから。そうすると、

紙というのは普通の環境の中で、例えば相対湿度が 55～65%ぐらいまでの間ですが、このぐ

らいだと、紙の重さの 7～10％ぐらいの水分を含んでいるのです。ただ、周りがとても乾燥

していきますと、これはもちろん、紙が環境になじもうとするわけですから、紙は自分の中

から余分な水分を出していくことになるのです。逆に相対湿度が高くなる、つまり湿気がす

ごく上がっていくと、自分に取り込んでいくという形になりますから、水分量は多くなって

いく。そういうことを相対湿度が変わるたびに、紙自体はそれに適用しようと思って動いて

いくわけです。そういうことを繰り返していくと、紙は角質化して固くなっていってしまう

のです。予防的対策は何かというと、もちろん保管環境を制御していくことに尽きてしまう

わけです。日本の資料の劣化の最大原因は、保管環境がでたらめだということなのです。悪

い環境の中に置いておいて、どんどん傷ませておいて、傷んだらどうしよう、傷んでしまっ

たのだがどうしようと考えているのが現状なのです。保管環境さえちゃんと制御すれば、ほ

とんど 8割がたの劣化問題は解決するにもかかわらず、つまり解決方法はあるのだけれども、

「やっぱりお金がかかって」「ウチなんて温度なんか測ったことないよ」「湿度なんか測った

ことないよ」などと言っていて、それで「傷む、傷む」と言っているだけだなのだなと。

� 例えば東大の本郷キャンパスの環境はけっこう悪いです。ここは都市区域のど真ん中で四

方に車の走る道路がありますから、暑い時期に書庫の窓を開けたりすると、そこから大気汚

染物質がドドドッと入ってきているわけです。大気汚染の話は後でしますけれども。そうい

うのを制御しないと、実は悪くなっていく一方なのです。それから温・湿度は、非常に劣悪

という環境の中ということがありますから、そういう中に物を置いておいたら傷むのは当然

なのです。だから、保管環境の制御というのは最大のテーマなのだけれども、やらないので

す。それで「傷んだ、傷んだ」と言って、うちに仕事をくれるという、非常にありがたいこ

とになっているのです。

� 次は熱です。熱というのは、例えば酸性劣化もそうですが、化学的な劣化というのは熱と

大体パラレルなのです。熱が高いほど加速的に劣化していくわけです。だから、暖かいとこ

ろに物を置いておけば、物は劣化していくのは当然なのです。

� このように温湿度の安定というのはとても大事なのですが、制御は非常に難しいところが
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あるのです。とはいえ、やはりある温度の範囲で、ある湿度の範囲で、ゆっくりと変化して

いくのがいいのです。急速な変化は紙にとって非常にストレスです。

� それから大気汚染物質です。これは亜硫酸化物とか窒素酸化物。それから、最近私どもの

専門的な分野の中で話題になっているのはオゾンです。オゾンというのは非常に酸化力が強

い。普通の酸素よりも Oが一つ余計なのです。そうすると、これは非常にだれかとくっつき

たいという気持ちがいつもあるものなので、酸化力が非常に強いわけです。非常に厄介なの

ですが、コピー機の静電複写機の周りにはけっこうオゾンがあって、特有なにおいがします。

ちょっと甘い感じのにおいがするのです。それは酸化力が非常に強いものなのです。もちろ

んそれ以外に大気の中にオゾンはたくさんあります。これはどうしたらいいのだろうといっ

たら、やはり保管環境の制御しかないのです。汚染物質を書庫の中に入れないという形しか

ありえないのです。

� よく「うちは換気しています」と言って、何をしているのかと思ったら、外の空気を取り

込んで、中の空気と取り替えているだけというケースが良くある。それは環境の管理にはな

らないのです。汚れた空気を取り込んでいって、また出しても、別に環境の管理には全然な

っていないので、それはただ単に汚れた空気を入れ換えているだけの話なのです。フィルタ

リングをしなければだめですよね。ちりやほこりを取ると同時に、目に見えないような環境

汚染物質をフィルタリングしていく。せめて貴重書については、やはりそういう手当てをど

こかでしていかないとだめだろうと思います。

� 虫・かびは先ほど木川さんが本当にきっちりとお話なさった。木川さんは世界的に非常に

高く評価されているかたですから、そのかたのお話を拳々服膺すればよろしいので、私が話

すことは別にありません。ただ、これは恐らく木川さんのお話のポイントの一つだったと思

いますが、私もそこは強調しておきたいと思います。虫が出るかもしれないから、あらかじ

め薫蒸処置をするというのはナンセンスなのです。木川さんは優しい言葉で言ったかもしれ

ませんが、ＩＰＭというのはそういうことへのアンチとして出てきた考え方なのです。つま

り、虫・かびというのは当然ながら、出たら殺さなくてはいけません。しかし、それが出な

いように予防することは不可能なのです。

� なぜかというと、例えばこの環境の中で、虫・かびを一切何年も、今皆さんがおられるこ

の環境で出さないようにするには、虫・かびがどこかから入ってきたり、中から発生したり

するものが持ち込まれた途端に、虫・かびを殺すものがなくてはいけないのです。つまり、

タンスにゴンを入れて、ゴンから出るガスが充満している状態をここに今形成しない限りは、
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予防的な対策にはならないのです。でも、そんな環境というのは人間にとってもよくないに

決まっているので、そういう環境は形成できないのです。つまり虫・かびというのは予防は

できないのです。よく「うちは毎年薫蒸しているから虫が出ない」とお思いになるかもれま

せんが、それはもともと出ない書庫なのです。出ないから出ないのです。出ると出るのです。

では、そういう書庫は出ないかというと、人間が持ち込めば、それはもちろん出ます。出た

らやるしかないのだけれども、それを予防するということは基本的にできないのです。

� 書庫薫蒸を定期的にやっている先進国の図書館というのは日本だけです。世界じゅうどこ

へ行っても、そんなところはありません。書庫薫蒸の定期的なやり方などという論文をリサ

ーチしてみればいい。諸外国にはないですよ。ないというのは、つまり、そんなことはやっ

ていないのです。出たらやります。定期薫蒸は日本だけです。不思議な慣習だなと僕は思い

ます。出ないものに対して一生懸命駆除してもしょうがないだろうと僕は思うのだけれども、

そのお金を別に使ったら、とても有効に使えるのにと思います。

� 火災・水害。これは言うまでもないと思います。最近世界中で、そして日本の国内でいろ

いろな火災・水害が起こっています。地震とともに発生することも多いですね。防災がどこ

までできるかというのはとても難しいのですが、それはともかくも、防災とか発生時のマニ

ュアルというのを明文化したものを皆さんお持ちですかというと、持っていないのが普通で

すね。災害が起こったらどこに連絡するとか、そんなことは明文化してあったりするのです

が、だれがどういうことをやってとか、水が出たときにどういう備品が必要でとか、そうい

うものは全くないのが普通なのです。不思議だなと思います。

� なかでも救出のときにどういうものを優先するかという優先順位づけがとても大事です。

全部を救うなどということはできないのですから、一体そういうときに何を最初に救い出す

か。もちろん人間がいちばん大事なのですが、その次に資料の中で何を救っていくか。これ

だけはうちの目玉だから、コアだからというものがあると思うので、当然優先順位をつける

のですが、優先順位というのがなかなかつけられない。普段もつけていないから大変なので

すが、でも災害ということを考えてみたときに、これは絶対に救うというのはあると思うの

です。これはとても大事です。皆さんの図書館はいかがですか。

� 次は不適切な取り扱い。これは言うまでもありません。これはやはり利用者へ注意してい

ただくとか、職員のかたも扱いに注意するという形で考えていくしかないです。もしくは傷

んだものについては、利用していただくために複製物を作っていくという形しかないわけで

す。
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� それから内部からの酸、これはもう少し後々お話ししましょう。あとは入れ物からの酸・

アルカリ。これもそういう項目がありますから、そのときに少し詳しくお話ししたいと思い

ます。

では、手を動かしながらのワークショップに移りましょう。お手元の配付資料の順番でやっ

てゆきます。

（ワークショップでの説明は省略）

最後になりますが、私はずっと紙の媒体の資料、本とか文書とかを相手に保存の仕事をして

きたのですが、例えば写真とかフィルムとか磁気テープ、光ディスクとかは守備範囲外、門

外漢です。でももちろん、皆さんの機関ではこういうものの大事な資料として保存し、活用

してもらうわけですね。そのような資料に対して、どんな予防的な対策があるのだろうか。

IFLA（国際図書館連盟）の資料保存分科会が作成した『図書館資料の予防的保存対策の原則』

というのが、国会図書館や日本図書館協会のサイトからダウンロードできます。無料です。

これは私が日本語訳の監修をしました。とても信頼性の高いマニュアルとして、もう 10 ヶ

国以上の原語に訳されています。紙媒体以外の様々な資料を傷ませないようにするにはどう

したら良いのかが載っています。それから、私が最初に話した、さまざまな劣化要因につい

ても、もっと詳しく、分かりやすく載っています。ぜひご覧になってください。
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�

� � 付� 属� 資� 料� �

�

�

�

資料の整理・収納とともに行う予防的保存手当て�

�

� 木部� 徹� （有限会社資料保存器材）�

�

�

�

�

�

目の前に傷んだ資料があれば治したくなるでしょう。しかし、資料はそれ一品ではなく、群（コレ

クション）として在るのが普通です。コレクションを対象にして、その全体を「底上げ」すること、

つまり、いま以上に病が広がらないようにする、健康な資料が病気にならないようにする���こ

のことを優先するのをお奨めします。予防的保存手当て（�������	��� 
�������	��）と呼ばれる

こうした処置をほどこした後に、こんどはひとつずつの資料の現物価値、そして利用のされ方

を考えながら、優先順位を付けて「治す」方策や、マイクロフィルムあるいはデジタルフィルム

等に「取り替える」等の方策を選んでゆきたいものです。後々に病気になって高い治療費（修

復処置費）を払うよりもずっと経済的でもあります。ここでは、資料が病気にかかる原因を理解

することからはじまり、文書、書籍、写真、新聞、ポスターなどの紙媒体資料をコレクションとし

て整理・収納するときに役立つ基礎的な手当てを紹介します。�

�

�

�

���劣化原因、症状、予防的対策�

�

�����チェックペンで封筒や箱をチェックする�

�

���鉄製の止め具を除く�

�

���ホコリヤチリを払う�

�

	��こより、糸で綴じる�

�


��丸まった資料を加湿して平らにする�

�

���急速に記録が消滅する資料をハードコピーする�

�

���適切なアーカイバル容器を選ぶ�

�

��ラベルに記入し、容器に貼る�

�

����紙媒体資料以外の資料への予防的保存手当てのために�

�
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�

���劣化原因、症状、予防的対策�

�

�

劣化原因� 症状� 予防的対策�

光� 変色、紙力を低下� 光を遮る、展示の時の制御�

チリやホコリ� 外観を損ねる、他の劣化を誘発� できる限り除く、チリやホコリを遮る�

湿度の急速な変化� �
膨張・収縮による角質化、�

酸性劣化を促進し変色や紙力低下
保管環境を制御する�

熱�
相対湿度の急変、酸性劣化促進、

感熱紙などの情報喪失�
保管環境を制御する�

大気汚染物質�
酸性・アルカリ劣化、紙力・イメージ

材料への影響�
保管環境を制御する�

虫・かび� 外観を損ねる、変色、紙力低下� 温湿度管理と定期点検が基本�

火災・水害� 外観を損ねる、他の劣化を誘発�
一般的な防災、発生時のマニュアル作成、

救出の優先順位付け�

不適切な取り扱い� 物理的損傷� 利用者への事前の注意、複製物の作成�

内部からの酸� 酸性劣化による紙力低下、変色� � 弱アルカリによる緩和、オフ・ガスの吸着�

容器からの酸・アル

カリ�
接触・非接触での変色、紙力低下�

容器の無酸性化、アルカリ含有化、アルカリ

なしを使い分ける� �

�
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�� ��チェックペンで封筒や箱をチェックする�

�

� �

� 一般に市販されている封筒や紙箱は、ほとんどが酸性の紙からできており、接触による酸の移行や、

オフ・ガスを生起して、資料を傷めることがあります。また、資料の中にも高い酸性を示すものがあり、

資料自体や、接触する資料にも酸性化による劣化を及ぼしてしまいます。�

�

�

�
�

上図は堀場製作所の「ｐＨの話」から（����������������	��
������������）�

�

�

�

� 整理・収納に使う封筒や紙箱が酸性かどうかをあらかじめチェックすることは、長期に資料を保管す

る上で重要なステップです。また、資料が酸性かどうかをあらかじめ知りたいこともあるでしょう。�

�

� 薬品のなかには、ある ���領域で変色するものがあります。この性質を利用して、紙が酸性かどうか

を調べることができます。リトマス試験紙が代表的です。�

�

� インクの代わりにクロロフェノール・レッドという薬品をしみこませたペンがあります。����チェック・ペ

ン�とか「中性紙チェックペン」とか呼ばれるもので、���が ����～� ��の領域（�	���� ����	�	��� 	������）

を境に、元の紫あるいはラベンダー色が変色します。これより上の ���ならばアルカリまたは弱アルカ

リで、色はそのまま、これより下の� ���～��� 以下ならば酸性で黄色に、また、���～����は、紫と黄色

の中間の色を示します。製造元は日研化学研究所で商品名は「アストロ中性紙チェックペン」です（日

研化学の  !"：�����������	
���	����
����������������������
����������）。�

�

�

� ���チェックペンは手軽に「酸性かどうか」を調べることができる方法ですが、手元でもう少し厳密に

調べたいという場合にはメルク社の ��ストリップによるチェックをお勧めします。方法は下記の !"を

ご覧ください。�

�

� 紙媒体資料の ���の測り方#メルク社の ��ストリップを使って� �

�

���������������	���������������
������������ � !"�

�

�

�
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�� 鉄製の止め具を除く�

�

�鉄製のホッチキス、クリップなどの留め具は、空気中の水や酸素と化学反応して「錆」（酸化鉄）にな

り、資料を汚したり、傷めたりします。また、ボロボロになると、文書やパンフレットのページの錯簡を

及ぼします。鉄製の留め具を除くことも、大事な予防的保存手当てです。�

�

� 新しいホッチキスやクリップは、紙が傷んでいないならば、止めた方法と逆に力を加えれば外れます

が、すでに錆が生じているものは、錆で留め具が紙に固着しているので、注意深く外すのが原則で

す。�

�

� ピン類は、ピンを回すようにしながら外す。�

�

� ゼム・クリップは、大きい輪の方を下にして、そこを片方の指で押さえながら、上の小さい輪を起こし

て外す。�

�

�
� � � � � � � � � �

�

� ホッチキスは、裏返しにして二つのピンを起こして外す。またはピンをニッパで切断して外す。�

�

�錆びて紙に固着したホッチキスは、薄く固いプラスチック・シートを台形に切ったものを差し込んで貼

り付いた部分に空間を作ってから除く。�

�

� � � � � � � � � � �
�

�

�

� �

�

�
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どうしてもホッチキスで綴じなおさなければならないときにはステンレス製のものお奨めします。ホッチ

キスのメーカーのマックスから「$��%��%&�ステンレス」として商品化されています。�

�

��������
����#������������������� ������%�����&������� ����'"()��)*�

�

�

また、ゼムクリップの場合はプラスチック製のを使うことをお奨めします。これはコクヨとかプラスとかの

文房具メーカーで扱っています。ただしプラスチック製ゼムクリップは、鉄製のクリップに比べると、どう

しても把持力が弱くなるという欠点があります。�

�

ステンレス製のホッチキスを使うときにも、ゼムクリップを使うときにも、中性紙の小片を間紙にして止

めます。�

�

�

�
�

�

�

�� ホコリヤチリを払う�

�

� 書籍や文書に付着したホコリやチリを、刷毛、ダスト・クロス、イレーザー、掃除機などで除く方法を

紹介します。ごく常識的なことなので、特にマニュアルを提示しませんが、ダスト・クロスについては、

影響の少ないものを紹介します。�

�

� �

�

ダストクロスは、テイジンが開発した超極細繊維を使った「あっちこっちふきん」をお奨めします。ネットで

検索すると、いろいろな販売店から入手できます。似たような超極細繊維を使ったふきんは、これに限らず

いろいろなメーカーから出ています。繊維の物理的な形状だけでホコリを拭き取るものなので、資料や棚の

ホコリとりに最適です。なんども洗って繰り返し使えるので経済的でもあります。�

�

テイジン� 「あっちこっち」シリーズ� http://www.kurashi-science.com/fukin/index.html�

�

�

� もう少し丁寧に、一枚物の文書、ポスター、新聞などのホコリやチリを除く方法については、下記の

 !"�を元に紹介します。�

�

一枚物の紙媒体資料表面のドライ・クリーニング� ���付着しているチリやホコリを除く� �

� � � �������'''���(���
��)��
���
�	�����*���%�+��
���	������� �

�
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�� こより、糸で綴じる�

�

ホッチキスやクリップを除くと、一枚物の束はバラバラになります。また、パンフレットなどもページが外

れてしまいます。こうした資料のうち、綴じた状態を保ちたいものは、こよりや糸で綴じ直すことを奨め

ます。�

�

こより（紙縒）は、文字通り、紙（和紙）の短冊を縒って作るのですが、なかなか上手に作るのが難しく、

また量を沢山つくるもの大変ですが、ボーディング法（板に押しつけながら作る）だと、比較的楽にでき

ます。詳しくは� �������'''���(���
��)��
���
�	�����*�,�%�-����	����� �をご覧ください。�

�

出来合いのこよりもあります。「中性こより」の入手は� �������'''���(���
��)��-����	 ��-����� へ。�

�

�

パンフレットなどの、ホッチキスで中綴じされた資料は糸で綴じ直します。�

�

針に糸を固定するには、糸の縒りを戻して、糸自体に２回、針を通すと「こぶ」ができず、針に糸を固定

できます。運針もスムースです。�

�

� � �
�

�

中綴じのパンフレット類の運針は以下のように。� �

�

� � �

�

� � �
元穴が傷んでいる時は、他の場所に穴を開けるか、折丁の内側に谷折りした短冊をあてて、一緒に綴じま

す。�
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６��丸まった資料を加湿して平らにする�

�

丸まった資料を平らにするときには水分を与えますが、液体の水ではなくて、気体の水（水蒸気）を与

えると、資料に均一に水分が行き渡り、インクなどが滲んだり流れたりせずに、平らにできます。大小

のゴミバケツを使うと簡便な加湿器ができます。外側の大きなバケツに水を張ります。また、家庭の押

入の収納で使うプラスチック製のボックスでも簡易な加湿器ができます。この場合には底に網を引い

て、直接、液体の水が触れないようにし、この上に資料を置きます。�

�

�

（二重のバケツの例）�

�

時々、中を覗き、触ってみて、丸まりが楽に開けられるようになったら、取り出して広げます。その状態

で濾紙などの吸い込みのよい紙にはさみ、重しを載せます。�

�

長時間、バケツに入れた状態で放置すると、多量の水分が入り、紙が弱くなって扱いにくくなったり、

染料などが流れ出すことがありますので、観察しながら作業をすすめてください。また、この作業は次

の日に持ち越さず、一日で終わるようにします。�

�

�

�

�

７��急速に記録が消滅する資料をハードコピーする�

�

近代の紙媒体の記録資料には、基材の紙も、紙の上のインクなどのイメージ材料も、さまざまなもの

が使われています。酸性の紙の劣化も大きな問題ですが、インクなどの褪色は即、記録の消滅という

ことになります。�

�

なかでも、急速に、かつ不可逆的に、記録が消滅してしまうのが、８０年代のワードプロセッサーの導

入により多用された「感熱紙」による文書です。文書の束一冊が全部、感熱紙でできているという場合

もあります。�

�

感熱紙は、その名の通り、熱に反応して「字」や「画像」が紙の上に形成されるのですが、常温で徐々

に褪色してしまいます。�

�

資料の整理中に感熱紙文書を見つけたら、ハードコピーをとり、感熱紙文書のとなりに綴じ付けておく

ことを奨めます。�
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�

コピー機によるハードコピーの用紙は、普通の白色のコピー用紙で良いと思います。現在のコピー用

紙はほとんどが再生紙を使っていますが、沢山の炭酸カルシウムが含まれているのが普通で、結果

的に「中性紙」（厳密には弱アルカリ紙）になっています。その紙自体の耐久性は良好です。�

�

�

８��適切なアーカイバル容器を選ぶ�

�

�

既存の保存容器（紙製、木製、プラスチック製）には、経時劣化して酸や酸化物を発生し、資料を汚染

するものが大半です。長期保存に適したアーカイバル容器を選びます。�

�

�

%� 無酸・リグニンフリーであることが絶対条件。�

/� 木製の容器は、木材を良く枯らしてあるもの。市販されている安価なものからは有機酸が出る。�

*� 酸性の容器に長期接触させると、酸の移行（
	+��	���	��）による変色、劣化が生じる。�

�

実例など詳しくは下記を参照してください。�

� � � � �������'''���(���
��)���� 0��� ��
������������

�

�

1� 「中性」と呼ばれているものには、弱アルカリ（���～,��）のものと、アルカリの全く入らないノン・バ

ッファのものがある。接触する資料によって使い分ける。�

�

資料に接する面�
� 収納対象資料�

アルカリ含有� アルカリなし�

備�考�

� 文書・図書資料�

書籍、一枚

物、簿冊、地

図、（右記の

「アルカリなし」

にあげた以外

の）一般資料、

ポスター�

ウールやシルクで装

丁・表具されたもの、

青焼き（シアノタイ

プ）、ジアゾコピー、

手彩飾された一枚物

（地図など）�

一般的には「アルカリ含有」で充分。し

かし、特にアルカリが影響を与えると思

われる敏感な顔料、染料などが直接ふ

れる場合は「アルカリなし」を勧めたい。

青焼きやジアゾコピーなどは「アルカリ

なし」を強く勧める。�

� 写真資料�

ニトリルセルロ

ース、アセテー

ト、初期のネガ

フィルム�

モノクロ（アルブミン、

コロヂオン、シアノ、

ダゲレオ、ゼラチン、

ガラス、プラチナ、日

光写真、カラー（ネ

ガ、プリントとも）�

酸性ガスが資料内部から発生して劣化

していくもの以外は、原則的に「アルカリ

なし」を勧めたい。�+!（写真活性化試

験）をパスしたものであることも条件に

なる。�

�

�

�
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�� プラスチックは不活性の材料（ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステルなど）を選ぶ。� �

�

なお、弊社では、図面や地図などの一枚物を、比較的安定した状態で保存できる「アーカイバル・クリ

アフォルダ」を現在開発中です。ガス吸着シートと３Ｆ（無酸・無アルカリ・無サイズ）シートを台紙にした

もので、整理しながら収納できます。%�月には商品としてご紹介できる予定です。�

�

�

�

�

９��ラベルに記入し、容器に貼る�

�

�

無酸・弱アルカリの紙、または品質の確認されているラベル用紙（裏に粘着剤がついたもの）でラベ

ルを作り、これに手書きあるいはプリンターで印刷して貼ります。�

�

� コピー洋紙は、市販のコピー用紙で充分だと思いますが、もし長期の保存性が確認されたデータを

伴ったものをというのならば、長期保存用の封筒などに使われてい 23プロテクト ��という紙をお奨め

します。ただし、特にコピー用紙としては市販されていませんので、21 等のサイズにカットされていま

せん。入手は製造・販売元の特種紙商事におたずね下さい。�

�

特種紙商事株式会社��東京都千代田区内神田 /�%%��共同ビル� �*�*/������%�

�

�

� 手書きのための筆記具は、サクラクレパスの「ピグマ」の黒をお勧めします。長期の安定性が内外で

確認されているものです。�

�

長期安定性に優れた「水性ペン」���サクラクレパスのピグマの黒� � �

� � � � � �������'''���(���
��)��
���
�	�����*�,�%��-�� �	��������

�

�

�

� プリンタでの印刷にはインクジェットならば黒だけで出力することをお勧めします（設定を黒だけにし

ないと、黒以外の色を掛け合わせて出力してしまいます）。レーザー・プリンタ（コピー機も含む）も、黒

だけの出力でしたら長期に安定した文字を得られます。� �

�

�

� 普通の紙のラベルを容器に貼る時の「のり」は、452（ポリビニルアルコール）をお奨めします。普通

の文房具として入手できます。チューブに入っていて、透明で、内容の表示に 452�とかポリビニルア

ルコールとか書いてあるものを選んでください。�

�

�

裏のりが付いていて、長期安定性が確認されているラベル用紙も市販されています。�

�

中性ラベル� http://www.hozon.co.jp/sin seihin.htm�

�

�
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１０��紙媒体資料以外の資料への予防的保存手当てのために�

�

� 資料は紙媒体だけではありません。写真、フィルム、磁気あるいはデジタルの音声・画像資料などが

あります。こうした非紙媒体資料への予防的保存対策のために、新しいマニュアルが出版されました

のでご紹介します。（�������'''���(���
��)��
���
�	�����*���%�	0�����）�

�

�

「63"2� 図書館資料の予防的保存対策の原則」（63"2�4�	�
	�����0�������7����+���+�	����0�"	�����

&���	�）�

エドワード� Ｐ．・アドコック編集�

マリー＝テレーズ・バーラモフ，ヴィルジニー・クレンプ編集協力�

木� 部� � 徹� � 監修�

国立国会図書館，日本図書館協会資料保存委員会� 訳�

日本図書館協会資料保存委員会� 編集企画�

�

� １� 序論�

� ２� セキュリティと防災計画�

� ３� 保存環境�

� ４� 伝統的な図書館資料�

� ５� 写真及びフィルム媒体資料�

� ６� 音声・画像資料�

� ７� 媒体変換�

� �

�

� 国立国会図書館「資料の保存・資料を保存するために」からの原則のダウンロードは以下のページ

からできます。�

� �������'''��+�����)��)���������+� �������� �%������ � � �

�

�

�

�

�

お問い合わせ� �����������������������������������������������������
�

現場で、具体的な資料を前に、いろいろな問題にぶつかることと思います。全てにお応えできるわけではあ

りませんが、一助にはなるかもしれませんので、メールで、どうぞお問い合わせください。�

�

��
�,����	�������

�

有限会社資料保存器材� 〒�����-��東京都文京区本駒込� --��.� �電話：��/)�./*.��

���������������	�������

�

�

�

�

�

�

�
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古文書古典籍の装幀形態と料紙及び修補作業

 

吉� 野� 敏� 武�

（宮内庁書陵部修補係長）�

 

 

 

� このワークショップでの講演は、私自身が常に現物史料を持参して説明してきた方法で史料をオープン展

示し講演するということで、募集人員よりかなりの方が参加されたため、話の流がうまく作れなかったこと

が思い出される。しかし、東洋文化研究所で「アジア古籍のワークショップ」の講演を完全な形で書とする

こととなったとの依頼があり、講演内容のテープ起こし文を送付していただき読んだところ、史料を前に話

した時は参加者が現物史料を見ながらであったため、ご理解していただいたと思っておりましたが、テープ

起こし文のままでは意味が通じない部分や内容もかなり不備もあったことで、話の内容に沿って訂正を加え

させていただきました。訂正も当日の講演の話し内容をあまり変えないようにするつもりでしたが、間違い

や説明内容が離れていたものは関連部分に移動し、説明が足らなかった点は訂正加筆したものといたしまし

た。多少判りにくく講演内容と相違の出た部分もあるかもしれませんが、講演した内容を少しでも判るよう

に訂正加筆いたしましたことを、ご了解、ご了承下さい。

 

 

装幀と料紙�

� 装幀説明をするときには、現物資料を見ていただかないと皆様が全然分からない部分が出

てくると思うので、私が永年を掛けて収集した史料ですが、もし扱いが悪くなければ、紙素

材を触ることも許可いたしますのでお触り下さい。近くに寄らないと分からないので近くに

寄って見て下さい。 

� レジュメで説明している紙の説明資料は、中国の文献に記録された資料から集めたもので

す。最初に紙がいつごろから作られ、どのようなものがあるかを列挙してあります。今まで

は蔡倫が紙を発明したといわれておりますが、それ以前の前漢時代にすでにこのような紙が

作られたことが判ります。ただし、これは書写用紙としてではなく、戦略的な地図とか、い

ろいろなことで使われたようなものがほとんどです。作られた繊維は麻紙が大半で、衣類な

どの麻や漁網・靴などの古いものなどを裁断し、煮熟し後に打解して粉々に繊維として漉い

て紙にしたものです。 
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� その次に、なぜ装幀と料紙の関係を言うかというと、現実に史料を目にすることが少ない

皆さんは、書写される料紙は加工されずに書かれているものと思われがちですが、江戸時代

までの紙を見て触れてきた観察から、書写されたほとんどの料紙が打紙加工が必ずなされて

いました。それはなぜかというと、書写紙面が打紙加工されていないと筆滑りがわるいが、

打紙加工されたものは筆滑りが非常にいいからです。要するに、墨を付けて書くときに、紙

面にざらつきがないために滑るように流れるように書けるということで加工がされているの

です。 

� 現物史料に移りますが、いちばん向こうに置いてあります経巻は『大般若波羅密多経 巻第

一百六十七』（写真 1）で、楮繊維で萱簀溜漉きでキハダ染めされ打紙加工されている。現

実には、紙を漉くときに填料として米粉が入れられて漉かれております。それはなぜかとい

うと、楮の繊維が長すぎるためにその間の空間が空いてしまうので、それを埋めるためとも

考えられます。この経巻を知人に見せたところ、刊記はないが書写している文字がかなり丁

寧な筆跡で、書写文字から多分鎌倉初期の書写ではないかとのことでありました。この経巻

は、巻子本から折本に改装されていたもので、手に入れてから原装の巻子本に戻しましたが、

改装された経緯がわかるように折目はそのままにしております。改装されたのは、巻子本で

は見開きに不便で見にくいことから折本とされていましたが、折目の損傷はそれほどではな

いので巻子本に復元したのです。ちょうど今開いている巻のところに横界線の墨筋が紙背面

に写っています。こういう罫線を引く場合、巻子本は最初に書写する料紙を文字数と行数を

考えて丁数を用意し、大きさに裁断した後に接いでロール上に全部巻いてしまいます。その

次に、横界線を終わりまで全部引きます。それから縦の罫線を徐々に引いていきますので、

これがどのように作られているかを調べるには、接ぎ目では横界線の段差が出ておりません

が継ぎ目ではない本紙途中のところに、墨線の太さや段差ですが（写真 2）、たまたま見付

けることができた墨線の段差があります。しかし、奈良時代の写経書にはこの様な段差はな

く、ほんのわずかであるが太さが乱れたところも見られることで、界線引きがどのようにさ

れていたか判ると思う。そうすると、その巻子本の成巻方法を調査することがきると思いま

す。また、この書写面を見ると、打紙加工しているから表面に書かれた書写文字にかすれや

滲みがでておりません。 

� 『三十六人歌撰集』（写真 3）は、雁皮繊維で溜漉きの鳥の子紙ですが、この様な紙にも

填料の米粉が入れられ打紙がされています。この『三十六人歌撰集』は筆跡が本阿弥光悦流

で、その筆者は光悦流の関係者と考えると雁金屋の五代目の尾形宗謙（1621 87）と思われ

ます。宗謙の父道柏の妻は本阿弥光悦の姉であり、宗謙はその光悦流の弟子から学び継いで
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いたとすると、宗謙が書写したものと思われます。そうすると、この書は江戸初期と考えら

れます。また、著名な尾形光琳・乾山は、この宗謙が父になります。 

� 次に、小さい方は巻子本で江戸中期以降のもので、上が天保五年（1834年）富春軒専慶筆

『桑原専慶流花道免許状』（写真 4の上）で、雁皮繊維で泥入りの間似合紙です。桐箱に三

巻が入れられて箱書きがされており、箱に左下に「太田慶道秘蔵」と書かれている。紙背に

きららが引かれた下が万延元年（1860年）徳川流第二世本松齋筆『徳川流茶道伝受書』（写

真 4の下）で、雁皮繊維で泥入りの間似合紙で紙背を濃密なきらら引き加工が施されている。

この筆者を系図などで調べて見たが調査結果はでませんでした。 

� 次の折本とされているものは、明応八年（1499年）の『大般若波羅密多経 巻第四百九十

四』（写真 5）で、楮繊維で米粉填料が入れた溜漉き楮紙でキハダ染めされ打紙加工されて

います。もともとは巻子本であったものを折本に改装されたものです。こういうものを調べ

るときに一番判りやすいことは、文字部分が折目に入っていたら、まず巻子本の経巻であっ

たものを折ってしまったということであり、折本とする場合には書写文字が折目にこないよ

うにするため、そのような部分を探すことにより判断できると思います。 

� それで反対側の『妙法蓮華経如来寿量品 第一六 六』（写真 6）の印刷本ですが、楮繊維

の萱簀溜漉きで表面に薄くきらら引き加工が施されてから印刷されています。この折本は、

年度が書いていないのでいつ頃の年代のものかは判明しなかったのですが、古書店の販売目

録を見たところ江戸初期とされた巻子本の書の写真が掲載されていたので、その目録と比較

したところ同じ印刷形態をしていたので、この書も江戸初期だと考えると同様の時代と考え

られます。この書の折目を確認したところ版木自体が折本用に作られたのではなく、巻子本

用の版木を使って刷って巻子本となっていたものを、後に折本としたものではないかと考え

られ、朱で点や読みがふられているとともに所々に角筆も書かれています。 

� このような印刷された折本も全部巻物状にして印刷されますので、1 枚 1 枚を印刷してか

ら貼り継いでいるのではなくて、まず印刷する必要枚数の長さを巻物状にしてから、巻頭の

版木から 2 枚目・3 枚目と文字間隔を考慮しながら最後まで刷られています。貼られた継ぎ

目部分を観察するとその部分に印刷文字が両方にまたがっているのが見られることは、継い

で刷ったものと判断ができます。 

� 版木の長さに関して一番知りたかったのは、彫られている版木の長さはどれぐらいであっ

たのかということです。ものすごく天地高や文字が精密に彫られているのでわかりにくかっ

たのですが、印刷本で調べて見ました。行の曲がりや段差のあるところが版木の端ではない

かと考えられる部分もありましたが、次の部分が分からないので版木の一枚の長さは判明し
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ませんでした。このような印刷をかなりの折本を調査したのですが、版木の文字の曲がりや

段差がなく、印刷文字の天地や刷りがかなり精密にすられていることが判明しただけです。 

� 次、こちらは仏教の作法書で元文二年（1737年）河州寶田山比呼到岸筆『傳法潅頂三昧耶

戒作法』（写真 7）は、何代かに書写されたもので最初から折本にする書写形態をとり、雁

皮繊維で紗漉き鳥の子紙が使用されています。ちょっと珍しいのは、横界線はちゃんと引い

ていますが、折り目に当たる部分は墨線が省かれているところです。折り目以外の境界線は

全部縦罫線が引かれています。 

� その反対側にあるのは、中国にある胡蝶装、蝶装と称される書です。要するに、印刷物を

薄様で印刷するようになってから、それを製本するに当たって、印刷面を内側に折って、そ

の背中だけを糊をつけて固めたものです。ですから、これは表紙の背中についているのです

が、表紙があまり軟らかくて、軟らかいと湾曲しますよね。そうするとすぐ剥がれてしまい

ます。それで、このもの自体はかなり厚くしています。これは線装本『大般涅槃経 巻第二十』

（写真 8）で、�竹(どんちく、若竹のこと)の竹繊維で漉かれたもので、清代の本を装幀勉強

のために胡蝶装に改装実験したものです。 

� その次にこちらにありますのは、粘葉装の貞享四年（1687年）阿闍梨教春房覺等筆『流灌

頂支度并図開眼供養』（写真 9）で、楮繊維で萱簀溜漉きされた楮紙にきらら引きがされた

料紙に書写したものである。製本は、糊が 1枚を二つ折りにして折った部分が 3分（9ミリ）

ぐらいの幅で、折られた紙同士の折り目背側を糊で貼り付けた糊綴本です。粘葉装は、製本

されてから書写されたものと、書写してから製本したものとがあります。糊綴じ部分を剥が

しているキハダ染めのものは、宝暦九年（1759年）金剛佛子義空筆『胎蔵界念誦次第』（写

真 10）で、楮繊維で萱簀溜漉きでキハダ染め加工が施されて書写されたものであり、書写と

装幀が判るように糊綴じを剥がしたものですが、貼られていた部分に数字が書かれています。

ということは、押界がされた後に 1丁 1丁に丁数字が入られて両面に書写されて、製本され

たという例として非常に分かるものです。このような粘葉装は、書写面に墨界線は引かずに

二つ折りにして枠界線と行界線の押界を強く引くことで、後ろ側の界線は薄くなるが筋が出

ているため行内に書写できます。 

� その反対側にありますのは、今、現在の書誌学用語辞典で列帖、綴葉といわれているもの

なのですが、昭和初期までは大和綴といわれていた江戸初期写『素性集』（写真 11）で、表

紙は雁皮繊維の打雲紙に装飾加工が施されており、本紙は紗漉きの鳥の子紙に書写していま

す。この様な大和綴に使用されているものは、雁皮繊維で填料に米粉を入れない、飴色をし

た斐紙と米粉填料の鳥の子紙が多いです。 
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� この形態のものが書陵部に所蔵されており、書の付け紙に装幀名称が書かれたものが付け

られていますが、大和綴のとじは糸偏（「綴」）ではなくて、閉じるの「閉」で表記されて

います。その書は、江戸後期書写の鷹司本『奥尽抄』という書で、書に貼られている付け紙

の手紙文書に各括の枚数と共に「大和閉」と書かれております。ですから、私の呼称では江

戸時代の名称の「大和閉」ではなく、「大和綴」と書いて括弧づけで列帖装・綴葉装と表記

しております。書誌学辞典を踏襲するのではなく、昔の名前に戻しただけです。 

� この大和綴の書写には、親本同様の括数と同様の丁数の括文の用紙を用意し、それぞれの

括となる数丁を一緒に折り曲げられて、数丁を折った括の上下の仕上げ裁断の外側端に針穴

を明け、細糸で結んで括を止めて書写されます。物語のように数帖あるものは、1 帖の全括

が書写されたものは括の上下に結ばれた糸を束ねて結んで置き、全帖が書写されてから本製

本となります。 

� あと一つは、これは書陵部所蔵で大和綴になる写本があり、桜町天皇の勅願で写された『源

氏物語』五十四帖を公家の名筆家に書写させていたものです。その書写時に使われていた書

写道具の「桧糸罫」（写真 12）は復元品です。書陵部に残存しているのは枠だけしかなく、

貼られていた部分が剥がれ糸も消失してしまっていたため、複製品を復元しようとしていた

時、偶然にも大工が来ていたので、現物品の厚みである桧 2ミリ厚を作って貰い、私が現物

品を見ながら復元して作製したものです。この糸罫は、料紙竪三つ切りにした 6半本の大き

さで折目側が細くなったものです。書写料紙は、書写する親本の一括の枚数を二つ折りにし、

括の料紙がばらけないように製本時に裁断される外側の折目上下に針穴を明け、その部分を

細糸で結んで糸端を紙で糊止めしてあります。 

� 糸罫の使用法は、1 枚目の 2 頁が白紙であれば、その次の頁から折目右に細い部分を合わ

せて置いて書写します。次の頁は、頁をめくって折目に合わせ左に置いて書写します。この

糸罫を回転させて書写してゆけるように作られております。写真 13 は「桧糸罫」を使って

書写している状態です。 

� このような書写道具はいろいろなものが作られており、書陵部の展示会で 4年前ぐらいに

行った「書写と装幀形態」の時に、様々な書写道具が展示されました。ただ、書陵部の展示

会は、大学や研究者などを主体とした展示会であり、研究者や大学に招待状が配られるため、

招待状がない方は入場できない展示会です。 

� 現在、書誌学辞典で称される大和綴は、今結婚式場で使われている結び綴のものです。昔

の『和漢名数大全』（写真 14）という江戸時代に出された豆本ですが、ここに湯島聖堂に献

上したものの目録が出ているのです。甲府、尾州、それから紀州、水戸、松平讃岐守とか、
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そういう名前で全部どういうものを出されて、どういう装幀をされたものかと書いてあるの

です。そこの中に水戸から出されたものに、『旧事紀』『古事記』『日本紀』『日本後紀』

『続日本紀』『続日本後紀』『三代実録』『文徳実録』が挙げられており、説明部分に「書

本也、表紙黄色紫糸ムスビトジ」と書いてあり、江戸時代には結びとじといわれていたので

す。だから、正確な名前というのは、江戸時代にあった結び綴じを大和綴と呼び、大和閉で

あったものを列帖、綴葉にされたのは、それは昭和の初めのころに書誌学者が集まって付け

られた名称となって、現在の装幀名称になっているのです。 

� こちらの印刷された粘葉装は、江戸後期と思われる『高僧和讃』（写真 15）で、楮繊維の

萱簀流漉き料紙の表裏に印刷されているのです。印刷面のひどいところを見ると、表裏の印

刷面が文字同士が重なればいいのですが、かなりずれが生じている丁が多く見られます。こ

のものには、大和綴にされたものもあるがこの書同様の印刷であり、この様な経典類の印刷

本の製本では背が裂で覆われているものが多いです。 

� こちらの唐本は、清代の『古文析義 巻六』（写真 16）ですが、この書は�竹（どんちく、

若竹のこと）の竹繊維で漉かれたものですが、よく皆さん竹紙と言われています。竹紙とい

うのはどこで分かるのですかといわれますが、よほど見慣れないていないと分析しなければ

分かりません。でも、これは竹の葉っぱが入ってしまっているものがあり、日本ですと塵と

して取り除かれてしまいますが、取り除かれずに漉かれていた紙に印刷しているので、葉っ

ぱの上にも印刷文字がのっています。 

� この書は、書誌学事典を見ると金鑲玉（きんじょうぎょく）で、明末の汲古閣版の後刷り

本『儀禮註疏 巻第十六』（写真 17）も、『古文折義』同様の竹繊維で漉かれたものです。 

� 金鑲玉というものはどのような形態か、装幀研究している方は書誌学辞典で知っていると

思いますが見たこともないのではないでしょうか。これは中国での貴重な古籍保存方法の一

種で、入紙製本なのです。中国で善本を保存するために、1 冊の本をきれいに残すための表

紙部分から、全部このように入紙製本されるのです。製本されて、高さが本紙とここが絶対

に、1 枚だけだとこっちに沈んでしまいますね。閉じる部分で、こっちもへこんでしまいま

すから、その部分も入紙がされています。この金鑲玉とは、本紙が黄色みを帯びているため

金にたとえ、周りの入紙用紙の白い部分を玉にたとえていることで、玉が金を囲み守ってい

ることからこの金鑲玉の名称となっているとのことです。 

� この入紙製本は、書より大きな紙に本紙端を糊止めして入紙しており、本紙よりでた紙を

本紙に付け合わせるように裏側で折り畳んでいるのです。向こうの紙は切り方が乱雑だから、

きれいに付けられることはないのですが、上下最初に折った後に綴じられる部分も同様に折
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り込んでから、中綴じをしてから天地背を裁断します。ただ、中綴じは細い部分もあるので、

その部分も紙縒りで通して取れないようにしています。その後、三方を裁ったものに表紙を

付けて綴じられた製本がされています。 

� 中国の漢籍の製本は、大陸的ですごく雑な製本がされており、中綴じが糸綴じ外の文面側

に出てしまったものが多いのです。ほとんどが無造作に製本されていて、中綴じ位置をよく

観察すると糸のところより文字面の方に出ているのがよく判りますので、観察してみると良

いでしょう。唐本の中綴じは、紙自体はものすごく脆く弱い紙ですから、日本のように 2穴

開けて結わくとその部分が裂け破けてしまうおそれがあります。ですから、単穴でくさび形

の紙を縒り単穴に通して止められます。この中綴じを坊主綴じと云います。 

� 特にこの紙縒りとされているものは、刷ったときの失敗した反故紙を使って中綴じ用にし

ています。この書の見返しに貼ってあるものは、旧装時の中綴じに使用されていた紙で版心

部分があり、汲古閣と印刷された版心があります。汲古閣というのは、明代末に数多くの書

を収集し出版事業をした人なのです。ただし、この書はあまりにも版木がひび割れた部分も

ある刷りであるため、多分清代に入ってからの後刷りと思われ、清代もそんなにたっていな

いだろうとも思います。これが金鑲玉というものです。 

� この金鑲玉の入紙された天地部分の帯が内側に入っているのですが、表に出ているものも

あると聞いたことがあります。表にあれば紙が脆く弱いため必ず引っかけて切れるので、必

ずこの入紙帯は中に入っていないとだめなのです。現実には、これを製本するときは綴じた

部分に入紙用紙の白が出ないように内側に綴じられるのですが、入紙した形状が判るように

わざわざこういうふうに綴じをしたのです。人に説明するとき、この装幀を説明しても現物

がどのようになっているか理解できないと思いますが、書陵部に昭和 2年から 5年まで北京

瑠璃庁から古籍修補のため中国人 2名が招聘され修復にたずさわっており、その中国人が修

復したものや金鑲玉で製本されたものが所蔵されています。それらの書を見ると入試用紙の

白い部分が見えません。 

� 金鑲玉の入紙製本方法は、本紙を広げその大きさの天地幅に折り曲げる分まで、入紙用紙

を余分な分の計算した大きさで、本紙と厚みが同じくらいのものを用意します。この書の入

紙に用いた紙は、書道に用いる宣紙ですが、良紙ではなかったためやはりしみが少し出てき

てしまっています。ですから、この製本には良質な紙を購入し大きさのものをまず作り、そ

の入紙用紙をまず二つ折りにした入紙用紙の折に合わせ本紙を中央に置き、そこの下部の本

紙中央に針で穴を明けて、入紙用紙全部に下まで針穴で印を付けておきます。折り畳んだと

きに本紙が同じ位置に揃うように、針穴に合わせて本紙に差し込み、針穴に合わせて入れた
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本紙の背側端の部分だけを糊で留めて置きます。 

� 今度は、糊で止めた入紙用紙は本紙を下にして広げ、折り畳むときに上になった入紙用紙

から本紙がかすかに見えますので、本紙天地より上下に飛び出た入紙用紙を本紙端に合わせ

て内側に折り曲げます。上下を先にやると、折り畳まれたものは綴じ目側まで出ております

ので、その綴じ目側を上下に折った入紙用紙の本紙天地部分の両側半分をあまり切りすぎな

いようにして切り、背端に付け合わせて折った後に二つ折りに戻します。それで全部そろえ

ると、これが一定の間隔に折り畳まれますので、裁断したときに折られた紙が外れないよう

に、天地の折られた 2ヵ所と背側 2ヵ所の計 4ヵ所の中綴じをしてから裁断します。ですか

ら、これは慣れればやれないことはないけれども、かなり苦労します。 

� これが金鑲玉は、中国ではこの装幀で製本されている表紙には紺色の姿青書皮宣紙という

紙が使われますが、古い時代のものでこういう色のものは少ないはずです。どっちかといっ

たら、こういう茶色系統のほうが明代でもそれ以前でも多いです。ただ、中国の印刷本を見

ると、本を古く見せためか価値を上げるためと思われることで、古色に染められているもの

が多く見られます。ひどいものになると、染められていない部分が白く残っている書もあり

ます。それは向こうの人の考えでは気にしていないみたいで、平気でやられた書が数多く見

られます。 

 

（Ｑ）� 内側の紙は 1枚だけですか。 

（吉野）� いちばんいいのは、ちょっと待ってください。天地部分に出た入紙用紙の内側を

出すと、写真 17のように下側に折りたたまれております。 

 

（Ｑ）� それと、差し込みとおっしゃいましたが、差し込むと今度は逆にそこの部分が厚く

なってしまいませんか。 

（吉野）� 差し込むのではなくて、折り畳んで本紙に付け合わせるのです。 

 

（Ｑ）� ちょうど同じところに。 

（吉野）� 同じところにいくようにするには、非常に手間のかかる作業です。これを作るに

は紙自体は上下背側を折り畳める大きさが必要で、折り畳める大きさにしたものを用意し、

折り込みがあうようにするには入紙の紙を正確に切っておかないと、それができないのです。

このような書は、皆さんがよく知っている三省堂の近くに古書会館がありますので、私はそ

こへ毎週金曜日に行って徐々に集めました。ただ、巻子本とか、この辺にある黄表紙とかは
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そういうところには出ていませんので、他で購入しました。 

� この漢籍を見て判りますが、糸綴じより内側に下綴じの紙縒りが止められた跡があるでし

ょう。向こうは大陸的なのか、実際この本をきれいに作ろうなどという発想が全然なく、ど

んな本を見ても内側の方に入ってしまっているのです。紙縒りもこの反故紙を使っているか

らものすごく太いものが使われております。我々だったら気を遣って細くすることも考えま

すが、そういうことはお構いなしです。 

� 皆さんが集めるときに厄介なのは、漢籍はほとんど安く売られていないので毎回行くこと

によって、時々良書ではない端本が 2000～3000円で売っています。絶えず古書展に行って

見ることは紙の勉強にもなるとともに、安い史料の装幀見本集めにもなります。この書は、

後から漢籍の修理のほうで使いますが、この汲古閣の本は 30 冊前後で端本のいろいろなも

のが入っており、その葉っぱが入った本もその中の 1 冊です。これらの書は、3000 円前後

くらいだったと思います。このような安いものを求めて行くことで、自分の装幀勉強や料紙

勉強にもなるのです。 

� それで、あとは和書より大きな朝鮮本です。写真 18は見本に作った複製本の『國朝寶鑑 巻

之二十二』の朝鮮綴じという綴じ始めと綴じ終わりの部分で、五つ目で綴じたものの本紙と

後見返しの間で綴じ留められている部分です。外に出ている糸は上から 1穴目と 2穴目の綴

じた竪糸の本紙と見返しの間の部分に潜り込ませて入れられます。 

� 本紙は、朝鮮独特の料紙で糸目の幅が 5分（15㎜）幅しかない紙です。現在の韓国では、

昔の紙のようなこの様な糸目幅の紙は漉かれていないのが現状で、わが国のような紙表情が

多くなっています。 

� 綴じ始めと綴じ終わりは、巻末側の本紙と見返しの間から糸を長めに残して始まり、綴じ

始め部分に戻って一度結んでから方花結びで結び止めてから、長く止められた糸を綴じられ

た背側の中に入れています。綴糸は、三本撚り太めの赤糸が使用されています。朝鮮本はほ

とんどこういう形でとじられていて、綴じ始めは一番上から始まっているものが多いのです

が決まりはないようで、下のほうのときもあると聞いております。文様も紗形で表紙裏打ち

に使用されているものは白紙の場合もあるが、書陵部所蔵の朝鮮本を修補したとき、表紙の

損傷が酷かったため表紙を見たところ、本紙の印刷ミスした反故紙で裏打ちしたものが出て

きました。それは中国の史書の印刷本であり、剥がしてみるとつながるものがあったので、

付けて復元し一枚にしたところ、印刷された表紙折りの部分の大きさがあり、かなり大きな

紙に印刷されたものでした。かなりの丁数ができて、史書の巻の一丁から三丁くらいの欠で

数冊がまとまりましたが、表紙に裏打ちされていた現状を変えずに冊としたため、朝鮮本よ
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りかなり大きな本となってしまいました。現在朝鮮本の付属品として所蔵されています。朝

鮮本の表紙は、キハダ染めで色が濃く紗形紋様もかなりしっかりと出ています。表題は短冊

形の題簽が貼られているのではなく、表紙直に打付け書きがされているものが大半です。表

紙の反故（写真 19）ですが、裏打ち用紙に反故紙が使われているが、この表紙自体間違って

付けられた形跡があります。それは、左側の幅の広い部分は綴じ目側でないはずであるのに、

糸綴じ跡が折りの幅広い面になっており、右の幅の狭い方は綴じ目側にはいる面です。書陵

部所蔵の付属本のものの天地は、この反故表紙の天地より幅広く折られています。この表紙

反故は、紙の使用方法を考えるとかなり後世のものと考えられます。 

� 書陵部にもかなりあったのですが、問題になり韓国側から朝鮮本は返還されるべきという

ことで、日韓交渉で国関係の所蔵館の朝鮮本の大部分は返還しております。略奪して持って

きたわけではなく、購入してきたものでしたが返すべきとのことで返還されたのです。 

� 書の勉強に必要なのは手本となる書ですが、中国での名筆家の書の大半は紀元前の名筆家

であり、紙資料ではなく石碑に彫られて伝わっており、その石碑から拓本を取って書道お手

本とされた帖で碑法帖・法帖と称されるもので、書の勉強には長く広がる必要がないため、

2 頁分だけ見開きはできるが全丁を伸ばしてみることができない装幀形態を持ったもので

す。 

� 製作方法は、大きな石碑から拓本を採ったままだと大きすぎるため、小型化するために拓

本の行を全部竪 1行に刻み、頁の竪行に収まるように長く切られた文字数を横切りします。

頁内を 4 行にする場合は、同じ文字数で 2 行目・3 行目・4 行目と長さに横切りし、この 4

行を字が掛からないように 1枚に貼り継いで行く。この作業を繰り返し拓本の最後の頁まで

行います。次に、法帖の姿にするために、頁となった 2頁の中央と両端の余白紙を本紙の上

に少しだけ掛けて貼り込み、最後に 2頁をつなげた天地部分の長さに余白紙を貼り込む。こ

の作業を全頁行った後に 2・3枚の紙が裏打ちされて厚くされています。 

� 装幀の製本方法は、厚く裏打ちされたものを二つ折りされ、折目側が同じ方に揃えられて

重ねられ、折目反対側の小口側の裏側で糊留めしているため、見開き頁しか開くことがない

伸びない形態となったものです。 

� 『天冠山帖』（写真 20）の法帖の拓本面を良く観察したところ、石碑から採って貼り接い

だ後がないのは、木版に作られた法帖の頁同様に彫って拓を採ったものと考えられ、4 行の

間には貼った痕跡がありません。本物は文字行は貼り込んで帖とされていますが、この書は

帖とされていた拓本面を木版に彫り、石碑拓本同様に拓を採ったものと考えられ、行面の切

れ目が見られませんが、石碑から拓本を採ったような雰囲気となっており、装幀自体は古来
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の法帖装の形態を持ったものです。 

� 表紙は、表裏単独のもので板表紙や裂で覆ったものなどのほか、蝋染紙という紋様を彫っ

た版木の上に紙を載せ、その上に蝋を塗って紋様を艶出した紙を使ったものもあります。裂

で覆ったものには、裂が高価なため表表紙は全部裂が使われていますが、裏表紙になると四

周の縁のみを裂で覆い開いた部分に紙が貼られたものなどがあり、土台となっているのはボ

ール紙に類似した馬糞紙というものが使われています。また、表紙の土台に板を使い周りに

細い黒檀の細工したものが付けられ、その内側には裂を貼ったものもあります。 

� 江戸時代に流行った読み本類の草紙本は、古いもので黒本・赤本・青本などがありますが、

そういうものはちょっと手に入れられません。入札会へ行っても高すぎて買えません。これ

らの黒本・赤本・青本の本紙は入札の会に出ていたので、全部の中を調べたところ反故紙を

漉き返した紙に印刷されており、要するに反故紙の墨が溶けているため薄ねずみ色がしてお

り、すき直した紙に印刷していると判断できます。 

� この『碁太平記白石噺 四』（写真 21）は、表紙が黄色であるため黄表紙本といわれ、本

紙は漉き返しの紙に印刷され 5丁で 1冊となって、綴じ幅も狭く綴糸は麻糸の細糸のようで、

中綴じはされていません。 

� この黄表紙本以降の草紙本は、上・下巻の 2冊となって 5丁で綴じられていたものが合体

した 10丁で 1冊となっています。上巻の 1丁目の欄外に「一」 の数字があり、6丁目は「二」

となっており、下巻の 1 丁目の欄外に「三」で、6 丁目には「四」となっております。こう

いう具合に昔の姿を残しています。要するに、2冊が 1編の組み合わせとなっているのです。

2 冊 1 編のもので、よく見るとお分かりになると思うけれども、上下巻を並べてみると絵が

一つの絵となっています。この『室町源氏胡蝶のま紀 十五篇』（写真 22）は、販売当初の

畳紙の付いたものです。こういうふうに畳紙が付いている例は珍しく、なかなか見つけるこ

とができないのですが、偶然に古書展で見つけることができたのです。2 冊を 1 編として、

畳紙に入れられて販売されたと思います。表紙は、正確には分析していないのですが、この

表紙に使われているのは多分奉書とは違って杉原系統だろうと思います。このような草紙本

は時々出ていますが、虫食いが激しいものが多くなかなかこの様なものは出てこないです。

畳紙脇の一点は、1 枚の紙で表紙と包み紙としても形がおかしいことから、次の発行書はこ

ういうものを出しますというもので、これは多分宣伝用のチラシではないかと考えます。こ

の様な草紙本は、細い絹糸と赤い糸で綴じられており、中綴じはされていません。 

� 写真 23は収集した何点かの草紙本の表紙部分と裏表紙を表裏で並べたものです。 

� この様な書以外にも、貝葉装という 1枚 1枚になったこういうものなども古書展に出てく
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ることがあります。このほかには、羊皮のパーチメントや若牛皮のベラムの装飾リーフのほ

か、パーチメント風に獣油を塗ったリネン紙も紙の研究のために収集してありますが、今回

は持参してきませんでした。 

写真 24は『徳川第十一代将軍徳川家斉黒印状』、小出信濃守宛の檀紙に書かれた文書で、

包紙は杉原紙です。ただ、この檀紙は、板紙みたいにすごく厚いもので、備中国広瀬(高梁市)

の柳井家の献上・上納紙と考えられます。 

� この檀紙になぜ皺紋がないかというと、本来檀紙には皺紋が付いたものはありませんでし

たが、江戸時代になってからは、木版に皺紋を入れて作り出したものがどんどん作られてお

ります。今、檀紙といわれると皆さんは、この皺あるのを檀紙だとすぐにお考えになると思

いますが、江戸以前には本当はこの様に皺紋のないものだったのです。 

� いちばん分からなかったのは包紙の杉原紙に関してです。前田育徳会尊経閣文庫に所蔵さ

れ、文化財指定されている『百工比照』の紙の巻を閲覧させて貰ったところ、杉原紙と奉書

紙が並んで近くにあったので紙面を遮光させて見たら、杉原紙は表面につやがなく柔らかな

感じでしたが、奉書紙のほうは紙面に多少つやがあり光って見えたのです。紙面も詳しく眺

めたところ、繊維間に何も見えないということは、これは確実に米粉が入れられて、漉かれ

紙です。杉原紙は、江戸時代以前から公家たちが贈り物として杉原紙何帖と互いに贈ってい

ます。また、漉き場のいろいろな産地があると共に、産地が違えば漉き方もいろいろなもの

が作られています。 

� これで観察して非常に分かるのは、要するに米粉の溜まりが水玉模様みたいになっている

のです。それは包み紙も形が崩れずにあったから、同じように折り畳んで、これはこれでし

まっていますが、この杉原紙は天明六年（1786年）正月七日の白馬（あおうま）節会で『左

少辨成貞請文』（写真 25）で、包紙も当時の折り方がされたまま残っており、出仕依頼を受

けた返書で受けましたという書です。 

� これは見慣れないと非常に分かりにくいのですが、紙面に白く丸い水玉みたいに見えると

ころは、米の粉が寄ってしまって玉ができたものと考えられます。この様に填料に米粉を入

れて杉原紙を漉くためには、漉く紙の量に米をどれぐらい入れるかを決め、米を一昼夜水の

中に浸けて柔らくしたものを引き碓で引き、粉砕された米粉を布袋に入れて漉き槽の中に洗

い研ぎ出して漉いています。この杉原紙と思われるものを実験したのですが、例えば水に付

けてアイロンなどで乾かすと、その部分の米粉が煮た状態となりが透明になってしまうとい

うことは、米粉が入れられているという感じです。杉原にもそういういろいろなものがある

ということです。ただ、これ以外にも違う感じでありますので、当時、杉原紙自身は大量に、
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いろいろな産地で作られているので多くの種類が漉かれている。 

� 杉原と兄弟的な、この奉書紙は熊本藩主の領地安堵状で、文政九年（1826年）九月十八日

江嶋傳左衛門宛『熊本藩第十二代藩主細川斉護判物』（写真 26）ですが、本紙と包紙が同じ

奉書紙が使われており、上包みの紙は杉原紙と考えられその包紙に伝達された方法が書かれ

ています。本紙は竪紙に書かれていますが、花押は書き花押ではなく籠印で押されて墨を入

れたものと考えられ、書状の折り方の折り形式が鮮明に残っています。包紙は、本紙と同じ

紙を横使いで包紙とされており、包紙下方に「江嶋傳左衛門との」と書かれている。このよ

うな、伝達方法まで書かれたものは非常に珍しいものではないかと思われる。 

� この元禄九年（1696 年）正月十二日の歌会『踏歌節会請文』（写真 27）は、反故紙を漉

き返した紙が使用されています。漉き返しの紙か、墨を入れて漉いた紙なのかどうかを見分

けるには、紙背面を表にして板干しするとき紙背面を刷毛で擦り付けるため、墨を擦ったも

のが入ったものは墨粒があまりつぶれないので、乾燥板に貼ったとき刷毛でこするため擦ら

れたところが筋となってしまいます。そのような紙の場合には、墨を入れて漉いたものであ

るとすぐに判ります。あとは、反故紙を漉き返したものかを調べるには、墨付き繊維が紙面

に混入していれば確実に漉返しであると判ります。 

� この 1枚ものの短冊は、甘露寺親長（1424 1500）筆の『祈恋』（写真 28）です。蓮空と

の署名がありますが、親長は明應二年(1493)に出家法名を蓮空と称してからの書です。この

短冊は、打曇紙で上下の色が違うというもので、内曇紙とも書かれます。曇が同じ色のもの

は雲紙といわれています。この打曇の台紙は、土台は雁皮が使われている繊維は上の雲のと

ころに使われているものは紺紙に染めた楮繊維を叩解したもので、下が雁皮を染色した紙を

叩解繊維にしています。上は青色が多く下は紫色や薄茶色みたいなものもあります。いろい

ろと観察したところ、上部の雲はコウゾが多く下部のほうは大半が雁皮系である場合が多い。 

� これらのような一枚物を保存する場合、折りに包紙などある時にそのまま保存する方法で

は、その形態を崩さぬように帙に入れる方がよい。伸ばして収納する方法では、中性ボード

の 2ミリ厚を使い、ボードは下の台紙と収納するために入れる窓を作る台紙と蓋となる台紙

三枚を用意する。大きさは、収納する竪横寸法より 5分（15mm）から 1寸（30mm）位大

きく切ったものを使い、収納する書より 1分（3mm）大きめな窓をカッターで切って開ける。

開けたときに取ったボードは竪横 5厘（1.5mm）だけ切り取って置き、窓を開けた台紙と下

の台紙を貼り合体する。合体した台紙に歪みが出ている場合は、カッターなどで成形して作

ります。それで、どうしても素手で握らないように、本紙を和紙の紙に挟み込んでから窓の

中に入れ、抜いたボードをその上に切り取った蓋に載せ、上に全体を覆うだしをのせて完了
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ですが、これではボードが動くので畳などで保護すると良いでしょう。私たちはこういう形

式を作るのはすぐできますので、必ず入れてしまいます。一般的には紙でこれらを包むこと

が多いのですが、この様な収納容器を作って収納すれば、1 枚ものも損傷の危険もなく処理

できるということです。 

� 紙の勉強のために装幀されたものや、1枚ものの大きな紙を買うことができなかったので、

紙を知るために種々の装幀がされていた、小幅に切られた残簡を集めたものを数多く収集し

ております。これらには麻紙・斐紙・鳥の子紙・間似合紙・楮紙などほか、数多くの断簡を

集めそれらの紙も分析して貰ってどのようになっているか勉強の材料にしました。中国の史

料の料紙も集めたものなのです。数が多いため写真は掲載いたしません。料紙の本紙が、ど

のような繊維でどのようになっているか、たえず自分自身が確認のためにマイクロスコープ

の 100倍で見ることにしています。この様なもので見ることが重要なのですが、慣れない方

がマイクロスコープで自分自身だけが見ても繊維のことは把握することはできません。繊維

をよく知る我々にはどういうものかは判りますが、あまり資料を観察していない方にはこれ

は楮だとか雁皮とは判断することはできないと思います。しかし、現在の漉かれた混ざりの

ない楮紙と雁皮紙を観察して慣れることで、史料の楮と雁皮との比較作業をすることで判る

ようになります。また、史料に充填されている填料についても米粉であるか白土か泥である

かも、虫害部分によって判ることもあります。打紙加工がされているかは、マイクロスコー

プで現在の和紙と比較することで判るようになりますので、この機器を使うことも考えては

如何かと思います。要するに、何も加工がされていない繊維は浮いて繊維は上に飛び出てい

ます。しかし、打紙されたものは必ず押さえ付けられ平らになっているので判ると共に、繊

維自体の太さが増え少し膨らんだりしています。もしお使いになるのでしたら、ピーク社製

のワイドスタンド・マイクロスコープの型式「№2034 100 倍」が、初めての方には識別し

やすいと思います。 

 

� 講演では、細かなこの話はいたしませんでしたが、このマイクロスコープと三脚を使い、サイバーショッ

トのデジカメで繊維を撮ることができます。雁皮紙無加工の繊維状態（写真 29-1）、雁皮鳥の子紙の打紙

加工の繊維状態（写真 29-2）、雁皮鳥の子紙の打紙加工の墨付き状態（写真 29-3）、鳥の子紙虫穴部の凝

固填料（写真 29-4）、楮紙無加工の繊維状況（写真 29-5）、楮紙無加工の墨付き状態（写真 29-6）、楮紙

打紙加工の墨付き状態（写真 29-7）、楮紙虫穴部の凝固填料（写真 29-8）が、マイクロスコープで撮った

ものです。

 

写真 30 1は『伊勢暦』です。薄様で印刷された伊勢暦と同じものなのですが、これは本紙

に間似合を使っていて、このような見返しを使っていますので、多分豪商などに特別に売っ
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たものではないかと思います。写真 30 2の『伊勢暦』の方は本紙が薄くぺらぺらなのです。

だから、これはそれほど高価な値段ではなく庶民でも買えたものではないかと思われ、もの

すごく薄い紙に印刷されています。これはどちらかというと折本形態の分類です。 

� 写真 30 3は『江戸暦』です。表紙はついていません。二つ折りにされて、ただ糸綴じされ

てというだけ。それから、写真 30 4の方の『会津暦』は、どちらかというと大和綴じ形式に

されています。要するに、紙自体はこういう長さのこれを二つ折りにして、印刷したものを

二つ折りにして、下を折られた口で、5 枚を一括に折って、こちらのほうで綴じていったと

いう。この綴じ糸はこれの反故紙だと思います。反故紙を細く切って紙縒りにして作られた

ものです。 

� 私がこんな装幀問題にこだわり始めてしまったのは、旋風葉装というのはどういう形だろ

うということからです。書誌学書では経巻の折本の表紙がくるんであって、くるくる回るか

ら旋風葉装といわれていますが、中国では写経を折った書は経折装という名称なのです。そ

の関係で日本の書誌学書ではなくて、中国での書誌学書を探しましたら、まず李致忠著『中

国古代書籍史』、1983年発行のですが現在はもう絶版となっております。それで調べたとこ

ろ、中国でいわれている東西で作られた龍鱗装、魚鱗装といわれる装幀をいっている書で、

呉彩鸞写の『唐韻』と称される『唐写本王仁昫刊謬補缼切韻』とのことです。その後、王以

坤著『書畫装潢沿革考』1991年発行には、その書がカラー写真で掲載してありました。 

� その書は、中国の故宮博物院に 1点だけあるというのを見せてもらいたくて、何回か行っ

たのですが、その都度「湿度が高いから夏場はだめ」「雪が降って湿度が高いからだめ」な

どと断られ、そのため一度も拝んでいないのです。ただ、その装幀は巻子状にされていて、

表紙部分が左肩に行ってしまう。日本形式ではなくて反対になっているような感じで、軸が

巻頭のほうにある書となっています。 

� この書は、宋代に改装されたと説明されており、その説明と写真を基に複製を作成したも

ので、経典の『大方廣三戒経 巻上』（写真 31）の写真の紙焼きを和紙で行い、両面のもの

に加工して作成したものです。 

� 写真 32 は大英図書館所蔵の唐代の『易経』ですが、どうしてもこの写真が欲しかったの

で、同図書館にいる松岡久美子さんにお願いし手に入れたものです。一番上が巻末で一番下

が巻頭部分となっており、両面書写ものです。ただ、これは半月状の木を二つ合わせて左側

で止められており、黒く見える 3ヵ所部分の止めは何だろうと聞いたら、多分釘だろうとい

うことですが、打って止めて丸めてしまわれているのです。巻子本か冊子本に近いような形

なのです。旋風葉装は、中国の史書では旋風叶などと称された名称が列挙され報告されてい
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るのです。だから、書誌学名は私の考えでは経典を折り畳んで表紙を付けたものは経折装と

して説明しております。 

� 今日まで、あまりにも中国の書籍装幀を調査していないで、日本で考えて名称が付けられ

ておりますが、できればやはり中国と日本の装幀を調査して名称を考えるべきで、私として

は両国の装幀名称を合体しようとしているのです。今、和本のことを「和本」とか「袋綴本」

とかいっていますが、中国では糸でとじたものを線装本といっているのです。私は、線装本

和書なり、線装本漢籍として分類して言っています。 

� 『妙法蓮華経』という枡形本ですが、印刷本で雁皮に印刷されたものがあります。非常に

珍しいものだったのですが、購入価格は 200円代で購入でした。こういう買い方をして集め

ればお金はそれほど出ないので、くだらないジュースを飲んでいるより、こういうものを集

めたほうが絶対にいいですよ。だから、古書店はただ 1回ぐらい行ったのではだめで、毎回

行って眺めて、そこのごみみたいな山になっていますから、そこから一生懸命探して出すと

いいものが見付かると思います。 

� 例えば写真 33 の写本は結び綴装（大和綴）と称する『職原抄』です。「乾・坤」がなく

「利・貞」の 2冊ものですが、楮繊維で米粉填料が入っていて流漉きされたきれいな料紙で

あり、打紙加工がかなり良くされた料紙に書写されており、書写文字も正確できれいに書か

れているため、まるで印刷本のような感じです。この書には刊記奥付がないため、書写年代

を調査したところ書写内容に後に付記したものが書かれていることから、江戸中期以降では

ないかと考えられます。綴じられた本紙端を確認したところ本紙に丁付けがされており、

「利」の冊は一から百十八の丁付けがあり、貞の冊には百十九から二百二十五尾と丁付けが

されており、貞の書写最終丁に尾とあることから、書写したものはこの 2冊だけのものと考

えられます。この書も古書展で手に入れたもので、単冊で 2500円、2冊 5000円で購入した

ものである。このように古書展で販売される書は、装幀研究や料紙研究ができるので、史料

を探し手に入れることは重要なことです。 

� この書は、打紙加工が良くされていることで裏が透けて見えるので、表裏の書写文字を観

察したところ、書写文字の表裏位置の行にずれがないことは、行の割り振りをした下敷きを

作り書写したものと考えることができます。 

� 史料の修補方法は、後から修補作業方法をお見せしますが、はっきりいうと修補をすると

きにどういう方法を執るか、いかに伝来した史料の料紙素材の材質を変えないで、負担ので

ない最低限の修補ですませていけるかが、史料を生かすことではないかと考えます。 

� 書陵部では、今、裏打ちという作業は、1 枚を当てるという作業はなるべく行わないよう
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にしており、虫害・破損部分だけを穴埋めする作業方法を取っております。例えば巻物の『三

十六人歌撰集』（写真 3）ですが、だいぶ前に直されていたのです。この字の途切れたとこ

ろにある部分は、昔に穴埋めされていたところで、この書は金泥で草花が描かれているもの

に書写したものですが、この修補用紙も金泥が入っているので、多分書写用紙の書かれなか

った紙を使って修理されたものです。多少手を加えないと、そのままでは史料を講演には使

えないと考え、私自身がほんのわずかだけ料紙同様の雁皮紙で直しています。まだ、この書

は調査をしていないので、これはお預けして調査していただこうと考えております。こうい

うものに限っては、修理をするときには、丸めたときに紙背面が出ますよね。そうすると、

ここの全体の繊維を全部留めておかないといけないもの、この巻子本のほか、紙背が必ず外

に出るものに関しては、両面書写のものも含め修補用紙の端の繊維を本紙に密着させて留め

ます。両面に書写されている場合、書写文字部分の字に虫穴が掛かっている場合が多いので、

修補用紙を糊止めする時に多少掛かっていても読める方から埋める修補で、表裏両方から直

すという方法が取られます。これは、損傷部分を表から埋めたり裏から埋めたりする方法を

取り、文字が読めなくならないよう修補用紙の掛け方を工夫して穴を埋めていく方法です。

ですから、通常の巻子本のように紙背が何もないものは、我々はただの虫損直しといってい

ます。民間では、繕いとか虫繕いといっておりますが、書陵部の修補用語としては片面修補

の場合は虫損直し、両面から修補するものは、両面虫損直しと称しています。 

� ですから、巻子本でも何でも、厚みが薄くて破れなければ、全然裏打ちをせずにそのまま

の形状にしております。そして、現在も九条家文書の未整理本を修補しておりますが、江戸

初期前後の当主である九条道房が史料を整理したおりに損傷文書を修補しておりますが、外

部に出さずに同家の下司が修理したと思われます。九条家文書は、巻子本形折本形態が多く

修補したおりに新たな表紙を付けられ、大半が裏打ちされてしまっているのです。このよう

な史料の修補では、巻子本でも裏打ち修補されていたものは全部除去しますが、虫穴と糊が

付着しているため使い物にならず、その紙は使えないので本紙同様の材質の新しい紙に染色

して修補しています。 

� 修補用紙として使う場合には染色をしますが、本紙に完全に合わせるのではなくほんのわ

ずか薄くした染色をしています。その修補用紙は本紙と類似した産地に直接特別注文したも

のを使って染色します。ただ、化学染料ではなく、植物染料で全部やっていますので、矢車

とか、今のドングリといわれるマテバシイのカサとか、赤い葉っぱで壁に這っている蔦など

や植物なら何でも染めています。特に梅の花芽が出る前に伸びた若枝の伐採をした時には、

園芸業者に頼み伐採された枝を貰って係で細切れにし染料にしています。 

― 121 ―



�

� ただ、染色するときに、作業の中で鉄の印刀を使うと、鉄媒染されるため、道具の選択に

こだわらないと媒染汚染する恐れがあります。色も 1点直すのでも、経年汚染でいろいろな

色が付いているため、1 色だけではなく濃いもの薄いものをいろいろと作りますが、染色を

始めると二三判（60×90）の用紙を半裁したものを 200枚ぐらいは染めています。もちろん、

それをなぜそういう方法を執っているかというと、これから修補する損傷本何種類かを一度

出してもらって、それらに合わせて一緒に染色する方法を取りますので、そのためには 1色

ではだめなのです。修補用紙も本紙によっていろいろと合わせるため、いろいろな種類を用

意して染色して修補をしております。 

� では、ちょっと修補作業の用意をするので、こちらの方の史料を見ていただいていて結構

ですが、離れて見ていてもこういう史料は絶対に判らないので、近くに寄って見て触れてい

ただいても結構です。一応大体の説明書に書いてありますから、それを見てください。善本

は遠くから見ていても現実には分からないので、あまり手荒く触らなければ、触っていいで

すから。 

 

＊＊＊準備（15分程度）＊＊＊ 

 

 

修補の道具と実際�

もしよろしかったら修補の話と、ちょっと実演しますので、いったん席に戻って下さい。 

� 書陵部での修補道具は、写真にあるようにこのようなものを使って修補製本されておりま

す。どこでも使っているのですが、こういうものを全部使っている訳ではありません。数点

ですが我々だけが使っているものもあります。特に普通の民間工房で使っていないのは、穴

埋めをするときに使用する小刷毛（写真 34 1）、虫損直しをする押さえ道具の刃を取った印

刀（写真 34 2）と牛骨で作ったもの、鉄のものは染色したものには鉄媒染のおそれがあると

いうことで、牛骨で作ったものは媒染しないのでこの 2種類を使っています。作業台の虫損

板（写真 34 3）ですが、普通の 2㎜厚の黄ボール紙にかなり厚様の 10匁位を両面に貼って、

乾燥後に柿渋を塗っていますが、渋のままだと糊が付着しだんだん汚染するので、クリアラ

ッカーを薄めて表面に塗装を掛けています。我々が四六時中使用している道具類で、虫損直

し作業の一番の必需品なのです。 

� こちらも製本に使用する道具ですが、ここに棒が立っています寄せ板（写真 35）というも

ので、罫線のあるものを罫線をきちっと合わせたり、大きさの違う本紙を揃えるのに使用さ
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れます。 

� これは製本をするときや書帙作製時に穴を開けるものですが。目打ち台（写真 36 1）とい

う欅の年輪の部分を使った穴明け台と、和書と漢籍の穴を明ける目打ち 2種類（写真 36 2）

及び書帙の穴を明ける平目打ち（写真 36 3）数種と、目打ちを叩く樫の木製の叩き棒の樫矢

（写真 36 4）です。 

� 新しく和本を作るときにしか使っておりませんが、裁断する時の切型（写真 37 1）の美濃

判と半紙判です。本の大きさによって切型が揃えられており、本紙に切型を置き切型の上に

身体を載せて裁つ、裁ち包丁（写真 37 2）というものを使って、天地と背の三方の裁断道具

ですが、本紙を揃える切型を小型化したコツ（写真 37 3）も使用します。表具師が良く多用

しているのが、この丸裁ち包丁（写真 37 4）といって丸い包丁。我々は裁断時に靴屋が皮を

薄く削ったりする皮すき包丁（写真 37 5）を使っています。 

� 製本・成巻に使用する鋏は、昔は人形の毛を切ったりする柳刃の鋏を使っていたのですが、

今は事務用で販売されているシルキーの「ネバノン NBN 170」（写真 38）という鋏を使用

しております。3,000 円前後の価格ですがインターネットで「ネバノン」を検索すると、こ

の価格より安いものが出ているのでネット購入した方がよい。これは非常に刃の厚みが薄く、

セロテープなどの接着が付かない鋏です。これが綴じ糸を切っても紙を切るにも最適なもの

で、事務用品のはずでこの形が使いやすいのでこれを 1本持っていれば、糸切りや紙切りほ

かにいろいろなことに使える鋏です。 

� 打ち道具の槌（写真 39 1）3種で、一般的に売っているもの。虫損直しをすると、同じと

ころに穴が開いているからそこの部分が高くなるため、その部分を打紙と同様にその部分だ

けを潰してやるために使用しますが、すでに打紙をかけられたものはなかなか沈まないので

すが、打つことによって多少ですが沈みます。打紙ととられるかも判りませんが、修補され

た穴の部分だけを叩き潰す作業であるため許される範囲ではないかと考えます。和紙の場合

はいいのですが、漢籍を、虫損直しをしてから打紙を掛けると裂け破損が生じますのでやら

ないこと。漢籍の場合は、虫損直ししたものは 3～5 枚位を締機械で押す方法を取ることが

良いでしょう。また、巻子本や掛け軸の裂などを折ったところを打つための象牙の槌（写真

39 2）と、筋入れするための牛骨ヘラ（写真 39 3）や象牙ヘラ（写真 39 4）がありますが、

象牙ヘラは 30 センチ以上のもので薄いへらです。現在では象牙のヘラはこの長さは作るこ

とができず、箸の長さまでしか作れません。あとは成巻、製本時の裁断や筋入れほかに使う

ものとして、定規（写真 40 1）と物差しの尺差し各種（写真 40 2）が必要となります。こ

れらは、表具道具専門店で販売されております。 
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� 成巻・製本・書帙作成に使用する消耗品には、巻子本の巻緒の組紐各種（写真 41 1）、糸

綴じ本の絹糸各種（写真 41 2）、書帙に使うコハゼというつめですが、書陵部では甲馳(こ

はぜ)と書いており象牙・牛骨製の甲馳各種（写真 41 3）があります。 

� それと、裏打ちした書を裁断するための器械として、押し切り器（写真 42）があります。

ボール紙なども切ったりする器械で、定規に蝶番が付いて移動ができ幅を決められるように

なっており、下部の手前の定規に合わせ直角にすることができます。線装本の場合は、本紙

を切らないように地側一方だけを切って、天と幅は全丁の天地と幅寸法を測って一番大きな

寸法を定規を動かしその寸法にして止めて切る。刃と平行している定規が稼働するようにな

っていますので、刃の幅に測って止め下部の定規に合わせて直角に切れるようにできます。

我々は、これを巻子本を成巻するときに使いますが、裁断前に 1枚 1枚下を切って継ぎ目幅

を取り切って接ぎ、巻きとしたものを天地寸法に定規を合わせ、地の方を軸巻紙の方から少

しずつ切りながら、前に滑らす送り切りという方法を切っています。 

� この裁断機は大中小があり、大は裁断幅 75㎝・中は 60㎝・小は 45㎝などとなっていま

す。大きなほうは書帙を作るためにボール紙裁断用、中は巻子本用、小は線装本本紙裁断に

使っております。堅いものなどを裁断すると刃が切れなくなるため、それぞれの使用用途を

決めて使用することにしております。 

� 修補に際しては、裏打ちしても虫損しても糊や薄糊を使うため、紙が水分で暴れ皺ができ

るため締めて押しをする機械を使います。木製と鉄製がありますが、鉄製締機械（写真 43）

は線装本や巻子本の修補後に皺を伸ばすための機械で、線装本を締めるときに使用する板は

ボール紙を竪横に 5枚貼った厚板に入れ締めています。巻子本の場合は、本紙が入るボール

紙に入れ上下に木製の厚板を当て締めていますが、中に入れる時には水分を与えなくても 1

週間以上を強く締めて置くことによって、ほとんどが平らになります。現在では、この様な

大きなものが作られなくなっておりますが、製本機器を扱うところで洋本用の小型なものが

ありますので、代用として使うこともできると思います。 

� これらのほかにも、箱帙や巻子本の軸作成時にはのこぎりやカンナと金槌、ピンセット・

千枚通し・カッターなども使っておりますが、市販のものを手に入れ使用しています。 

� 製本するに当たって問題なのは、糸綴じするときに使う目打ちですが、現在市販されてい

るものは先端までが糸が 5本も 6本も入るような太さなのです。それをどうするかというと、

砥石ではなかなか細くならないのでグラインダーで細くする必要がありますが、細く削ると

きに徐々に細くしないと熱でなまくらになってしまい、目を打ったときに柔かいため曲がっ

てしまいます。グラインダーで細く削るときに脇に水桶を置いておき、削っているときに指
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先で触れあまり熱くなる前に水に浸け冷やしながら細くすること。私は、和本用と漢籍用の

2 種類の目打ちを使っており、漢籍は細糸 2 本使っても和書用の穴では綴じても穴が目立っ

てしまうので、かなり細めにしております。普通の和本用は、糸が 1ミリくらいの太さであ

るため綴糸 3本が通る太さにします。 

� 綴糸ですが、普通の和綴じ用は上野の「道明」という店で糸を作ってもらっていたのです

が、機械縒りができず手で撚るしかないというので、なかなか手に入れることが難しくなっ

ております。そのため、市販されているものを探したところ、蔵前の糸屋さんにあるとのこ

とですが、その店の品もちょっと縒りが柔らかすぎて、あまり良くないとは聞いております。 

� 代用できるものがないかと探したところ、大工道具ほかを販売しているところで見付けた

ものですが、純絹 100％の坪糸「たくみ」（写真 44）という 3本撚のものがありました。大

工さんが木材に線を付けるもので、墨壺の中から引き出してパチンと放して線を付けるため

の糸です。このような糸は、大工用品などを取り扱っている大型量販店などで販売されてい

るはずです。ただ、これは生糸ですからちょっと硬いので煮てから使うといいだろうと思い

ます。小巻 15ｍものは 1個 250円前後、長巻き 73ｍものは 1,000円前後で 2種類がありま

す。綴糸があまり手に入らないときは、これを和本の綴じに使ってかまわないと思います。

この様に、糸も購入するのにかなり難しくなっておりますので、糸販売店を電話帳のタウン

ページで探し、綴糸に使用できるものがないか聞いてみることです。 

例えば、和本の元綴じを切らずにそのまま修補する方法を教えますと、虫害で取れそうな

部分がありますが、その虫穴部分の穴埋めするときには修補用紙は和紙であれば、本紙より

薄目のあまり厚くないものを使います。これは、完全修補のように色を本紙に合わせる必要

がなく、損傷を防ぐための破損止めの修補だと考えてやるためで、純和紙を和紙販売店で買

って用意して置いておけばできることなのです。 

� 虫穴の大きさを考え、破損部分の穴よりも大きめに手で和紙を繊維を出しながら、全体を

ふさぐ大きさにすることです。損傷部分は本紙が竪紙の場合は修補用紙も竪紙を使います。

修補用紙をはさみで切ると、切断面のところが本紙に負担を掛けることになりますので、必

ず修補紙の繊維を出しておくことが重要です。 

� 糊は生麩糊が良いのですが、一般的にはありませんので大和糊を代用しても良いです。な

ぜかと申しますと、大和糊はタロイモ等の澱粉質であり、子供が使うため舐めてしまうこと

があるため危険なものが添加されていませんので、代用しても良いと考えられます。 

糸を切らずに原装のまま修補する方法では、まず虫穴より大きめに修補紙を繊維を出して

裂いたものを用意します。糊付けはあまりべとべとに付けると本紙が滲みになるので、穴埋
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めする修補紙にかすれるぐらいにまんべんなく付けて下さい。貼り込み方は、天地部などで

あれば袋を開けたまま手でできるものもありますが、中央部だった場合は手を入れることが

できませんので、何か差し込む支持体がなければできません。我々がよく使うのは、事務用

アクリル定規で、その上に乗せて、そこのところまで持っていって押さえて貼ります。です

から、本紙の袋の口を持ち上げ膨らませると、虫穴部分に差し込んでその部分に合わせ上か

ら押さえ付けて貼るとこの様になります。天地部の部分も同様にした方が危険性がありませ

ん。ただし、数枚を続けますと同じ部分に水分が来てしまうから、1 枚やったらその前後に

厚葉の和紙を挟み重しをして乾燥させ、その間別の場所を修補して行く方法を採ればよいの

です。修補後には本紙より出た部分を挟みなどで切ればいいだけです。この方法を取って虫

穴の部分だけを穴埋めするので、破損危険部分だけは危険性を回避できることになります。

また、穴があっても危険のないところは、無理やりやらなくても絶対手を出さなければいい

ので、糸綴じも切らないので原装のままにすることがあります。我々のような職人に修理を

出すと、全部の穴埋め修補をしようとしてしまいますが、作業方法と必要性も考慮して依頼

すべきと思います。解体しないで修補する方法をお見せしましょう。（損傷部分より大きめ

に切った修補紙の糊付け（写真 45）、本紙の袋を持ち上げ糊付け修補紙を定規に載せて差し

込むところ（写真 46）、損傷部分に貼った部分を手の平で押さえ良く貼り付けているところ

（写真 47）） 

� 解体して虫損直しを行う場合は、この書を例にすると虫穴が竪になってかすかにしか判ら

ないのですが、細長いミミズみたいな所があります。我々は直し紙を使うときに必ず手に持

てる大きさとした紙の四周から最初に繊維を出しておきます。現在の和紙は、流漉きという

竪揺すりして漉かれますから、本紙も竪紙になっていたらその修補紙も本紙同様に竪紙を使

用して、修補する方法を執っています。手で修補紙を裂きながら直すことができますので、

このような細長い所はそれに合わせて大少大きめに手で切って、貼り込んでもかまわないで

す。丁に穴がずっとあるのだったら直さなければならないけれど、少ししかなければ手でち

ぎって貼る方法を執られれば直せます。逆に細長ければ、長いほどその筋にうまく合わせる

コツは慣れないとできないです。 

実演に入ります。まずこれは覚えておかれるといい、無理に本を糸切り分解しなくても直

せるという方法です。この修補紙をちゃんとその位置に合わせて・・・合わない（笑）。う

まくいかない。ずれてしまった。この細長い穴は、2 回ぐらいに分けて穴埋めしたほうがい

いのかもしれないですね。細い部分がずれてしまうのです。（やり直して）このやり方を覚

えておきさえすれば、今後こういうものを見たとき、そのやり方をすればいいのです。 
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これからやるのが完全修補をするときにやられている方法です。修補する前によく見てい

ただくと分かるのですが、虫喰い穴というものは、穴の周りが虫の糞で黒くなっています。

修補前には、それをできるだけ除去しないとその部分が黒く残ってしまうため、傷付けない

ようにクラフトナイフの先端で、徐々にそれらを取り外していくという方法を執ります。手

でやってもほとんど取れませんので、このナイフを使うと良いと思います。 

� 虫損直し時に使用する修補紙の押さえ道具の印刀ですが、民間工房ではほとんどこのよう

な道具は使っておりません。民間工房では、ブライトボックスのような下からライトを当て

るものが使われています。虫害損傷した史料の本紙紙背を上にして載せ、その上に修補紙を

載せてライトを当て、虫穴より少し大きめにシャープペンシルで穴の周囲を描き込み、その

修補紙を外して鋭利なメスみたいなものを使って切ります。それから、その切られた部分の

周りの繊維をまた出して穴埋めがするのです。ですから、この作業では貼り込むまでにはか

なりの時間を費やします。 

� 我々は史料があまり汚れがついていなければ、クリーニングは行わずに直かに本紙に糊を

付ける方法ですぐに作業を始めてしまいますが、この虫損直しには 2種類の作業方法があり

ます。一つは紙背が内側に入る線装本の袋綴の場合で、薄葉なので周りの穴より外側の繊維

は密着させずに浮かせて穴埋めがされますが、これは水分が加わって乾燥時に皺ができるの

を少なくするためです。もう一つは、紙背が表に出る巻子本や折本と両面書写の粘葉装と大

和綴装などで、書写面や紙背面の表面が出るものの場合は修補紙の繊維を穴にギリギリに掛

け、繊維の浮きがないように密着させます。この作業では、糊を付ける量も加減します。あ

まりべとべとに付けないように虫穴の周りだけに糊を付け、糊付け部分に修補紙の繊維をギ

リギリに掛けて印刀で押さえて密着させた後、貼った穴に沿って引きちぎります。この方法

ですと、民間工房の方法より短時間で穴埋めができるのです。（糊付け作業で手に印刀と小

刷毛を指に挟んでいる（写真 48）。虫穴が二股になっているため片方を止めるため印刀で押

さえているで、小刷毛が糊付けの時と違い指の間で横になっている（写真 49）。残った部分

に糊を付けたところ（写真 50）。穴埋めされた虫穴（写真 51）） 

� 貴重書のようなものは小さな丸い穴も全部埋めてしまうのですが、印刀の先端を使うこと

で簡単に穴埋めができます。私どもは、左手に修補紙を持ち右手は印刀と小刷毛を穴埋め作

業の時に必ず持ちっぱなしです。糊を付けるときには印刀の後方を薬指と小指で手のひらに

押さえ付け、小刷毛を親指と人差し指で持ち薬指で支えて糊付けをし、次に小刷毛を回転さ

せ薬指と人差し指に挟み印刀を親指と人差し指で持ち、中指・薬指・小指で支えて修補紙を

押さえて貼り込んでいます。この糊付けと印刀の押さえ作業を繰り返し行っているのです。
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このように修補作業で使う道具を駆使しているため、短時間の穴埋め作業が可能になります。

この道具類で作業をすると、ひどいものでも 1日 20枚、30枚は直すことができます。 

� 汚染や染みになって色が付いている場合は、染色した紙を用いて穴埋めをしている。書陵

部では、染色紙は草木染めで、媒染剤は灰汁を使って行っており、多種多様の色や紙を染め

ています。また、本当はよくないことなのですが、昔から端本や表紙だけを買ってその端本

を分解し、原史料の修補用として、表紙は表紙直し用に、見返しは本紙虫損直し用に使って

いました。最近は史料破壊であるためあまりやっていません（笑）。今は端本が少なく出て

こないのと、1冊が下手をするとものすごく高くなってしまっているためです。 

� いろいろな修復工房などを見られる機会があると思うのですが、私共のような修補方法は

ほとんどやられておりません。現在も和書をこの方法でどんどん直しているのです。ただし、

唐本の場合は、竹紙ですから本当は共紙で直さなければいけないのですが、共紙で直しても

必ず破けやすい紙のため、本紙厚に類似した薄美濃紙を染色して修補しております。これは

戦前ぐらいの毛邊紙なのですが、簡単に破けてしまいます。大きなところはこういうもので

直しております。今売っている毛邊紙は、本紙よりかなり厚葉のためこれを直し紙に使えと

いっても合わないのです。本紙が劣化のため薄茶色に変色している場合などは、本紙に合う

ように染色して直し紙を作るという方法が執られます。 

� 漢籍の修補も非常に多いので、そのために表紙用にかなり厚い二番唐紙をある程度合う色

に染めて用意しておくわけです。単色ではなくて、染料を何色かを掛け合わせて染色してい

ます。 

� この修補も、繊維を出すようにして全く同じ虫損直しで行いますが、この本紙の問題点は、

水分をものすごく引くために、あまり緩い糊を付けると滲みになってしまうということです。

料紙には、結構劣化汚染や薄汚れがあって水分で滲みになってしまいますので、このような

料紙の場合にはかすれるぐらいの糊付けでいい。糊が付いたか付かないぐらいの感じです。 

� このような虫損直しの修補方法は、習うより慣れろです。ですから、古本屋や古書展に行

って虫害本を購入し、その書を家に帰ってお暇なときに一人でやって見ることです。この糊

刷毛や小刷毛などは、稲荷町の宮川刷毛店というところで購入ができますが、小刷毛のみは

「宮内庁が作っているのと同じ三分の小刷毛が欲しいのですが」といって、作ってもらうし

かありません。 

� 唐本の版心というのは裂けますでしょう。そのときも同じことをやっているのです。版心

部分の取れた間だけを糊をずっとつけて、くっつけていくのです。いっぺんにできなければ

何回かに分けるようにして、糊をつけすぎないようにするというのが基本です。糊をつけす
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ぎると、必ず中国の毛邊紙はしみができますので。 

 

（Ｑ）� 糊はどういうものをお使いなのですか。 

 

（吉野）� 糊は小麦粉澱粉を精製したものです。私のところでは松本久夫商店で買っている

顆粒状のものですが、置いているところが少ないのでまとめて購入しております。ただし、

漂白されているようなことをいわれたので、ちょっと心配かなとも思っております。 

� 漢籍の、版心が切れているものは、染色した薄美濃紙を繊維を出して付けているため、1

枚ならあまり凹凸ができないのですが、これを何枚も何枚もやると版心部分がかなり厚く山

になります。我々は、押しの機械で 3枚ぐらいを押し板に挟み、押しをして厚くなったとこ

ろを潰しております。ただ、それでも凹みません。この書の場合は、繊維が弱すぎて叩いて

潰すわけにはいかないのです。膨らんだ部分をたたくという作業は一切できません。 

この書を見てもよく判ると思うのですが、繊維がこんなに劣化してしまっているでしょう。

特に書の周りは特に変色してほとんど赤くなりだしていますが、まだこれぐらいだったら裏

打ちもせずに、虫損直しの部分修補だけで全部直せます。劣化が進んで締まったためにひび

割れするような紙となっている場合、取り扱いするときにも丁寧に扱わないとだめなので、

そのような史料の場合には裏打ちする場合もあります。ただし、裏打ちするものに関して、

我々は何回もいろいろなものを見て触って本紙を把握し、状況的に虫損直しか裏打ち修補か

判断して進めることにしております。 

� ただ、このような漢籍には面白いものがあり、表紙に染色している境界ができてしまって

いるものが見られるのです。こっちが茶色で、ここが白っぽくなっているので、これは染色

している可能性もあるのかなと思うのです。どういう状況で出版されたか不明で、おそらく

古い書とさせるためのものに加工したものではないかと思うのですが、あまりにも染色の仕

方と紙の無駄を省いた結果ではないでしょうか。古い本の版木を使って刷って年代より古く

見せるために、余計な処置をすることがあるのです。本当に染色して製本されているものが

多く見受けられます。 

� また、よく昔は版心が裂けていると、その間を糊止めしてしまっていることがありますが、

劣化した料紙の場合はまず始末に負えないものとなっています。版心が糊止めされた元版を、

劣化が酷いため裏打ちしたことがあります。その史料は、劣化のため折り曲げると取れてし

まうからということで、版心部分の貼られたところを剥がすに剥がせないため、裏打ち修補

をすることにしました。その部分を覆うために吉野紙みたいなすごく繊維の薄紙に染色して、
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版心の貼った部分より少し大き目に喰裂きした修補紙を作り、先に表側より修補用紙に糊を

付け貼られた版心をくるんでしまったのです。そして版心を貼った後に、紙背の片面ずつ裏

打ちをしたのです。片面を持ち上げ下になったところを糊付けして裏打ちをし、それを剥が

して反対側に返し同様に裏打ちすると方法で修補しました。版心を糊で止めておけば印刷面

は見開きできるので、昔はこういう作業をしてしまっているのです。 

� 今直した版心部分に違和感があるかどうかは見ていただくと判ると思います。直した部分

は近くで見ないと分からないと思いますので、少し近くに来て見てください。唐紙のほうは

裂けやすく破れやすいものですが、取扱いを丁寧にすれば普通のものは大丈夫ですので。ど

うぞ、見てください。 

 

� このように書陵部の修補では、道具を使用して直接本紙を修補する方法を取っており、早く修補が進むよ

うに考えている。また、修補では虫損直しが主体となって、よほど本紙が蒸けていたり水ぬれ劣化などで痛

んでいないと、裏打ち作業はしないようにしている。この理由は、近年では料紙素材や加工なども支店に入

れられるようになっているため、裏打ちをして本紙を変化させないためでもある。

� 今回の講演では、装幀形態をオープン展示して原史料を良く観察してもらうことによって、それぞれの形

態を覚えてもらうことが必要であったからである。このようなものを講演するには、半日くらいないと十分

な講演ができないのであったが、時間が少なかったために話を簡単に進めてしまった。お聞きになった方に

は内容を十分に把握されなかったのではないかと思われるが、修正したこの文面で多少ご理解できるのでは

ないかと思う。
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写真 2 

【写真】

� �紙面の都合上、写真を白黒で掲載していますが、Web上でカラーの写真を公開 

いたしますので、そちらもご覧ください。 

東洋文化研究所図書室ホームページ: http://www.ioc.u tokyo.ac.jp/~library/ 
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東京大学東洋文化研究所所蔵『漢籍・中国書』の

劣化調査と補修（中間報告）

木� 部� � � 徹�

（有限会社資料保存器材）�

表題そして以下の本文にあるように、講演時でのこの報告は「中間報告」である。この時の配付資料と別に、

全ての悉皆調査を終えた後の『最終報告書』を提出している（2007年 2月 28日提出）。後者は対象資料数

が「中間報告」時の約倍になるので、数値は変動しているが、結論や提言については「中間報告」での内容

と「最終報告」とのそれとは大きな違いはない。

� 東京大学東洋文化研究所はご承知のように膨大な数の漢籍・中国書を保有していますが、

建物自体の耐震補強を行うことになり、一時的に蔵書を避難させなくてはいけなくなりまし

た。そこで、この機会に、前々からの懸案だった現物としての利用頻度が高い特定のコレク

ションの劣化調査と、簡易な補修処置をやれないだろうかということになりました。

� 私どもは、一昨年に、東京大学経済学部資料室の資料の劣化調査を、また国立国会図書館

が保有している国内出版物のうち、利用頻度の高い 1950年代～1990年代の書籍約 250万冊

の劣化調査を、それぞれ行いました。こうした実績をご評価いただいたためか、今回、東文

研の劣化調査をお引き受けできることになりました。

� 今回の調査対象は東文研の分類での「叢書部」に入る冊子資料です。タイトル数にして約

300、冊数で約 3 万のコレクションになります。これらは、現物としてのアクセスが非常に

高い資料ということです。時代的にいうと清の中ごろから中華民国までかかっていく資料が

大半を占める。西洋流の区分でいう「近代」に当たる時代の蔵書が相当ありまして、これの

劣化がどうなっているか調べる。本文紙・製本・帙の物理的または化学的な劣化状態を調べ
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まして、これを今後のマイクロ化、デジタル化、脱酸性化、修復等の保存計画に反映してい

くということが調査の眼目です。11月中旬から始まりました調査が、今、約半数終わってい

ます。調査の進行状況としては全体が見えてはきているのですけれども、今日発表させてい

ただくのは約半数の 133点、冊数にしますと 1万 2,303冊に対しての中間報告であるという

ことをあらかじめお断りします。

� 先ほども申しましたが、このコレクションの特徴は、まず現物の利用頻度が非常に高いコ

レクションであるということです。このことは、その後のいろいろな手当をどのように進め

るかに深く関わってきます。コレクションの性格づけというのが、調査の場合に非常に大切

なことです。もう少し踏み込んで言うと、例えば現物の利用頻度が高くないコレクションは、

現物利用にシフトした調査を行わなくてもよいということです。例えば、デジタル化してそ

ちらを利用してもらう、現物は極力、利用を制限するというコレクションの場合には、一時

的なデジタル化に耐えられるかどうかという調査をすればよいわけです。しかし、今回の場

合ですと、現物利用頻度が非常に高いコレクションである。研究者や利用者が普通に手に取

って見るものです。もちろん一般の、外部の方にも開かれておりますので、この時は係の方

に出納していただくのですが、研究所の研究者のかたは自由にアクセスできる。このように

現物の利用頻度が非常に高いコレクションであるということが、一つ特徴として言えるだろ

うと思います。

� 一方、年代的なものを見てみますと、明の末ぐらいから清、それから中華民国という三つ

の時代にわたっており、大体 400年ぐらいの幅があるわけです。今回の中間報告では全体の

約半分は終わっていますが、タイトル数としては明が 3 点です。それから清が 69 点、民国

になってからが 43 点ということです。このぐらいの数を今回は調査いたしました。冊数に

すると大体 1万 2000～3000冊になります。

� それから、これは今回の調査項目には含みませんが、手漉き紙と機械漉きのどちらも使わ

れています。大体 80％が手漉き紙で、機械漉きのものが 20％ぐらいではないかと思ってお

ります。

� 次は、モノとして書物の良否の調査です。これは現物の利用の際に、製本の構造に何か支

障がないかどうかというものです。日本に限らず海外でも、これまでに行われている劣化調

査というのは、80年代になって酸性紙とその劣化という非常に大きな問題が背景にあっため

に、本文紙の劣化の程度を調べることが、いわゆる蔵書の劣化調査になってしまいました。
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しかし、私どもが東京大学経済学部図書館資料室で劣化調査をやらせていただくにあたって

は、もちろん本文紙の劣化はとても大事な調査項目として組み込んでいるわけですけれども、

それだけではなくて、モノとしての書物を形作る製本の良否を含めた劣化調査というのをや

らせていただけないだろうかと提案し、了解いただきました。初めて、利用を前提にした製

本構造に対しての問題点を挙げていくような調査を行わせていただきました。

� 考えてみればどなたも分かることなのですが、書物の本体（テキスト・ブロック）という

のは紙の束でできているわけです。その一枚一枚の紙の劣化程度はとても大事な調査アイテ

ムです。けれども、それだけではなく、それが束ねられ、綴じられて、表紙を付けられて、

開いたり閉じたりされる書物になったときに、それに対してのアクセシビリティというのは、

紙の劣化度とはまた違った視点というのが当然必要になってくるわけです。

� 簡単に言ってしまえば、書物というのは動く構造物です。めくったり、閉じたり、開いた

りを、私たちは本を読むときに必ずしているわけです。そういった、読む、閲覧する、利用

する、もしくはコピーやスキャニングでもけっこうですが、そういうことが阻害されるもの

がある、またそれが書物としての全体の傷みとして広がっていって、テキストの異動が生じ

てしまう、欠損してしまうということになると、困ってしまうわけです。そこで、今回の調

査でも、「動く構造物」としての書物が健康かどうかという項目を盛り込ませていただきまし

た。

� 代表的な例としてはオープナビリティ（openability）という項目を盛り込んでおります。

これは見開きやすさということです。本というのは見開いて見るものですから、スムーズな

openabilityがあるかどうかということが、現物に対しての閲覧というアクセスに非常に関連

してくるわけです。見開いたときに本文へのアクセスが阻害されない本は、例えば現物を閲

覧しやすいととともに、コピーで傷まないとか、マイクロ化やデジタル化の際に無理な解体

などをせずに耐えられるということです。こういった、本文紙の傷みとは別の項目が必要に

なってくると考えまして、今回もそれを項目に組み込ませていただいております。

� Openability が大事というのは、こういうことです。例えば、かなり内側深く糸がかかっ

ている、テキストのかなり近くで綴じられているという状態では、開いて閲覧することがな

かなか困難なのです。無理に開けば開くのですが、それは非常に本に負担をかけることにな

ります。こういう場合は、openabilityということから見ると、非常に悪いということではな

いのですが、ちょっと問題があるのではないかということです。もしこれをデジタル化した

いという場合には、やはり解体しないと、きれいな画像が得られないと思います。
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� この openability と、本文紙の劣化度を掛け合わせると、多少本文紙が劣化していても、

openabilityが良好ならば、注意して閲覧していただいたり、一時的なコピーやスキャニング

には耐えられるということがわかります。しかし、本文紙の劣化がひどく、openabilityも悪

いとなると、不用意に開けただけで壊れてしまう。また、今回の資料では調査項目にはなら

ないのですが、どんなに本文紙の強度があっても、接着剤だけで一枚物の束の一辺を固めた

だけの無線綴じの本は、少し経時したものならば簡単に背が破断し、本文紙が外れてしまう

ことになります。このように、冊子形態の資料の劣化調査をする時には openability はとて

も重要な調査項目になると思います。

� 次に調査方法についてお話しします。私どもが過去にやらせていただいたいくつかの劣化

調査は、いわゆるランダム・サンプリング法といって、沢山の蔵書のなかから、ある規則性

をもったサンプリングをしてゆく、それをコレクションの全体に敷衍して、コレクションと

しての劣化度、あるいは健康度を測るというものです。これには統計学的な裏付けがあり、

きちんとした形で数字が出てくるものなのです。内外で良く使われているのが、Drott とい

う人が紹介した 400点ランダム・サンプリング法です。大体 400点ぐらいをサンプリングし

て、全体に敷衍して、全体としてはこのぐらいだろうというものです。この方法ですと、400

点の調査結果が、大体 95％プラスマイナス 5％ぐらいの確率でコレクション全体に敷衍でき

るわけです。

� しかし、今回はいわゆる悉皆調査を行いました。全点をやる。これはなかなかできない調

査です。全部を見て行くのですからいちばん確実な方法ではありますが、3 万冊を越える膨

大な量ですので、3～4か月かかっての調査になりました。

� 一般的に、私どもが調査をするときは現場の保管庫に入ってやるのですけれども、今回は

先ほど図書館様からお話がありましたように、保管庫の耐震構造を補強するという問題があ

りまして、引っ越しするために箱に詰めて、どこかに持っていくということだったので、そ

こをうまく利用して、調査と簡単な補修ができる部屋を一つ作っていただきまして、段ボー

ルに詰めた資料をそこに運び込んで、資料を棚に並べていって調査を開始したわけです。

� 調査票の中身を説明していきます。調査項目をしつらえるときには、当然その調査の目的

が反映されていなければいけないわけです。でないと、調査のための調査になってしまいま

す。一体何のためにこれを行うのか、この調査の後にどういうことを行うのかをあらかじめ

想定した上での調査項目の設定が必要になってくるわけです。

� これは劣化調査をする際に非常に大事なことです。余計な細かい項目をどんどん盛り込ん
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でいくと、調査としては非常に詳しくなって、なんとなく「調査しました」という達成感が

あるのですが、では、その細かい調査項目による結果を、後々どういうふうに使うのかとい

うと、ほとんど生かされないケースが多い。今回はそうではなくて、調査後に一体何をする

のかを東文研様側があらかじめ考えた上で、それを私どもが行う調査の項目の中に盛り込ん

でいくという形になりました。

� 少しご説明します。まず調査項目の帙、要するに保護用品ですが、二つしか項目は取って

おりません。古いものになりますと、留め具の爪（コハゼ）が取れてしまうものが相当ある

のですが、それが全体の中でどのぐらいあるだろうか、もう一つは、入れ物全体が壊れてい

るものが大体どのぐらいあるのか、この二つです。爪（コハゼ）が取れているものは、それ

だけを新しいものに取り替えていきます。これは帙全体が壊れているわけではありませんの

で、爪だけを取り替えていくことによって生き返るといいますか、もう一回使えるようにな

ります。帙の全体が壊れているものは、もちろん元の帙が非常に大事なものなのであれば、

それを生かしながら復元していくこともありますし、そんなに大したものではないのであれ

ば、新しく全部作り直します。とりあえず、そういうものの候補になるものがどのぐらいあ

るかということが分かる項目を作りました。

� 次は製本です。漢籍に限らず和書でももちろんありますが、特に外側の綴じ糸が切れてい

ることが多い。漢籍の場合は、紙が非常に薄く、また全体に柔らかい構造を持っています。

表紙にかかる外糸による綴じとは別に、本体（テキスト・ブロック）を綴じる中綴じは、紙

縒（こより）で行われますが、外側の綴じ糸と別に行われていますから、錯簡といいますか、

中の紙が散逸することはなかなかないのですけれども、外側の綴じ糸切れはたくさんありま

す。漢籍の場合は非常に弱い糸をわざと使う、1 本取りの弱い糸を使っていて、本紙に負担

を掛けず、乱暴に扱ったらすぐに切れてしまうようなものです。そのぐらいの考え方でこし

らえたのかなと思えるぐらい、本当に細い絹の糸を使っております。外糸が切れているもの

は非常に量が多いと思います。当然、検査項目の中では綴じ糸切れが何冊あるかチェックい

たしました。そして、この作業については後からご説明しますが、綴じ直しを、調査と並行

して行いました。

� それから、表紙の損傷です。これは後々もう少し詳しくお話しできると思うのですが、今

回の調査対象になった漢籍の表紙は、特有のと言いますか、大体同じような紙を使って、そ

こに茶褐色の染色がされているわけです。幾つかの中国の文献等を読みましても、例えばド

ングリのへたなどから抽出した、茶色に染める染料がありまして、そういうものを塗って表
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紙を作っていくわけですが、これの損傷というのが非常に強烈なのです。まさに開けただけ

でバラバラになっていくものが、非常にたくさんあります。これについては、表紙全体を取

り替えていくという形で対応していこうということです。利用者のかたが帙を開けた瞬間に

本当にバラバラに壊れてしまうものがたくさんあります。これは取り替えていくアイテムに

なるだろうと思います。

� そして、先ほど言いましたオープナビリティ（openability）、見開き度ですね。openability

が非常によろしいものは、普通に現物を閲覧する場合も、あるいはデジタル化の際にスキャ

ニングなどをするという場合にも、負担がかかることなく、閲覧もスキャニングもできるこ

とになります。

� 一方、のどの部分、漢籍でいう書脳が非常に狭くなっているものもありました。この冊子

は金�玉装（きんじょうぎょくそう）という修復製本が行われています。非常に精緻な方

法ですが、この冊子の場合には残念なことに、のどから内側に深く糸が入っておりますので、

openabilityがあまりよろしくないのです。もしこれを何かしらマイクロ化やデジタル化等の

代替化をする場合は、撮影やスキャニングに耐えるように一連の解体処置が必要になってく

るだろう ということが分かるわけです。

� 虫損については、言うまでもありません。今回発表している中には入っていませんが、現

在やっているものの中に強烈な虫損があります。虫ともう一つ、カビがあるものもあります。

ただ、実際の被害にあった時期は非常に昔だろうと思います。おそらく東文研の蔵書になる

以前ではないだろうかというような、非常に古いものです。今のものではありません。

� それから、書口の裂けという項目があります。本文紙には非常に薄い紙を使っていくわけ

ですけれども、袋折りしたものの場合、剥き出しになる前の小口の部分が、破れるというよ

りも折り目に沿って裂けるという感じになっているものが非常に多いです。ただ、これにつ

いては後に少し関連したことがありますので、とりあえず書口の裂けというのはこういうも

のだと思っていただきたいと思います。

� それから、変色のレベルも設定してみました。一般的に、古い漢籍というのは非常に茶ば

んでいるというイメージがあると思います。もちろんどういう規準にするかによって変色の

レベルが違ってくるわけですが、今回は、現在目の前にあるもののアクセシビリティが阻害

されるかどうかということが、いちばん眼目になってくるわけです。そうしますと、変色レ

ベルといってもテキストの文字が読めないというレベルは、ほとんどないわけです。全部で

3 段階をしつらえましたが、真ん中のレベルくらいであれば、全体的に変色していても、別
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に中身にアクセスするのに何の支障もありません。

� 例えば、綿紙を使っているものはほとんど真っ白のものが多いですし、紙が違うもので、

やや変色しているとは言っても、別にアクセスするのに何か支障があるような変色のレベル

ではないものは、ひとまとめにして第 1ランクに入っております。ちょっと全体にこげてし

まったような感じのあるものが第 3ランクということで、全部で三つのレベルにまとめてお

ります。

� さて次の本文紙の物理的な強度を見る項目です。ここはちょっと注意していただきたいの

ですが、今まで世界中で行われていました蔵書の本文紙の劣化調査というのは、ダブルフォ

ールド（double fold）といいまして、本文紙の角をきっちり折り込んでいくものです。360

度、2 回折っていって、それをきゅっと引っ張りまして、ちぎれるかどうかというダブルフ

ォールド試験というのをやってきたわけです。それを 4段階とか 5段階のクラス分けをして

結果を出す。

� ただ、私どもの考え方では、そこまでやって劣化のレベルを測っていっても、その結果を

後々どういうふうに生かすのだろうかと。細かくランク分けをしてもあまり生きてこない調

査項目ではないかという感じがいたしました。そこで一般書とはいえ、貴重なものですので、

耐折強度のレベルを 3段階にしつらえ、きっちり折り込むのではなくて、撓ませる、軽く折

り曲げる方法にしました。撓ませれば紙の強度というのは大体分かるものなのです。全くだ

め、まあまあ大丈夫、大丈夫というのは、別にきっちり折り込まなくても大体分かるもので

す。

� 私どもは、今回は中国書・漢籍ですが、委託されて劣化調査をする場合にはきっちりした

折り込みはしません。それでレベルは大体分かりますから、きっちり折り込んでいくという

のはいたしておりません。撓ませて、レベルを設定しております。

� それから、今回の場合は、酸性度がどのぐらいあるかどうかというのも一つ大きな調査の

目的でした。本文紙の酸性度がどのぐらいであるか測っていくときには、いろいろな手法が

ありますが、かなり正確で、なおかつ簡易な方法はやはり、pH のストリップというものを

使った酸性度の計測だろうと思います。小さな短冊の先に薬剤がついております。接触して

も紙に色が移っていかない。ほんの少量の水分を含ませて、それを資料の本文紙に挟んで、

軽く重石をして、1 分ぐらい置いておくわけです。そうすると、その薬剤の部分が変色いた

します。それを色のチャートで見比べると、pH がどのぐらいであるか、酸性か、アルカリ

か、それは数字でいうとどのぐらいかが測れます。
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� ほんのわずか、本文紙に水がつきますので本当に貴重なものに果たして使えるかというの

は少し疑問があるかもしれませんが、皆さんが想像するよりもずっと水分量は少ないです。

すぐに本文紙から外して、本文紙の水分はろ紙をあてて吸い取ればよろしいということで、

今回はかなり正確な pHの調査ができました。

� こうした調査項目による調査結果を最後に申します。まず帙ですが、今現在、調査が終了

しているでは、帙の総数は 1,478点です。これを 100％としますと、留め具だけ壊れている

ものは 113点で、7.6％です。それから、帙だけ、もしくは帙も壊れているものは、わずか 9

点です。全体でいえば 0.6％ぐらいです。

� ですから、ほとんど帙についてはそんなに心配なものでもないと言えると思います。留め

具の爪だけ壊れているものについては、これを取り替えていくことで対応できますし、もし

くは帙も壊れているものは、現物としての価値を十分に測りながら、修復あるいはまるっき

りの代替を今後進められます。もちろんどの帙がどうなっているか全部調べたリストが出る

わけですから、それをセレクトしていけばいいという形になります。

� それから製本ですが、これは調査項目の 6から 14までの調査項目を先ほど説明しました。

冊数で 1万 2,303点です。これを 100％といたしますと、糸切れや綴じ直しというのは全体

の 24.2％、約 4分の 1が糸切れを起こしております。ここでもちょっと注意が必要で、例え

ば 1つの帙の中に 10冊入っていて、このうち 3冊糸切れがあるとします。この場合には、

ほかの 7冊は切れていなくても、とても弱くなっているものがたくさんあるのです。ちょっ

とはじいたりしますと、それで切れてしまうのです。これは今回の糸切れ、もしくはその可

能性があるものの対象の中に全部含まれました。それで大体4分の1、2972冊がこの糸切れ、

もしくは綴じ直しの対象になってきます。

� 次が、ひどい表紙の損傷ですが、約 1,000冊ありました。これも代替していくか、もしく

は現物を生かします。表紙を開いていくと、外糸がかかっているところで表紙が折り曲がり

ますから、たいていの表紙がこのヒンジのところで切れてしまうわけです。表紙になにも情

報が載っていない場合には全体を取り替えます。薄手の楮和紙を袋折りしたものを今回は新

しい表紙として使いました。元のように茶褐色に染めるなどはやっていません。このコレク

ションにとっては、そのような意味のない、過剰な復元は一切していません。一方、表紙に

表題とはなにかが書いてある、貼り付けているといった場合にはそこだけ生かして、薄い透

明感のある袋折りした和紙の間の中にその部分だけを差し込んでいって、それを全体に綴じ

込んでいくという手法をとっています。綴じ直しも表紙代替も不可、つまり全く処置ができ
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ないものは一冊もありませんでした。

� 次は openability、 見開き度です。糸で四つ目に綴じた、いわゆる線装本といわれている

本は、まず一冊一冊の束が薄い。それから、紙が非常に薄くてしなやかです。表紙も柔らか

い。こうした本も openability は一般的に非常に良い。和書でも似たようなところがあると

思いますが、見開き度が Goodに相当するものは 86.5％です。ほとんど問題ありません。多

少難があって、もしスキャニングとかする場合には一時的な解体等を考えたほうがいいよう

なものは 12.9％です。それから、見開き度がひどいというか、このままだと一回アクセスす

るだけで壊れてしまうというようなものは 74 点ありました。非常に少ない。一般的に、こ

のコレクションの見開き度は非常によろしいと思います。

� 次に、本文紙です。虫損とカビですが、被害なしです。これは東文研のかたから先ほどお

話がありましたが、東文研の蔵書になってからのカビの被害はないはずだと。もちろん、そ

の前に被害を受けていたことも考えられるのですが、とりあえず叢書部の 3万冊については、

被害はほとんどありません。それから、虫損が現在進行しているということも全くありませ

ん。非常にいい状態でずっと置かれていましたので、虫損とカビについてはほとんど心配あ

りません。

� これだけ長い間虫損・カビが発生しないということは、これからも虫損・カビが発生しな

いということだと思います。ただ、保管場所が代わったり、環境が変わっていくと、当然虫

損・カビが発生する可能性が出てくるわけですが、元のところに戻す限りは、その状態で長

年安定してあったわけですから、これからも安定してその状態にあると考えられます。

� 書口の裂けはありません。ただ、今のところ半分しか調査が終わっておりません。現在か

かっている調査には、清の末から民国にかけてのものが入ってきます。これは手漉きではな

くて、機械漉きの、いわゆる洋紙の酸性紙に該当する紙が相当入ってきております。そうな

りますと、書口の裂けが出てくるのではないかと想像しています。

� それから変色ですが、先ほど言ったランクづけをしますと、95％は、普通のテキストを読

み取るのに何の問題もないような変色レベルを示しております。周辺と全体にちょっと茶褐

色になっているものが 5％程度です。全体に褐色していて、とても読めないし、もしデジタ

ル化したとしてもテキストを読むのに苦労するようなものは全くありません。

� それから、撓ませによる耐折強度ですが、これは本文紙の強度を測る大切なアイテムです。

総冊数 1万 2,303冊のほとんどが問題ない強度を示しています。これは実は意外でした。pH

ストリップによる酸性度と、先ほど言った耐折強度というのを掛け合わせていくと、とても
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不思議なことが起こっているという気がいたします。

� 酸性・アルカリ性の物差しでは pH のレンジを 0～14 の間でとります。真ん中の pH7 と

いうのが、厳密な意味での中性ということになるわけです。それで、pH が 7 より低いもの

は酸性、7よりも上のものがアルカリ性です。

� 実際に測ってみましたところ、全冊が酸性でした。pH7.0以上は一冊もありませんから全

部酸性なのです。これはびっくりするような数字なのですが、例えば pH4.0というのが 46％

ぐらいあるわけです。それから、pH3.6～2.3は少ないですが、そこそこあるわけです。こん

なに強い酸を持っている紙があります。pH3台というのはものすごく強い酸を持っていると

いうことです。このことと、先ほど言いました耐折強度を掛け合わすとどういうことになる

のか、あとで少しお話ししたいと思います。とりあえず、数字の結果としてはこういう形に

なっております。

� では、刊行年と pH・耐折強度の関係はどうなのか。65点については非常に刊行年がはっ

きりしています。これは清から民国までのものを刊行年順に並べたものと、pH と耐折強度

を付表につけてみました。清、民国を通じまして刊行年と pH の変化、もしくは耐折強度は

別に連関してはいないのです。つまり、古いから傷んでいるとか、新しいから傷んでいない

とか、もしくはその逆であるといったような関係はあまりないのです。しかし、先ほどから

繰り返していますように、今は半分調査が終わり、中で 80％が手漉き紙でした。今後、機械

漉き紙がでてくると、全体にどのようになるかはまだ分かりません。手漉き紙については、

あとでもう少し詳しく申し上げたいと思います。

� 中間報告からの結論になりますが、とりあえず今回の調査対象になりました約半数の叢書

部のコレクションについては、90％以上が普通の利用に何の問題もなく、そのまま現物が利

用できます。もちろんこれは乱暴な扱いをしないことが前提になってくるわけですが、良識

ある利用に対しては 90％以上がそれに耐える充分な強さを保持している紙であり、製本構造

をもつ書籍であると考えてよろしいのではないかと思います。

� こうした調査と、その結果をもとにした手当てというのは、段階的な保全手当て（phased

preservation）という考え方と進め方なのです。まず調査から始めて、それを最終的にどう

いう計画の中に結びつけていくか。そこまでに 3フェーズ、今回の場合は考えているわけで

す。フェーズ 1 は調査です。状態がどういうふうになっているかということが分からずに、

やみくもに修復したり、やみくもに手当てをするのではなくて、とりあえず全体がどうなっ

ているか、フェーズ 1で調査をまずやってみようということです。
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� フェーズ 2は、痛んだ表紙の付け替えと綴じ直しです。これは調査と平行して、もしくは

調査とちょっと後れた形で、すぐ出てくるわけですから、綴じ直しと表紙の付け替えはその

場でやってしまおうと。これで、当面の利用による傷みの拡大を予防していけるということ

になったわけです。つまり、先ほど言ったように、帙を開くと表紙がばらばらになっていく

ようなものもたくさんありますが、それはとにかく防げるのです。それから、糸切れしてい

るものは、とにかく全部綴じ直した。フェーズ 2の段階で、利用に向けてコレクション全体

を底上げしていくということです。

� フェーズ 3 は、調査の結果にもとづく、一歩進んだ保存の計画の作成と実行になります。

調査データから選別された資料へマイクロ化やデジタル化などの代替処置、そして脱酸性化、

あるいは修復などの手当を行っていくということです。これらに該当するものをリストから

抽出していくというのが非常に楽にできるようになります。

� 中国の手漉き紙について若干の補足をします。今回、調査をやらせていただいて、改めて

中国の紙、書籍の紙はとても不思議だと思いました。フェーズ 3のいろいろな今後の手当を

考えていくうえで、ここのところをどう考え、盛り込んでいかないと有効な策という形にな

らないのではないだろうかと考えましたので、お話ししたいと思います。

� 200 年～300 年がたちながらも、しなやかさを持っていて、その一方で非常に強い酸性を

示しているというのがとても不思議なのです。これは、近代の紙であれば完全に very brittle

領域です。つまり、一回折るとパキッと破断するものです。まして繊維の長さや薄さを考え

あわせると、洋紙ならば全然駄目な紙になります。しかし、漢籍の紙はそうではないのです。

非常に強い酸性を示すにもかかわらず、強さ、しなやかさを保持しています。

� この理由を私どもなりに調べてみました。手漉き紙の場合には、ひとつ指摘できることが

あります。近代の紙に特有の硫酸アルミニウムやサイズ剤を含んでいないということです。

こういった洋紙の酸性劣化の主要因が、中国の手漉き紙の場合には、私どもが調査した限り、

ありません。二十幾つの細かい破片で硫酸アルミニウム、そしてリグニンの含有を調べまし

たが、含まれていないのです。

� 最後になりますが、今後の保存手当の課題として四つあります。一つめは、紙の中に強い

酸が蓄積されていくのはどうしてなのか。その解明です。二つめは、洋紙のリグニンの含有

とは比較にならないのですけれども、いずれにしても変色していて、なおかつ水溶性の変色

物が中に蓄積されている。これはどうしてなのだろうということです。三つめは、酸性度が

非常に高いものに対して、脱酸性化が有効であるかどうか。一般的に、pH4～3というのは、
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洋紙であればぼろぼろなのが普通なのです。ただ、もともと pH4～3 だったわけはなくて、

最初の紙ができたときは、もう少し中性寄りの pH だったのだろうと思います。それに対し

て、アルカリを入れて酸の機能を打ち消すという脱酸性化をやることによって、延命効果が

もっと伸びるのではないか。そういう可能性はあります。もし、リグニンが含まれていない

としますと、これは脱酸性化にとっては非常にアドバンテージになります。可能性として、

脱酸性化、つまり中和化と弱アルカリ化を行っていくことは、今後の延命にとって、非常に

意味があるのではないかと私は思います。四つめは、本文紙はこれだけ酸が高いにもかかわ

らず強度を持っているのに対して、茶褐色の表紙は非常に強い酸性度と極端な劣化を示して

いるのはなぜなのだろうということです。

こうした不思議なことや、今後の対策につきまして、今日は北京から周先生が来ておられ

ますので、もし何かお教えいただけることがございましたらお聞きしたいと思います。私の

発表は以上です。ありがとうございました。
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東洋文化研究所所蔵「漢籍・中国書」の劣化調査（中間報告）�

木部� 徹（有限会社 資料保存器材）

1. 調査の目的

東京大学東洋文化研究所が所蔵する漢籍・中国書のうち、現物としての利用頻度が高い「叢書部」の約 300 点、

30,000冊の本文紙、製本、帙の物理的・化学的な劣化状態を調べ、今後の代替化・脱酸性化・修復等の保存計画

に反映させる。

� � ただし、全体の調査はまだ完了しておらず、以下は、約半数の 133点、12,303冊に対しての「中間報告」になる。

2. 資料および調査の特徴

対象資料の特徴としては、いわゆる善本や貴重書ではなく、現物利用頻度の高い「一般書」のコレクションであ

ること、時代的には清中から民国のものが多く、本文紙として手漉き紙（竹紙等）とともに木材パルプ紙（洋紙）

を採用したもの、製本形態としては針金の平綴じのものも含まれることが挙げられる。ただし、今回の報告の調

査では本文紙は手漉き紙の線装本が 80%以上を占める。

�明� � �� �民国� � � ���

万暦（ばんれき）� ����年� �����	年 �月 �� � � �
��年� ���
�	年� �	� �

泰昌（たいしょう）� ���	年 �月� ����月 � � � � �
��年� ���
�	年� 
�
��

天啓（てんけい）� ����年� ������年� � � � � �
��年� ���
�	年� ��� �

�崇禎（すうてい）� ����年� ������年� �� � � �
��年� ���
�	年� �� �

��

� � 年代不明� � � �� � � � � 年代不明� �� � �

�清� � � ��� 年代不明 � � ���

天命（てんめい）� ����年� ������年� � � � � � � � � �

天聡（てんそう）� ����年� ������年� � � � � 点数� ���� � � � �

崇徳（すうとく）� ����年� ������年� � � � � 冊数� ������� � � � �

順治（じゅんち）� ����年� ������年� � � � � � � � � �

康熙（こうき）� ����年� ������年� �� � � � � � � �

雍正（ようせい）� ����年� ������年� � � � � � � � � �

乾隆（けんりゅう）� ����年� ����
�年� �� � � � � � �

嘉慶（かけい）� ��
�年� �����	年� �� � � � � � �

道光（どうこう）� ����年� �����	年� ��

�

� � � � �

咸豊（かんぽう）� ����年� ������年� �� �
�

� � � � �

同治（どうち）� ����年� ������年� �� � � � � � �

光緒（こうしょ）� ����年� ���
	�年� ���
�

� � � � �

宣統（せんとう）� �
	
年� ���
��年� �� �
�

� � � � �
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調査の特徴は、本文紙の物理的・化学劣化を見るだけでなく、「動かされる構造物」である書物としての、現物

利用による傷みを予測できる調査項目を組み込んだことである。解りやすい例としては調査項目の「見開き度」

（openability）である。これは書籍を見開いた場合の開き易さ・開き難さを見るもので、この調査データと、本

文紙の劣化度データを掛け合わせることで、通常の利用あるいはコピー機やマイクロ化による製本や本文紙の劣

化が今後どのぐらいの規模で発生するか、それを防ぐための解体や代替の率および経費はどの程度になるのかを

予測するための指針になる。また、線装本特有の糸切れの数や、ある時代の漢籍特有の著しい劣化表紙の数も調

査項目に盛り込んだ。

3. 調査方法と調査項目

全点・全冊を対象に、以下のような調査票による悉皆調査を行った。

出納番号� 表題� 総帙数 総冊数
帙の連

番�

帙内の

冊数
� � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � �

�� �� �� �� �� �� � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � �

帙� � 製本� � � � � � � � �

見開き度� � � � � � � � �留め具

だけ�

壊れて

いる�

帙だけ

帙も�

壊れて

いる�

糸切れ�

綴じ直し�

表紙損

傷�

代替�

綴じ直し

表紙代

替不可�
�����

����

����
���� � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�� �� 
� �	� ��� ��� ��� ��� � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � �

本文紙� �

過去の虫損・カビ、その他

の損傷被害�
変色レベル� 耐折強度�

��ストリップによる�

酸性劣化判別�

なし被

害小�
被害� 中�被害� 大�

虫損等

が現在

発生中�

書口裂

け�

あり�

白また

は�

やや黄

ばみ�

周辺褐

色全体

に茶

全体に

褐色
���� ����� ���� ��	以下� ��	台� ��	台 ��	台 ��	以上

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

��� ��� ��� ��� �
� �	� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� �
� �	�

� � � � � � � � � � � � � � � �

����� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 調査担当者� � � � � � �
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4. 調査結果

4 1. 帙

調査

項目 No.�
調査項目� 該当数� %�

� 3� 総帙数� � � 1,478� 100%�

� 7� � 留め具だけ壊れている� � 113� 7.6%�

� 8� 帙だけ / 帙も壊れている� 9� � 0.6%�

4 2. 製本

調査

項目 No.�
調査項目� 該当数� %�

� 6� 総冊数� � � 12,303 100%�

� 9� � 糸切れ / 綴じ直し� � 2,972� � 24.2%

� 10� 表紙損傷 / 代替� � � 1,029� � 8.4%

� 11� 綴じ直し / 表紙代替不可� � 0� 0%�

� 12� 見開き度� Good� � � 1,0644 � 86.5%

� 13� � 見開き度� Not Good� � 1,585� � 12.9%

� 14� � 見開き度� Bad� � 74� � 0.6%

4 3.  本文紙

4 3 1. 虫損・カビ・その他の被害

調査

項目 No.�
調査項目� 該当数� %�

� 6� 総冊数� � � 12,303 100%�

� 15� � なし / 被害� 小� � 12,275 � 99.8%�

� 16� � 被害� 中� � 28� � 0.2%�

� 17� � 被害� 大� � 0� � 0%�

18� � 虫損等が現在発生中� � � 0� � 0%�
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4 3 3. 書口の裂け

19� � 書口の裂けあり� � � 0� � 0%�

4 3 4. 変色

調査

項目 No.�
調査項目� 該当数� %�

� 6� 総冊数� � � 12,303� 100%�

20� 白 / やや黄ばみ� � � 11,725� 95.3%�

� 21� 周辺 / 全体に茶色� � 578� � 4.7%

� 22� 全体に褐色� � � 0� � 0%�

4 3 5. 耐折強度

調査

項目 No.�
調査項目� 該当数� %�

� 6� 総冊数� � � 12,303� 100%�

23� Good� � 12,035� 97.8%�

24� Fair� � 578� � 4.7%

25� Bad� � 0� � 0%�

4 3 6.  pHストリップによる酸性度

調査

項目 No.�
調査項目� 該当数� %�

� � � 総点数� � 133� � 100%

� 26� � pH 3.0台� � 3�  2.3%�

� 27� � pH 4.0台� � 62� � 46.6%

� 28� � pH 5.0台� � 52� � 39.1%

� 29� � pH 6.0台� � 16� � 12.0%

� 30� � pH 7.0台� � 0� � 0%�
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5. 刊行年と pHおよび耐折強度

刊行年の明確な 65点の刊行年順の一覧

� � � � � � � � 耐折強度�
�	ストリップによる�

酸性劣化判別�
出納番号� 表題�

� � � � � � � � 
��� ��� ��� ���以下 ���台� ���台� ���台

����

�� �� � � 元号� 元号年 西暦� ��� ��� ��� ��� ��� ��� � ��� � �

����� 尚白齋祕笈� 明� 萬暦� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 紀錄彙編二百十六卷� 明� 萬暦� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

�����
檀几叢書五十卷二集五

十卷餘集二卷附政一卷� 清� 康熙� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

�����
檀几叢書五十卷二集五

十卷餘集二卷附政一卷� 清� 康熙� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� � 鈴� 清� 康熙� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 楝亭藏書十二種� 清� 康熙� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 雅雨堂叢書� 清� 乾隆� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 貸園叢書初集� 清� 乾隆� ��� ����� ��� � � � � � � � � ���� � �

����� 祕書廿八種� 清� 嘉慶� �� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 讀書齋叢書� 清� 嘉慶� �� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 古今� 海一百四十二卷� 清� 道光� �� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 受經堂彙稾� 清� 道光� �� ����� �� � � � � ���� � � � � � � �

����� 學海類編� 清� 道光� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 連筠簃叢書� 清� 道光� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 琳琅祕室叢書� 清� 咸豐� �� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 長恩書室叢書� 清� 咸豐� �� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 正誼堂全書� 清� 同治� �� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 藝苑捃華� 清� 同治� �� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 小石山房叢書� 清� 同治� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

�����
仰視千七百二十九鶴齋

叢書� 清� 光緒� �� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 函海� 清� 光緒� �� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 嘯園叢書� 清� 光緒� �� ����� � ��� � � � ���� � � � � � � �

����� 咫進齋叢書� 清� 光緒� �� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 後知不足齋叢書初編� 清� 光緒� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 重栞拜經樓叢書七種� 清� 光緒� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 平津館叢書� 清� 光緒� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 士禮居黃氏叢書� 清� 光緒� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 南菁書院叢書� 清� 光緒� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� � 園叢刻� 清� 光緒� ��� ����� �� � � � � � � ���� � � � � �
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����� 求實齋叢書� 清� 光緒� ��� ����� �� � � � � ���� � � � � � � �

����� 讀禮叢鈔� 清� 光緒� ��� ����� �� � � � � ���� � � � � � � �

����� 唐代叢書� 清� 光緒� ��� ����� ��� � � � � � � � � ���� � �

����� 聚学� 清� 光緒� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

���� 太平天國叢書十三種� 民国� 民国� ��� ����� �� � � � � � � � � ���� � �

����� 歷代小史一百五卷歴代� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

叢．雑叢

�����

永昌府文徵一百三十六

卷� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 晨風閣叢書� 清� 宣統� �� ����� ��� � � � � � � � � ���� � �

����� 玉簡齋叢書� 清� 宣統� �� ����� ��� � � � � � � � � ���� � �

����� 古學彙刊� 民国� 民国� �� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 枕碧樓叢書� 民国� 民国� �� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 香豔叢書� 民国� 民国� �� ����� ��� � � ���� � � � � � � � �

����� 宸翰樓叢書八種� 民国� 民国� �� ����� �� � � � � � � � � ���� � �

����� 雪堂叢刻� 民国� 民国� �� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 適園叢書� 民国� 民国� �� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 廣倉學宭叢書甲類� 民国� 民国� �� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 彊村叢書� 民国� 民国� �� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 松鄰叢書� 民国� 民国� �� ����� ��� � � � � � � � � ���� � �

����� 四部叢刊� 民国� 民国� �� ����� ���� � � � � ���� � � � � � � �

����� 學津討原� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 儒學警悟四十卷� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � � � � � ���� � �

����� 曲石叢書� 民国� 民国� ��� ����� � ��� � � � ���� � � � � � � �

����� 漢魏叢書� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� � 郛一百卷� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � ���� � � � � � � �

����� 百川學海� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 文淵樓叢書� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 四部叢刊� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 滄海叢書� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 四部叢刊續編� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 百爵齋叢刊� 民国� 民国� ��� ����� �� � � � � � � ���� � � � � �

����� 邃雅齋叢書� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � � � � � � � ���� � �

�����
中國文學珍本叢書第一

輯� 民国� 民国� ��� ����� ��� � � ���� � � � � � �
全て洋、

平、糸綴じ

����� 紀錄彙編選刊� 民国� 民国� ��� ����� �� � � � � � � ���� � � � � �

����� 史料叢編� 満州� 康德� �� ����� ��� � � � � � � ���� � � � � �

����� 史料叢編� 満州� 康德� �� ����� ��� � � � � � � � � ���� � �

����� 明季遼事叢刊� 満州� 康德� �� ����� �� � � � � � � ���� � � � � �

― 162 ―



6. 劣化調査（中間報告）からの結論

東京大学東洋文化研究所の蔵書のうち、叢書部の 133 点（12,303 冊）は、その大半が、普通の利用に耐えられ

る本文紙の強度を保持している。また、調査と共に行った、傷んだ表紙の付け替えと綴じ直しにより、製本から

由来する傷みは防止できるようになった。この作業は、長期保存と利用に向けて、個々のというのではなく、コ

レクション全体を「底上げ」してゆくという手当ての手法（Phased Conservation）の第一フェーズとして意味

があると考える。また、調査で明らかになった、ごくわずかに在る(28 冊）の虫損中のレベルのものは、資料の

貴重さや利用度を見て、代替や修復、あるいは現状のままにする----という選択肢がある。また、マイクロ化やコ

ピー等にも、良識的な取り扱いを前提とはするが、傷みを拡大させることなく対応できると考えられる。

ただし、今回の中間報告の劣化調査対象数は、全体の半分であること、継続中の残り半分には、民国になってか

らの木材パルプ紙を使ったものが多く、物理的な劣化や変色レベルは、手漉き紙とは異なってくると予想される。

� 付記 脱酸性化の可能性

明から清そして民国へと、本文用紙として使われてきた中国の手漉き紙（竹紙、竹＋稲藁混合紙、棉紙等）は、

繊維も短く、薄く、また茶色に変色しているものが多いため、通念では経時による劣化が進行した、いわゆる「脆

い紙」としてイメージされるかもしれない。また、今回の調査でも明らかなように（pH7.0を厳密な中性とする

と）、調査対象漢籍・中国書の全てが酸性紙であり、さらに pH3.0～4.0の、強い酸性を示す本文紙は全体の 48.9%

も占める。

調査

項目 No.�
調査項目� 該当数� %�

� � � 総点数� � 133� � 100%

� 26� � pH 3.0台� � 3�  2.3%�

� 27� � pH 4.0台� � 62� � 46.6%

� 28� � pH 5.0台� � 52� � 39.1%

� 29� � pH 6.0台� � 16� � 12.0%

� 30� � pH 7.0台� � 0� � 0%�

紙の薄さ、繊維の長さ、変色度そして 200～300年を経ていることを考慮すると、これらの強い酸性を示す本文

紙は、数回折り曲げれば破断してしまう、耐折強度が極端に低下した、いわゆる brittle paper にならなければ

おかしい、ということになる。少なくとも、砕木パルプを使用した、近代の洋紙ならば、いわゆる典型的な酸性

劣化状態（一、二度折り曲げれば破断する very brittle レベル）を呈する。

しかし、中国の手漉き紙は、強い酸性を示してはいても、「頁をめくり、情報にアクセスする」という通常の利

用にはなんら支障のない物理的なしなやかさを依然として保持しているといえる。
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調査

項目 No.�
調査項目� 該当数� %�

� 6� 総冊数� � � 12,303� 100%�

23� Good� � 12,035� 97.8%�

24� Fair� � 578� � 4.7%

25� Bad� � 0� � 0%�

また、このことは、「5. 刊行年と pH および耐折強度」で明らかなように、経時とも関連がない。古いものほど

酸性度が高いわけでもなく、物理的な強度が落ちているということでもない。

中国の、主として板本（woodblock printing）本文用の手漉き紙の、こうした「不思議さ」は、洋紙も含めた、

紙の劣化メカニズム、そしてその劣化防止や修復処置を考えるうえで、きわめて示唆に富むが、今回は「中間報

告」であるため、軽々に結論づけることは控え、以下の事柄を今後の課題として挙げておきたい。

今回の調査の対象になった資料の手漉き本文紙は、硫酸アルミニウムもリグニンも含まない。洋紙の酸性劣化の

元凶である硫酸アルミニウム（近代の洋紙のサイズ剤として用いられる）を含まないことは、表紙の付け替え時

に分離した本文紙の微細片 25 片全てのスポット・テスト（アウリントリカルボン酸アンモニウムによる呈色反

応）で確認された。さらに、洋紙のうち機械パルプ紙の変色や物理的強度劣化の原因といわれるリグニンを含ま

ないことも、スポット・テスト（フロログルシノールによる呈色反応）で確認された。

1. にもかかわらず、紙中に強い酸が蓄積されるのはなぜか？� セルロースやヘミセルロースの経時によるカルボ

キシル基等の弱い酸性物の生起とその蓄積や、大気中の酸性物の吸着等が主要因であるか？�

2. 洋紙のリグニン含有紙とは比較にならないが、可溶性の変色を呈しているのはなぜか？

3. 調査対象資料への脱酸性化処置は有効か？� 一般にリグニンを含まず、強度が保持されている書籍用紙に対し

ての脱酸性化（中和化＋アルカリ・バッファーの付与）は、延命効果が極めて高いとされている。元々の手漉き

紙が pH3.0～4.0 であったとは考えにくい。現状でもかなりの長い間、強度を保持できようが、中性域（pH6.0

～pH7.0台）になるようにアルカリを付与することで、さらに長期の保存が約束されるのではないか？

4. 以上の本文紙に関する課題とは別に、表紙に多用されている着色厚紙（手漉き紙を一枚で、もしくは貼り合わ

せ、茶や焦げ茶色に染めている）の著しい物理的・化学的劣化（very brittle で、pH 3.0台）はなぜか？�

こうした課題については、当社内での試験や実験とともに、東京芸術大学保存科学教室等の専門研究機関の協力

を仰ぎ、保存科学からのアプローチを試み、今後の保存処置に寄与したい考えている。

以上
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�

�

�

�

アジア近現代資料の保存と利用�

－東京大学経済学部資料室の取り組み

�

小� 島� 浩� 之�

（東京大学経済学部資料室助手）�

�

�

�

はじめに�

ただいまご紹介にあずかりました、東京大学経済学部の小島と申します。今日は、私のと

ころでやっております資料保存の取り組みについてお話ししたいと思います。私に与えられ

たテーマは「アジア近現代資料の保存と利用」ということですが、アジアと言いましても、

日本も含めて広く近現代の資料をどう扱うかという話になるかと思います�。�

� 今日の報告の概要ですが、最初に私の組織がどういうところなのか。それから、近現代資

料の保存の重要性とその意義をざっとお話ししまして、私のところで何を今やっているかと

いうことを説明しつつ、中でも環境調査と、マイクロフィルムの劣化状態調査に重点をおい

てお話します。�

� 今日お話しすることの内容的なキーワードとして「複眼的資料保存」という言葉、これは

私が勝手に作ったものですが、これを挙げておきます。つまり、いろいろな方向から見て資

料保存をどう考えるかということです。�

� まず前提として心していただきたいことは、事例報告をただ聞き流すだけでは、せっかく

来ていただいても時間の無駄だということです。事例報告を聞くに当たって、事実を理解す

ることは最も大切なのですが、その根底に流れる思想というと大げさですが、何故それが行

われたのかを理解することが大切なのです。例えば先ほどの木部徹さんのお話では、東洋文

化研究所では悉皆調査、つまり全点の調査を行いました。これは、ただ事例として聞くだけ

では、全点調査をしたという事実で終わってしまいます。しかし、どうして全点調査でなけ

�����������������������������
��聴講者に当日配布したレジュメと資料は、東京大学経済学部図書館 ���サイト中の「資料

保存への取り組み」のページ（�����	

�������������
������������	�����	�����
��	


��）にて公開している。ただしレジュメと本稿で記述が相反する場合は、本稿をもって正本

とする。また本報告集に掲載されている、講演年度の異なる拙稿「保存管理と補修計画 ア

ジア近現代資料を中心として 」と内容が一部重複すること了承願いたい。�
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�

�

ればならなかったのか、そこをやはり掘り下げて、木部さんの考え、そして東洋文化研究所

の思いをつかんでいただきたい。私の話にしても、どうしてこういうことをやったのか、根

底に考えているのは何か、出来る限りお話しするつもりでいますので、その点を汲み取って

いただきたいと思います。�

� それから最も大事なのが、「モノ」としての資料の理解です。私がいつも口を酸っぱくして

言っていることですが、とにかく「モノ」なのです。「モノ」をどう扱い、どう見て、何を感

じ取るか。それが分からなければ、資料保存はできないと私は思っています。�

�

�．東京大学経済学部図書館の人的構成�

� 最初に東京大学経済学部図書館の人的構成です。非常に複雑な組織で、経済学部には資料

室、文書室、図書館という三つの組織があります。これをまとめて、大きな意味での東京大

学経済学部図書館となっています。私が所属するのは資料室で、担当者は、助手が �名と学

術研究支援員という助手に準ずる立場の者が �名。文書室は講師が �名。図書館は、図書系

職員が  名と助手が �名という構成になっています。�

� 一般の図書館と比べて、資料室は研究色が強いところで、いろいろなことを研究目的でや

りやすい、動きやすいところです。現在は資料保存に取り組んでいますが、これは収集して

いるものが近現代の灰色文献や一次資料ということで、どうしても保存に力点を置かざるを

えないのです。�

�

�．なぜ近現代資料の保存が重要なのか（�）�

� そこでまず、なぜ近現代資料の保存が必要なのかということです。これはもう何度もいろ

いろなところで話し、そして書いていますが、いちばん凝縮されているのはこの文章だと思

うので、過去に書いたものをレジュメに載せておきました�。�

� そもそも、なぜいま近現代資料の保存ということが言われるようになったのでしょうか。

実は、劣化というのはずっと以前から進んできていたことなのです。それを白日のもとにさ

らしたのは何かというと、やはり利用の増加です。どうして利用が増加したのかというと、

インターネットで目録が検索できるようになったからです。よくも悪くもインターネットが

進化したために、資料の劣化がだれの目にもはっきりと明らかになってきたのです。�

� そうすると、実は和紙の古文書などより、よほど近現代の資料の方が壊れやすい、このま

ま放置しておくと深刻な事態になることが分かってきたわけです。この点が近現代の資料保

存が重要であるポイントです。実は、最近のものなのに、そのままにしておけば残らないと

いう危機が忍び寄っているのです。�

�����������������������������
��拙稿「本立而道生 資料に如何に向き合うべきか 」（『せんときょう・かんとう�

!����

��』� "号#�専門図書館協議会関東地区協議会#��$$%）を参照のこと。�
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�

�．なぜ近現代資料の保存が重要なのか（�）�

� 最近は � 年おきに国立国会図書館で中性紙の使用率を調査しています。これ（表 �）を見

て皆さんには愕然としていただきたいのです。平成 �$年の段階で、中央官庁が出している資

料は %$％以上がまだ酸性紙だったのです。これ以前のものはデータが手元に無いのですが、

非常に高い割合で酸性紙が使われているということが分かると思います。�

�

表 �� 日本における中性紙使用率の推移��

図書� � 逐次刊行物� �

調査年度／種類� �

中央� � 地方� 民間� 中央� 地方 民間� �

第 �� 回�平 ���� � ���	％� 	
��％ � ���
％ �	�	％ �

第 �� 回�平 ���� � 	��
％� ����％ 
���％ 	�
％ 	���％ 	���％�

第 �� 回�平 ��� � 	���％� ����％ � ����％ ����％ �

第 �	 回�平 ���� � ����％� 
���％ � ����％ 
���％ �

第 �� 回�平 ���� � ����％� �	��％ ���
�� 
���％ 

��％ 
	���

�第 �
 回（平 ��）� ������ ����� � ������ ����� �

�

�����������������������������
��出所��国立国会図書館作成の表（	

������&��'������������
���&�
�(����	
��）に、

筆者が第 � 回のデータを加えたもの。�
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表 �� 日本における再生紙の中性紙使用率の推移�
�

��
第 �� 回

�平 ����

第 �� 回

�平 ���

第 �� 回

�平 ���

第 �	 回

�平 ���

第 �� 回

�平 ���

第 �
 回�

（平 ��）�

調査数 �� 冊� �� 冊� 	� 冊� ��� 冊 �
� 冊 �	� 冊�

中性紙
� 冊�

��
��％��

	� 冊�

�����％�

�� 冊�

�
���％�


� 冊�

�
��％�

��� 冊

������

��
 冊�

（�����）�

酸性紙
�� 冊�

�����％��


 冊�

�
��％�

� 冊�

��
��％�

�
 冊�

�����％�

�� 冊�

�������

�� 冊�

（
���）�

�

� それから、日本における再生紙の中性紙使用率の推移（表 �）ですが、平成 �$年の段階で、

約 "割が中性紙になっていますが、まだ )割は酸性紙なのです。ということは、この頃のエ

コマーク付きの書籍は、地球には優しいのかもしれないけれど、保存のためには全く優しく

ない、図書館にとっても優しくない紙が使われているということになります。�

� 日本以外の東アジアについて見てみましょう。これは私が自分で調査したものです。東ア

ジア諸国において、年鑑がいちばん比較しやすいと思って調査をしました（表 *）。中国・韓

国ともに、実は一部の年鑑が、�$$*年を過ぎて再び酸性紙に戻ってきています。アジアの書

物が、実はこういう紙の状態にあるということを、やはり皆さんに知っておいていただきた

い。�

表 �� 東アジア諸国における主な年鑑類の料紙の �	�

� �

��� �� ��� ��� ��� �� �� �	 �
 �� �� �� �� �� �� ��� ��� �	� �
� �� ��

中国出版年鑑�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

中国統計年鑑�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

中国経済年鑑�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

中国煤炭工業年鑑�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

中国農業年鑑�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

中国百科年鑑�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

香港統計年鑑�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

台湾総覧（日文版）�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

韓国統計年鑑�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

【凡例】□・・・中性紙、� �・・・酸性紙、� 斜線・・・測定不能（現物未確認）�

�����������������������������
��出所��国立国会図書館「第 �+回新刊資料ｐＨ調査」（実施期間：平成 �%年 �$月 ��日～��

月 ��日）および「第 � 回新刊資料中性紙使用率調査」（実施期間：平成 �+年 ��月 �)日～

��月 �"日）のデータを筆者がまとめたもの。�
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『日本貿易月表』から、中国や韓国に対する日本の古紙の輸出実績をグラフにしてみまし

た（図 � および �）。対中国は �$$$ 年以降の古紙輸出が激増しています。それから対韓国の

古紙輸出の実績も、中国ほど明確ではないのですが、やはり �$$*年から新聞の古紙が非常に

伸びています。実際これらの日本から輸出された古紙がどのように中国や韓国で加工され、

どういう紙になっているのかというところまでは、追いようがないのですが、参考にはなる

でしょう。想像を逞しくすれば、中国・韓国の古紙の大量輸入と酸性紙の復活は何らかの因

果関係がありそうです。�

このように日本は現在の段階で、民間・中央政府・地方自治体合わせて ,割以上が、中性

紙を使用しているということですけれども、ことアジアに目を向けてみますと、�$$$年以降

の出版物については、酸性紙が使われている可能性があり注意が必要なのです。�

図1 対中国古紙輸出実績

�

�������

�������

�������

�������

���������

���������

���������

���� ���� ���� ���� ���	 ���� ���


�

クラフト紙又はクラフト板紙

化学パルプから製造された紙又は板紙

新聞、雑誌及びその他の印刷物

新聞古紙

雑誌及びその他の印刷物

その他
�
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図2 対韓国古紙輸出実績
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�

クラフト紙又はクラフト板紙

化学パルプから製造された紙又は板紙

新聞、雑誌及びその他の印刷物

新聞古紙

雑誌及びその他の印刷物

その他
�

�

�．これまでの取り組み�

)��� 蔵書劣化調査�

� 次に、私どものこれまでの取り組みに触れようと思います。一つは、先ほど木部さんから

も紹介していただきましたが、蔵書の劣化状態調査を行いました。基本的には木部さんが先

ほどお話しされたのと似たような観点から、書物を取り出してチェックを入れたわけです。

具体的には、製本の形態、製本の状態、見開き性、劣化度、�-など、��項目を調査して評価

しました。��

� ただし、東洋文化研究所の調査と違って、この調査は全点調査ではなく、統計学的手法に

基づくサンプリング調査です。なぜサンプリング調査になったかと言いますと、まずは状態

をつかみたい。状態をつかむことによって、予算化につなげたい。そういった思惑、戦略の

意図のもとに、ある程度の期間で統計的な裏づけをもって数値化したかったからです。もち

ろん精度としては全点調査に勝るものはありませんが、資料室所管の和資料だけでも � 万点

あります。それを全点調査するには大変な手間と時間が必要になります。ですので、こちら

としてはサンプリング調査を行ったのです。�

�����������������������������
��この調査の報告書は『蔵書劣化調査報告書』（東京大学経済学部資料室#��$$"��）として刊

行しており、	

�������������
������������	�����	�����	������	�($���&.でも公開し

ている。�
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� 国立国会図書館では、資料保存の遠隔研修という、インターネットでできる研修�をやって

いますが、そこでは、この調査について、「利用されることで、動く構造物としての状態調査

を日本で最初に導入した」という評価を頂いています。�

� 私はよく、資料の保存を医療に例えるのですが、医療行為で言えばこういった状態調査は

検査だと言えます。病気を確定するためには、最初にいろいろな観点から検査をしますが、

それに当たるわけです。�

�

)��� 劣化調査に基づく脱酸処理と代替化�

� この調査をもとに、劣化した資料の脱酸処理と代替化を行いました。脱酸に関しては、日

本ファイリング社の /01法を採用しました。脱酸処理が無意味なほど劣化が進んでいるもの

に対しては、デジタル撮影の上、中性紙に印刷し製本しました。処置すべき資料を判断し、

その資料の延命に最も有効な方法を、調査結果をもとに考えたわけです。医療行為で言えば、

これは診断に当たる部分ということができるでしょう。これが取り組みの二つ目です。�

�

)�*� 補修の実践�

� 三つ目として、補修の実践をしています。講習会等があれば、資料室、文書室、図書館を

問わず、職員をできる限り受講させます。しかし、受講するだけではだめです。資料を回覧

するだけでも無意味です。実際に得た知識や技術について、今度は講師として他のスタッフ

に説明し伝授させるようにしています。そして、得たものはなるべく業務に組み込んで生か

すようにする。時間は使い方次第です。例えば簡単な補修であれば、経済学部図書館ではカ

ウンター業務の合間に、非常勤職員が中心となって行っています。技術をきちんと習得すれ

ば、合間の時間でもできることはあります。補修というのは一つの作業をした後、しばらく

そのままの状態でねかせてから、次の段階の作業に入るというように、処理と処理の間にあ

る程度の時間が必要な場合がままあります。ですので、空いた時間にできるところまでやっ

て、本務に戻る。そして、また時間が空いたときには、次の段階の作業に入るというような

こともできるわけです。�

� こういうことを言うと、「カウンター業務の間に、利用者に目配りせず別のことするのはい

かがなものか」とか、「利用者サービスの低下ではないか」などと言う人がいるのです。でも、

考えてみて下さい。破損資料を利用停止にしてしまい、利用者にずっと見せないままで放置

している図書館に比べ、よほど大きな利用者サービスの前進ではないでしょうか。�

� サービスとは、利用者の方に顔だけ向けていれば良いのではありません。業種によっては

それもあるかもしれませんが、こと図書館というところに至っては、やはり「モノ」があっ

�����������������������������
��	

�����
�������&��'�������������	
������
���	
���
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てのサービスですから、「モノ」をいつでも提供できる状態にしておくことこそが、利用者へ

の最大のサービスなのです。変な建前論にとらわれず、こういう発想の転換をしていただき

たいと思います。�

�

)�)� 所蔵コレクション調査�

� それ以外に、意外と思われるかもしれませんが、保存にとって非常に重要なのが、所蔵コ

レクションの調査だと思います。東京大学の場合は、関東大震災でほとんどの図書館がやら

れています。震災後に寄附や購入で大量の図書がもたらされました。当時は仕方なかったと

は思うのですが、とにかく右から左へ機械的に整理したのだと思います。このために、その

とき入ってきた重要な資料や、貴重なコレクションが分類排架されて書庫に埋もれてしまっ

ているのです。このため各コレクションについて、その全貌がつかめないものが沢山ありま

す。ということは、非常に貴重な資料が一般の書架に混じっているのですから、これが分か

らないと、保存に際しての対処パターンが決められません。重要なものとそうでないもので

は自ずと対処法が異なるからです。ですから保存対策に入る前に、自館の資料が何かという

ことをある程度把握していないと、とんちんかんな保存になってしまう恐れがあるのです。�

� 自分のところの所蔵資料が分からなくなっているというのは、東京大学だけの特殊な例で

はないでしょう。程度の差こそあれ、どこの図書館でもあり得ることだと思います。その原

因の一つは、配慮に欠ける人事異動のせいです。管理職が人を育てるということを考えてい

ないのです。先ほど「モノ」の重要性を強調しましたが、「モノ」の次に大事なのは人なので

す。ところが、今は �～*年や、ひどいと �年という目まぐるしいスピードで人が動きます。

こんな状態では、図書館員に「モノ」を見つめる時間などあるはずがありません。これは大

変な問題だと思います。�

� 図書館員自身にも問題があります。今の図書館、特に大学図書館というところは、理念の

無い図書館だと思います。流行ばかりに手を出し、あれだけ熱を帯びた電子図書館、メタデ

ータも過去のもの、今や一斉にリポジトリーに傾いています。何という無節操でしょうか。

「喉元過ぎれば熱さを忘れる」という言葉があります。もちろん、実際やっていらっしゃる

方は一所懸命やっていらっしゃるのだということは分かるのですが、このように理念がまる

でなく、流行だけを追っていっては、最後には図書館は潰れるのではないかと私は思います。�

� 図書館の一番の強みといえば、実際の「モノ」を持っているということです。その「モノ」

が生かせないような図書館になってしまったら、「モノ」が分からない図書館になってしまっ

たら、もう図書館の価値はないわけです。情報系の仕事は、図書館員でなくてもできる人が

いるのです（だからやらなくて良いということを言っている訳ではありません）。図書館員に

しかできないこと、それは「モノ」に関することなのです。だからこそ図書館は、資料の保

存に真剣に取り組んで、そこを図書館の存在意義を示すことの突破口にしていただきたいの
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です。「モノ」を持っているということは、それをどう保存するかということでもあり、図書

館にとっては非常にやっかいなものです。ところが、その「モノ」こそが図書館の切り札に

なるのだということを、分かっていただきたいと思っています。�

�

)�%� 環境調査�

� さて、続いては環境調査についてです。実は東洋文化研究所より数年前に、やはり耐震強

度の問題が出まして、同じように改修工事を行っています。この建物（赤門総合研究棟）の

書庫は、非常に面白い構造になっていて、本体の %階部分までに、書庫が +層分割り込む形

になっています（図 *）。�

� � � �

図 �� 赤門総合研究棟の階層構造� � � � � � � � � � � 図 �� カビの被害�

また改修工事前は、一般教室のある地階にも書庫が点在していました。書庫が足りなくな

ると教室をつぶして別置書庫としたのですが、これらについては、利用者が鍵をカウンター

で受け取って自ら出向く形を取らざるを得ませんでした。これを改修工事によって一つにま

とめ、元々の書庫地層と繋ぎました。分散していた書庫が集中化され、管理面でもリスクが

減りましたし、何より利用者にとっても、便利になりました。�

� ところが、問題点も沢山出てきたのです。地階部分の書庫への転用に際しては、除湿機や

断熱壁の設置、既存の窓の撤去を要望しました。しかし、聞き入れられず、空調は一般のオ

フィスタイプのものとなり、窓はそのまま残されました。「地下に窓？」と思われるかもしれ

ませんが、この建物の地下部分は、周囲が掘り込み式になっており、ドライエリアで外気と

常に接している環境だったのです。�

� また新しいスペースに、集密書架を目一杯詰め込んでしまったために、空気の流動が阻害

されてしまいました。こういった要因が積み重なって、約 �年で大きなカビの被害が出てし

まったのです（図 )）。先ほど木部さんから、同じ場所での改修なので東洋文化研究所は改修

しても大丈夫だろうというような話があったのですが、実は、改修するとカビが生えるとい
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うのは、どうも普通にあることらしいのです。それまで何ともなかったところが、改修して

環境が微妙に変わり、虫害やカビの害が出てくるということは多いようです。ただ、経済学

部の場合は、先ほど申しましたように、除湿機や断熱壁の設置などの当然為すべきことをし

なかったのですから、これはある種の人災であると私は思っています。結局、カビの生えた

資料は燻蒸処理がなされ、施設は再改修によって、除湿機を設置したり、窓を塞いだりと二

度手間を強いられたのです�

ところが、どうにもならない。次から次へとカビが生えるわけです。そこで、我々は対処

療法から予防的保存へ切り換えを図ることとし、東京文化財研究所へ協力を依頼しました。

その結果が、� 年間やってまいりまして、この * 月に「大学における学術資料の保管状況と

その問題点」という論文になり、東京文化財研究所が出している『保存科学』という雑誌に

載る予定になっています�。これからお話しするのは、ここの中に載る予定の内容プラスアル

ファです。�

� 環境調査とその取り組みとしましては、一つは、簡単に言えばカビを綿棒で取って、密封

して東京文化財研究所に送り、培養してもらうのです。それから、空気中の胞子がどれくら

いあるかということを調査します（浮遊菌調査）。それから、長期的な温湿度測定の実施。こ

れはデータロガーを使った �)時間の機械的な測定に加えて、スタッフが �日に *回、人手で

各箇所を測っています。データロガーを入れたら万全だと思われるかもしれませんが、�)時

間測っていても、そのデータは、何か月か後にまとめて取り出すだけなのです。ということ

は、機械だけに頼るのではなく、ちゃんと人間の目で確認しながら、毎日測って観察するこ

とが大切なのです。ここを間違えないでいただきたい。それから、カビが出てくる度にアル

コールで除去しています。また結露が直接図書に影響を与えるのを防ぐために、壁に緩衝材

（ぷちぷち）をはり巡らせました。�

� 温湿度測定、カビの除去、結露防止の三つは、やる気があればどなたでもできることです。

費用も大してかかるものではありません。ところが、カビの培養や浮遊菌調査は専門家でな

いとできないのです。微生物の専門家以外が、下手に培養したりすると大変危険です。問題

が生じた場合、その解決に必要な手段の中で、何が自分たちのレベルでできて、何ができな

いのか、これをきっちり認識できなければいけません。これは大事なことです。�

� 浮遊菌調査は、毎月 �回、開館前に機械で空気を取り込んで測定しています。この測定を

続けたところ、ワレミア（��������）属というカビが主要菌種として検出されたわけです。

これは、やっかいなことに好乾性菌でした。つまりカビの種類の中でも、湿度 "%～,$％の範

囲でも生えてしまうカビだったのです。外気との温度差があれば、壁や床など局所的な湿度

�����������������������������
��吉川也志保・小島浩之・佐野千絵「大学における学術資料の保管状況とその問題点� 東

京大学経済学部図書館の事例 」（『保存科学』)"#��$$+�*）	

�����
��������'�����2	

������&.�)"�$)"����&.�
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は "%％などすぐに超えてしまいます。困ったカビに気に入られたものです。�

� 同時になぜカビが生えたかについて、地下書庫の構造を調査しました。そうすると、入り

口の方の0ブロックから奥にある1ブロックに向かって風が動いていることが解りました（図

%）。0 ブロックにはエレベーターがあって、利用者がここから出入りするようになっていま

す。つまり人の流れがあることも含めて、とにかく空気がそう動くような構造になっている

のです。カビの被害が最もひどかったのは空気の流れの終点である 1ブロックなのです。ゆ

るやかな風の流れによって、他のブロックの湿気やほこりが、みんな 1ブロックに運ばれて、

カビの育つ環境を整えてしまっていたのです。�

�

図 %� 地下書庫平面図（改修後）と空気の流れ�

�

� 温湿度のデータロガーの調査結果（図 "）を見ますと、0ブロックが、温湿度の変化がいち

ばん小さいのです（どのグラフも上が湿度、下が温度です）。これは、常時空気の流れがある

ことによって、湿気が移動していることと、0 ブロックが本来の書庫として設計された部分

だということに拠ると考えられます。これに対して 1ブロックの湿度変化は非常に大きいの

です。全体的に見ると、湿度 "$％を超えることは、このブロックでも稀なのですが、それで

もこの変化の大きさというのは、やはり資料にとっては良くなく、局地的な湿度も考慮に入

れれば、カビが生えたとしても仕方ないでしょう。�

� さらに、1 ブロックの中でもカビの被害がひどいところは、マイクロ資料収蔵室に近い部

分でした。これは、この場所がどん詰まりで空気がここでよどむためと、もう一つ、マイク

ロ資料収蔵室の環境を良くしすぎてしまったためです。マイクロ資料収蔵室では、湿度 *$％、

温度 �%3を �)時間、*"%日維持という徹底した環境コントロールを行っています。このため
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間仕切りの壁が冷やされ、隣り合う 1ブロックの壁では壁の温度と室温の温度差により結露

が起きていたのです。図で言うと、マイクロ資料収蔵室の右側には演習室があるのですが、

同じ原理でこちらの壁もカビだらけになってしまったのです。�

�

図 �� 地下書庫各ブロックの温湿度変化��

� � キーワードに「複眼的資料保存」という言葉を挙げました、問題のある部分だけに対処

をしても、全体が見えていないと、他が影響を受けてしまうのです。マイクロ資料のために

なると考えたことが、書籍にカビを誘発する結果になってしまったのです。一部だけを見て

資料保存を考えると、どこかで矛盾が生じて、思わぬところで綻びが出てくる。これはその

典型的な例でしょう。�

� 平面図では解りにくいですが、マイクロ収蔵室と /ブロックだけが、以前の教室の形を維

�����������������������������
��出所��前掲注 "論文。�
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持してドアのついた個室の形になっています。実は /ブロックは、カビのひどい 1ブロック

や、4 ブロックに隣接しているにもかかわらず、これらの影響をあまり受けませんでした。

ここから、書庫のスペースは広く一面を取るのではなく、ある程度のまとまりごとに区画す

る方が、カビ対策としてより有効ではないかと思われます。�

� カビ騒動の後の再改修で、窓はアルミパネルとパーテーションで塞がれました。さらにそ

こへは書庫の内側から結露防止に緩衝材をはりました。これは非常に安いものですし、余れ

ばプチプチとつぶすことで、良いストレス発散にもなります。�

� 緩衝材の有効性を確認するために、緩衝材と窓の間の温室度変化（図 +）と、緩衝材の真

上の温度変化（図  ）を調べてみました	。緩衝材と窓の間の温室度変化というのは、緩衝材

が無い場合と同じだと考えて差し支えありません。両者を比較すると、緩衝材の無い場合は、

ある場合に比べて温室度の変化が大きいことが解ります。今回は腰の高さまで緩衝材を張り

巡らせただけですが、それだけでも効果がありました。こういった簡単な方法でも、壁から

の結露の影響を防ぐことがある程度できるのです。�

�

��
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�

���図 �� 緩衝材の無い場合の温湿度変化� � 図 �� 緩衝材のある書庫の温湿度変化�

�

)�"� マイクロフィルム劣化調査�

� 次に、マイクロの劣化について少しお話ししたいと思います。マイクロ収蔵室の環境は良

好であると言いましたが、フィルム自体の状態はひどいものです。マイクロフィルム（リー

ル）について全点調査をし、0～/の四段階で評価したところ（表 )）、全く異常の無いものは

全体の約 ) 割しかなかったのです�
。なかでも評価が 4 や / のものはこのままではいずれ保

存に耐えないばかりか、下手をすると他のマイクロにも悪い影響を与えかねません。�

表 �� マイクロフィルム（リール）の劣化状況�

�����������������������������
	�グラフの出所は前掲注 "論文。�
�
�調査概要は、拙稿「東京大学経済学部における資料保存対策事業の成果とその意義」（日

本画像マネジメント協会『月刊 56』)%�"#��$$"�%）を参照。なおこの �$$)年度の調査は、

全点調査とはいえ簡便なものであったため、�$$+年  月より �$$ 年 �月までの間に、�$$)

年度の調査結果に基づいて、より詳細な調査を実施した。この調査結果については、現在と

りまとめをしている最中であり、近いうちに報告書として刊行する予定である。�
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判定� 判定内容� 割合�

0� 異常なし� *+7�

8� 若干の傷や固着はあるが、当面の処置は不要� )*7�

4� フィルムに銀・ムラが浮かび、固着も激しい� �%7�

/� フィルムの歪みや重度の固着、酢酸臭あり� %7�

� ビネガー・シンドロームについては、皆さんご存じだとは思いますが、日本の場合は、お

よそ �, ,年以前のマイクロフィルムのベースは、904（トリアセチルセルロース）を使って

います。904 ベースのフィルムは、加水分解を引き起こして酢酸を放出します。そして、ベ

ース自体がわかめのようにグニャグニャになって使いものにならなくなるのです。この現象

をビネガー・シンドロームと呼び、大きな社会問題になったのです��。�

� そこで 904に代わるものとして出てきたのが、:19（ポリエチレンテレフタレート）ベース

という、セルロースではないポリエチレン系のベースなのでした。:19 ベースであれば劣化

の心配は無いと言われていました。ところが今回の調査の結果、4、/判定を受けたフィルム

に :19 ベースが多く含まれていたのです。:19 ベースの場合は保存が悪いと、温湿度による

ベースの収縮率と、上に載っている画像の収縮率が異なることで、画像が浮いてくる現象が

起こります。しかし、今回のものはこれまで知られているこの現象とは少し異なるものでし

た。マイクロフィルムのベースを構成する複数の層の一部が固着したり剥離していました（図

,）。つまり画像ではなく、ベース部分の剥離だったのです。こうなっているマイクロフィル

ムを、そのままリーダーにかけると、固着や剥離している部分に強い圧力がかかって、フィ

ルムが切れてしまいます。どうしてこういう状態にまでなったのかは、現在調査中です��。�

� �

図 	� :19ベースフィルムの剥離� � � � � � � 図 �
� ジアゾフィルムの劣化�

� マイクロフィルムの劣化というと、ベースの話題ばかりで画像の問題についてはあまりふ

�����������������������������
���ビネガーシンドローム問題については、安江明夫「ビネガー・シンドローム問題再考� �マ

イクロフィルムの保存のために�」（『現代の図書館』))（)）#��$$"）が、これまでの経緯を

詳細にまとめている。�
���これについても、注 �$で言及した刊行予定の報告書にて詳しく言及する予定である。�
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れられません。しかし画像の種類によっては、長期保存が不可能であったり保存方法によっ

ては劣化を引き起こす例があるのです。マイクロフィルムの画像には、一般的な銀塩のほか

に、ジアゾ、ベシキュラーがあります。ジアゾというのは、昔あった青焼きと同じです。東

京大学経済学部が所蔵するマイクロフィッシュの中には、ジアゾの画像が溶けてしまい、ベ

ースも湾曲している例が見つかりました（図 �$）。マイクロフィッシュを購入したときに、

当時の図書館員が、マイクロフィッシュ整理用のビニール袋に、� 枚 � 枚丁寧に入れたので

す。ところが、それがあだになってしまったのです。ジアゾの画像処理には、アンモニアを

使います。どうもこのアンモニアが整理用のビニール袋の内部でこもってしまい、画像を溶

かしてしまったらしいのです。�

� では、このジアゾとかベシキュラーについては、国立国会図書館の『マイクロフィルム保

存のための基礎知識』��でも、そういう種類があるという程度のことしか記載されていませ

ん。それから日本画像マネジメント協会というマイクロ業界の団体が発行する『マイクロフ

ィルム保存の手引』��では、「（３）その他一般的な注意事項」として「ジアゾ、ベシキュラ、

銀・ゼラチンマイクロフィルムなど異種品種はそれぞれ分離保管する」と書かれているだけ

です。実はジアゾやベシキュラーは長期保存ができないのですが、これについては何もふれ

られていません。メーカーやマイクロ業者の方々にとっては、当たり前のことなのかもしれ

ませんが、図書館や一般ユーザーにとっては全く一般的なことではありません。�

� ジアゾは光によって退色しますから、マイクロリーダーにかけるのは、劣化させているよ

うなものなのです。でも、図書館ではこのことを知らずにジアゾフィルムを買っていること

が結構あるのです。発売されているマイクロフィルムに、画像の種類まで明示してあること

は稀です。特に海外のもので、同じものに価格の高いセットと安いセットの二種類がある場

合、予算の制約から安い方を買うと、大体ジアゾなのです。ジアゾは非常に安くできるけれ

ど、一過性の消耗品という認識なので、保存については考慮されていません。ですから、マ

イクロフィルムは安ければ良いというものではなく、画像の種類を確認してから買わないと、

気づいた時には画像が消えているかもしれないのです。またベシキュラーは熱に弱く、感熱

紙と同じで熱に近づけると全部消えてしまいます。これもジアゾと同じで保存用には不向き

です。�

�

おわりに�

� 今日は「複合的」ということを申し上げましたが、保存を考えるに当たって、紙でもマイ

クロフィルムでも同じですが、媒体の問題に加えて、紙に対して、何を使って文字を記録し

てあるのか。フィルムに対して、何を使って画像を記録してあるのかという、イメージ材料

�����������������������������
���	

������&��'������������
���&�
���&.������.����$$%��&.�
���同書の改訂版#��$$%�*による。�
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の問題を考えなければなりません。�

� これまでマイクロというと、ビネガー・シンドロームの問題をはじめとして、媒体だけが

劣化の原因として俎上にのぼっていました。紙でもそうだと思います。酸性紙問題ばかりが

クローズアップされるのです。しかし、本当に考えなければいけないのは、その媒体に何が

どういう形で記録されているかです。資料を利用する側が本当に必要なのは、書かれている

情報であって、媒体ではないのです。先ほど木部さんがおっしゃっていましたが、読めなく

なったら終わりです。だから、もっとイメージ材料の問題も考えなければいけません。�

� そして、同じ媒体、同じイメージ材料であっても、環境によって劣化の進み具合は全く異

なります。同じ図書館の中ですら、排架場所が異なれば、劣化の状態はかなり違うはずです。

さらに、そこに利用という問題が絡んでいます。これらの問題を複合的・複眼的に考えない

と、保存はできないのです。一部分の問題だけに目を奪われてしまうと、他が全く見えなく

なって、しっぺ返しをくらうのです。�

�

�

�

�

�

�

図書館や資料館は利用ということを抜きにしては考えられません。ですから、媒体、イメ

ージ材料、環境、利用の )者を総合的に考慮して保存対策に取り組まねばならないのです。

「複眼的資料保存」と申し上げているのはこういうことなのです。�

� 最後に申し上げたいのは、保存科学の専門家を専門病院の優秀な外科医と考えれば、生の

資料に直接触れうる我々、資料を扱う図書館や資料館のスタッフは、優秀な町医者になるべ

きだということです。我々は、適当な診断を下すホームドクターなわけです。片仮名の「テ

キトー」ではなく、本当の意味での「適当」（適宜当然）な診断を下して治療を行う。できる

ところまでやって、できない部分は専門病院に紹介状をつけて搬送すればよいのです。そう

いった判断ができるために必要とされるのは、単なる上辺の知識ではありません。「モノ」を

見る力量なのです。自分のところにある「モノ」をきちんと見て、「モノ」から考える癖をつ

けるべきだというのが、ここ数年、資料保存にかかわって得た私の結論です。�

� それから、調査などのデータを公表してください。データが公表され、共有化されなけれ

ばいつまでたっても保存対策の輪は広がりませんし、研究の進展もありません。ただし、単

に結果だけ公表する例がありますが、それだけでは足りません。どういう目的を持って、ど

ういう方法で、何を使ってどういう結果が出たのかということまで含めて、調査の背景にあ

る思想や手法まで含めてきちんと公表していく。そういうことをやってくれる図書館、資料

環境の問題�

イメージ材料の問題

媒体の問題�

利用の

問題�
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館、研究者が増えていけば、自然とデータが寄せ集められ、お互いのデータ批判も可能とな

り、日本の資料保存はもっと進むはずです。�

ご静聴、どうもありがとうございました。�
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中国古籍の保全と修復

�

周� � � 崇� 潤�

（中国国家図書館善本特蔵部図保組組長）�

�

�

一．古籍の修復作業�

１．『趙城金蔵』の修復�

２．敦煌遺書の修復�

（１）敦煌遺書の修復原則�

（２）敦煌遺書の修復技法�

３�『永楽大典』の修復�

二．古籍の保護作業�

� （一）．古籍の紙の耐久性およびその損壊原因�

１．古籍の紙の耐久性�

� � � ２．古籍の酸性化�

３．古籍酸性化の予防措置�

（二）．国家図書館古籍書庫の建設�

１．善本特蔵書庫�

２．敦煌遺書特蔵庫�

（三）．古籍保護技術の科学研究と応用�

１．書庫の温度・湿度のコントロールと基準�

２．図書に有害な生物の予防治療�

３．『窒素充満封鎖技術を応用した貴重文献保護の実現性の研究』�

４．『館蔵紙製文献の酸性度と保存現状の調査と分析』�

５．新型パルプ補書機の研究開発�

結語�
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中国国家図書館は国の総書庫であり、各類の古籍特蔵品 240万件を擁し、政府・軍隊や教

育・科学研究組織のためにサービスを提供するという重要な任務を担っている。中国国家図

書館の古籍特蔵品は、主に以下のように分類される――善本古籍・普通古籍・少数民族古籍・

甲骨金石文献・中外の地図・新善本・近代著名人士の肉筆原稿の専蔵である。館蔵の 180万

冊の中文古籍は、南宋以来の歴代皇室の珍蔵品を受け継いでおり、その中には宋元の善本

1675部が含まれる。館蔵品には「四大専蔵」と称される敦煌遺書・『趙城金蔵』・『永楽大典』・

文津閣『四蔵全書』がある。館蔵の地方志・賦役全書・戯曲・小説・有名人士の抄校題跋な

どの書物は整っていて特徴的であり、その影響は国内外に遠く及んでいる。館蔵の少数民族

の古籍は 3万 5千冊あり、少数民族の古文字 16種から成る。館蔵の 8～9世紀の敦煌の古チ

ベット語写経は、吐蕃の歴史・宗教・言語・文字を研究する貴重な資料である。西夏文献の

所蔵量は全国の半分以上を占めている。明清両代の満文・モンゴル語・チベット語文献も比

較的整っており、西南の各少数民族の文献にもきわめて特色がある。納西族の東巴経・傣族

の貝葉経・彝族の老彝文など、どれも非常に豊富である。国家図書館収蔵の甲骨金石文献は

30万件余にのぼる。その中で甲骨 3万 5千片余は全国の甲骨総量の 4分の 1を占め、13万

枚余の拓本には宋元の善拓が少なくなく、2 千件余の青銅器の全形拓本は外見と気品とを兼

備していてその芸術的価値は稀に見るものである。館蔵の古今の中外地図は 20 万件余で、

中でも古地図には頗る特徴があり、収蔵量は国内首位である。1 万 5 千枚余の清代の「様式

雷」建築工程図、1 万枚余の古写真、2 万枚余の古い絵カードなども、非常に貴重な所蔵品

である。 

 

一．古籍の修復作業 

貴重な古籍をよく保護し、長く後世に伝えることは、国家図書館の免れ得ぬ責務である。

このために国家図書館は図書保護チームと善本特蔵修復中心とを設立した。国家図書館の古

籍修復作業はかねてから名高く、50年余りの間に、6万冊以上の深刻に破損した貴重な古籍

に新たな命を与え、その寿命を延ばしてきた。 

 

１．『趙城金蔵』の修復 

『趙城金蔵』は、金代の仏教の信女・崔法珍が仏祖に対する信仰の敬虔なるをあらわさん

として、腕を断って寄付を募るという方法により資金を集めて刻印した一揃いの「大蔵経」

である。この大蔵経は金・皇統 8年（1148）に刻印を開始し、金・大定 13年（1173）によ
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うやくすべて刻印が完了したもので、前後あわせて 25 年を費やしている。大蔵経の印刷製

作が完成して後に、山西趙城県広勝寺に収蔵されたために「趙城金蔵」と呼ばれる。戦争期

に転々と経巡ったため、「趙城金蔵」は長期にわたり非常に劣悪な環境におかれ、少なからぬ

経巻が湿気を帯びまた一面にクロカビが生え、経巻全体が一塊にくっついて、外観からは一

本の木炭のよう、硬いことは一本の棍棒のようという有様となり、整理修復が喫緊に望まれ

た。「趙城金蔵」の修復作業は 1949 年に開始され 1965 年に完成、計 16 年に近い時間が費

やされた。 

 

「趙城金蔵」修復の作業方法は以下の通り。 

�蒸（蒸す）…カビにより一塊にくっついた経巻をタオルでつつみ、外側を更に紙でく

るんで、特製の蒸籠で蒸す。 

�掲（はがす）…蒸した経巻の外側の紙を軽くはがし、開かなくなるところまではがし

たところで止める。然る後に再び蒸し、再びはがし、書葉がすべてはがれるまでこれ

を繰り返す。 

�托（あてる）…はがれた書葉の背面に一枚の紙を貼り付け、資料面を平らにのばす。 

�裁方（四角に裁つ）…紙をあてがった書葉を四角形に裁つ。 

�接紙（紙を接着する）…書葉を順序にしたがって接着する。 

�上褙（裏打ちする）…書葉の背面に裏打ちの紙を貼り、資料面を平らにのばす。 

	砑光（つや出しする）…裏打ちの紙に蝋を塗り、石でつや出しをする。 


裁斉（裁ち揃える）…経巻の上下両辺を裁断する。 

�装天地桿（軸をつける）…経巻の首尾両端に軸をつける。 

 

２．敦煌遺書の修復 

敦煌遺書は、清代以来敦煌において多次にわたり出土した古代文献と、外地において発見

された敦煌古文献とから成る。なかでも 1900 年に道士・王圓籙によって莫高窟蔵経洞（一

七窟）から発見されたものが最も多く、その他にも 1964年には莫高窟の土地祠で、1965年

には莫高窟一二二窟前で、および敦煌の烽火台・古墓などの遺跡中からも少量が出土した。

遺書の総数は 5万件を超え、うち漢文写本が 4万件以上である。 

国家図書館は 1万 6千号余の敦煌遺書を収蔵しており、これはほぼ敦煌遺書の現存数の 4

分の 1を占める。敦煌遺書の内容はあらゆる分野にまたがり、歴史・地理・軍事・経済・宗
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教・文化・科学技術・芸術・医薬などの各分類を内包している。敦煌遺書は漢語・古亀茲語・

梵語・古シリア語・古ウイグル語など多くの言語の文字資料を有し、文献の書写年代は紀元

5世紀から 11世紀にわたる。各種の時期・地域・原料を異にする紙は、我々が中国造紙術の

発生と発展とを研究するために貴重な資料を提供している。異なる装訂方法で装訂された敦

煌遺書は、中国古代書籍の初期装訂形式の演変過程を我々に示した。このように、敦煌遺書

は中国古代文化の百科事典と呼ぶに相応しい。この貴重な祖国の文化遺産をよく保護し、そ

れを後世に長く伝えられるようにすることは、我々古籍修復従事者の責任であり義務である。 

� 敦煌遺書は長い年月のために、破損の激しい巻子はもはや開いて読むことができない。巻

子によっては泥や油（古人の用いた灯の油やろう油）が覆い被さったり水浸しになったりし

て、脆く硬く、ぼろぼろに変じてしまっていた。開いて読む度に、常に手元からはかすと砕

片とがこぼれ落ちるのであった。 

� 国家図書館の敦煌遺書の組織立った修復作業は 1991 年 3 月に始まった。現職の館長であ

る任継愈氏の主導と編制の下、この事業は国家図書館「八五」期間の重点事業に組み込まれ

た。古文献の専門家たちの指導の下、先人および国外における敦煌遺書修復での経験的教訓

を善本特蔵修復中心は真剣に総括し、「局部修補」を中核としたまったく新しい修復方法を打

ち出した。数多くの専門家による繰り返しの研究論証を経た後、敦煌遺書修復構想が制定さ

れた。この後、この構想は敦煌遺書修復作業を導く重要な原則となり、また、イギリス・フ

ランスなど世界の先進国が敦煌遺書を修復する際の手本となりつつある。15年の敦煌遺書修

復の実践は、この修復構想の主要部分が正しかったことを証明している。 

 

（１）敦煌遺書の修復原則 

�大筋の考え方としては、厳格に「整旧如旧」の方針を貫き、できるかぎり遺書の元の姿を

保つ。ここでいう「整旧如旧」とはその遺書を損壊発生以前の元の姿に戻すこと――つまり

古代の「旧」の「如」くすること――を企図するのではない。古代の「旧」が甦ることは有

り得ないからである。そうではなくて、できるかぎりその遺書の修復前の元の姿を保つの

である。そしてここでいう「できるかぎりその遺書の修復前の元の姿を保つ」とは、修復

作業中にその遺書の損傷した部分にケアが及ぶようにするのみにして、如何なる形態上の

改変をも遺書のその他の部分の現状に決して生じさせないということである。 

�修復方法上では、伝統的な通巻托裱（全巻に裏打ちする）の方法はきっぱりと捨てて、「局

部補修」を中核とした修復方法を採用する。原巻の保存現状と損壊状態との具体的分析を
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通して、状況の違いを区分しそれぞれに応じて処理を施す。「最小関与」の原則にもとづ

き、できる限り補修をわずかなものとし、我々が現在目にする巻子の原状を保ち、可能な

限り原巻の各種の研究情報を留める。正しく取り扱うならば原巻が再び損壊はしないと十

分に請け合い、また研究者の使用と保管者の管理とを保障する。 

�外見において、修復時に付け加えられた裏打ちの紙と原巻とに明確なちがいが必ずあるこ

とを求め、修復作業によって原巻固有の研究情報が阻害されることを避ける。 

�保存処理において、修復方法そのものが可逆的であることを求める。つまり、現在の修復

が原巻の形態に如何なる不可逆的変化をも加えないということである。将来もし更によい

修復技術があらわれたなら、現在の修復状態を取り除き元の状態を回復する。換言すれば、

現在の修復は原巻に如何なる損害をも加えず、必要が生じればいつでも更に先進的な技術

をもって替え、これらの遺書をよりよく保護することができるようにする。 

いま述べた修復原則と方法が提出されたのは、世界中での敦煌遺書修復作業においても初

めてのことである。国家図書館善本部図書修整チームの努力の下、上述の原則はほぼしっか

りと守り抜かれている。 

 

（２）敦煌遺書の修復技法 

まず、原資料の厚みの 3分の 1から 2分の 1の紙を選び、原資料よりもやや薄い色に染め、

その後、数層に分けて原資料の欠損部位に補修を行う。補修時にはまずスプレーで原資料の

背面を湿らせて平らに展ばし、欠けた縁に沿ってのりを塗った後（のりを塗る幅は 2ミリ以

内に抑制する）、第一層の皮紙を張る。その後、のりの痕が湿っている間に、補紙の余計な部

分をちぎりとる。このとき、補紙と原資料との間で繊維の連接する長さが適切であるか注意

する。第一層の補紙の働きは欠損部分を埋めるだけであり、このため、最もよい接着状況と

しては、補紙のちぎれ出た繊維が原資料に連接しているだけでなければならない。作業時に

は非常な慎重さが必要であり、余計な繊維は毛抜きを用いて取り除く。第二層と第三層の補

紙の接着方法は第一層の接着方法と似ている。違うのは、のり口がより広いということであ

る。第二・三層は主に補強の働きを果たす。面積の大きな欠損部分が修復されてから、巻子

の四辺に修整を施す。四辺の修復時には、巻子の上下二辺を重んじることに注意を要する。

巻辺はたとえ微小な裂け目があるだけであっても補修が必要である。巻首と巻尾の破損には

別の対応が必要で、破損していても裂け目さえなければ補修しないでよいという巻子もある。

何故なら、後にそこは他の巻子とつなげられる可能性があるからである。 
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15年来、国家図書館善本特蔵修復中心は既に敦煌遺書約 6千件を修復した。 

2003年、国は古籍修復事業への資金投入を増やし、善本特蔵修復中心は修復ファイルデー

タベースを建設したのみならず、電子顕微鏡やデジタルカメラを増強した。これらの現代化

された電子設備は、我々がもともと敦煌遺書の表面だけしか見られなかった眼差しを、敦煌

遺書の紙の内部構造の深みへと引き入れた。この変化は我々の認知に質的飛躍をもたらした。

それより、敦煌遺書の修復・保護作業は伝統から科学へと歩み入った。現在、敦煌遺書の修

復と保護作業は既に紙のミクロの世界へと踏み入れつつある。敦煌の紙繊維の細微な変化も、

紙繊維の検測システムを通じて修復ファイルデータベース中に詳細に記録され、これらの変

化は修復・保護方法を研究・実施する重要な手がかりとなるであろう。 

 

３.『永楽大典』の修復 

『永楽大典』は我が国古代最大の「百科事典」で、現存する 400冊ほどの『永楽大典』は

八つの国家・地域の 30 の所蔵機関に分散している。国家図書館所蔵の『永楽大典』のうち

60冊は、台北中央図書館に保管されてある。この貴重な古籍の破損程度にはばらつきがあり、

半数以上は先人により修復されている。修復を経た『永楽大典』は、あるものは 1冊全体に

裏打ちが入り、あるものは装訂形式が改められて元来の包背装（包み表紙）が線装になって

いる。またあるものは表紙が付け替えられており、材質と色とが原資料と大きく異なってし

まっている。 

国家図書館は 2002年に『永楽大典』の修復保護事業を始動した。善本特蔵修復中心は『永

楽大典』の修復原則・修復細則および修復構想を起草し、アンケートを募り、何度にもわた

り各界の専門家や学者に意見を徴した。修復メンバーは慎重に材料を選び、真剣に組織的修

復を行い、さらに紫檀の装具をも設計制作した。 

修復の材料は古籍修復作業において重要な位置を占める。修復材料が原資料と一致するか

否かは、古籍に再びその気品を現わさせられるか否かにまで関係する。『永楽大典』のオリジ

ナルの表紙に一致する絹織物を選ぶ際、作業メンバーは北京のあらゆる布屋を殆ど廻り尽く

し、『永楽大典』の表紙材料に近い生糸の織物を購入した。修復用紙に選んだのは、清代の旧

高麗紙であった。 

『永楽大典』の修復には、主に以下の技法を採った。 

�表紙の修復。…通常、表紙となっている絹織物を、表紙底の板紙からはがすことはせ

ず、破損箇所の周囲だけを 1 センチ前後めくり、色の近い絹織物を用いて補修する。
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表紙の底の板紙を修復する時は、板紙を何層かに分けて 1センチ前後はがし、補紙を

入れ、その後に補紙の上にさらに紙を貼り、補紙と板紙の厚さが一致するまで繰り返

す。 

�書葉の修復。…「掏補（探り埋める）」を主とする。つまり、表紙や装訂用のこよりを

取り除かないまま、毛筆や補紙を書葉の間にすべりこませ、書葉上の破れ穴を補修す

る。選んだ補紙は四周を手でちぎって紙毛を出し、補紙と書葉とが互いに接する部分

の厚みを減少させる。 

�書物の圧平（押し付けて平らにすること）。…書葉の修復方法がかつてと異なることか

ら、圧平の方法もこれに随って改められた。8～10 葉前後の書葉を補修するたびに、

画仙紙を書葉の間に挿み、圧書板で書物を挟んで、重しを加えて圧平する。 

今次の『永楽大典』の修復は、『永楽大典』の当初の装訂を保護するためのもので、原書を

解体しないままに、修復メンバーは「掏補」の方法をクリエイティブに運用し、『永楽大典』

の元の姿を最大限に保った。 

修復作業が完成して後、国は特別支出金を出して『永楽大典』のために新たな入物を整え、

『永楽大典』の保存環境を完全なものとした。 

 

二．古籍の保護作業 

国の総書庫として各種文献――特に古籍特蔵というこの貴重な歴史文化遺産――をよく保護

することは、国家図書館の主要な職責の一つである。前世紀 80 年代初めには、我が国の文

化部は、図書の紙の老化と古籍文献の保護という問題を既に認識し、毎年本館に図書保護の

特別経費を支出し始めた。これを契機として、本館には図書保護チームが成立し、専ら図書

保護作業に従事することになった。1987年、北京図書館新館の建設時に、国はまた特別支出

金を出して新館の図書保護実験室の設立計画を進め、物理・化学・生物実験室をつくり、そ

れに応じた器具や設備を配備し、図書保護チームは大きく発展して、メンバーも最初の二人

から五人へと増員した。目下、図書保護チームは、紙の引張試験機、耐折度計、引裂度計、

白色度計、水分測定計、酸度計、恒温実験槽、生物化学培養槽、低温実験槽、図書殺虫用の

冷凍庫などの実験機器と設備を擁し、図書の紙の物理・化学性能の測定や図書の殺虫と防カ

ビの実験を行う能力を持つ。 

図書保護チームは成立して 20 年余、図書保護の基本理念と図書の紙の理化学的性質およ

びその損壊法則、また紙保護の関連技術について長期にわたる研究と実験とを行い、一連の
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研究成果を得て、図書の紙の保護のためにしっかりとした基礎を築いた。 

 

（一）．古籍の紙の耐久性およびその損壊原因 

１．古籍の紙の耐久性 

図書の紙の損壊は、自然損壊と非自然損壊とに分けられる。自然損壊とは図書が正常に保

存されているという条件の下、紙の材料が内部・外部の各種の物理・化学的な原因要素によ

る作用を受けて起こるゆっくりとした変質であり、つまり紙の老化現象である。非自然損壊

は保管と使用の不適当から起こる虫食い・鼠食い・燃え焦げ・水の染み・摩損などの損害で

ある。 

図書の紙の耐久性とは、図書をつくった材料が長期保存の過程において理化学的損壊作用

に抗い、もともと持っている性質を保つ能力で、いわば紙が自身に老化変質が起こるのに抵

抗する能力である。紙の耐久性と紙の保存寿命にはとても大きな関連性があり、耐久性にす

ぐれた紙なら保存寿命は長く、耐久性に劣る紙ならば保存寿命は短い。 

紙の耐久性は老化を加速させる実験方法によって測定を行う。一般には、乾燥・加熱によ

る老化を模擬的な自然老化とする方法によって、紙の耐久性を実験する。通常は乾燥・加熱

老化後の紙の特性強度保留率（％）で紙の耐久性を表し、保留率の値が高いほど、紙の耐久

性がより強いことを示す。 
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図書の紙の耐久性に影響する原因要素 

耐久性に影響する

原因要素 

特徴及び耐久性 

種毛繊維 

 

種毛繊維とは植物の冠毛繊維のこと。製紙に用いられるのは主に

綿花の繊維である。種毛繊維は耐久性の最も高い製紙原料である。

韌皮繊維 

 

韌皮繊維は植物の韌皮の部分の繊維を指し、たとえば檀皮・雁皮・

楮皮・桑皮などがある。特徴は繊維が長くて縦横比が大きく、耐

�久性が高いこと。明代以前の古籍の用 の多くは、これを原料と

して漉いた手工紙である。 

木質繊維 

 

木質繊維は植物の木質部分の繊維を指す。特徴は木質素（リグニ

ン）が種毛繊維や韌皮繊維よりも多いことで、耐久性は韌皮繊維

と茎桿繊維との間に位置する。 

製

紙

原

料 

 

 

茎桿繊維 茎桿繊維とは植物の茎桿の繊維を指す。竹・藁など。特徴は繊維

素の含有量が少なく、木質素含有量が多く、繊維が短く細く、耐

久性に劣ること。明代後期と清代の古籍は、多くは竹類の繊維を

原料として漉いた手工紙である。 

繊維素 

 

科学的性質の非常に安定した天然の高分子化合物で、紙の主要成

分である。繊維素含有量の多い紙は耐久性がよい。 

木質素 

 

とても不安定な化合物で、木質素の存在は紙の変質を加速させる。

特に新聞用紙には木質素が比較的多いため、老化速度が速い。 

紙

の

成

分 半繊維素 

 

とても不安定な物質で、紙の中の含有量が多すぎると、やはり紙

の耐久性を低下させる。 

手工製紙 我が国の伝統手工技術により製紙を行う方法で、多くは画仙紙・

唐紙などの書画用紙に用いられる。我が国の古籍の用紙は多くが

手工紙で、寿命は 500～2000年に達する。 

化学パルプ製

紙 

化学的に作ったパルプで製紙を行う方法で、オフセット印刷紙・

アート印刷紙などを生産するのに主として用いられる。寿命はふ

つう 200～500年。 

製

紙

方

法 

機械パルプ製

紙 

機械製パルプで製紙を行う方法で、主に新聞用紙を生産するのに

用いられる。寿命は 50～100年しかない。 

特

性 

�の酸性 酸は紙の耐久性に影響する最も主要な原因要素で、酸性度が強い

ほど耐久性は劣る。紙の ph値が一つ下がるごとに、その保存寿命

は 2～5倍下降する。 
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２．古籍の酸性化 

� 古籍の酸性化とは、古籍の紙の酸性度が次第に増加していく現象を指している。紙の酸性

化程度は pH 値を以って計る。pH 値が低いほど酸性度は高い。実験研究の証明するところ

では、図書の紙の酸性度は図書の保存寿命に影響する重要な原因要素で、図書の紙が老化変

質を起こす主要原因である。研究により、文献が保蔵されるだけで用いられず或いは良好な

保管条件下に置かれていたとしても、紙の内部に酸性を含むというだけで、やはり紙の変質

を抑制はできないのだということが分かった。文献の紙の酸性度が強まるほど、紙の老化速

度は速まり、保存寿命は短くなる。 

注意に値するのは、古籍文献の紙は既に酸性化し始めているということである。中国古籍

文献の紙は、すべて韌皮・麻類・藁・竹などを原料として、十数の工程を経て手作業で漉か

れてできたものであり、紙はもともと中性あるいは微アルカリ性を呈し、pHは 7.0～8.0の

範囲にある。1960 年代、我が国の関連部門が 60 近い古籍文献の紙について測定した結果、

pHの平均は 7.6、うち皮紙は 8.3、竹紙は 6.9で、みな中性ないし微アルカリ性の範囲内で

あった。しかし、近年の古籍文献酸性度の測定を通じて、我が国の古籍文献の pH 値は遍く

7.0を下回り、即ち酸性化を呈しているということが明らかになった。pH値の平均は 5.9、

うち皮紙は 6.2、竹紙は 5.2で、20世紀中期の計測データと比べると、pH値は 1.7下降して

いる。以下は、古籍特蔵文献の紙の酸性度と老化程度との測定結果である。 
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表 1．古籍特蔵文献の紙の酸性度測定結果 

未酸性化 

pH≥6.8 

軽度の酸性

化 

pH6.3 6.7

中度の酸性

化 

pH 5.0 6.2 

深刻な酸性

化 

pH<5.0 

 

 

蔵書の種

類 

数

量

（冊）

主要

な�

の種

類 数量

（册）

割合

（%）

数量

（冊）

割合

（%）

数量

（冊）

割合

（%）

数量

（冊）

割合

（%）

平均

pH 

宋元善本 58 皮紙 0 0 17 29 37 64 4 7 5.9 

敦煌遺書 13 麻紙 2 15 3 23 8 62 0 0 6.1 

趙城金蔵 10 皮紙 0 0 7 70 3 30 0 0 6.4 

明代善本 63 皮紙 22 35 15 24 17 27 9 14 6.2 

永楽大典 10 皮紙 2 20 8 80 0 0 0 0 6.5 

清代善本 65 竹紙 5 8 10 15 33 51 17 26 5.5 

四庫全書 80 皮紙 26 33 53 66 1 1 0 0 6.7 

普通古籍 200 手工 15 8 8 4 45 23 132 66 4.8 

地方志 80 竹紙 14 18 11 14 13 16 42 53 5.2 

家譜 80 皮紙 15 19 17 21 23 29 25 31 5.7 

合計 659 101 15.3 149 22.6 180 27.3 229 34.7 5.9 

 

３．古籍酸性化の予防措置 

研究が明らかにしたところでは、古籍文献の紙中の酸は、主に環境汚染が生み出す酸性の

気体に由来する。清浄な空気は窒素・酸素・少量の二酸化炭素・およびヘリウム・ネオン・

アルゴン・クリプトン・キセノン等の稀ガスから組成されて、酸性気体を含まない。近代工

業の勃興と発展および人類の活動により、環境汚染は日に日に深刻なものとなり、特に酸性

気体排出の大量増加は、人類の健康に危害を加えるのみならず、古籍文献にも酸性化をもた

らしたのである。 

� 二酸化硫黄（SO2）は古籍文献の紙に吸引され付着した後、紙内の水分と結合し、水と反

応して亜硫酸（H2SO3）を生成し、亜硫酸（H2SO3）は空気中で酸化して硫酸（H2SO4）と

なる。二酸化窒素（NO2）は紙内の水分と結合し、水と反応して硝酸（HNO3）を生成する。

塩素ガス（Cl2）は古籍文献の紙に吸引され付着した後、紙内の水分と結合し、水と反応して
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塩酸（HCl）を生成する。以上の 3種の酸性気体が古籍文献中に生成する硫酸（H2SO4）・硝

酸（HNO3）・塩酸（HCl）等の無機酸は、どれも活性常数が高い強酸であり、すぐに古籍文

献の紙の酸性化をもたらし、古籍文献への破壊作用が非常に大きい。 

� 古籍の酸性化は主に環境汚染が引き起こすもので、古籍文献の酸性化を食い止めるには環

境汚染を管理することから着手する必要がある。大気の環境に対しては主に国家および都市

の環境汚染抑制によって、大気環境中の有害気体含有量を引き下げるのである。しかし、経

済発展、人民の生活レベルを向上させる必要、および国家の財力・技術レベルの制限から、

大気環境が短時間の内に甚だ理想的なレベルに達することは有り得ず、従って図書館は、古

籍文献を所蔵する小環境において対策を講じることが求められる。目下、以下の措置を講ず

ることで古籍書庫中の有害気体含有量を最低レベルにまで引き下げ、ひいては有害気体と古

籍文献との接触を完全に隔絶することができる。 

（１）古籍文献収蔵環境の関連基準を制定し、古籍書庫の空気の質についての基準を規

定する。目下、米英などの先進国ではすでにどこも、相次いで文献収蔵環境の基

準を制定し、有害気体含有量の厳格な制限を設けており、国際標準化機構も関連

基準を頒布した。我が国の古籍書庫の基準も制定過程にあり、我が国の古籍保護

事業の発展を必ずや促すことと信じられる。 

（２）古籍書庫に空気浄化措置を施す。空調システムに空気浄化設備を組み込むことで、

書庫の空気中の有害気体を濾過除去し、書庫内の空気の質を高めることができる。

我が国はこれについて既に比較的成熟した技術を有しており、ある程度の投入を

増やすだけで、大きな程度、問題を解決できる。本館の「ナノ光触媒技術を応用

し書庫の空気の質を改善させる研究」も進行中である。 

（３）極めて貴重な幾つかの古籍文献に対しては、酸素と隔絶する密閉措置を採る。目

下、主として酸素除去封鎖保存、窒素庫封鎖保存などの技術があり、古籍文献を

外界の環境と隔絶させ、完全に酸性有害気体との接触を絶ち、古籍文献のこれ以

上の酸性化を避けることができる。本館が進めている「窒素充満封鎖保存技術を

応用し貴重古籍を保護する研究」は、既に専門家の評定を通過し、今後必ずや古

籍保護事業において重要な働きを発揮するであろう。 

（４）古籍文献の酸の除去。古籍文献の酸性化は、古籍の紙の耐久性に深刻に影響し古

籍の保存寿命を減らすので、既に酸性化した古籍には、酸を除去する処理を行い

古籍の紙の耐久性を高めることが必要である。酸の除去とは、特定のアルカリ性
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試薬を用いて、文献の紙内の酸性物質を中和させる過程を指す。研究が明らかに

したところによれば、既に酸性化した図書につき、酸の除去処理を経た後には耐

久性が明らかに向上し、一般的には保存寿命を 2～5 倍以上に延ばすことができ

る。古籍文献の pH 値が 6.2 を下回ったなら、酸の除去処理をすべきであり、も

し pH値が 5.0を下回ったならば、酸の除去処理は必須である。 

 

（二）．国家図書館古籍書庫の建設 

１．善本特蔵書庫 

1987年、国家図書館新館の建設中に、密閉にすぐれ施設の整った地下書庫を計画・建設し、

善本特蔵の保存・保護環境に極めて大きな改善をもたらした。書庫建築は面積が 4千平方メ

ートル、耐震防備の強度は 8度に達し、優れた耐震性能を具えている。書庫の構造には箱型

の基礎を採用し、多くの防水手段を張り巡らし、壁面には十分な強度がある。書庫内部には

先進の防水防火の材料と設備とを採用し、すべてが保存上の要件に適合している。書架には

防紫外線ガラスをとりつけ、古籍が紫外光の影響を受けないことを確実としている。書庫に

はさらに、温度湿度を一定に保つ中央空調システムが配備され、温度湿度を厳格にコントロ

ールしている。空調システムには中性能の濾過装置と活性炭濾過装置を設置して、二酸化硫

黄（SO2）、二酸化窒素（NO2）などの有害期待を吸引付着させる。書庫には自動火災報知器

とガス消火システムが配備され、且つ完全な盗難防止・安全監視装置がそなえられて、書庫

の安全を確かなものとしている。国家図書館善本特蔵地下書庫の建設は、善本特蔵の保存保

護条件を極めて大きく改善したのであり、善本特蔵品の保存寿命を延長しその完全無欠と安

全とを確保することに対して非常に重要な意義を有している。 

２．敦煌遺書特蔵庫 

敦煌遺書は中華民族の貴重な文化遺産である。国家図書館の収蔵する敦煌遺書の数量は全

世界の敦煌遺書の総量の 4 分の 1 を占める。この貴重な遺産群をよく保護するため、2003

年 6月、国の財政部門は特定項目資金を特に支出し、楠木の書棚と書箱とを製作し、国家図

書館に新たに建った敦煌遺書専蔵庫に置いた。 

敦煌遺書専蔵庫の書庫面積は 240平方メートルで、書庫は温度湿度を一定に保つ中央空調

コントロールにより、1 年を通じて温度 18～22�、湿度 50～60％に保たれている。中央空

調には中性能の濾過装置と活性炭濾過装置とが設置され、空気の浄化と濾過とを行っている。
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書庫には敦煌遺書専用の 144の書棚が置かれている。書棚の主要骨格・扉・仕切り板はすべ

て上質の楠木を用いて作られており、底板・背板は樟木である。書棚ごとに 140の敦煌遺書

が収められ、書箱の表面の材料には上質の楠木、底板の材料には樟木を用いる。書箱は留形

隠し蟻組接ぎで作られていて、中には着脱可能な引出棚とそれを支える木の桟とを置く。面

板と箱本体との嵌合には溝を切った引き出し構造を用い、すり合わせは緊密で隙間がない。

各書箱の正面には、遺書を探す便のために書号（所蔵番号）が刻まれている。書庫の風格は

クラシックで、敦煌文化の息吹が濃密に漂っている。 

 

（三）．古籍保護技術の科学研究と応用 

１．書庫の温度・湿度のコントロールと基準 

温度・湿度は紙製文献の素材の保存寿命に影響する重要な原因要素である。適切な温度・

湿度は文献の老化変質を遅らせ緩やかにし、虫やカビがつくのを抑制して、文献の保存寿命

を延ばすことができる。一定の温度範囲内で、一般的な化学反応の法則に従うなら、温度が

10�上がるごとに反応速度は 1～3 倍増す。湿度は空気中の水蒸気含有量がどれだけかを示

す物理量である。高湿度の環境下では、図書中の接着剤などの有機物質はカビのよい栄養源

であるので、間接的に図書の変質損壊を導く。しかし湿度が低すぎると、紙の中の水分がす

べて失われ、紙の柔靭性が著しく低下し、そうすると紙の繊維が断ち切れやすくなり、紙の

力学的強度が低下して、図書の保護によくない。書庫の温度湿度を一定に保つことが、図書

保護の第一歩である。世界各国がみなそれに相応しい基準を制定している。IFLA（国際図書

館連盟）標準委員会は次のように見做している――「書物や手稿は 18�以下の一定温度下に

おくべきで、湿度を抑制できさえすれば比較的低い保存温度を取ることが可能であり、その

方が更に有益でもある。書庫の温度が 25�を超えると危険が生じ、書庫の湿度は 50～55％

が望ましい」。国家図書館は『図書館における紙製文献収蔵環境の温度湿度要件』を制定し、

使用と保存とをどちらも考慮するという前提の下、善本特蔵書庫の温度を 16～22� 、湿度

を 45～60％と標準規定した。1987年、国家図書館の建館の際、善本書庫は一斉に空調シス

テムを設置し、書庫の温度湿度をコントロールした。2003年、国家図書館は善本書庫に空調

の改造を再度施し、基本的に書庫の温度湿度の基準を既に達成している。 

 

２．図書に有害な生物の予防治療 

虫害とカビは、図書に危害を加える一つの重要な原因要素である。幾つかの害虫は直接図
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書の保持体に虫食いを生じさせ、図書を深刻に破損させる。カビはセルラーゼを分泌して、

紙繊維の加水分解を加速させる。セルラーゼは常温下で触媒作用を起こし、その触媒効率は

一般の触媒よりも 10 万倍から甚だしくは 1 億倍も高い。カビは繁殖過程において色を帯び

た物質を分泌し、図書の表面に灰色・紫色・茶色・褐色など種々の色の斑点を出現させ、図

書の使用に影響し、また紙や筆跡の耐久性を低下させる。 

常用される虫やカビの予防治療方法には、以下のようなものがある――化学消毒殺虫滅菌法

（例えばホルムアルデヒド、エチレンオキシド、ペンタクロロフェノールナトリウムなど）、

照射殺菌（例えば紫外線、X 線、r 線、遠赤外線、コバルト 60、マイクロ波）、オゾンによ

る滅カビ法、窒素充満殺虫、等々。国家図書館は、低温冷凍法で殺虫を行っている。あらゆ

る重要図書は、入庫前に零下 22�～25�において 7日間冷凍されて後に入庫が可能となり、

それにより殺虫の目的を達している。これは目下のところ最も簡単で有効な図書殺虫の方法

でもある。この技術は本館の一つの研究成果で、1987年に完成し、部級科技進歩三等賞を得

た。この技術研究の成功は、図書館の無汚染殺虫という難題を初めて解決し、本館の虫害の

予防治療の主要措置となり、同時にその他の幾つかの図書館、檔案館（文書館）、博物館にも

広がりを見せている。 

 

３．『窒素充満封鎖技術を応用した貴重文献保護の実現性の研究』 

どのように貴重文献の永久保存を実現し、文献の保存寿命を最大限に延ばすかは、図書保

護の主な任務であり、長期に渡りずっと図書保護研究者を悩ませてきた大きな難題でもあっ

た。 

貴重文献の永久保存を実現するには、一定の温度湿度という条件が必要であるだけでなく、

また文献の紙の酸性化と酸化とを防ぐ必要がある。図書の保存寿命は、保存環境の温度・湿

度の影響を受ける他に、保存環境の空気の質と密接に関連する。空気中の有害気体である二

酸化硫黄・窒素酸化物等は図書の紙に酸性化を引き起こし、空気中の酸素・過酸化物質は紙

の酸化を招いて、図書の紙に黄ばみや脆化を将来する。研究が明らかにしたところによれば、

紙の酸性化と酸化は図書の保存寿命に影響する主要な原因要素で、特に大気汚染の存在によ

って図書の酸化と酸性化の問題は更に深刻さを増した。窒素を充満させ酸素と隔離して封鎖

保存する技術は、貴重文献を保護する有効な方法である。窒素庫を建てて貴重文献を保護し、

空気中の酸素や酸性・酸化性汚染気体による文献の紙に対する酸化・酸性化損害を防ぎ、図

書に虫がつきカビが生えるのを防げば、永久保存という目的を達することができる。 
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この課題は、窒素充満技術を応用した貴重文献保護の実現性についての研究を進めるもの

で、主に以下のような内容が含まれ――国内外におけるこの技術を応用しての図書・文書・文

物の保護の現状、国内外の関連技術設備の生産状況、実施方策と工程予算、窒素充満封鎖保

存法の図書の紙に対する保護効果など――、段階的な成果を上げている。この課題は、2003

年 10月 24日に、本館の組織した専門家による評定を通過した。 

４．『館蔵紙製文献の酸性度と保存現状の調査と分析』 

図書の紙の酸性度は図書の保存寿命に影響する重要な原因要素で、図書の紙に老化変質が

起こる主要原因である。図書の紙の酸性度を了解し把握することは、図書の紙の耐久性研究

を構成する重要な一部分である。館蔵文献の紙の酸性度と保存の現状を調べることを通じ館

蔵文献の紙の酸性度情況を了解し把握することは、今後の図書保護作業のために科学的で信

頼できる根拠を提供できるのみならず、館蔵文献の老化変質の現状とその将来の展望趨勢と

を研究する重要な手段でもある。 

全面的・系統的に本館館蔵文献の紙の酸性度と老化損壊状況とを把握し、当面の並びに長

期的な図書保護ガイドライン制定に科学的根拠を提供するため、本館は 2003 年にプロジェ

クトの立ち上げを承認し、『館蔵紙質文献の酸性度と保存現状の調査と分析』の研究事業を推

し進めた。テーマチームは 2年の作業を経て、館蔵の善本古籍、普通古籍、著名人士の手稿、

革命歴史文献、中国語図書、外国語図書、香港・マカオ・台湾の図書、中国語新聞、外国語

新聞、中国語定期刊行物、外国語定期刊行物など十五種類の紙製文献の酸性度と変質情況に

つき全面的測定を行い、合計して 1949 種、2401 冊（件）についてサンプリング測定をし、

本プロジェクトの測定と研究の任務を完成させた。本研究を通じて、基本的に本館の各種紙

製文献の酸性度と保存状況とが把握され、今後各種文献の保護作業を推し進めるための基礎

が築かれた。 
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館蔵各時代文献の紙の老化変質情况 

�色の程度 老化破損の程度 時 

代 基本的

に変化

無し 

（%） 

軽度の

変色 

（%） 

中度の

�色 

（%） 

深刻な

�色 

（%） 

基本的

に変化

無し 

（%）

軽度の

変質 

（%） 

中度の

変質 

（%） 

深刻な

変質 

（%） 

宋元 12 31 40 17 16 34 41 9 

明代 40 25 29 6 38 33 23 6 

清代 8 29 58 5 14 73 8 5 

民国 3 17 23 57 4 28 35 33 

解放後 31 26 23 20 43 30 21 6 

 

館蔵各時代文献の紙の酸性度（pH � �） 化見取り図   

pH

7.0

6.5

6.0

5.5

5.0

4.5

4.0

 年代  唐 宋 元 明 清  1900  10  20  30  40  50  60  70  80  90  年代 
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５．新型パルプ補書機の研究開発 

本館が 1999 年に研究開発を成功させたパルプ補書機は、かつて文化部科学進歩三等賞を

獲得し、また 2001 年には中国とモーリシャスの文化交流プログラムの主要コンテンツの一

つとして同国へ輸出され、文献の修復保護作業に応用された。パルプ補書機の研究開発と応

用とは、国内図書館界の一つの新発明であり、古籍修復の効率と質とを高めるのに非常に重

要な働きを果たし、国内外の図書保護修復の分野で称賛を博してきた。機械の性能と質とを

向上させるために、最近数年の図書修復作業の実際的経験と需要とに基づき、わが部は 2006

年にもともとの機型を基礎として機械に全面的に新しい設計と改良とを行い、1 年近い努力

を経て、Bsj 2006A型パルプ補書機の研究開発を完成させた。新型パルプ補書機は全体に高

質なステンレスの伸線鋼板を採用して、外型は簡素で見ばえがよい。制御システムには国際

的に流行の最新自動制御システム――プログラマブルロジックコントローラ（PLC）――と漏

電遮断器とを採用し、電器の安全性と信頼性とを高めた。機器には負圧吸引の性能を加え、

水分の除去率とパルプが紙となった箇所の堅固さを高め、書物補修の質を向上させた。機体

の表面板を一体化させる設計・加工を採用し、表面板の漏水問題を徹底的に排除した。新型

パルプ補書機では、さらにコンピュータとスキャナを用いて書籍のページに対して処理を行

い、破損面積と補うパルプの重さとを精密に計算して、補書機の科学技術的な能力とレベル

とを増す予定である。新しい機型の性能と質とは非常に大きく向上し、国際的な先進レベル

に達している。 

新型パルプ補書機は箱型構造、循環システム、制御システムの三つの大きな部分から成っ

ている。 

�．箱型構造 

箱型構造は、補書機の箱部分、骨格構造、作業台面、補書水槽、紙ホルダー、圧紙ホルダ

ー、貯水槽、ホイールから成る。新型パルプ補書機の箱部分、台面、補書水槽、貯水槽はす

べて国産の高質なステンレスの伸線鋼板を採用しており、光彩が美しく、水に触れても錆を

生じない。骨格構造にはステンレスの型材を採用しているので、機械の強度は高い。紙ホル

ダーには高品質アルミニウム製の格子をステンレスの板で支えたものを採用し、機械の強度

を確かなものとし、また平整で外見がよいという要求をも満たしている。圧紙ホルダーには

電気溶接による既製品のステンレスネットを採用しており、平整度にすぐれている。箱部分

の構造と外形の寸法は設計上、簡潔で外観がよく実用的であることを求めており、書籍補修

の面積が確保されるという前提のもとに可能な限り外形の寸法を減少させ、箱を精巧で優雅
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に見せており、機械全体の寸法は縦 90㎝、横 60㎝、高 88㎝である。台面の漏水を避ける

ため、作業代と補書水槽とは一体化された全体設計と加工が採られていて、台面の漏水現象

を徹底的に排除している。補書水槽の面積は縦 56㎝、横 46㎝で、大多数の書籍の修復に適

応している。新型機の箱部分と台面とはセパレートに設計されており、機械の設置に便利で

あり、メンテナンス性にすぐれる。機械には四つの高強度の全方向車輪がついており、移動

しての使用に便利である。 

 

�．循環システム 

循環システムは、給水バルブ・汲み上げポンプ・負圧循環ポンプ・電動バルブ・排水バル

ブ、および接合管路から成る。給水バルブ・排水バルブは有名メーカーの洗濯機の付属品を

用いていて、品質が高く安定性にすぐれる。汲み上げポンプには民用産品――潜水ポンプ――

を用いており、品質は信頼できメンテナンス性にもすぐれる。負圧循環ポンプは新型補書機

の心臓部であり、性能・規格・サイズの面からの要件が厳しく、設計段階での計算と機種選

定との繰り返しを経て、最終的に国際的に名高い産品――スペインの「ESPA」循環ポンプ――

を採用した。これには揚程が低く流量が大きいという特徴があり、産品のフォルムが美しく、

品質も信頼できる。電動バルブには国内最新の特許製品を採用し、これは通径が大きく直通

性にすぐれる。汲水管路の設計は、補書水槽の紙ホルダーの上からと下からと切り替えて汲

水する方式で、書籍補修過程中の大量の気泡の発生を避け、操作が便利でまた書物補修の質

を確かなものとしている。負圧循環管路は双 U字管型構造設計を採用しており、壊れやすい

部品――大型の非標準化的な電磁バルブ――の使用を避け、機器の構造を合理化させ、機器の

信頼性を向上させた。 

 

�．制御システム 

制御システムは、制御パネル・中央制御器・漏電遮断器・水位センサー・結合回路から成

る。制御パネルは防水薄膜スイッチと安全な電圧制御を採用し、操作は安全である。中央制

御器は国際的に流行の最新制御システム――プログラマブルロジックコントローラ――を採用

し、コンピュータを通じて制御プログラムの作成と書き込みが行われ、自動化の度合が高く

安定性にすぐれ、安全で信頼できる。漏電遮断器による全ての電器、電気回路に対する監視

制御を通じ、機器設備に万が一漏電が起こった際にも、直ちに電源が切れることが保証され

ており、用電設備の使用の安全を確かなものとしている。機器には同時にアースを備え付け、
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機器の使用時には必ずしっかりと接地することを求めて、電器設備の絶対安全を確実にして

いる。制御システムは、水位センサーの設置を通じて、貯水槽・補書水槽の水位の自動制御、

汲水ポンプ・負圧循環ポンプの無水状態からの保護、および汲水方式の自動転換を実現し、

自動化の程度を向上させた。 

 

�．パルプ補書機の原理 

パルプ補書機は主として破損・虫食いのある図書・文書及び紙製文物の修復に用いられる。

その作業原理は以下の通りである。補書水槽内に紙ホルダーを設置し、紙ホルダー上に、紙

を支える働きをするネットを敷く。修復を受けるページの下にパルプを濾過する網（布）を

あてがって紙ホルダーに敷き、四周を密封する。汲水ポンプを開け、貯水槽の水をポンプで

補書水槽に入れ、補書水槽内に一定の質のパルプを入れる。補書水槽の下方にある排水電磁

バルブまたは循環ポンプを開くと、補書水槽内のパルプ溶液が、修復を受けるページの破損

箇所を通じて貯水槽へと洩れ出る。紙ホルダー上のパルプ濾過網（布）の濾過作用によって、

パルプ繊維は修復を受けるページの破損箇所において濾過され、補紙を形成する。 

� 文献修復の質を高め、パルプが紙になった部分の強度を増すためには、パルプ補書の過程

において、真空ポンプ或いは循環ポンプを通じ、修復を受ける紙ホルダーの下部――「負圧室」

――に負圧空間を作って、負圧の吸引作用によってパルプ溶液の洩れ落ちる速度と力量とを高

め、水分の除去率とパルプが紙になった部分の堅固さを増し、書籍補修の質を向上させるこ

とが、一般に必要である。新型機の最も主たる改良の一つは、負圧吸引のはたらきを具えた

循環ポンプを設置し書籍補修の質を高めたことである。 

 

結語 

古籍保護は我が国において悠久の歴史を有しており、幾つかの伝統的保護方法は現在でも

なお採用されている。しかしながら古籍保護の新技術研究と現代的保護方法の応用という面

においては、国際的な先進国との間にかなりの差が開いている。我々は、各国との文化交流

と協力とを通じて各国の先進技術と経験とを学び、我が国の古籍保護事業の発展を促進した

いと希望している。�
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書籍・資料のカビとその対策 

 

木 川 り か 

（東京文化財研究所保存科学部主任研究員） 

 

 

 

こんにちは。東京文化財研究所の木川と申します。どうぞよろしくお願いいたします。昨

年の東文研シンポジウムにもお呼びいただき、今回も呼んでいただきありがとうございます。

昨年は主に虫害対策に焦点を当てたお話をさせていただいたのですが、今年はカビに特化し

たお話をさせていただきたいと思います。 

 

資料のカビ対策を取り巻く状況 

 今、資料のカビ対策を取り巻く状況といたしまして、いくつか現状として取り上げなけれ

ばいけないことがあります。それは、今までは資料にカビが生えると燻蒸処理を対策の主要

な部分に置いていたわけです。ところが今、いろいろな社会状況から、その方法自体が、過

渡期にあります。 

 それから、高松塚古墳の問題が取り上げられており、今日はその話はいたしませんけれど

も、そういう状況を受けて、文部科学省が、「カビ対策専門家会合」を昨年立ち上げており

ます。当研究所からは、室長の佐野が参加しております。広く、文化財や博物館の収蔵物の

資料保存の観点から、カビの発生のメカニズムやその制御方法について、スピード感を持っ

て検討を行うという目的で設置されました。もともとは、高松塚の状況がきっかけで始まっ

たのですが、最終的には、図書館や博物館なども全部視野に入れた会合になったということ

です。 

 昨年の 9 月に審議経過報告が出ており、その中であげられておりますのが、カビ対策の

知識を持った学芸員・司書の育成、対策の実践マニュアル、研修会・相談窓口の開設、実態

調査、制御技術の開発などです。この中で非常に良い面としては、「カビ対策」という部分
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で、ひょっとしたら予算がつくかもしれないということで、そこは是非お願いしたいと思っ

ています。これを機会に、そういうところを強化していける方向になればいいという希望を

持っております。 

 もう一つは、自治体によっては、特に博物館・美術館では指定管理者制度がかなり進んで

おります。そうなってきますと、小島先生のお話の中にもありましたが、せっかくシステム

を作ってきたのに、がらっと担当の人が代わってしまう。年限を切られて、人事でどんどん

変えられてしまうというのは実は非常に大きな問題で、どうやってそのノウハウを伝達して

いくかという部分もあると思うのです。ですからこの機会に、マニュアルだけではだめなの

ですけれども、体勢をがっちり組んでいかなければならないという方向性が今、言われてい

るのは良いことではないかと思っています。これを前置きといたします。 

 

カビ対策関係の資料 

 図書館関係につきましては、IFLA（International Federation of Library Association 

and Institutions：世界図書館連盟）という機関があります。そこから「IFLA 図書資料の

保護と取り扱いの原則」というものが出ております。その中で、やはり有害生物管理につい

てもきちんと触れられておりまして、基本は予防保存に重きを置いた IPM を手段とし、

「カビの対策」についてもふれられております。 

 カビを予防する方法、クリーニングの方法が書かれており、人体への悪影響を防ぐという

観点からも書かれております。そういう意味では、図書館関係については国際的なスタンダ

ードが出ているわけです。ただ、それは文章だけの記述なので、なかなかこれを見てすぐに

実践するというのは、ノウハウの部分で難しい部分もあるかもしれませんが、少なくとも原

則は出されています。 

 それからもう一つ、外国の文献ですけれども、カナダに、Canadian Conservation 

Institute (CCI)という、国立の文化財の保存研究所があります。そちらからは Bulletin と

いうブックレットが出ておりまして、もちろん買えます。北米向きには 2 冊出されており

まして、1991 年と 2004 年にも新しく出ております。これに関してはどちらかというと、

カビが生えたときにどうやってカビを除去するか、クリーニングするかということに主眼を

置かれた記述になっております。 

 そういったものも徐々に国際的に出てきておりまして、日本においても、私どもの研究所

では、「カビ被害防止チャート」というものを作っております。ホームページからダウンロ
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ードできるものは印刷できるように A3

判にしてあるのですが、本物はもう少し

大きなポスターになっております。簡単

な手続きについてはそれにまとめられて

おりますが、これを機会に、もう少し詳

しい方向性でまとめていければと考えて

おります。 

 

カビとは？ 

 では、本題のカビということに移りま

すけれども、今日のお話では、まずカビ

とはどういうものか。それから、カビを

予防するにはどうすればいいか。最後に、カビが生えたときにどうすればいいのかについて、

順を追って見ていきたいと思います。微生物の専門の先生から見ると、非常に大ざっぱだと

お叱りを受けるかもしれませんが、カビの予防という点から、今日はお話をさせていただけ

ればと思っております。 

 まず、カビとはどういうものか。一般的には、繊維状のものがフワフワ出ているとカビが

生えたと認識されるのですが、カビとは真菌類の一種で、周りの環境から栄養を吸収します。

自分で光合成できるとかそういうことではなくて、周りの物質から栄養を吸収しているので

す。ということは裏を返せば、例えば本にカビがたくさん出ているものや、日本画にコロニ

ーが大きく盛り上がっているのを見たことがあるのですが、それはそれだけ物の構成成分が

分解されて食べられているということなのです。ですから言い方は乱暴ですが、カビが生え

るということは、それだけ物が破壊され、分解されてカビに変わってしまっているというこ

となのです。 

 単細胞のときも菌糸状になる場合もありますが、一般にカビと呼ばれているのは、菌糸の

部分で、単細胞の場合については酵母と呼ばれています。例えばシイタケのように、いわゆ

る子実体というものをつくるものはキノコといいます。キノコになる前は菌糸ですので、そ

れも非常に大まかな呼び方をすると、カビと呼ばれております。 

 そのカビがどこから来るか。カビの胞子は、諸説ありますが、小さいものは 1 ミクロン

程度、大きいものは 200 ミクロン程度といわれております。1 ミクロンは 1000 の 1 ミリで

文化財のカビ被害防止チャート 

（東京文化財研究所 2004） 
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すから、1 ミクロンだと肉眼では見えないのですが、大きいものになってある程度散ります

と、肉眼でも見えるほどの胞子もあります。それが空気に乗って運ばれて、あらゆる場所に

付着するわけです。栄養分や環境がカビにとって望ましくないとそのままですけれども、適

度の水分と栄養分があれば、そこで胞子が発芽して、コロニーという菌糸の固まりを作りま

す。そして、再びそこで大量の胞子を作って、それが拡散していくというライフサイクルに

なります。 

 1 ミクロンぐらいから 200 ミクロンぐらいというと、例えば人間の髪の毛やセメントダス

トほどのサイズにあたり、大体、防塵マスクくらいでつかまる範囲の大きさです。1 ミクロ

ンがつかまるものとしては、物理的には HEPA フィルターというものがあります。0.3 ミク

ロンの微粒子を 99.97％とらえることができますので、HEPA フィルターがついていれば、

目に見えないカビの胞子でもとらえることができます。 

 

文化財を加害するカビ 

 文化財を加害する菌類は、よくありますのが接合菌・子嚢菌・不完全菌です。小島先生の

お話の中に、ワレミアという好乾性のカビが出てきましたけれども、特に博物館環境におい

ては水漏れが起こらない限り、水がビショビショの状況はまずないわけです。博物館で生え

てしまっているカビというのは、大体好乾性のものが多いです。 

 この好乾性のカビを同定するには、好

乾性のカビが好む培地を使わないと、生

えてこないのです。ですから、調査のと

きには好湿性のカビ用と好乾性のカビ用

両方の培地を使うのですが、博物館や図

書館で調べますと、好乾性の培地に生え

てくることが多くあります。これは、特

に珍しいことではありません。キノコと

いわれているのは、木材腐朽菌の仲間で

すが、これは担子菌類で、非常に水分の多い環境で生育するものです。 

 これは、人形に生えたカビです。一夏、ガラスケースの中に置いていたら、カビが生えて

しまった。そこをサンプリングして生やしますと、好乾性のカビが出てきました。こういっ

た被害が、博物館等では非常に多いです。それから、カビが生えた書庫や収蔵庫で、大体一

文化財を加害する菌類

カビ --- 接合菌類，子嚢菌類，

不完全菌類など

とくに，好乾性の子嚢菌類，

不完全菌類など（博物館環境）

キノコ --- 木材腐朽菌

担子菌類のなかま（水分の
多い環境）

（写真：木川りか）
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緒に見つかりますのが、チャタテムシという小さな虫で、大体 1 ミリぐらいの大きさです。

本などをめくると、白っぽい虫がちょろちょろと出てきて、ダニかと思ってつぶすことがあ

りますが、ルーペで拡大してみるとチャタテムシだと分かることがあります。湿度が高い環

境でカビが生えておりますと、それを餌にしていますので、大体一体となって被害が起きま

す。博物館環境ではないのですが、木材腐朽菌の例としては、ある池の上に木製の橋を復元

したら、褐色腐朽菌にやられて 5 年で腐ってしまったという例もあります。 

 

カビに加害される要因 ―水分― 

 では、カビに加害される要因ですが、水気や湿気が多いとカビが生えるというのは一般的

によく知られております。水気ということを考えますと、まず一つは、環境の相対湿度とい

う観点で考えられます。特に書庫の保存環境等を考えるときに、よく温湿度計を置いていま

す。それで温度が何度、湿度が何度ということをロール式の温湿度計で測られているところ

が多いです。一般的にいわれるのは 70％の相対湿度を超えていると大体、カビが生えるこ

とが懸念されます。中には 65％で生育するカビもいますが、裏を返せば、相対湿度を 60％

より低く保てばカビは生育しないということになります。 

 それについて、CCI のミカルスキーという人がまとめたグラフがあります。ある相対湿

度を保った環境に、干し草、ケーキ、骨粉など栄養分の高いものを室温で置いて、何日ぐら

いでカビが生えるかを室温で見るという、非常にラフな実験を行いました。相対湿度 100％、

つまり結露するような環境に置いていますと、大体 2 日でカビが目に見えて生えてしまう

のです。ちなみに、高松塚古墳などはこの環境ですので、栄養分があれば 2 日でカビが生

えるといえるでしょう。 

 相対湿度 90％の環境だと、大体 1 週間でカビが生える。80％の環境では大体、2 週間ぐ

らいで生える。ところが、80％の書庫というのは実は珍しくないのです。例えば、地下書

庫などで、梅雨・秋雨の時期は、計ってみると 80％を超えているところがけっこうあるの

です。栄養分があれば、80％だと 2 週間で生えるということを一応頭に入れておいていた

だきたいと思います。 

 相対湿度 70％ですと 100 日ぐらい、大体 3 か月～4 か月です。一夏でカビが生えてしま

ったということを聞くのですが、書庫の湿度が 70％ぐらいであれば、実は一夏で十分生え

るのです。65％の環境では 1000 日ですけれども、1000 日というと、大体 3 年ぐらいです。

収蔵庫の調査に行きますと、カビがところどころ生えている所がある。大体、ほこりがたま
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っているような箱の上など、ほこりが積もっている部分にカビが生えている。それで、温湿

度計できちんと計っていて、部屋のまん中では 60％なのにどうしてカビが生えているのだ

ろうという話になります。しかし、隅のほうや床面で計りますと、65％以上になっている

こともあるのです。ほこりが積もっているということは、栄養源が乗っているということな

のです。そこで 3 年ぐらい経つとカビが生えるということになります。 

 ということで、実は湿度との関係は、時間軸を加えて考えていただけると非常に分かりや

すいのではないかと思うわけです。書庫の湿度をどれくらいにしなければならないか、理想

的には 60％以下ですが、例えば一時的に 70％あったとしても、1 週間ぐらいであれば OK

なわけで、それが長く続けば危険です。65％でも同じようにどのくらいの長さなら OK か、

という観点でみれば、リスクマネジメントが考えていけると思うのです。 

 次に、水分です。分かりやすい水分としては、結露があります。空気中の湿度と平衡状態

になっている水分を、物から吸い上げるのと違って、結露という形で水の状態になっている

と、カビにとっては非常に利用しやすいのです。ということで、結露が起こってしまうとい

っぺんにカビてしまいます。結露はすぐに起こるのですが、逆に乾燥させるのはけっこう時

間がかかることが多くて、一回結露してしまうと危ないのです。 

 結露しやすい場所ですけれども、温度差がある場所で結露してしまうというのが一般的に

よくみられます。今日は水分量を計るグラフなどは持ってきていませんが、例えば先ほど小

島先生の話にありましたように、低温収蔵庫の隣の部屋では、隣が寒いので壁が冷やされて

いるわけです。そこに暖かい空気が触れますと、ガラスのコップに水がつくのと同じ原理で、

結露してしまうのです。ですから冷房の風の当たるところなど冷えている場所、床などに生

える例は、実は珍しくないのです。それはやはり温度差によるものです。それから、床や外

壁の裏側の壁。これは特に冬、外壁ですと外が寒いので暖かい室内の空気が、外壁面で冷や

されるので結露が起きてしまうのです。 

 例えば、ある施設の外壁の裏側が収蔵庫だったのですが、ここに真冬に大きな段ボール箱

を置いてしまった。それで、部屋へ入るとどうもカビ臭いと思っていたらしいのですが、箱

をどけてみたら色とりどりのカビが生えたということです。なぜ発見が遅れたかというと、

温湿度計を部屋の中央部に置いて、測定はしていたのですが、温湿度計の湿度はずっと

60％で安定していたのです。しかし、壁際で結露がおきたことは、部屋のまん中に反映さ

れなかった。ですから壁際だけ、全然違う環境になっていたということなのです。外壁の裏

側の壁というのは非常に危ない場所で、ものを壁につけておくのは、おすすめできません。 
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 例えば、カナダの場合、冬はものすごく寒くなるのですが、カナダのある博物館の収蔵庫

棟では、建物周りに 1 メートル幅の周り廊下が巡らされていて、二重壁のようになってい

ます。そうすると外壁面に直接収蔵庫の壁が来ていないので結露が防げるのです。最近建っ

た図書館施設や文書館施設では、地下の収蔵庫については二重壁になっているところがかな

り多くなっております。 

 それから、先ほど壁際は危ないと言いましたけれども、やはり外壁に限らず、温度差とい

うのは隣の部屋も影響するのです。ですからカビを防ぐためには、壁際に棚を置かず、空間

を空けるというのが非常に重要なのです。これを言いますと、大体図書館のかたは「え

ー?!」とおっしゃいます。なぜかといいますと、集密書架というのは大体ぴったり壁につけ

て作られているので、そんなことできませんという話になります。しかし、一般的にカビ対

策を考える上では、壁際は空ける方がよいということになります。結露もそうですが、漏水

等の対策でも、水というのは壁際を伝って移動しますので、とにかく壁に接して資料を置か

ないことが非常に重要になります。 

 

カビに加害される要因 ―栄養分― 

 次は、栄養分です。図書資料の栄養分というのは何かといいますと、閲覧がありますから、

一つは手あかなどの汚れです。美術館等で、ブロンズやガラスには普通カビは生えないと思

われていますが、手で触ると皮脂がつきますので、その部分を中心にカビが出たりさびが出

たりすることもあります。 

 図書資料でも同様に手あかなどの汚れはカビのえさになります。閲覧室の飲食は禁止され

ているところがほとんどで、貴重書については、白手袋をしないといじってはだめというと

ころもありますが、それは非常にリーズナブルな対応だと思います。 

 それから、ほこりです。ほこりというのは綿ぼこりもありますが、それ以外にいろいろな

有機物が含まれておりまして、ふけ、髪の毛、カビの胞子、ダニの死骸など、いろいろなも

のが入っております。これは立派な栄養分になりまして、大体ほこりがつもっているところ

にカビが生えたり褐色斑点が出たりしていて、1 枚めくってみるときれいだということがよ

くあります。やはり、ほこりはかなり問題なのです。ある施設から資料を入れていた封筒を

頂きまして、それを好乾性のカビが生える培地に貼り付けてみたのです。裏面と表と同じ大

きさに切りまして、裏を貼っても全然カビが生えてこないのですが、表にはほこりがうっす

らたまっていた。それを貼りますと、カビが生えてくるのです。やはり、ほこりの中にカビ
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の胞子が積もっているということだと思います。 

あとは材料ということがあります。先ほど小島先生の写真で興味深く拝見しましたのは、

本が並べてあって、一部だけすごくカビが生えていましたが、全然平気な本もあるというこ

とです。材料によって非常にカビが利用しやすい材料が使われている場合もあります。 

 それから少し違うのですが、ある木彫像をアクリル樹脂で強化処置をして収蔵庫に戻した

ら、修復したものだけにカビが生えた例があります。何体もあって、ほかのものには生えて

いないのに、戻したものにカビが生えてしまった。新しく材料を使うことによって、養分を

与えてしまった可能性があります。 

 また、あるお寺に復元模写された障壁画がありまして、オリジナルのものを収蔵庫に移し

まして、復元模写したきれいな障壁画を入れたわけです。そうしたら、そこは大変相対湿度

が高く、もともとカビが生えやすい環境ではあったのですけれども、一夏で模写にすごくカ

ビが生えて、大変なことになりました。新しいにかわやのりを使っていると、栄養分が豊か

になるせいか、このようなことがおきる例はよくあることなのです。 

 今のお話をどう考えればいいかというと、やはり栄養分というのは非常にカビの生えやす

さに影響するのです。CCI のミカルスキーが作った、材料と湿度の関係を表したグラフが

あります。すごく古い羊皮紙、でんぷんをつけたコットン、やぎの生皮など、3 種類の資料

を使って、いろいろな条件に置いてみたという実験ですが、例えば羊皮紙では、20 度では

相対湿度 85％ぐらいでカビが発生しているのですが、一方、生えやすそうなやぎ皮は、同

じ 20 度では 75％ですでにカビが生えているのです。収蔵庫や書庫で、カビが生えやすく、

拭いても拭いてもカビの発生を繰り返すということがあるのですが、栄養分や材質の関係で、

どうしてもカビが生えやすいというものは、やはりあります。 

 例えば、あるお寺の像を何年か前に修復に出したらしいのですが、頭にカビが生えるよう

になってしまった。頭部のところに何か特別な処置をしたのではないかという話をされてい

たのですが、処置や材料によっても、カビの生えやすさが変わるようです。 

カビの対策としてある美術館でなさっているのが、白手袋をはめて定期的に展示室のブロ

ンズ像をキュレーターの方がぬぐって、お掃除をして、カビの対策としています。 

 また、アメリカのある博物館では、手で触れると皮脂がついて、虫やカビにやられやすく

なるので、資料に直接手を触れないように、資料ごとに合った箱を作っているということで

す。資料を移動させるときは箱の部分を持って、資料を直接持たない。ここが、外国と日本

の発想の違いだと思います。日本はどちらかというと、白手袋をして扱うのですが、基本的
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にはどちらも直接手あかをつけないということになると思います。 

 

カビによるダメージ 

 カビによるダメージですが、ご存じのように、色素によるシミがつくことがよくあります。

先ほど言いましたように、カビというのは材質の栄養分といいますか、構成成分を食べて出

てきているわけですから、まず菌糸を食い込ませて、その中から栄養を引っ張っていくわけ

です。そうしますと、当然材料を分解して劣化させ、もろくします。例えば、日本画などで

カビが生えたところの絵の具層が剥落してしまうことがあるのですが、膠着剤であるにかわ

の部分が食われているので、当然絵の具層ももろくなるわけです。 

 もう一つは、二次代謝物として有機酸などを出して、材質にも影響を及ぼします。フォク

シングといいまして、褐色斑点のようなものが資料に出ることがあるのですが、これは二つ

起原があるといわれております。例えば、紙の種類によっては、鉄起源のフォクシングが起

こる場合があると言われています。また、カビから出た代謝物が原因で褐色になるものもあ

ると思います。 

 ですから、カビを除去することを考えた場合、払えば取れる場所、払っても色素が残って

しまう場所など、いろいろな状況がまじっており、カビの除去というのは、実は、簡単には

いかないというのが本当のところだと思います。 

 

カビ発生の観察ポイント 

 カビ発生の観察のポイントですが、カビが立ち上がっていたり、色がついていたりすれば

分かりやすいのですが、胞子や菌糸の色が出ているか出ていないか、下に色素が移っている

かどうか、湿っているか粉っぽいかというようなことを、まず観察していただきます。それ

から、汚染の中心部分だけではなくて、周辺状況です。ほこりがたまっているのではないか、

植栽が近くにあるのではないか、土ぼこりで汚れていないか、水漏れがないか、湿度が高い

のではないか、冷房の風が直接当たっていないかといったこともよく観察して、写真を撮っ

て記録を取っていくことが、対策の上で重要になります。 

 一般的には、元気で広がっていく活性のあるカビは大体、独特のカビ臭いにおいがありま

す。それから、湿潤な感じでぬるぬるしていて、触ると汚れてしまいます。払おうと思って

筆で払うと、かえって塗りつけてしまうというような状況になりがちです。ところが乾燥さ

せて、胞子は生きているのだけれども、菌糸体自体が不活性になったカビは、大体粉っぽく、
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ブラシなどで払うと割合簡単に落ちる場合が多いと思います。 

 

カビの予防 

 カビの予防ですが、今言いましたカビの性質を考えていただければ、カビの予防はどうす

ればいいかというのは自ずと出てくるわけですが、もう一度おさらいします。まず、水分で

カビが非常に生えるので、相対湿度を 60％以下に保つことが非常に重要です。温湿度計を

真ん中に置くと 60％ぐらいのところが多いのですが、それだけではなくて、局所的な湿度

の差ができるという状況がけっこうあります。先ほど言いましたように、集密書架の場合は、

部屋のどこにあるかでものすごく環境が変わります。ですから、差ができないように空気を

動かす。あるいは、床や外壁の裏側など結露する場所は特に注意する。 

 それから、ほこりがたまっただけでもカビが生えますので、こまめに掃除する。掃除の方

法については、よくご質問を受けますが、からぶきするか、汚れがひどい場合は非常に固く

絞ったぞうきんでふいて、それを使い捨てする。それから、HEPA フィルター付きの掃除

機といって、紙パックのほかに、さらにカビを捕集してくれるフィルターがついているもの

があります。そういうものが何段階かついているような掃除機を使えば、収蔵庫で掃除機を

かけても、カビやほこりをまき散らしません。こういうものをもし買っていただけるのであ

れば、非常に便利です。 

 それから、カビが生えたらまず隔離することです。また、新規受け入れ資料にカビがつい

ていることがありますので、いきなり入れてしまわないで、よく注意してクリーニングした

上で入れることが重要です。 

 次に、温度と湿度です。特に湿度の管理ですが、小島先生のお話にも出ていましたデータ

ロガーという測定装置があり、2～5 万円程度で買えるものもあります。ある図書館では、

最も高湿度になる床の上と、部屋の隅に置いてやっていらっしゃるそうです。もちろん、真

ん中に置いてそれで比較していただくといいと思うのですが、湿気の高くなりそうな場所に

も置いて、いちばん悪い環境がどれぐらいかというのをぜひチェックしていただきたいと思

います。 

 先ほどいいました、アメリカの博物館ですが、結露防止のために収蔵庫を二重窓にしてあ

って、非常に寒い冬でも結露しないのです。こちらは歴史的建造物なので、外観が変えられ

ず、窓はつぶせません。そこで交渉して、外観を変えないように二重窓にして、機密性を高

めた例です。 
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 同じ博物館なのですが、食品工場とか医薬品工場のように、掃除しやすいように U 字に

部屋の隅々のかべをたち上げて、樹脂で完全にシールしてあるのです。通常は、床の立ち上

がりのところは大体すき間が空いているのですけれども、そうではなくて完全に樹脂で埋め

て丸く立ち上げてある。そうすると、HEPA フィルター付きの掃除機をかければ非常にク

リーンになる。そこまで徹底してやっている博物館もあります。 

 また、カナダのある博物館の例ですが、収蔵庫棟と研究室系棟の間に分厚いコンクリート

壁の廊下がありまして、ダクト系統あるいは配管系統は、この廊下に全部集約されておりま

す。普通、日本の施設ではダクトは隠してしまっていることが多いのですごくびっくりした

のですが、上を見ますとそれが何の配管でどちらの方向に行っているか全部書いてあるので

す。 

 なぜこういうことをしているかといいますと、施設というのは老朽化してくるので、漏水

とかいろいろな故障が生じます。それを、担当者が変わったとしても、このようなつくりを

見ればすぐに廊下で対応できる。予防保存の考え方にのっとって非常に合理的に作ってある

のです。老朽化や故障を見越して、漏水ひいてはカビなどの発生をおこさないよう、こうい

う構造にしてあるということです。 

 同じ施設なのですが、先ほど新規受け入れの資料に虫やカビがついていることが多いと言

いましたが、ここでは受け入れ資料はトラック・ヤードからペストマネジメントエリアとい

うところに直接入って開梱し、まずは隔離室というところに置かれます。ですから、いきな

り受け入れた資料を書庫に入れてしまうというようなことは絶対にしないのです。まずここ

でよくインスペクションして、きれいにしたものしか書庫に入れないというシステムで、非

常に徹底されています。 

 カナダの国立文書館にもすごく広い一時保管庫がありまして、冷凍庫があって、虫がいた

ら低温処理で殺虫しているそうです。そういったインスペクションは、一時保管庫でまずや

るというシステムになっています。日本では広い一時保管庫を持っている所というのはなか

なか難しいと思うのですが、考え方としてはそういうことを徹底されているということです。 

 

カビが生えているときには ―作業者の安全確保― 

 カビが生えているときにどうするかですが、以前は、まずはカビが生えた資料を隔離して

くださいと言っておりました。ほかの資料に移さないようにまず隔離だと言っておりました

けれども、あえて今日は、作業者の安全確保という項目を第一番目に入れたいと思います。
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まず作業者の安全確保をした上でカビが生えた資料を隔離してください。それから、当然カ

ビが生えた原因に、水漏れや湿度が高くなったということがありますので、水の供給源を絶

つということを迅速に行う。第一段階として、この三つのステップがあります。 

 なぜ第一番目に作業者の安全確保ということを言ったかといいますと、実は長らく資料を

扱う立場で「カビが危ない」ということは、あまり言われてきていなかったのです。しかし、

最近になってこれが言われ始めました。北米のコンサベーターの方で水害文書をずっと整理

していた方が、非常に重篤な肺炎になってしまったのです。その理由を突き詰めますと、カ

ビによるアレルギー性の肺炎だったということです。高熱が出て危ない状態になり、入院し

ておられたそうです。それから戻ってきたのですが、今度は少しでもカビっぽいところにい

ると、同じような症状がまた出てしまって、結局その仕事が続けられなくなったという例が

あります。 

 ほかにも肺炎になったという場合に、肺のなかに病巣ができていた。つまり、カビが肺の

中に入ってしまっていたという例もありまして、健康な方にすぐカビが悪さをするというこ

とではないのですが、最近は人体への影響がずいぶん重視されるようになってきたのです。

例えば病原性のカビですと肺に真菌症を起こすというカビがあります。アスペルギルス・ヒ

ュミガータスという種類のカビなどがそういった感染症を起こすことが知られており、体が

弱っているときにはその他多くのカビが対象になります。特にお年寄りや小さなお子さん、

免疫不全があるかたなどは大量にカビを吸い込むようなことは避けなければいけません。 

 もう一つは、いろいろなカビがマイコトキシンという毒性のある代謝物を出すことが知ら

れております。マイコトキシンというのは、食品のほうがもちろん問題になります。しかし、

接触による問題や、また、マイコトキシンに限らずカビの出す揮発性の代謝物を吸い込むこ

とによって影響があるのではないかということも今、だんだん言われ始めております。です

から、そういったものをできるだけ吸い込まないに越したことはありません。 

 さらにアレルギー反応もあります。アレルギー体質の方の中には、カビのアレルギーのか

たもけっこういらっしゃいます。カビを吸い込むことによって、ぜんそく、鼻水、目の充血、

過敏性の肺炎が起こるということですので、やはり吸い込まないようにきちんと方策を取る

必要があります。 

 病原性に関しては、殺菌燻蒸をすれば感染力はなくなるのですけれども、アレルギー反応

については燻蒸しても、物理的に吸い込めばアレルギーが出てしまいます。ですから、殺菌

するしないにかかわらず、とにかく吸い込まないようにしなければいけません。それで、人
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体への安全性の確保が必要です。とにかく大量に吸い込むようなことがないようにしなけれ

ばいけないので、大規模被害や病原性が心配な場合は、自分で勇気をふるって突入するとい

うことではなくて、きちんと専門家に相談していただきたいと思います。 

 また、カビ払いの作業をするときに、居室などでやってしまうと大変なことになります。

資料にも移りますし、ほかの人のいる空間にまき散らすことになりますので、やはり安全キ

ャビネット、集塵機、ドラフトなどがある場所でやると本当はいちばんいいのです。ない場

合でも、お天気のいい日に外で風上から風下に向かって払うといった工夫をしていただく必

要があります。そのときにも、カビの胞子を十分除去できるようなマスク、保護メガネ、作

業用の服などをきちんと着けていただく。屋外でカビ払いをやるか、HEPA フィルター付

きの吸引装置などを動かしながら、カビを吸い取りながらやる。 

 それから使用したものは、すぐに捨てられるものは廃棄して、捨てられないものはブリー

チなどでよく殺菌をする。重要なことは、作業場所の近くに手洗い場所があるということで

す。いろいろ作業したあとに、ほかの部屋に行くときに必ず全部脱いでいただくのですが、

手袋を取ったあとに、必ず手洗い、うがい、洗面ができるような場所があったほうがいいで

す。 

 さんざん脅かしてしまったのですが、カビが生えているときの対応には、いろいろなレベ

ルがあると思います。目安としては、カナダの機関が出した、建物に関しての目安を参考に

した区分けがあります。特に、文化財でこれが決められているということではないのですが、

そういう資料を参考にしています。例えば、10 平米以上は大規模な被害です。要するに目

に見えてカビが発生している表面積が、10 平米よりも大きい場合にはやはり、防除の専門

家に相談してやっていただいたほうがいいと一般的にいわれております。10 平米というと

どれぐらいでしょうか。棚の大きさによると思いますけれども、一棚か二棚にカビがびっし

り生えていたら、自分で突入しないほうがいいと思います。 

 次に、比較的大きな被害ですが、目安としては 3～10 平米。一棚の中にカビの被害が収

まる場合は、当然散らないように、まずはシートなどで隔離してもらうのですけれども、き

ちんと装備を調えれば、ある程度自分たちでも対応ができる程度ではないかと、CCI の

Bulletin では提案しております。この、カビが生えた資料のシートによる隔離ですが、CCI

の Bulletin の写真を見ると、ものすごい保護具をして作業しているのです。高松塚に入る

ときにもこれぐらいやって入るのですが、とにかく吸い込まないようにマスクをつけて、全

体にすっぽり無塵着を着て作業をやっているのです。 
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 ここまでやればまず安全ですが、特にメガネをかけている方はハーフフェイスのマスクや、

使い捨てのマスクだとメガネが曇ることがあるので、そういうかたには特にフルフェイスが

良いといわれています。 

 次に、中規模被害は約 0.3～3 平米。0.3 というと、棚が数段分ぐらいです。これだとあ

る程度自分たちで扱える量ですので、例えば乾燥した紙製の箱などにシリカゲルなどと一緒

に入れて、とりあえず隔離する。湿気がこもらないように乾燥剤などを一緒に入れたほうが

いいです。まずは乾燥させないと、もっとカビが進行していってしまうので、とにかくそう

いうものを入れて隔離する。それから乾かし方ですが、湿度の低い場所で風乾するという方

法もあるのですが、風乾といってもそれに扇風機で風を当ててしまいますと、胞子が散って

汚染されてしまいますので、扇風機を回すにしても例えば壁に当てる。資料には直接当てな

いで、資料からカビが散らないように、薄い用紙とかティッシュペーパーなどをかけておい

て、ゆっくり乾かすということがいわれております。 

 もう一つはいかにも外国らしい処置の方法で、日本ではあまりやっていないと思うのです

が、すぐに処置できないときはビニール袋に密閉して冷凍庫に入れてしまうということが書

かれております。これはどういうバックグラウンドがあるかといいますと、虫害が出たとき

に冷凍庫で低温殺虫するというのは、日本ではあまりやられていませんが、外国では非常に

ポピュラーなやり方なのです。ですから、それに準じてぴったりと密封して、水分の移動が

なければ物が傷まないので、これを冷凍庫に入れておいて、小出しにしながら少しずつクリ

ーニングをしていく方法も提案されております。 

 先ほど、ものすごく大げさな保護具の話をしましたが、カビが生えていそうなものを扱う

ときには少なくとも防塵マスクをしていただいて、必ず手袋をする。作業衣も、使い捨ての

手術着みたいなものもありますし、タイベックスでも白衣でもいいですが。そういったもの

ぐらいは着ていただいたほうがいいと思います。目がアレルギーで赤くなってしまうような

方は、ゴーグルをしていただきたい。 

 それから実は、汚染区域に行く際に、皆さんがあまり気づかないのが靴です。カビの胞子

がたくさん散っている場所に入って、そのまま今度はほかの収蔵庫に入ってしまって、居室

に戻るというのがけっこう汚染をまき散らしていますので、汚染区域に入るときには、安い

靴カバーで使い捨てのものがありますから、そういうものを付けていただいたほうがいいと

思います。 

 それから、カビの除去を経験されたかたは、作業のあと顔や手は洗えるのだけれども、髪
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の毛がすごく気持ち悪いとおっしゃいます。髪の毛は帰る前に洗えないので、すごく気にな

る。そういった場合には、キャップをしていただくと比較的いいのではないかと思います。 

 また、これはあくまでも参考として出しているので、これに縛られる必要はないのですが、

CCI の Bulletin に保護具の使用例が出ています。どのレベルだとどうしなければいけない

という基準が定められているわけではないのですけれども、参考例としては、非常に軽微な

被害だったら使い捨てのマスクをして手袋とゴーグルぐらいはやったほうがいい。中程度だ

ったら、できればハーフフェイスの防塵マスクぐらいのほうが安全で、当然、保護衣も着ま

す。 

 それから VOC 対応、つまりカビの臭いが気になる場合です。カビからは低級アルコール、

ケトン、アセトンのような物質が出て臭いのです。それで気分が悪くなる方もいるので、活

性炭が入ったマスクですとか、有機溶媒用の吸収缶をさらに足すなど、どうしても気になる

方にはそういうやり方もあります。 

 大きな汚染になってしまうと、先ほど言ったような格好が望ましいのですが、これはご自

分ではなかなかやれない範囲ではないかと思います。それから、病原性カビの疑いがあると

きです。実際にそれに突き当たったことはないのですが、やっていた方が具合が悪くなった

り、大規模被害の時に調べてみたら明らかに病原性のカビがいたというときには、やはりあ

る程度装備のレベルも上げていく必要があります。 

 

カビの生えた資料のクリーニング 

 次に、カビの処置です。まず資料のカビの処置については、ご経験があるかたはいいので

すが、修復家などきちんと経験を持ったかたにまず相談されるのがいいと思います。特にデ

リケートな資料についてはそうです。今一般的にやられている方法としては、一つは乾かし

て物理的に除去する、クリーニングするという方法です。先ほど言いましたように、HEPA

フィルターでカビの胞子がきちんと除去されるようなフィルター付き掃除機などを活用しな

がら除去していくというのが一つの方法。 

 もう一つは、燻蒸剤というものが当然あるのですけれども、これはカビを殺すことはでき

ますけれども、物理的にはカビがついたままですので、燻蒸したとしてもクリーニングをし

ないと意味がないわけです。ですから薬剤処理で、当面殺菌することができますけれども、

そのあとはクリーニングに戻っていくことになります。 

 カナダのオンタリオ州立文書館へ行ったとき、カビが生えた本をドラフトの中で乾かして
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いたのですが、カナダでは大体こういった施設にはドラフトや安全キャビネットが装備され

ているのです。ですからカビが生えたときは、まずここで乾かしてその後この中ではき落と

すという格好で処置しています。これがあると非常にいいと思うのですけれども、残念なが

ら、日本ではこういったものを持っていらっしゃる施設はまだ非常に少ないです。 

 カナダの例ですが、クラス 1 の安全キャビネットの中で、HEPA フィルター付きの掃除

機を活用しながらはき落とします。安全キャビネットの中からはカビの胞子が出てこないの

に、なぜ掃除機を一緒に稼働しているかといいますと、そのままはき落としますと、いっぺ

んに安全キャビネットが汚染されてしまうためです。安全キャビネットの中でやれば、作業

者は非常に安全に作業ができます。 

 ただ、注意しなければいけないのは、ドラフトは風量が調節できないものが多いのです。

私の研究所のドラフトもそうですけれども、資料を入れてドラフトをつけると、風量が大き

いのです。そういう場合は、とても作業ができません。ですから、そのへんの仕様はきっち

り確認して、せっかく装備されるのであれば使いやすいものを入れないといけないと思いま

す。 

 資料のクリーニングをされたかたは、多分すでにされていると思うのですが、集塵機にし

ても掃除機にしても、吸引する場合には誤って脆弱な資料のピースを吸い込んでしまわない

ようにします。メッシュやガーゼなどの布をかませてアダプターをつけると、破片が吸い込

まれてしまってもそこで止まるので、必ずこういうことをしております。それから、吸い込

み口を資料に直接付けずに、ある程度離して、柔らかいブラシ等ではき落としながら、カビ

だけ吸い込むということが一般的にはされております。 

 それから、いろいろなアタッチメントがあります。例えばコンピュータ部品用なども売ら

れていますけれども、あまり強く吸い込まれてしまうと作業がやりにくいので、弱モードに

できるような、HEPA フィルターのついた吸引装置がいちばんやりやすいのではないかと

思います。特に脆弱資料の場合は、資料をそのまま吸い込んでしまわないように、スクリー

ンの上からはき落とすという作業をしています。スクリーンは網戸を活用しているのですが、

特にコンサベーション用のものがあるということではありません。 

 また、安全キャビネットの中で作業をすると外にはカビの胞子が出てこないので、当然マ

スクを外して作業はできるのですが、中に入れる部分についてはきちんと手袋をしていただ

く必要があります。 

 ブラシについてはやはりその材質にあったものを使われるといいと思うのですが、もった
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いないようですけれども、カビ除去に使用する道具は作業専用にして、絶対ほかの用途に使

わないでいただきたいのです。作業が終わったらよく洗浄して、殺菌することが重要です。

ずっと作業に使い続けますと、カビで汚染されてきますので、やはり週に 2～3 回はきちん

と洗う。できたら毎日殺菌をして、ローテーションをしながら使うという方法が良いと思い

ます。 

 図書館で具体的に作業で使用された例としては、場所によっていろいろなブラシを工夫さ

れて、マスクをしてエタノールを使った例があります。現代書で比較的堅牢なものについて

は乾かしたあと、カビの胞子をトラップできるようなフィルターがついた掃除機で吸引して、

それができないものについてはブラシで一点一点ていねいにはき落としておられたと聞いて

おります。 

 安全キャビネットや集塵機は、大体ない施設が多いです。ない場合には、屋内でやります

とカビが散ってしまいますので、お天気の良い日を選んで、できれば屋外でやる。そのとき

には必ずマスク・手袋・作業着だけはきちんと装備していただきたいと思います。ところが、

カビが生えるのが大体秋雨や梅雨の時期で、お天気が悪かったり蒸し暑いときなので、マス

クや作業着がけっこうつらいのです。ただ、できるだけこういう装備はしていただかないと

人体に影響がありますので、注意していただきたいと思います。 

 ほかの資料やスペース、それからスタッフの安全確保のためにということで、非常に細か

い話ですが、自分は守ったけれどもそのあとをいい加減にされてしまうとすごく困ったこと

になります。使った手袋、マスク、保護衣などは使った面が内側になるようにそっと脱いで、

散らさないようにすぐにゴミ袋に入れて口を固く縛って、その日のうちに外のゴミ捨て場に

出す。手袋等を脱いだ後はすぐに石けんで手を洗ってうがいをする。用具も洗浄、殺菌、フ

ィルター交換を適宜行います。作業が続くときには環境汚染もかなり起きますので、1 週間

に 2～3 回ぐらいは作業所の除菌清掃をします。非常に大変ですけれども、それぐらい気を

つけてやらなければません。 

 

カビを再発させないためには 

 それを一生懸命やりまして、そのあとカビを絶対に再発させないようにしなければいけま

せん。汚染・再発を防止するためには、まずは湿度を 60％以下に保つ。それから、空気循

環を良くして、床に近いところや、特に壁際の湿気が高くならないようにしなければいけな

いのです。それから、一回カビが生えてしまうと、前よりもカビが生えやすくなることが非
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常に多いので、定期的に目視点検をする。もう一つは、書庫清掃を 2～3 か月に 1 回すると

か、定期的に書庫清掃をする計画をきちんと立ててやる。そのときにほこりよけの交換や水

漏れの対策もきっちりとやってもらう。 

 地下書庫でカビが生えることは多いのですが、地下水レベルが高いとかですと、カビの被

害を繰り返してしまいますので、そこはやはり施設管理の人とよく話し合って抜本的な対策

を取っていただくしかないと思います。 

 もう一つは、受け入れ資料は点検やクリーニングをきちんとやってから入庫する。ある施

設では、一回カビが出たあと、きれいに復帰しまして、施設を改装する際に、書庫の吹き出

し口を増設して、相当空気の周りがよくなったそうです。このとき、この施設の方々がすご

いと思いましたのは、最下段の棚を全部上げられたことです。これは相当な肉体労働なので

すけれども、きれいに清拭すると同時に、殺菌としてエタノール拭きもして、その後に棚を

全部 30 ㎝上げたので、すごく書庫の中の空気の通りが良くなったのです。いちばん下の棚

がよくカビていたのですが、見違えるように環境がきれいになりました。あとは、空気が回

っているかどうかを、ひもや糸を切って垂らして、ひらひらしているかどうかでチェックさ

れていたということです。 

 それから、空気清浄機を設置することで、だいぶカビの胞子をトラップすることができま

す。余談ですが、空気清浄機などはいろいろなタイプがあります。オゾンやマイナスイオン

を出すなど、付加価値の高い物がたくさん出ているのですが、書庫や収蔵庫では、非常に単

純なものを選んでいただきたいと思います。いちばん単純な HEPA フィルターのついたフ

ィルター式のもので十分で、逆に化学物質を出さないものの方が望ましいと思います。 

 それから、すごく感心したシステムですが、この施設では薄よう紙みたいなもので本棚の

天の部分にほこりよけをかけられたそうです。そうすると掃除のときに、半年か 1 年に一

度、このほこりよけさえ交換すれば非常に簡単にほこりの除去ができて、本の天の部分を一

冊一冊掃除する必要がないのです。非常に良いシステムだと思います。 

 

カビの殺菌 

 今、物理的な除去の話をしたのですが、当然薬剤を使用する処置もあります。薬剤として、

一つはガス燻蒸剤がありまして、殺菌燻蒸剤としては例えば、酸化エチレンがあります。特

に我が国は今、大体カビが生えるとガス燻蒸することが多いと思います。ところが、IFLA

の原則を見ますと、ガス燻蒸については一言も書いていないのです。そして欄外には「ガス
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燻蒸はもはや推薦できない」と書いてあるのです。「ガス燻蒸をしても予防にはならないし、

資料にガスが残留してよくない」ということで、ばっさり切り捨てられているのです。 

 CCI の Bulletin を見ましても、ここでは物理的な除去について書いてありますが、ガス

燻蒸のことは書いてありません。書いていないどころか、推奨しないとはっきり言っていま

して、先ほどの IFLA の本でも「燻蒸はもはやカビの処置として進められない。なぜなら人

体への毒性があり、資料に残留し、また環境を整えない限り、燻蒸したところでカビの再発

は防げないからである」と書かれているわけです。 

ただ、日本ではかなりカビの発生が多いので、やはりそうは言っても燻蒸はせざるを得な

いこともあるのではないかという気はするのです。例えば、寄託された大量の資料にカビが

蔓延していたとか、お蔵一棟分の寄贈を受けて調査に行ったら中が真っ白だったというとき

に、それを一個一個はき落とすというのは気が遠くなりますし、はき落とすにしてもまずは

殺菌したいという気持ちに普通はなると思うのです。そういう場合には、テント燻蒸などで

処置したほうがベターではないかと私個人は思います。 

 もう一つは、外国から受け入れた資料にカビが発生していた場合です。実は、博物館資料

や図書館資料というのは検疫を経ないで、直に送られてきてしまうので、ダイレクトにその

資料が届いてしまうのです。ある博物館では、アフリカの資料や東南アジアの資料などが直

接入ってくるのですが、開けてみたらカビが生えていたそうです。そういう意味では、検疫

の観点からもやはり酸化エチレンで燻蒸をしているということです。 

 それから、大量のカビが発生していて病原性も危惧される場合。そういう場合はやはりき

ちんと殺菌して対応したほうが、病原性という意味のリスクが減ると思いますので、そうい

った場合はやはり燻蒸はありだと思います。殺カビ効果のある燻蒸剤で、文化財に使える認

定薬剤として文化財虫害研究所が認めているものとしまして、酸化エチレン、酸化プロピレ

ン、ヨウ化メチルです。殺菌燻蒸剤としては最初の二つがポピュラーだと思います。ただ、

いずれも毒性は強く、人体に対しても発ガン性があり、ものに吸着されやすい性質をもった

薬剤です。 

 こういったものはいずれも特定化学物質、あるいはそれに準ずる化学物質でして、特にガ

ンや神経障害などの健康障害を発生させるおそれのある化学物質については、健康障害の予

防対策のための規則が法令で定められています。特化物としては第 1 類、第 2 類、第 3 類

があって、第 1 類はＰＣＢなど、非常に強い発ガン性があって、基本的に使用禁止のグル

ープです。 
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 それから、第 2 類としては多くが、発ガン性があって、作業環境の管理濃度が決められ

ているグループ。石綿なども第 2 類です。燻蒸剤というのは、ほとんどが第 2 類なのです。

昔使っていた臭化メチルは、オゾン層破壊物質なので現在使われておりませんけれども、こ

れも特化物です。先ほど言った酸化エチレンも発ガン性があり、特化物で、管理濃度が

1ppm なのです。1ppm といってもなかなか想像しがたいと思うのですが、これは非常に低

い。酸化プロピレンは今のところ第 2 類ではないのですが、アメリカの ACGIH では基準

濃度が 2ppm で、酸化エチレンと同じように考えてください。こういうものについては、

密閉する装置、作業環境濃度を一定基準以下に抑制するなど、障害を予防すべき物質として、

法令で非常に厳しい規制があります。こういったガスを、書庫や展示室などで使っているわ

けです。 

 ある博物館の方が、燻蒸したあと収蔵庫でどれぐらい燻蒸ガスが残っているかを計ったケ

ースがあります。臭化メチルで 48 時間燻蒸したあと 48 時間排気して、直後は検出限界以

下になったということで、引き渡しを受けたのですが、そのあとに 1 日おいて収蔵庫で臭

化メチルの濃度を計りますと、高いところで 40～52ppm だったのです。特に木質系のボー

ドや調湿ボードを貼ってあるところはガスが吸着されやすいためか、あとからだんだん吸出

されてきてしまうわけです。酸化エチレンや酸化プロピレンの場合も、書庫で使用するとガ

ス抜きに苦労します。 

 ですから、基準が 1ppm ということを考えますと、書庫燻蒸に先ほど言ったような燻蒸

剤を使うのはかなり難しいと考えざるを得ない。法律としては労働安全衛生法、省令として

は特化物の障害予防規則で規制されています。ですから、燻蒸剤を使用する際は、できる限

り収蔵庫とか書庫のオープンスペースではなくて、密閉化された燻蒸装置やテントで使用し、

健康障害の防止の観点から、残留しないように十分ガス抜きをしてください。 

 それから、カビが生えていなければ殺菌燻蒸はする必要はありません。「とくにカビは出

ていませんが、殺菌濃度で書庫燻蒸やってください」とおっしゃる方がいるのですが、カビ

が生えていないところで燻蒸をしても、ガス抜きのときに外気をどんどん取り入れます。そ

うすると、外気と一緒にカビの胞子がまた入ってくるので、非常に汚染された資料でない限

り、あまり意味はないのです。 

 また、消毒・殺菌剤はエチルアルコールが今のところ一般的ですが、ものによっては色落

ち、光沢の変化などがあるので、まずは材質の影響がないかどうか必ず確かめて使う必要が

あります。殺菌剤そのものとしてはいろいろなものがありますが、文化財用途としては今の
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ところ、ほとんど使われていないというのが現状です。やはり材質への影響や残留性を考慮

しますと、なかなか難しい状況にあります。 

 先ほど、大規模な被害の場合等は防除業者に委託するほうがいいという話をしましたけれ

ども、その際に最初によく方法を協議することが非常に重要です。最初に、こういう方法が

いいという仕様書を出してよく協議したうえで、任せきりにせず、資料にどういう処置を行

うか、よく見て検討する。そして、環境をきれいにしてもらったとしても、そもそも水回り

の始末などの環境改善をしないとまたくりかえしてしまいますので、それらも同時に必ず対

処する必要があります。 

 

今後の可能性 

 今後の可能性としては、日本では食品衛生分野の無菌技術や殺菌技術が非常に進んでいて、

管理運営基準が非常に厳しく定められたガイドラインがあるそうです。ですから、資料保存

分野でも衛生規範のようなものを作っていくべきではないかという話が、文科省のカビ対策

専門家会合で出ているということです。 

 ただ、こういった図書館や博物館等の場合は、人員の問題、予算がどうなるのか、それか

ら、指定管理者制度等でどんどん人が入れ替わっていってしまうときに、ノウハウをきちん

と引き継いでいけるのかといった問題がやはり出てくると思うのです。小島先生の話にもあ

りましたように、やはりマニュアルだけではどうしようもない部分が実はあります。ある程

度の基準なり概要なりはできても、結局、現場でどうするかという話になったときには、や

はりその現場でそこのノウハウをある程度工夫していく必要があると思うのです。 

 例えば、改修した後によくカビが出るという話がでておりましたけれども、それは図書館

だけに限りません。改修した後は、空調の運用も変わってしまいますので、安定するまでは

トラブルが出ることがあります。また新しい収蔵庫の空調をいい環境で運用しようとすれば、

メンテナンスの金額がすごくかかってしまうことが多い。そうすると今までとお金のかかり

方が全然違うので、24 時間空調のところ 8 時間にする。8 時間でもお金がかかるので、こ

の季節とこの季節はやらないなどと、だんだんやらなくなってしまうわけです。そうすると、

今までの環境の方がかえって風通しが良かったのに、新しい収蔵庫で、とたんにカビが生え

たということも実際にはあります。 

 ですから、建物に対しての予算がいくらついても、どういった資料に今後どれぐらいの人

員がかかれるのか、メンテナンスにどれぐらい運用費がつくのかという面も考えていかない
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と、初期コストだけ払ってもらっても非常に困るという部分があると思います。そういった

部分も含めて、今後はやはり、どちらかというとノウハウの部分、ソフト面でかなり考えて

いく必要があるのではないかと思っております。 

 また、いろいろな施設があって、大きな施設もあれば、小規模な施設で 2～3 名のスタッ

フしかいなくて除湿しかできないとか、中規模施設でも責任者の配置がないところもありま

す。 

 そういったときに、段階的に考える必要があると思います。その環境でできることを考え

ていく必要があると思っていますし、今考えつつあります。 

 最後にまとめですが、カビの予防は、まずは湿度管理とこまめな掃除につきます。それか

ら、今まであまり大々的には言われていなかったのですが、とにかく人体への健康被害を考

えて、カビを処置するときにはきっちり防御をしてください。これは、なかなか理解してい

ただきにくいかもしれないのですが、やはり健康管理というのはその施設の責務ですので、

きちんと主張して安全を確信するための方策をとっていただいたほうがいいと思います。 

 また、処置に際しては、専門家や修復家等にまずは相談して進めるのが望ましいと思いま

す。そして殺菌燻蒸は、どうしても必要なときには、燻蒸庫やテントで行うのがよいと思い

ます。それでは駆け足でしたが、私の話を終わらせていただきます。 
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鎌田� 最後の総合討論に移りたいと思います。会場の皆さんから頂いた質問について答えて

いただくという形で進めさせていただきたいと思います。お話しいただいた順番で見ていき

たいのですが、最初に木部先生から、東洋文化研究所の漢籍の調査状況についてお話を頂き

ました。幾つも質問を頂きましたが、重なる質問もありました。脱酸化処理の問題というの

が一つの大きな点になっていたようで、特に「中国の手漉きの紙はかなり強度があるのだけ

れども、酸性度が高くなっている」というご指摘がありました。それをどのような形で修復

するのか、あるいはしないのかというのが一つのポイントだと思います。また、修復あるい

は保存に用いる素材についての質問が幾つかありましたので、それについて木部さんのほう

からまとめてお話しいただけますか。�

�

木部� さきほど報告しましたように、東文研での今回の調査の対象資料の本紙は、�� が驚

くほど低いにもかかわらず、冊子を開いたり閉じたり、あるいは丁をめくったりというよう

な普通の利用には充分耐えられるだけの強度を保持しています。では、こうした資料には脱
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酸性化処置をやるべきかどうか。�

� ご承知のように、脱酸性化というのは欧米、特にアメリカが出自の技術でして、対象にな

っているのは主として �� 世紀中ごろ以降の木材パルプを原料にしてアラム・ロジンでサイ

ジングした近代の洋紙です。こうした洋紙に対しての脱酸性化の効果は、大枠としては疑い

えないと思います。そして、その他の紙についても、いろいろなリスクはあるのですが、酸

性度が低くて、なおかつまだ強度が残っているものに対しての脱酸性化は有効でしょうし、

実際たくさんのものが処理されてきました。�

� この大枠からいきますと、東文研の今回の資料に限ってという形になるとは思いますが、

酸性度がとても低い、しかし強度は保持されている。そういうものに脱酸性化処置をして、

中性域に近づけることでもっと命が延びるだろうと言えると思います。ただ、すぐに脱酸性

化という話になるかというと、いくつかハードルというか、まだ確認しなければいけない問

題があります。�

� 脱酸性化という技術は主に洋紙を対象にしたものだと申し上げました。しかし、中国の紙

には、指摘しましたような幾つか不思議なことがあります。ですから、洋紙のいろいろな処

置と同じように考えられるところと、全然そうではなくて、やはりもう１回ちゃんと考えて

みなければいけないところがありまして、脱酸性化処置についてもそういうアプローチが必

要でしょう。例えば、リグニンが入っていないことが、二十何点の資料だけですが、リグニ

ン・チェックで分かりました。普通リグニンが入っている洋紙は、脱酸性化では黄変等のト

ラブルが起こることがあります。ですから、リグニンが入っていないということは、脱酸性

化にとってはアドバンテージなのです。ただ、もしかすると別のファクターによって、悪い

影響とまではいかないけれども、何か影響が出てくるかもしれない。つまり漢籍の紙につい

ては、それを化学的な処置をするときの効果やリスクは何も分かっていない、データがない

という状態なのです。�

� やってはだめだというのではなくて、私個人としてはやってもいいだろうという気がする

のですが、例えば竹紙の場合ですと、私どもが幾つか実験的に脱酸性化をやった結果では、

イエローイング（黄変）が起こります。茶ばみというよりも黄ばみです。リグニンが入って

いないにもかかわらず、どうして黄ばみが起こるのかというのがとても不思議なのですが、

黄色くなっている。黄色くなるのは見栄えだけなのか、それとも何か物理的な劣化を導き出

している証拠なのかどうかも全く分かりません。�

� しかし、解決しておかないと手が出せないテーマがたくさん残っているというわけではな
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くて、幾つかをつぶしていったときに、大枠として �� が低く、なおかつ強度は保持してい

て、延命を考えるものであれば、脱酸性化という選択肢を摂ればいいと私は思います。そう

いう意味では、今回の東文研の資料はそういうカテゴリーに入ると考えていいのだろうと私

は思っています。�

� 次に、帙の素材についてご質問がありました。私どもは帙屋（箱屋）でもありますが、今

回の調査の眼目がそこになかったということがありまして、細かい帙の素材については統計

も何もとっていません。帙の関連でいいますと、帙の内壁というのはほとんどが本の表紙に

接触しています。そうすると、本の酸性度と、接触している帙の酸性度を比べると、本の酸

性度のほうが高いのです。ではそこに接触している帙はというと、大して劣化していないの

です。帙については割と健康な状態が保たれるのかなと思います。�

� ただ、構造といいますか、大体中国のものは巻き帙という形状のおくるみです。書籍でい

う天と地が開いている状態なので、そこはやはりすぐにほこりが付く。東文研に限らず大体

帙の本は、保管スペースを確保するという目的からも、普通の本と同じように立てて置くこ

とが多いのですが、天の部分に相当にほこりが積もる。湿気が高かったりするとかびの培養

には良い。ただ、今回の対象資料には、そんなにたくさんほこりがたまっていたわけではあ

りません。また調査は１点ずつ全部の調査をして、全部クリーニングを行いましたから、き

れいにはなったと思います。答えになっていませんが、帙については予想していたよりもず

っときちんとした状態が保たれているということです。�

� もう一つ、「接着剤で本が傷んでいるのだけれども、これはどういうものであって、劣化

しないようにするにはどうしたらいいのか」という質問ですが、実際に見てみないと判別は

全くできません。もし可能でしたら、その部分だけを切り取るなりして、私どものほうに送

っていただければ、簡単な判別はできると思いますので、遠慮なく送っていただきたい。た

だ、基本的に言えることは、全ての本を「きれい」な状態のままに保存すべきかどうか、白

い変色した接着剤を残したままではいけない本なのかというところから、考えていただきた

いとは思います。�

�

鎌田� ありがとうございます。幾つか質問はありますが、恐らく皆さんに頂いた質問にすべ

て当たるわけにもいかないと思いますので、少しずつ移っていきたいと思います。ただ、脱

酸化の問題に関しては、周先生もご講演の中で酸性度の高いものを修復していくというよう

なことをおっしゃっていました。やはり、中国のものは酸性度が高くても比較的強度が強い

― 251 ―



�

�

ということでしたが、何か周先生のほうでお考えでもあれば伺いたいのですが。�

�

周� 古籍の脱酸処理については、中国でもまだ大々的に行われてはおらず、まだ始まったば

かりの問題という感じで、我々も今、準備的な研究・検討の段階です。実践的にはかなり保

守的な態度をとっているところが多いと思います。ただ、我々技術者のほうの立場から見ま

すと、やはり酸化が激しいものについては、その程度に応じて積極的に処理していくべきだ

と原則的には考えています。数字でいいますと、����� 以下の酸性のものは脱酸処理を考え

るべきです。	�
以下のものは脱酸処理が必要であると考えています。�

� 今、酸性度の大体の目安ということで申し上げましたが、実際にはまだ、脱酸処理を積極

的にやっている段階ではなくて、実際には脱酸処理によって起こる各種の副作用的な面も考

えて、慎重に行う必要があるという考えです。�

�

鎌田� ありがとうございました。小島先生についても質問が幾つかあります。保存媒体につ

いて「マイクロフィルムに関してもネガとポジとではさまざまな点で違いがあるのではない

か」、あるいは「かつて磁気テープで保存していたものが、テープそのものが崩れてしまっ

ている中で、デジタル媒体に関しても、今後の保存についてはどのように考えたらいいだろ

うか」というようなものです。そのあたりについてお答えいただけますか。�

�

小島� まず、マイクロフィルムのポジとネガで何か違うことが起きるのかということですが、

はっきりと数字で出したわけではありませんが、私のところで過去にオリジナルで撮影した

もので、ネガもポジも持っているものは、概してネガの方が状態が悪く、劣化しています。�

� 面白いのは ���
 年ぐらい、�� ベースから ��� ベースへ移行する境目あたりの時代に作

ったマイクロフィルムです。この年代のものには、ネガは ���ベースという新しい材質で、

ポジは �� ベースというものもありました。この場合、�� ベースのポジは多少劣化してい

ますが、リーダーで十分見られる状態です。ところが、��� ベースのネガのほうは、先ほど

剥離している画像をお見せしましたが、そういう状態になっていました。特に箱に濡れた痕

跡があるわけでもないということで、何故固着や剥離を引き起こしたのかよく分かりません。

マイクロフィルムの調査はかなり前にやりましたので、本当ならきちんとした報告書が出せ

ていないといけないのですが、いろいろ分析をすると、矛盾点が出てくるのでまとめきれて

いません。�
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� また、資料室、図書館、研究者、経済学部の教員など、中で統一がとれているかどうかと

いうご質問もあったのですが、はっきりとしたガイドラインなどがなくて、徐々に私のとこ

ろへ保存に関する案件が集中してきているという状況です。実はマイクロフィルムの劣化調

査も、私が主体となって行ったわけではありません。別の部署が行って、最終的に調査の終

わった段階で、そちらのほうから私が引き継いだのです。資料の状態調査は、私の方で一か

ら行ったのですが、マイクロの調査はコンセプトから私が立てたわけではなく、こういった

不統一も、まとめるのに少し苦労している要因です。�

� それから磁気テープの劣化についてですが、頂いたご質問によると、磁気媒体がどうも

粉々になってしまったということでした。テープが粉々になるというのは湿度が低すぎた場

合です。これはマイクロフィルムの例ですが、一般的に今の ��� ベースでは、湿度 �	％以

下の状態におくと、テープにひびが入るといわれています。ですから、ご質問の磁気テープ

についても保存の湿度が低すぎたということが考えられると思います。�

� また、その媒体に何が保存されているかにもよりますが、今後、資料の保存ということで

は、一種類の媒体だけで保存するのは危険だと思います。磁気のデータをどのように複数の

媒体で保存していいかは即答できませんが、紙媒体を例にすれば、マイクロ、電子データ、

そして紙の複製の三者で持つというぐらいのことを、本当であればすべきではないかと思い

ます。著作権の問題などいろいろ関係しますので、一概に全部がそれでいいとはいえません

が、可能な限り、複数の媒体で持つということが必要ではないでしょうか。�

�

鎌田� ありがとうございました。小島さんへの質問の中に「保存に関する判断が学部の中で

できているのか」というものがありました。それに関連して、木部先生のお話の中にもあり

ました劣化調査が、東洋文化研究所全体の蔵書の中でどういう位置づけを持っているのかと

いうご質問もありました。多分、これに対しては木部先生がお答えになるよりは、東洋文化

研究所の者が答えなければいけないのではないかと思います。図書室から、簡単に一言言っ

ていただければと思います。�

�

東洋文化研究所主査（図書担当）� 東文研の蔵書の中では、中国漢籍がいちばん大切なコレ

クションだという位置づけが、研究所の中では定着していると思います。それは質的なもの

だけではなくて、量的な意味でもあります。ちなみに、東文研では蔵書が �� 万冊ほどあり

ます。漢籍データベースで採録されている漢籍は �
 万件余り、それから図書のほうはほと
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んど遡及しておりまして、ＣＡＴのデータベースから引けるのは �
 万冊ぐらいです。残り

が雑誌です。すごく荒っぽくいうとそういうことです。�

� もともと完全に閉架式の書庫で、いらっしゃった方が見たいと言われると、出納して出し

ます。特別貴重書の利用に関しましては、原則として年代で決められるのですが、�	

 点

ぐらいあります。原本の閲覧は事前申請をしていただいております。普通は、できるだけ複

製を作って、それを見ていただくというように、小さなところなので細かい対応をしていま

す。�

� 利用者が多く、「保存」と「利用の利便性」という矛盾したものをどう解決していくかと

いうことが、ずっと課題になっておりました。しかし、平常の予算と人員ではなかなか手が

回らない。そこで、国立大学が法人化したときにとりまとめた研究所の中期計画の中で、

「研究資料の保全・保存という１項目を立てました。全学の年度計画においても「研究に必

要な設備等の活用・整備」の項で、平成 �� 年度には「資史料・標本の保全及び管理は、法

人化以前と同様、専門研究者の知識と技能を活用し、デジタル技術によるデータベースやア

ーカイブなども視野に入れつつ、行う。」とされ、また、続く平成 �� 年度には「資史料・

標本の保全及び管理は、専門研究者の知識と技能を活用し、デジタル技術によるデータベー

スやアーカイブなども視野に入れつつ、行う。また、文化財史料について、保存･活用のた

めの適切な修復を行う。」と追加されました。さらに、東京大学アクション・プラン �

	�

�

�（�

� 年度改訂版）においても重要事項として「本学が有する貴重資料音保存施設の

整備」が挙げられています。�

� そういうところもあって少しお金が頂けて、今後の計画を立てたときに、やはりまずメイ

ンである中国書漢籍を最初に取り上げることになったのだと思います。中国書だけで、

�������� の中で �� 万冊ぐらいです。ですから、合わせてかなりのものなので、最初は小

島さんがなさったようにサンプル調査をしようと思っていました。ところが、最初に所長か

ら申し上げましたように、建物を移動しなければならない、本も疎開しなければならないと

いう条件が入りまして、まとまりとしていちばん使われているのは多分叢書部だろうという

ことで、叢書部をパイロットスタディとして、手始めにやってみたという経過です。�

�

鎌田� どうもありがとうございました。周先生のお話に関して「日本と中国の古書の修復技

術で、何か違う点があるならば伺いたい」ということです。�

�
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周� 残念ながら、私は今回初めて日本に参りましたので、日本の状況はそんなに存じ上げま

せん。ただ、基本的には日本も中国も修復技術は共通のものだと思っています。具体的に考

えれば、例えば中国の中であっても、それぞれの技術者によって多少違いはありますし、そ

れから具体的な物に対して、どういう技術を運用して修復していくかという点で、それぞれ

違いが出てきていると思います。�

�

鎌田� ありがとうございました。周先生は、何日かはこちらにいらっしゃると思いますから、

その機会に少しでも日本の状況を知っていただければ、今後、日本と中国のさまざまな交流

に役に立つのではないかと思います。�

� もう一つ、周先生に対して「お話の中であった脱酸素保存をしてしまうと、本が全く使え

なくなるのではないか」という質問もありましたが、それに関してはどういうご意見がおあ

りでしょうか。�

�

周� 中国国内の学者にもそういう疑問を持たれる方がいますが、実際にはそういう問題はあ

りません。脱酸素保存の場合も取り出すことはもちろん可能ですし、そういう特殊な保護が

必要な高級な善本書というのは、それほど頻繁に出せるものではありませんので、その点は

問題にならないと思います。�

�

橋本� 先ほど周先生が、脱酸素技術についていくつか補足的なご説明をくださったので、ご

紹介します。脱酸素保存は �
～�
 年来起こってきている技術で、いろいろな問題もそこに

あるので、一言だけということでおっしゃっていました。周先生ご自身のご研究で発見され

た問題ですが、老化に伴って紙自身が揮発のある種の物体を発生しているということがあっ

て、それをうまく処理しないと、完全密封した状態では、自分が発生する揮発性物体の害で

劣化が進んでいくという問題があります。�

� 現実的な技術としては、脱酸素保存は �種類ぐらいの方法があって、一つは密封して脱酸

素剤を入れるという方法。もう一つは真空です。それからもう一つは、三つの気体を充満さ

せるという方法です。大体、脱酸素というのはこの三つに分けられると思います。�

� 一つめの、袋に封入して脱酸素してしまうという方法だと、先ほど言いましたような発生

気体の害を防ぐことはできません。個人的に有望だと思っているやり方で、現実的にやって

いるのは、窒素充填の倉庫で、窒素で封入する。そうすると、窒素の気体が流動することが
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できるので、そういう意味で保存にいいだろうということでした。�

� これは私の補足ですが、実際には窒素で保存するというのは、野菜や果物で今、非常に盛

んに行われています。季節外れの生鮮食料品が今、多量に出回っています。中国でもそうで

すが、� 年通して同じ物が出ているというのがこの数年間非常に普遍的に見られますが、こ

れは窒素封入でやっています。お百姓が果物や野菜に対してやっているような、その程度の

保護技術が我々の古籍に対しても行われていいのではないか、りんごぐらいのレベルでは大

事にしてもらってもいいのではないかと思います。�

�

鎌田� ありがとうございました。それでは、次に木川先生に対して出された質問です。「か

びを発見するときにブラックライトを使うのはどうか」とか、あるいは「同じ場所でも、特

定の国の資料にばかりかびが生えるのだけれども、これはどういうことだろうか」とかいっ

た幾つかの質問がありました。�

�

木川� まず、ブラックライトの使用方法についてですが、実は私もいろいろ使って照らして

みたことがあります。例えばプレートにかびを生やして照らしてみるとか、日本画にかびを

生やして照らしてみるとか、和書に生えるかびを照らしてみるとか、いろいろやったのです

が、結論としては、かびでも光るものと光らないものがあるのです。�

� 例えば、代謝物を出しているような場所は、蛍光色にぱーっと光るのです。ですから、例

えば肉眼で見きれないような広い範囲に、それがしみ込んで広がっている場合には、ここま

でかびの代謝物が行っていたのだなということがよく分かりました。ただ、明らかに黒っぽ

いかびがわさわさと生えているのに、全然光らないものがありました。ですから、何もかも

万能ということではなく、ブラックライトで光りやすい特定の代謝物に反応して光ることは

ありますが、使い分ける必要があるというのが答えだと思います。�

� 油画の修復の工房などで使われていることもありますが、それは本当に時と場合によって、

肉眼で払い切れない部分が残っていないかとか、そういった使い方をされていると聞いてい

ます。しかし、万能ではありませんし、ブラックライトといえども紫外線域ですから、むや

みに使うことはないと思います。�

� 「���� フィルター付の掃除機の本体は部屋の中で使っていいのか」というご質問ですが、

これは排気の問題だと思います。���� フィルターを通すと、排気口からかびの胞子がまき

散らされないので、本体ごと部屋の中に置いて使うことが可能です。まだＨＥＰＡフィルタ
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ーがない時代には、二人一組になって、排気口から長いダクトホースを部屋の外に出すとい

う方法でやっていたところもあるのですが、����になってから非常に楽になりました。�

� もう一つ、旧家の書籍調査をしたときに、目のかゆみと鼻水が１週間続いたということで

すが、ほこり、ハウスダスト、かび、ダニなど、人によってそれぞれアレルゲンが違います。

そういった環境ではアレルゲンになりやすい物質がたくさんあります。マスクなどをしたら、

失礼かな、申し訳ないだろうか、と遠慮なさらず、とにかくマスク等の装備を持っていった

ほうがいいと思います。私はかびの調査に行くときには、５枚ぐらい防塵マスクを持ってい

きます。アレルギーがあるからといっても、一人だけつけるのは申し訳ないので、皆さんに

渡します。皆でマスクをしましょうというと丸く収まりますので、そのようにされたらいか

がでしょうか。�

� それから、「同じ材質に見える装丁でも、特定の国の資料にばかりかびが生える」という

コメントについてです。それだけで原因は特定できませんが、一つの可能性として装丁のの

り等に違いがあるということもあるかと思います。例えば、これはかびではなくて虫の例な

のですが、同じ資料館で年鑑を出していっている例で、ある年は化学のり、ある年は豆のり

で装丁していたら、豆のりで装丁した年度の棚の本だけがゴキブリにすごくかじられた例が

あるのです。ですから、装丁に使うのりなどによっても被害状況が違うというのが一つです。

もう一つは、日本製のものというのは、ある程度防ばい処置を施してあることが多く、生え

にくい場合も多いと思います。しかし、そういうものを全く使っていないような国や地域の

ものだと、比較的生えやすいのかもしれません。�

� それから、「油画の資料では手袋をして扱うより、手洗いをするほうが効果的と書かれて

あったが、どうするのがいちばんいいか」というご質問です。確かに外国だと、白手袋をし

ていないところが多いです。アメリカでも、箱を作ってしまうという発想で、白手袋はあま

りしません。どちらかというと、日本の学芸部の方がよく白手袋をされるのですが、それは

考え方によると思います。どちらがいいということではないのです。ただ、修復家の方で、

非常に精密な作業をするときには、手袋をしていると指先が利かないので、そのときは手袋

をしないほうがいいという方は随分おられます。�

� また、白手袋といっても、きちんと管理されていればいいのですが、場合によっては引き

出しの中に１年間入れっぱなしで茶色手袋や灰色手袋になってしまっている方もいらっしゃ

るそうです。それで学芸員の方が皆の手袋を回収して洗ったというような館もありますが、

「灰色手袋」だとかえってよくないですので、やはり時と場合によって使い分けるという格
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好でいいのではないかと思います。�

� それからもう一つ、ほかの方への質問の中に「燻蒸等で資料に酸化などの影響がないの

か」というものがありましたので、それについて補足します。燻蒸剤といってもいろいろな

種類があります。今まで使われていた臭化メチルや、今でも使えるヨウ化メチルというメチ

ル化剤については、ジアゾコピーや青焼きが反応して、資料に含まれている硫黄分が原因と

されるすごい臭気を出すのです。ですから、できるだけそういうものはしないほうがいいで

す。また、ネガにしても乾板にしても、マイクロフィルムにしても、そういうものはゼラチ

ンベースのものや色素剤など、いずれをとってみても燻蒸剤とは相性がよくないということ

で、写真資料、デジタル資料、マイクロフィルムなどについては、一般には燻蒸剤を本当は

一切使わないほうがいいということになっています。�

� それからもう一つ、フッ化スルフリルという殺虫の薬剤があるのですが、それは �
 年以

上前、不純物のパーセントが高い時代があって、そのときには不純物の酸性物質が紙に悪さ

をするのだといわれていました。しかし、今はかなり純度が上がっていて、不純物が �
 分

の �ぐらいになっているといわれておりまして、燻蒸して何かすぐに影響が及ぶということ

ではないと思いますが、いずれにしても全く影響がない燻蒸剤というのはないと考え、その

辺のリスクと生物被害のリスクの大きさのかねあいで使うか使わないか判断するということ

になるかと思います。それから、革の問題については木部さん、よろしくお願いします。�

�

木部� ご質問は、「湿気を含んで溶けたようになってしまう革装の本があるのですが、どう

いう皮革がそうなるのでしょうか。また、そうなった資料はどのような対処が考えられるの

でしょうか」ということで、例として「韓国の本など」と書いてあります。これだけだとよ

く分からないのですが、もしそれが皮革だとしますと、恐らく「革」のほうではなくて、

「皮」のほうだと思います。具体的にいうと羊皮紙、西洋でいうベラムやパーチメントに準

じたものだろうと思います。革とは何が違うかというと、皮のほうは要するになめしていな

いことです。皮（����）をなめして革（���� �!）にするのですが、恐らくご質問のは、い

わゆるスキンの方ではないかと思います。�

� もちろん革のほうも当然、水分を含んだりすると加水分解を起こしていくわけですが、

「溶けたような」ということですので、水に弱くてゼラチン化が起こる羊皮紙に類したもの

ではないか。パーチメントやベラムといわれているものは化学的な耐久性という意味では革

よりもあるのですが、過度な湿気の変化に非常に弱く加水分解をします。また、その部分に
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かびが生えた時は、やはりかびの中の分解酵素によって、蛋白質が分解してゆく、溶けてし

まうことが考えられるだろうと思います。ただ、いずれにしろ、実物を見ないとよく分から

ないというのが本当のところです。あとは想像で言っているだけですので、ご承知おきくだ

さい。�

�

鎌田� ありがとうございました。予定にしている時間ははるかに過ぎていて、６時には皆出

なければいけないという状況なのですが、こういう方々が壇上にそろう機会は、実はそうあ

るものでもないので、どうしてもこれだけは聞きたいという方がいらっしゃいましたら、手

短に的確にご質問を頂けるのであれば、一人か二人にお願いしたいと思います。�

�

（会場）� 木部先生のお話で、中国の漢籍の紙を脱酸処理してみたら、黄変したとおっしゃ

いました。周先生のほうでは、そういう現象が出ているのでしょうか。�

�

木部� 付け加えますが、それは竹紙か、もしくは竹とわらの混紙です。斐紙ではなくて、イ

エローイングが起こるのは、明らかに竹紙、もしくは竹とわらの混抄をしたものだというこ

とを言っておきます。�

�

周� 先ほども申し上げましたように、私どもの館では漢籍に対する脱酸処理はまだ積極的に

行っている段階ではなく、準備的な調査の段階で、そういう詳しい結果は出ていません。た

だ、個人的に今までやっている経験で申しますと、黄変は確かにありまして、原因は今後研

究していく必要があります。それが特定の国による特定の反応であるならば、多少は緩和さ

れるという形で考えていく必要があります。現在のところ、実践的には脱酸化は慎重に行い、

具体的にどのような変化、問題が起こるかは検討中ということです。�

�

鎌田� ありがとうございました。�

�

小島� 一つ質問にお答えするのを忘れておりました。集密書架の管理上、注意すべき点は何

かという質問を頂いておりました。これは木川先生の講演の中でも出てきたと思いますが、

やはり床からの湿気を避けるために最下段に何も置かない、もしくはその段を上げて床から

の距離をとるということです。それから、まずいろいろする前に、書庫の風の通り道、風が
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どう流れているかを肌で感じてみてください。また、ほこりがたまっているところは、風の

吹き溜まりです。木川先生の講演にあったように、何か糸のようなものをつけて風を見るな

ど、視覚的に風の通り道を把握する方法も有効です。�

� 風が通っている部分は問題ないのですが、風が通っていないところに対しては、もしでき

れば送風機のようなものをつけてあげる。毎秒数センチ程度の弱い風で結構です。それから、

これは毎日やるとそれなりの効果があるのですが、集密書架を使っていないときは散開、つ

まり、書架の間隔を均等に空けておくことは重要です。�

� また、除湿器を置かれるときは、除湿器の吸い込み口の位置と、風の流れを考慮の上で設

置位置を決めないと、効果が得にくくなります。除湿器を置く場所は、風が行き着く地点に

すべきです。湿気もほこりも風が全部運んでいきますから、風邪の吹き溜まりに吸い込み口

があれば最も効果的です。�

� それから、先ほどから革の話が出ていますが、集密書架に入れると、和装本に比べて革の

洋装本というのはかびが生えやすいのです。ですから、集密書架には革装本を入れないとい

うのも一つの方法でしょう。風の通りをさらに良くするために、最下段だけではなくて、余

裕があれば、くし形にすき間を空けてやることも良い方法でしょう。�

�

鎌田� ありがとうございます。いろいろ話を聞いていると、ますますそれに関連して質問し

たくなるのが人情ですが、すでに予定の時間を �
 分過ぎておりますので、申し訳ありませ

んが、これにて本日のシンポジウムを終わらせたいと思います。今日は、本当にご清聴あり

がとうございました。また、特に本日お話しいただいた先生方、どうもありがとうございま

した。�
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後期イスラム世界における紙と書物

鈴� 木� � � 董�

（東京大学東洋文化研究所教授）�

� 本日は「後期イスラム世界における紙と書物」ということでお話しさせて頂きます。

� イスラム世界というのは、アジア・アフリカ・ヨーロッパの 3大陸にまたがる広大な世界

で、そのうち私が専門にしておりますのは、オスマン帝国という国家で、地中海世界のうち、

西欧に属する部分とモロッコを除く部分を版図に収め、これに東方ではアラビア半島とイラ

ク、北方ではハンガリーと南ウクライナ、クリミア半島などまで包摂していた国家です。イ

スラムは 7世紀の初頭にアラビア半島に現れますが、時代的には 13世紀から 20世紀初頭ま

でということになります。後期イスラム世界というのは、モンゴルがバクダードを破壊し、

アッバース朝が亡んだ 13世紀半ばぐらいから、近代西欧の影響が決定的となる 18世紀の末

ぐらいまでのことを扱うと思っていただければよろしいかと存じます。

� まず「イスラム世界とその広がり」というところから始めさせていただきます。「旧世界」

のアジア、アフリカ、ヨーロッパの 3大陸には、大体五つの大きな文化圏が併存していると

言っていいと思われます。一つは西欧世界です。境がポーランド、チェコ、スロヴァキア、

ハンガリー、スロベニア、クロアチア、ハンガリー、これが西欧世界の東の境です。ここは、

ローマ字を使う世界で同時に、中世にはカトリックを奉じていて、ラテン語を文化語として

使っており、今はラテン語は廃れましたがローマ字を使っているところです。ＥＵの第 1次

加盟国のうちギリシアを除いた部分と殆ど一致します。

� この世界は西ローマ帝国の影響下に育ったところです。西欧キリスト教（カトリック・プ

ロテスタント）世界、あるいはラテン文字世界といえると思います。その東隣、東ローマ帝

国の影響下に育って、正教を奉じ、ギリシア文字かキリル文字を使っているところがありま

す。ギリシア・キリル文字圏、これは東欧正教世界と呼びましょう。この 2つの世界は、と
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もに中世には、インクで鵞ペンでものを書いています。カリグラフィーの名で「書道」とい

うべきものが、一応ありますが、それほど発達しておりません。

� さらに東のほうに行きますと、インドから東南アジアにつながるところでは、梵字系の文

字を使っています。ここでは鉄筆のようなもので貝葉を削るようにものを書いています。鉄

筆様のものでヤシの葉っぱに刻み込んでいるので、カリグラフィーはそれほど発達していま

せん。料紙も限られているし、用具も限られています。

� 世界的に見て、非常に珍しいのが毛筆でものを書く漢字圏です。私の感じでは中国を中心

にして、中、韓（韓国・朝鮮）、越（ヴェトナム）、琉（琉球）、日、これが漢字圏に属します。

ここは墨を使って毛筆で書くということで、紙も筆で書くために、わりあい柔らかい紙に平

気で書きます。ぼかしとかにじみとかも平気で、紙もわりあい柔らかい紙を使います。今日、

われわれは洋紙と和紙と両方使い分けていますが、和紙のほうがずっと手ざわりが柔らかい。

水を十分に吸い込む。そのかわり一度吸い込んだものは残ってもちがよい。洋紙のほうは固

くて丈夫に見えるけれども、意外にもちが悪いということになります。

� その間に、この四つの文化圏をつなぐ位置にあるのがイスラム圏です。この東欧と西欧、

東西ローマ帝国の衣鉢を継いだ二つの世界、すなわちラテン文字圏とギリシア・キリル文字

圏では、中世には鵞ペンとインクを主に使っている。今もペンとインクを使っている。しか

しイスラム圏では書く材料としては墨、一種の墨汁のようなものを使います。しかし、書く

ときにはペンを使います。ただ、ペンが鵞ペンでなくて葦ペンです。まっすぐな葦をちょっ

と加工して、それを削りながら使います。

� この三つの文字圏は、いずれも削りながら書くペンを使っているので、だんだん先が傷ん

でくると削ります。

� 大体こういう広がりの世界を舞台にしてお話をするとご承知おきいただきたいと思います。

今日でも西から東へ、ラテン文字圏、ギリシア・キリル文字圏、梵字圏、漢字圏、そしてそ

れらをちょうどつなぐところにアラビア文字圏、すなわちイスラム圏が広がっていることに

なります。

� 位置から見ておわかりになるように、イスラム圏というのは前近代というか、15世紀末に

始まる西欧人の「大航海時代」以前のアジア、アフリカ、ヨーロッパ、そしてインド洋、地

中海という 3 大陸、1 大洋、1 海ないしはシナ海も加えれば 2 海の世界でわりあい縮こまっ

て暮らしていた時代の「陸のシルクロード」と「海のシルクロード」の中継ぎをしていた世

界ということになります。そこをいろいろな文物が流れていきます。紙も、中国からイスラ
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ム圏を通ってヨーロッパに流れます。

� それからほかに、物騒なものでは火薬とか、平和にも使えるものでは羅針盤とか、やはり

中国から、イスラム世界を通り、西欧世界に流れつくということになったわけです。

�「旧世界」のアジア、アフリカ、ヨーロッパという 3大陸をつなぐ陸と海の大動脈のうち、

陸の大動脈の一つである「陸のシルクロード」は、イスラム世界をへて、より西方につらな

っていました。「海のシルクロード」ともいわれる海の大動脈は、中国の南辺から発して、マ

ラッカ海峡を通り抜けて、そしてインドに至り三つに分かれます。その一つはペルシア湾ル

ート、今のオイル・ルートです。それから紅海ルート、ちょっと前のスエズ・ルートです。

そして東アフリカルートで、これはマダガスカルあたりまで下りてくる。このルートは「大

航海時代」の先駆けとなった、ポルトガル人のヴァスコ・ダ・ガマが喜望峰をこえてインド

洋に入った後、インドに到達したルートでもあります。この海の大動脈、「海のシルクロード」

とか「スパイス・ロード」、「香料の道」、あるいは「陶磁器の道」などと言われます。「絹の

道」に対して「香料の道」と言われますが、これもイスラム世界を経由していた。イスラム

世界とは、そういう位置にあった世界です。

� この世界では、文明についての言葉としての文明語、文化について語る言葉としての文化

語としてアラビア語が用いられました。これに対し「旧世界」の一番東では漢文、すなわち

古典中国語を用いている。漢字を文字としては、少なくとも重用している。そして、単語と

して漢語を大量に入れています。

� 漢字圏のうち、ヴェトナムだけは、漢字風の字喃（チュノム）は作ったものの、固有の表

音文字を創出しえず、フランスの植民地となったのでローマ字を使うようになってしまい、

朝鮮半島では北朝鮮は漢字を廃止し、韓国でもおおむねハングル化してしまったので漢字の

通用圏は減っていますが、中国及びその一部である台湾も漢字を使っていますし、日本も漢

字を非常に多く使っている。これも特殊な文化圏です。

� 東アジアでは、漢字を使うためにカリグラフィーというか、書道が非常に発達しています。

おそらく世界に二大書道圏があるとすれば、その一つは毛筆を使ってものを書く漢字圏です。

もう一つが葦ペンを使ってものを書くイスラム圏であると言っていいと思います。ここでは

アラビア文字を用いる。漢文に当たるものがアラビア語であった。そして、アラブ人以外の

ムスリムも殆どが、文字としてはアラビア文字を使用するようになり、アラビア文字は表音

文字で従来の文字との併用がない。従来の固有の文字ないしは新しく発明した文字とアラビ

ア文字を併用するということがなくて、全部アラビア文字に切り替わります。ローマ字化と
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同じです。

� 東アジアの場合は、土着の言葉、中国語以外のものを母語にしている人たちが、自分たち

の言語を文字で表記しようとしたとき、韓国の場合には朝鮮王朝、日本でのいわゆる李氏朝

鮮の世宗の時代、15世紀半ばになってハングルを発明する。

� 日本の場合はずっと古く、平安朝時代に確立した形で平仮名、カタカナができるというこ

とになります。その場合に漢字・仮名文字、漢字・ハングルまじり文というのが書けますが、

イスラム圏の場合は、全部アラビア文字で綴られています。表音文字の世界はいずれも同じ

と思います。イスラムの戒律上、絵が好まれないが、「コーラン」の写経が貴ばれるというこ

とで、イスラム圏では非常に書道が発達しまして、さまざまな書体が発達します。

� かつてはアラビア文字圏というのは、相対的に自己完結的な一つの大文化圏、それを私は

文化世界としばしば呼びますが、文化世界をかたちづくっている。国際関係もそれがベース

になって、そこの内部の関係がベースになりつつ、その外の異教徒の諸世界との関係ができ

るということになります。イメージとしては中華システムに似ています。東アジアの華夷シ

ステムに似ていて、華夷システムは文明化した華と野蛮な夷との関係になりますが、イスラ

ム世界では、世界をアッラーの最後の御使いである預言者ムハンマドの伝えた教えを奉ずる

本当の信仰者としてのムスリムの世界と、唯一の正しい神の教えをまだ受け入れていない不

信心者どもの世界という形で分けております。

� このように、イスラム世界の広がりはアラビア文字の分布によって可視的に知ることがで

きます。そしてそれは、相対的に自己完結的な世界を作っていたと思います。しかし、その

後、西欧人の 15世紀末に始まる大航海時代を経て、17、18世紀に西欧人が原動力になって、

5 大陸 3 大洋を結ぶグローバルシステムができていって、その他の諸世界は、その中に組み

込まれて自己完結性が解体し、単一のグローバルシステムの中の一つの文化圏、サブ・シス

テムになるということになりました。イスラム世界もその例にもれません。しかし、とはい

え、今でもかなり画然とした特徴を持った文化圏としてのイスラム圏たり続けていると思い

ます。

� そのサブ文化圏は、現在、物騒なほうではイスラム過激派、イスラム原理主義者の跳梁す

る世界、それが発生してくる世界ということになります。

� このかつてのイスラム世界は、さらに南北に分けることができると存じます。南北に分け

ますと、その南半分は、かつてのローマ帝国の南半分＋アラビア半島＋イラクからなり、そ

れは同時にアラビア語をしゃべるアラブ圏です。ここでは、ムスリムすなわちイスラム教徒
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の文明語・文化語もアラビア語のみです。北半分では、様々の人々が各々の独自の言葉を話

します。今日のトルコ共和国の国土の大半を占めるアナトリアの場合は、トルコ語圏、イラ

ンからアフガニスタン、タジキスタンあたりは大きく分けてペルシア語圏、それからさらに

北方の中央アジアのほうにもトルコ系諸語圏があります。インドに入るとまた違った言語を

しゃべっている人たちがいるという具合になります。ここで、このイスラム世界の北半分に

ついて言えば、イランを中心にして北は中央アジア、西はアナトリアの今のトルコ、そして

東はパキスタン、北インド、バングラデシュのイスラム教徒たちの世界では、第一の文明語・

文化語としてのアラビア語に加えて、ペルシア語が第二の文化語、文明語として用いられて

いました。そこでは、アラビア語とペルシア語を知っているうえに母語が使いこなせないと

文人、知識人とは認められません。逆に「三つの言語に通暁している」と言うと大変な褒め

言葉になります。そこは、アラビア語とペルシア語という二つ文化語・文明語を持っている

世界です。

� それは、近世後期以降のヨーロッパ、18世紀ぐらい以降のヨーロッパに近いかもしれませ

ん。ギリシア語、ラテン語とフランス語が解らないと人間ではないという世界です。それに

似ております。同時に、目で見える形ではタリーク体というイランから出てきた特殊なアラ

ビア文字の書体が、イスラム世界の北半では少なくとも多くの書体の一つとして使われます。

この書体は、イスラム世界の南半分には全く入りません。書かれた字の書体の分布でサブ文

化圏の広がりがわかります。

� これからのお話は、大体こういう広がりのところのお話でして、今度は時代的な区分に入

らせていただきたいと思います。ご承知のように 7世紀の初頭、アラビア半島のメッカとい

う町にムハンマドという人物が現れ、この人が商人として成功した後に、中年になって瞑想

を好むようになり、神の使いに選ばれたということを確信して、イスラムが始まりました。

� ムハンマドはその後、故郷を追われてメッカからメディナに移り、ここを拠点に再起巻き

返しを図り、ついにメッカを屈服させ、生前にアラビア半島のあらかたを手中にすることに

なったわけです。その際、メッカからメディナに移った年である 622年の当時のアラビア半

島の暦の 1月 1日がイスラム暦の 1月 1日ということになって、イスラム紀元はそこから勘

定します。イスラム暦は純粋な太陰暦なもので 355 日ほどしかありませんので約 11 日ずれ

ていて、季節と関係なく進行し、太陽暦でいくと 34、35年で一回りいたします。

� このイスラム世界には、発生以来 1400 年近い歴史がございますが、これがイスラム世界

の成立です。ここから始まりまして、預言者ムハンマドの没後、7 世紀中葉から、さらにア
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ラビア半島から東西に押し出して、西ではかつてのローマ帝国の南半分を席巻する。東では

ササン朝ペルシアに属していたイラクとイランとアフガニスタンと中央アジアの一部を押さ

え、さらに中央アジアに進出して、当時、非常に活発な王朝で東方から西方にずいぶん深く

出てきていた唐の軍隊と 751年に今のキルギス共和国の西半分のあたりに当たるところのタ

ラス川の河畔で戦い、戦いには勝ったものの、それ以上は東進せずに止まります。イスラム

世界は、751年のタラス河畔の戦い以降、11世紀の初めまで 250年間ほどほとんど広がりま

せん。11 世紀以降に第二の拡大の波が来まして、16 世紀ぐらいまでに今のイスラム世界の

広がりが成立します。

� ちなみにこの最初のアラブの拡大のときに手中にしたイベリア半島は、逆に 11 世紀の初

めから 1492年までの間にキリスト教徒の「レコンキスタ（再征服）」によって取り返される

ということになり、その延長線上でいわゆる「大航海時代」が始まります。当時の西欧人の

実力の範囲内で、陸を征服し尽くして、今度は海に出たのが「大航海時代」です。その先駆

が、ポルトガル人とスペイン人です。

� イスラム世界というのは 1400 年近い歴史がありますが、18 世紀末から 19 世紀になって

近代西欧を無視できなくなり、これに大いに学んで社会変革を遂げて西欧に対抗しようとい

う時代に入ります。すなわち、日本でいえば幕末・明治に当たる時代に入ります。そこで、

それ以前を「前近代」、それ以降を「近代」と呼びたいと存じます。

� この前近代のイスラム世界をどう分けるかは難しいですが、イスラム教徒のアラブ人が、

アラビア半島を出て、最初に創り上げた恒久的な大王朝がアッバース朝です。それは、750

年から1258年にモンゴルによってバグダードが攻め落とされるまで続くということになり、

このアッバース朝の滅亡を境にして前期、後期に分けることができるかと思います。そうす

ると前期が約 550年、後期がそれから 18世紀末までの 550年ということになります。

� 前近代イスラム世界の歴史の後半の 550年のうち 500年間ぐらいと、そして近代に入って

さらに 150年ぐらい存続したのがオスマン帝国で、本日の講演の基本的対象はこのオスマン

帝国です。オスマン帝国はイスラム世界の、特に多数派のスンナ派の世界帝国的なものとし

て独自の存在を示す国家になりました。これを主に対象としてお話をしていきたいと思いま

す。

� このオスマン帝国というのは、トルコ系のムスリムが東ローマ帝国すなわちビサンツ帝国

の東半であったアナトリアに 11世紀の末から入り込んでおりまして、その中から 13世紀の

末にその西北端で立ち上げた国です。ビザンツ帝国の旧領を 15 世紀の間に完全に飲み尽く
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し、16世紀に入りイスラム世界の心臓部に入って、同時に地中海の 4分の 3、すなわちロー

マ帝国の旧版図の 4分の 3を覆う大帝国になりました。そして、東ローマ帝国の都であるコ

ンスタンティノポリスを 1453年以降は帝都として、1922年まで存続しました。

� このオスマン帝国は、トルコ系ムスリムが立ち上げた国家ではありますけれども、トルコ

民族国家というより、イスラム的世界帝国というべきものです。そして、その文化の基調は、

トルコ的な伝統をどこかにたたえながら、しかしイスラム文化を基調にしたものになります。

しかも、そのイスラム文化も、アラブ圏とイラン圏でやや基調が違っておりますが、むしろ

イランのイスラム文化の強い影響下に自国の文化を形成したといってよいかと存じます。

� もちろんここでは、アラビア語を第一の文明語・文化語とするとともに、第二文化語・文

明語はペルシア語でして、文事を語るにはペルシア語抜きでは語れないという世界です。そ

して、書体としても、ペルシア語に特有のタリーク体が入りまして、特に文学テキストはこ

れで書かれることになります。そこのエリート文化を、オスマン文化と一応名付けたいと存

じます。

� こうして、イスラム世界の拡がりと、その形成の歴史と、そしてその中でのオスマン帝国

の位置づけについてふれたので、いよいよ、イスラム世界における書物と紙に入らせていた

だきたいと思います。オスマン帝国における書物とその素材と製作道具については、イスラ

ム世界の伝統をそのまま継いでおります。

� 書物には、もっぱら手稿本が非常に長く用いられまして、印刷術をムスリムが採用するの

は 18 世紀前半に至ってからです。日本語の写本という語はものを写したものというのと書

いたものということであるとのことですから、自分の創作にかかる原本も写本と言っていい

わけですから、それでいけば写本ということになりますが、西欧ですとマニュスクリプトと

いい、そのほうがむしろ手で書かれたものということで意味がはっきりするので、そのほう

が事態がわかりやすいかと思いますが、マニュスクリプトの時代が長らく続きます。

� 書かれる用紙のほうですが、イスラム世界の原初には、紙はもちろんございません。預言

者ムハンマドの時代に非常に重要なものを書くときは羊皮紙を用いる。エジプトに近いとこ

ろはパピルスが多少入っています。ほかは木片とか石片とか陶片に書くということで、コー

ランも、そういう色々なものに書き散らされた預言者ムハンマドの言葉を拾い、また記憶の

中にとどめていた人の記憶と合わせて後に結集されたと言われています。

� しかし、「アラブの大征服」が 7 世紀の半ばから始まって、それが 7 世紀末から 8 世紀の

初めに中央アジアに及びますと、中央アジアにすでに広がっていた紙とイスラム教徒が出会
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うことになります。

� 象徴的伝説としては、751 年のアラブ・ムスリムのアッバース朝軍と唐軍とのタラス河畔

の戦いで、唐の兵士たちが捕虜になり、そのうち一人が紙漉き工で、これが西方に製紙技術

を伝えたということになっています。それはシンボリックな話で、おそらくそれ以前に中央

アジアにアラブ・ムスリムの力が及んだときに紙と出会っていたのではないかと思われます。

ただ、目立った歴史上の事件というと、本当にタラス河畔の戦いで、捕虜として紙漉き工が

来たことがあったかもしれません。とにかく中国で生まれた紙が中央アジアに拡がっていて、

その中央アジアの紙と出会って、ムスリムが紙をイスラム世界に持ち込むということになり

ます。そして独自の紙を漉くようになってまいります。

� その後、イスラム圏を通じて中世のヨーロッパに紙が入り、中世のヨーロッパも羊皮圏で

すが、高価な羊皮紙は非常に特殊な文書にだけ使われるようになり、紙が普通に使われるよ

うになっていきます。

� オスマン時代、紙は自分のところでも作りますが、東方の紙も来ていて、写本の目録など

を見ると用紙についての説明があり、サマルカンディとか、あるいはヒンドアーバーディと

いう紙がありまして、インドからも中央アジアからも紙を輸入していたようです。それから、

アラブ圏からも来ておりますが、アラブ圏の紙はあまり評判がよくありませんで、一番安い

紙がダマスクス製の紙、ダマシュキーの紙であったと、16世紀の芸術家列伝を書いたムスタ

ファ・アリーという人が紙の種類を挙げるときに言っております。また、一番上等なのがヒ

ンドアーバーディという紙で、インド製の紙だったと言っております。とにかく、東方産に

も、さまざまな紙があります。

� さらにヨーロッパで中世の後期に、紙の生産が盛んになり、とりわけまず、イタリアが中

心になり、15世紀になりますとヴェネツィアから大量に紙がオスマン帝国に入ってまいりま

す。不思議なことにスルタンの勅令だとか、非常に上等な写本は、東洋紙に書かなくなり、

ヴェネディクとオスマン朝の人々が呼ぶ、透かし入りのヴェネツィア紙に主に書くようにな

りました。

� それに加えて 16 世紀になるとフランスでも紙作りが盛んになって、フランス紙も入って

きて競争になります。その後は、フランス紙とヴェネツィア紙の両方が競合し、だんだんフ

ランス紙のほうが優勢になりながら推移していくことになりますが、洋紙は自分のところで

はとりあえずは作っておりません。西洋紙を作り出すのは、オスマン帝国内でムスリムによ

る最初の活版印刷が始まる 18 世紀の初めのことです。印刷所開設と同時に用紙製造工場も
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プラントを入れ、洋紙製造を始め、イスラムの象徴である新月をかたどった自分のオリジナ

ルの透かしを入れた紙を作り始めます。こうして、洋紙と東洋紙と両方が併用される時代が

続きます。そして、19世紀になると、洋紙が地元産ないしは東洋系の紙を圧倒していくとい

うことになってまいります。

� 筆は、先ほど申し上げましたように葦ペンで、葦ペンを削り葦ペンの先を尖らせるための

筆切り小刀（カレム・トラシュ）、筆先を切る際に筆先をのせるためのマクターという筆切り

台が必要です。そして、そういう一式の道具を入れるクグールという、筆箱もあります。

� マクターという、筆先を整えるための筆切り台は、まん中のところに窪みがあって、そこ

にペンを載せて、一応粗削りをした葦ペンの先を載せて、先をプツッと切るのです。このと

き、筆先を上手に切らないとうまく書けません。

� まず先を削ってペンの形にして、先端をマクターできちんと斜に切った後で、ペン先の中

心に縦に切れ目を入れて用います。筆先の真ん中の縦の切れ目は、水滴を保つためです。そ

れで書き出します。そして、先が傷んでくると、いくらでも削っては書きついでいきます。

� ただ、コーランだけは、少なくともトルコのムスリムたちが信じるところでは、一筆で書

かないといけないというので、ジャワ筆（ジャヴァ・カレミ）という、竹はトルコにはござ

いませんから、東南アジア方面から来た、細い硬い竹製の特殊な筆がありまして、これを用

います。そうすると、この筆は先が非常に硬いので、コーラン 1冊を一つの筆で書き終わる

ことができます。今でもコーランの写本に使うために、信心深いムスリムの人たちはまだ在

庫を持っているようでして、私の書道の師匠だった、ケマル・バタナイ先生も持っていて見

せてくださったことがあります。

� トルコ人がカレム・トラシュと呼んでいる筆切り刀は、なぎなた様の長い柄のついた小刀

です。この刃は、洋式のものではなくて、向こうの太刀や小刀を作るための技術で作られた

もので、非常に鋭利です。今では骨董品になっています。

� トルコの場合は特に、1928年にムスタファ・ケマル・アタテュルクがアラビア文字の使用

を禁止してローマ字を使用するという、いわゆる「文字改革」を断行しました。その目的の

一つは、教育のために難しいアラビア文字ではなくて簡易な表音文字を用いるということも

あったのですが、もう一つの狙いは、アラビア文字を用いた初等教育にイスラム宗教関係者

が密接に関係を持っていたので、その社会的影響力を絶つことであったのであろうと思いま

す。

� さらに、アラビア文字での出版を禁止することで、新たにはローマ字でしか印刷できない
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ことになり出版統制もできる。イスラム的、伝統的なものの影響をできるだけ絞るために文

字改革をやった。教育改革の道具であるとともに、同時にイデオロギー闘争の道具として二

つの面を持った形で文字改革が行われたために、書道もすたれますし、用紙、用具もすたれ

てしまい、書道家も非常に減ってしまいました。このごろになって伝統芸術の復興というこ

とで、やっと少し復活しかけております。

� 書くには墨を用います。ミュレッケプと呼ばれる墨は、ランプの油から出た煤を集めて乳

鉢ですってアラビアゴムに加え、さらに、いくつか薬品を加えて、ねかしておいたものを使

います。書くときにたくさんインクが来るとうまく書けないので、まだ精製する前の本当の

おがくずのような、マユを解いただけの生絹の糸屑を墨壺の中に入れ、そこに適量の墨を入

れて、そこから墨を取って書きます。その墨壺をオッカと申します。

� 墨壺、筆切り台、筆切り小刀、紙切りはさみで、これで一応一式そろっているという形で

す。

� これら筆記用具を携帯するためには、矢立てにあたるディヴィットというものがありまし

た。ディヴィットはペルシア語から来た言葉で、長方形の長い筒の一方の端の側面に墨壺が

ついたもので、筒の中に、筆切り台、筆切り小刀、筆を入れて帯にさして携帯します。オス

マン朝では金でつくられたこのディヴィットは、文人の象徴です。ディヴィットは、大宰相

のシンボルでもあったのですが、紙については、文字の輪郭のはっきりしていることを好み

ますので、紙にけばがあってはいけない。そこで柔らかい滑石などの道具を使ってよく表面

を擦りまして、その上に卵白の溶いたもの、ないしはスターチの類を液状にしたものを塗っ

て、ねかせます。この作業のことを、「紙にテルビエを与える」すなわち「紙をしつける」と

いいます。テルビエということばは、アラビア語で教育すること、しつけることを意味して

おり、紙についてもテルビエするといいます。

� テルビエを施した紙の表面を円滑にするための材料をアハルといいまして、これを施した

紙をアハルルの紙（アハルル・キャート）すなわち「アハルを施した紙」といいます。です

から、非常に略式だと何も施していない紙の上に書きますが、ややちゃんと書こうというと

きには必ずそのアハルを施した紙の上に書きます。

� アハルを施しておいて便利なのは、これを施した紙の上で書くと、書き損じてもつばをつ

けてちょっと擦るとすぐ消えて、簡単に書き直しができます。気合よりは装飾性を重んずる

ために、書き直しを余りいとわないところがあるようで、書道家にとっては必ずしも恥では

ないようです。もちろん、昔の書道家は一筆で書きましたが、ときに書き直すことがありま
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す。その辺も、東アジアの漢字世界の書道とは非常に様子が違っております。

� それから書物ですが、書物は原則としては冊子本でして、巻子本ではありません。巻子の

形をとっているのは神秘主義教団、アラビア語でタリーカ、トルコ語でタリカートといいま

すが、これの長老たちの系図のようなものなどで、普通は冊子本です。

� 冊子本には普通の洋装に近い装丁のものと帙装のものがあり、基本的には帙装が中心です。

外側は紙や布を張る場合もありますが、皮装が多く、そこに押し型で装飾を施します。豪華

なものには、押し型で文様をつけるときに、金箔を施します。書物を置くときは、東アジア

の本と同じように横に寝かしておきます。そこで、すぐ書名がわかるように、小口にちょい

と、書名を書くこともあります。

� 書物の中の各頁には枠を施すことが多く、豪華本では周囲に装飾を施します。この装飾を、

テズヒプと呼んでいます。このテズヒプは時代によって色とモチーフが変わってきますので、

これで写本の時代が特定できます。次は書体と紙です。まず紙からいうと、西洋紙を上等な

写本に使っていることが多いのですが、西洋紙には普通透かしがあり、写本の成立年代確定

に透かしも役に立ちます。そうすると少なくとも写本が料紙そのものより古いわけがないと

いうのがわかります。ただ、手の込んだ偽物を作るときは、その時代の紙を使いますから紙

だけでは年代確定はできません。

� 写本の成立年代を推定するためには、それに加えて書体があって、同じ書体でも時と所に

より微妙に違います。さらに装飾について、その色とモチーフでもう一つ見る。そうすると、

成立年代はかなり絞られてきます。

� 文人の書斎についていうと、文机があって、この上に矢立と筆切り台と筆切り小刀など、

あるいは、それらがセットになっている文箱のようなものがあります。本棚には普通書物を

横積みで置きます。書物の小口には書名が書いてあることが多いのです。

� 筆でものを書くときには卓上でも書きますが、アトマという画板がありまして、座って、

膝を立てて、片膝上に画板を置いて、右端から左方に書いています。昔の人は、紙を持ち上

げるだけで、日本で巻紙に書くようにスルスルと書いた人もおりましたが、少なくともトル

コでは、これはできなくなってきています。

� しかし、昔でも普通はアトマを置いて膝にのせて書いていました。経机に座って机上で書

くよりは、そちらのほうがむしろ普通です。

� 今度は書体に話を移しましょう。もともとはエジプトの神聖文字、ヒエログリフが簡易化

したものをもっと簡易化したシナイ文字というのがあり、それが北に流れてフェニキア文字
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になり、さらに西に流れてギリシア文字になり、それからさらに西方に流れてラテン文字に

なった。北東のほうに流れてアラム文字となり、それがパフラヴィー文字になる。一説では

インドの梵字も、アラム文字が南に入って、それが梵字になったという説もありますが、イ

ンドの先生方の多くは認めないようです。エジプトの象形文字から、南東に入って、いくつ

かの別の形を経て、アラビア半島のアラブ人の間で落ち着いたのがアラビア文字です。預言

者ムハンマドの頃は、アラビア文字の古い書体であるクーフィー体で書いています。トルコ

のイスタンブルのトブカプ宮殿には、第 3代のカリフのウスマーンが自筆で書いた『コーラ

ン』だと言われているものが所蔵されていますが、7 世紀半ばから後半の非常に古いクーフ

ィー体で書かれた物です。

� 『コーラン』についていえば、スルス体という大きな扁額を書いたりするときの一種の楷

書の大型版か、楷書に当たるナスヒーないしはトルコ語ではネスィフ体と言っている書体が

用いられます。アラビア文字は長母音と子音しか書けないので、短母音は普通では表記でき

ません。そこで、長母音だけでなく短母音も表記するために、母音符が用いられますが、母

音符が書けないと正確に発音を記せないので、クーフィー体とスルス体、ナスヒー体などの

書体には母音をつけることができます。そして、『コーラン』は、誤読を避けるために、母音

符のつかない書体で書いてはいけないことになっています。

� 18世紀末から使いだした書体としては、ルカー体があります。トルコ圏では行書のような

もので、普通にメモを書いたりするときはこれで書いていました。今でもアラブ人たちはメ

モを書いたりするときはこれで書きます。私もトルコに行っているとき、書道のタリーク体

の大家のケマル・バタナイという先生がおられ、書道史にも出てくる方ですが、その方に入

門しまして、とりあえず一番最初にこの行書をやれということで、3 年間ぐらいあったらや

れるだろうというので教えていただいて、一応この行書については師範資格を持っておりま

す。免許にあたるものをアラビア語でイジャーザ、トルコ語でイジャーゼットといいますが、

これをいただいておりまして、正式に師範の資格があります。しかし、講座を開いたことは、

慶應大学で一度課外でやったことがあるきりです。

� 北イスラム世界での共通の文事にかかわる書体がアリーク体です。これはイラン起源で、

非常に流麗で日本の書体でいえば、草体仮名のような感じです。

� オスマン朝のお役所の人たちが勝手に偽物が作られないように使うようになった、ディー

ヴァーニー体（お役所体）というのもあります。徳川時代のお家流に当たるかと思います。

幕府の文書などはお家流で書いていたわけですが、これは非常に特殊な書体です。スルタン
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の詔勅などはこれで書きます。

� 装飾としては、テズヒプというものがあり、場合によって 1ページ全部が装飾だけ、テズ

ヒプだけで覆われているということがありますが、普通の写本にはこれはありません。せい

ぜい、巻頭などにテズヒプ様のものがついているぐらいです。

� とりあえず、写本を作る材料である料紙や筆をはじめとする文具、そして文字についてお

話しいたしましたが、今度は写本から活字本へというところに移らせていただきたいと思い

ます。イスラム圏では長らく、もっぱら写本の世界で、印刷は発達しなかったのです。活版

はもちろん、石版も木版も発達しません。それでは、オスマン朝の人々が、印刷とりわけ活

版印刷という技術があることを知らなかったかというと、そうではありません。まだグーテ

ンベルクが活版印刷術を発明してから半世紀もたっていないころですが、レコンキスタでイ

ベリアを追い出されたユダヤ教徒たちがオスマン朝に亡命してきまして、活版印刷機を持ち

込み、許可を求めて、許可を与えられ、ヘブライ文字の活版印刷所が 1492 年にはオスマン

帝国内で発足します。

� 16 世紀の前半にはアルメニア人がアルメニア文字による印刷所開設願いを出して許可を

受け、活版印刷所を開設します。17世紀前半にはギリシア正教会の改革派が改革の一環とし

てイギリスから活版印刷機を入れて、ギリシア文字で印刷することの許可を得て印刷出版が

始まります。

� このように、オスマン朝の人々は、活版印刷術というのがあることはよく知っていまして、

17世紀の半ばのイブラヒム・ペチェヴィーという歴史家は、その史書のいわゆる『ペチェヴ

ィー史』、そしてそれはスレイマン 1世が即位した時から 17世紀半ばまでのオスマン通史で

あり、逸話がいろいろと入っていて面白いのでも有名ですが、その中に「グーテンベルクと

いうのがドイツにいて、これが非常に珍しい機械を見つけて、一刷りで何百冊も本ができる

便利な機械を作って、それがマトバーというものだ」と書いているのです。このように、あ

ることはよく知っていて、便利な機械だとは言っているのですが、使わなかったのです。

� 活版印刷術を使わなかった理由の一つは、やはり唯一神アッラーのお言葉である「コーラ

ン」を書くためのアラビア文字が非常に神聖なものだと思っていて、それを扱うのに不信心

者どもが発明したような技術を入れたくないというのが一つはあったかと思われます。それ

から、今度は手で書かれた写本の優雅さ、美しさは捨て難いというのがありましょう。それ

に加えてイスラム学院の学生たちの一番大きなアルバイトは写字生の仕事です。当時は本屋

は写本しかないので注文すると、手で書き写して本を作るのですが、もし印刷をやるとアル
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バイトがなくなって暴れるだろう。実際上いろいろ不平があるとデモをやるような人たちで、

結構扱いにくかったので、それへの配慮もあって余計やりにくいというところがあったよう

です。

� しかし、18世紀の初めになって、西洋文化にある程度開かれた、後代に「チューリップ時

代」と名付けられた時代が始まり、1726年になってようやくハンガリー人の神学生出身でイ

スラム教徒になってオスマン朝に仕えたイブラヒム・ミュテフェッリカと、フランスに派遣

されたオスマン大使イルミセキズ・チェレビィの息子のサイト・メフメト・エフィンディと

が組んで活版印刷所の開設願いを出して、ようやく許可が出て、印刷機を西欧から入れ、つ

いでに製紙工場まで入れることにして、活版印刷所が開かれて印刷が始まります。ただ 18

点ほど印刷しただけで、あとは停滞してしまいます。この印刷所の出版物は、ミュテフェリ

ッカ版と呼ばれて、イスラム圏のインキュナブラ本と言われています。これは東洋文化研究

所に一そろいが入っています。

� こうして、イスラム世界においてムスリムが経営してアラビア文字を使う活版印刷所が初

めてそこで開かれることになったのです。ただ、18世紀を通じて本当に限られた作品が印刷

されただけで、本当の活版印刷による本づくりが盛んになるのは 19世紀になってからです。

� アラブ圏ではムハンマド・アリーがエジプトで改革をやっており、彼がカイロ近郊のブー

ラークというところに 19 世紀初頭に印刷所を開いた。ここから、二百数十冊印刷出版しま

して、それがアラブ圏ではアラブのインキュナブラ本と言われています。出版書の多くは、

アラビア語の本ですが、かなりの数のオスマン語の文献も刊行されています。

� その後、19 世紀半ば過ぎると、「西洋化」による改革が進んだこともあって、大量に印刷

が始まり、新聞雑誌も多く出るようになり、今日、近代の印刷文化につながることになった

のです。

� 以上、簡単にイスラム世界における書物と紙とその紙を用いて書くためのさまざまな道具

についてお話させていただきました。
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�

東洋の紙の歴史

�

宍� 倉� 佐� 敏�

（女子美術大学大学院非常勤講師）�

�

�

�

はじめに�

� 私は特種製紙の研究所で �� 年ぐらい紙用の繊維を研究していました。洋紙の会社ですの

で、最初は洋紙をやっていたのですが、次第に和紙をやるようになって、今では私のことを

和紙屋だと思っている人が多いようです。現実には洋紙が基本ですので、いつも「本業は洋

紙だよ。和紙は趣味です。」という話をしていますが、皆さん信用してくれません。こうい

う職業をしていますと、いろいろな人がいろいろな形で「この紙は何？」「この紙を見てく

ださい。」「外国のこういうところへ行ってきたらこんな紙があった。何でできているかわ

かりますか？」と言ってくるのがすごく多いのです。それを全部とっておいて記録に残して

きたものを、今日は東洋だけ出して、こんなものを見ましたというような話をしたいと思い

ます。�

�

紙の製法�

� 最初は「紙とは」ということで、紙パルプ技術のことについてお話しします。辞典には

「紙とは植物の繊維を何らかの方法でバラバラに解いて、水に分散させた懸濁液を簀または

網状物で漉し、脱水、乾燥したシート状のもの」と書いてあり、これが日本の紙の定義にな

ります。けれども、中国では簡単に紙は糸がたいらになった。字を書いていただくとわかり

ますが、糸偏に、中国では「平」という意味の「氏」が使われています。�

� 糸とは、普通はいろいろな繊維がからまって細く長いものをいいますが、繊維というのは

植物繊維や動物繊維、化学繊維などから作られています。中国で発見された絹は人類が求め

ていた理想の繊維で、この繊維の製品である織物をヨーロッパ大陸に輸出した交易道路を絹
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の道、シルクロードと呼んでいました。絹織物は細かくて書画にも適していたのですが、と

にかく値段が高いことで、現在では帛書というものに少し残っている程度だと言われていま

す。�

� 繭から糸を取るとき、技術があまりよくないと細かいものができたり、長くできなかった

りするわけです。汚れももちろんありますから、そういうものを籠みたいなもの、ざると言

われていますが、竹でできた籠みたいなものを水の中に入れて、それに絹を入れます。絹ば

かりではなくて、一般人は麻の着物を着ていましたので、めったに洗わなかったらしいです

けれども、たまには洗う。下の図（古代漂絮図）のように、洗うときに籠にあった水の中に

そういうものを入れて棒でたたくわけです。言うなれば洗濯です。川の中で棒でたたいてい

るところが、魚釣りをしているように見えますけれども、これは洗濯のようです。この作業

を漂絮と称しますが、大体女性がやっていたのです。今日 � 日が終わって、この籠を取り

出して � 回家へ帰る訳です。帰ってきて、次の日に見たら、籠の底のほうに糸くずみたい

なものがずっとたまっていた。その時代、絹以外にシート状のものはなかったものですから、

これはいいものだということで、女性たちは取って自分の大事なものを包んだり、子供の何

かを包むようにしていただろう。これが紙の始まりだろうという訳です。ですから、最近は

言わなくなりましたが、前は蔡倫という人が紙を発明したという話がよく出ていました。し

かし私は、紙を発明したのは蔡倫ではなくて、漂絮という仕事をする女性たちだったと思っ

ています。蔡倫よりも ��� 年ぐらい前の遺跡から、いろいろなことが紙状のものに書いて

あるものが発見されています。そういうことから、ほとんど今では、蔡倫は紙の発明者では

ないのだということになっています。�

町田直之著「紙と日本文化」（ＮＨＫブックス）より
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� 「後漢書」というものがあります。それには、蔡倫が麻布、麻ぼろ、漁網、樹皮から紙を

作り、皇帝にこれを献上して大変褒められ、これまでの木簡、竹簡、絹布に代わって書写用

に紙が使われ、人々は蔡倫の発明した紙を蔡侯紙として褒めたたえた、と書いてあります。

これを見て後世の人たちは、紙は蔡倫が発明したんだと思ったようですが、現実にはそうで

はないのです。ただし、紙屋として紙をずっと研究してきた者として、私は、蔡倫ぐらいす

ごい人はいないと思っています。この人は漂絮という仕事をする女性たちが作った、紙とも

布ともつかないような絮というものを改良して現在の紙らしくした人だと思います。�

� 私は、蔡倫は功労者だと言っているのですが、その功労とは何でしょうか。それは、製紙

法の基本を蔡倫が作ったことだと思うのです。製紙法の基本とは何か。一つには植物から繊

維を取り出すこと。それは繊維化といいます。今でいうパルプ化です。そういうことをして、

その後長すぎたり、繊維というのは大体がツルッとしていますので、そのままでは強い紙が

できないものですから、それを短く切ったり、たたいたりして水素結合しやすいように加工

するわけです。それをたた解をすると言っています。その当時はたた解なんていう言葉はな

かったでしょうから、原材料をたたくということが一つ。もう一つは、その繊維を水中に分

散させて網ですくうこと。そうすると紙ができます。これを何らかの形で乾燥させる。これ

らの三つの工程を蔡倫はわかりやすく自分で理解して、それをやる。あんなに偉い人は自分

ではやらないかもしれないけれど、他人にやらせた。これが紙の基本原理になっていると思

います。�

� ほとんどの植物から紙を作れます。私もいろいろな紙を面白半分に作っていますが、まず

作れないことはない。どんな成分でも何とか紙らしいものができます。世界にはいろいろな

植物があります。同じ植物でも環境が違えば変わってきます。例えば四国の太平洋側の高知

で採れた楮と瀬戸内海側の伊予で採れた楮は細かく見ると違うのです。これは紙漉きの人た

ちはそう言っています。私も少しは違うかなという感じでしかわからないですが、環境が違

ったり、植物が変わったりするといろいろ変わります。ですから、世界各地でいろいろな紙

が作られています。日本だっていろいろな紙がいろいろな形で作られています。その辺の製

法の話をしますと、先ほど言いましたように繊維化ということ、パルプを作るということ。

一番最初、これは多分レチング、発酵精錬ですね。ある容器の中で紙にしたい植物を入れっ

放しにしておきます。�、� か月入れて、そのまま放置しておきますと、繊維と繊維を接着

させたリグニンというものが、ここの水の中で私は酸化しているのだと思いますが、水によ

って腐食してくるわけです。それから繊維を取り出す。今、私は家でサツマイモのツルをレ
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チングすることをやっています。何でもできるのですが、そうやってさらす。発酵させて繊

維を取る。その方法が一番昔からあったと思います。それが発酵よりも石灰だとか、あるい

は木灰。昔は木灰がたくさんありますから、それを入れておけばなお早く繊維化ができる。

あるいはそれを鍋に入れて、火をつけてグツグツ煮てやったらもっと早くできるということ

に気がついて、それが進むと化学薬品が出てきて、現在ではソーダ灰を使ったり、苛性ソー

ダを使ったりしています。�

� 修復の人からは、時々、木灰で煮たのと苛性ソーダで煮たのとソーダ灰で煮たのとどう違

うのかという質問をもらいますが、答えはなかなかうまくできません。例えば、私が釜の中

で楮の白皮を煮ようとします。楮の白皮を水の中に入れて火で炊きます。木灰でやると楮の

白皮と木灰のアルカリが喧嘩するわけです。だけど、喧嘩したって、これらは手でやるよう

なものだから、そんなに傷まない。人間が火で熱を上げて応援しているからアルカリが勝つ

のですが、木灰であれば、灰のほうが勝っても、負けた楮の方もそんなに傷つかないです。

ところがソーダ灰になるとちょっと変わって、素手でなく、刀を使うぐらいの感じになりま

す。ちょっと傷つく人も出てくる。手を切られてしまう人も出てくるかもしれない。それを

もっと強い苛性ソーダで煮ますと、今度は鉄砲です。ピストルでやっていくことになります

ので、もう傷つけられて死ぬものも出てきます。木灰で煮たのとソーダ灰で煮たのと苛性ソ

ーダで煮た場合はそんな違いがあるのではないでしょうか。�

� もう一つのレチングというのはもっと柔らかい。なかなか繊維が傷つかない。そういうよ

うな繊維化の方法の一つです。�� 世紀半ばに木材パルプが発明されます。そのときに、皆

さん大根おろしを想像してください。すりがねに大根をワッとやると大根おろしができます

よね。あれとほぼ同じでグラインダーという石の上に木を持ってきて、ダーッとすりおろし

てしまう。これは物理的にすっているんです。これは化学薬品は何も使っていませんから。

木材繊維の場合はこういうこともあります。�

� 今度は長いもの。例えば苧麻などは一番長いですね。��	
 センチです。� 本の長さがこ

んなに長くては紙にできるわけがない。紙にするのは 
 ミリ前後に切ってやると非常にい

いものができる。切ってやるということです。それは刃物で切ったり、あるいは石でたたい

たり、鉄でたたき潰すといいますか、そういうことで繊維の切断をします。�

� 次に、紙を漉くということになると、いろいろありますけれども、一番最初は澆紙法とい

う方法だと思います。皆さん、澆紙法というものを初めて聞くと思います。漉き網を水の中

に置きます。事前に用意してあった原材料をこの中にポンと入れてやって、手でグーッとや
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ってシュッと上げてやるわけです。そうするとここに紙ができますね。多分、この方式が一

番古いかなと思っています� 私は研究所で洋式の紙漉きをやりましたが、洋式の試験用の紙

は全部このようにするのです。自分の力でかき混ぜて水をダーッと出す。それを何枚も作っ

て検査をします。このパルプは強いとか弱いとか。そういう澆紙法という方法がまずあった

だろうと思います。その次に澆紙法よりもゆすったりすれば早くできるだろうということで、

自分の力で組み込んで、組み込んだまま混ぜていく。そうしたら紙はできますね。これは溜

め漉き法ということです。それだけでは時間がかかってしようがない。効率が悪いからちょ

っとゆすってみよう。ちょっと薄くなってしまうけれど、最後はポンと捨ててしまえといっ

て考えたのが流し漉きだと思います。この方法は現在の紙の機械漉き法につながっています。�

� 乾燥する方法は、私も日本各地いろいろなところを見ていますが、ものすごくいっぱいあ

ります。私自身も趣味で私の家で紙を作っていますので、いろいろな乾燥を面白半分にやる

のですが、一番最初のころは網で漉き、網で必死に漉くと、絞ったりなどせずに網を置いて

天日で乾かします。そのうちにヨーロッパのように紐を張っておいて、紐の上にかけて乾か

すこともやっただろうし、中国の奥地のほうは今でもそうらしいですが、草原のところ、石

ころのあるところに、できた湿紙を置いて自然乾燥させる。それを私は平面乾燥と称してい

ます。あと日本で最近多いのですが、鉄板へつけて、熱を加えて乾燥させる方法だとか、板

に張り付けて、その板を天日に置いて乾燥させる方法。越前地方のように熱い部屋の中にこ

の板に張ったものをスッと入れてしまって、これは熱風乾燥になるでしょうが、そういう乾

燥の仕方とか、いろいろな方法があると思います。�

� 製法は今私が言いましたようにいろいろな方法がありますから、どれがいいとかどれが悪

いなんていうのは言えないと思います。私はその土地に合ったものが一番いいと思っていま

す。繊維もいろいろなものがあるから、その場その場で紙は変わると思います。�

� 今、何回も繊維、繊維と言いましたが、繊維についてお話しします。まず、植物がありま

すね。植物の根が地下にある養分、水を吸います。水を吸って、その水が葉に来ます。葉は

空気中にある炭酸ガスを吸うでしょう。空気中の炭酸ガスと地下にある水と太陽の光によっ

て、光合成というものができます。光合成というのができますと、そこにグルコースという

繊維の始まりのものが生まれるわけです。それがずっとつながったものが繊維になります。

繊維というと、例えば白菜とかキャベツなどはものすごく短い繊維ですから食べられます。

だけど、麻のようなものだと長いから歯で嚙むと切れないから食えない。繊維が短いもので

も、竹のようなものは繊維そのものが硬いのではなくて、周りにあるリグニンとかそういう
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ものがしっかり守っているので食べられないのです。そういうような、繊維というのは基本

になります。�

� 今の話の関連で、例えば家に帰って子供さんに話をするとき、地球温暖化の関係で、炭酸

ガスが悪者にされることがよくあります。だけど、本来は炭酸ガスがなかったら私たちは生

きていけないのです。私たち生物、動物でも生きていけないのです。例えばブドウ糖とグル

コース、あるいはブドウ糖と言われるものが形をちょっと変われば澱粉になります。繊維に

ならないで澱粉になる。澱粉になると私たちはみんな米を食ったり、トウモロコシを食った

り、みんな澱粉を食べて生きています。動物はみんな同じです。草食動物だって、みんなこ

れにつながったものを食べて生きている。だから、炭酸ガスをあまり悪者にしないほうがい

いのではないかと私は思っています。なければならないものです。�

�

中国の紙�

� 前置きはこのぐらいにしまして、今まで私が見てきた紙についてお話しします。�

� 私が見た一番古い紙は蔡倫よりも ��� 年か �
� 年ぐらい前のだろうと言われる敦煌の遺

跡から発見されたものです。詳しいことは知りませんが、書道をやる人たちというのはそう

いう遺跡にわりあい簡単に入らせてもらえるらしくて、入った人が文字が書いていなければ

あまり文句を言わないということで、その遺跡から持って来てしまったんです。持って来て

しまったんだけど、これが何であるかがわからない。それを中国で見てくれなんて言ったら

叱られると困るので、日本へ送ってきて、それで日本で見てくれということになって、私に

来いと言うから行ったのです。小さなものです。このとき、これは紙かと尋ねたのです。な

ぜかというと、ちょうど毛布みたいだったからです。今の毛布のようにきれいなものではな

いですが、だけど毛布のようで、おれに何で毛布なんか見せるのかなと思ったぐらい。その

繊維を分析したのです。�

� 図 � はその当時の大麻です。これでもわかると思いますが、もうすでにこの時代に、切

れているのです。切り口がいっぱいありますね。蔡倫の時代の紙を私は見たことはありませ

んけれど、� 世紀から ��、� 世紀ぐらいまでの間、新疆ウイグル自治区で発見されたものを

何点か見ています。それも大麻です。中国の古い紙はほとんど大麻が多いです。この紙は簾

目があったのです。簾目が小さいから見えなかったのですが、多分この時代は布で漉いてい

たと思う。網だの、もちろん簀などというのはなくて、布で漉いていたと思われますので、

非常に厚くてブカブカの紙が作られたと思われます。�
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� 先ほど言いました新疆ウイグル自治区のものは、こんなに粗くないです。先ほどの大麻は

きれいですね。それがだんだん紙の生産量が上がってくると早く作らないとならないから、

きれいに洗っておらず、十分に煮ることもできなくなり、あの黄色いのはリグニンとかペク

チンがまだ残っているのです。こういうものが �世紀、�世紀ごろに出てきました。�

� 図 � は新疆の紙で苧麻ですね。大麻ではなくて苧麻です。これは日本で言う楮だと思い

ます。カジノキ。これに比べて苧麻は太いでしょう。植物の繊維の中で最も太いのは苧麻で

す。長くて太いから苧麻で作った着物はものすごく高級なのです。細い糸が作れるから、

何々紬とか、何々縮などと言う女性が着る麻の衣類はみなこの苧麻で作っています。ここで

もわかると思いますが、切れていますね。本来ならば ��	
 ミリぐらいある繊維を大体 �、�

ミリ程度に切って、そして紙に作っていることがわかると思います。�

� 中国の製紙術研究家の潘吉星さんは古代史の最も原始的な漉き具について、いろいろある

けれど正方形だと言っています。もう一つ考えられるのは、正方形が二つつながった長方形

だろうと言っています。そうしますと、組んでいけば同じ大きさの木を � 本用意すればい

いわけでしょう。そうしたら簡単に作れますし、布を張るといっても四角だから簡単にでき

ますよね。干すのは天日乾燥です。初期の紙は絞ったりしないで、そのまま乾燥させていた

のだろうと思います。�

� 私もいろいろ真似してやっていますが、こういう乾燥の仕方をやりますと紙がボコボコで

すからたたくのが大変です。それを打紙と称します。中国でも動物の牙とか貝殻で表面を平

らにします。それを瑩紙と言います。�

� 紙がどんどん評価されて、みんなが使うようになりますと原料不足が出てきます。麻類と

いうのは着るものだけではなく、中国では草履にしたり、帽子にしたり、もちろん網にもし

たりしていますので、紙だけにするわけにはいきません。いろいろなものをやろうというこ

とでカジノキなども使いましたが、中国ではそんなにたくさんないですから原料不足になり

ました。�

� それともう一つは、切るということはものすごく大変な仕事なのです。私が小さな紙を何

枚か作るだけでも、何回もナイフを研がなければ切れません。大変な仕事でマメができてし

まうんです。そのぐらい切るということは大変な仕事だと思うんです。知恵のある人は切ら

なくてすむような短い繊維でいいじゃないかということで、フヨウとかムクゲとか、フジな

んかが検討されたと思います。これは野原に生えているフジを私が山から切ってきて、レチ

ングをしてソーダ灰で煮たものですが、非常に書きやすいです。書道家に字を書いてもらっ
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たら、墨ののりもいいし、すごく書きやすいと言っていました。それから毛筆にすごくいい

ということです。それで中国では、みんなでフジをたくさん切った。ですから、何年か後、

中国にはフジがなくなってしまって、今は庭園などにあるのは日本から持って来たものです。

フジがなくなると、これは困ったということで、中国に一番たくさんある竹の利用が検討さ

れました。竹は木よりも硬いのです。特に節の部分はものすごく硬いもので、簡単には煮え

ないのです。レチングしてもなかなかです。そのため竹の紙はだめだということにされてい

たのですが、��� 年代から ��� 年代ごろになって、成長した竹を紙にするのは大変だけど、

竹の子のうちに切ってしまってレチングすればいいだろうということに気がついたのです。

竹の子よりもっと大きい��私の場合は 
 メートル前後ですが��になったら切って、そ

れを水の中に入れっ放しにするわけです。それで � か月から � 年くらい入れておくと柔ら

かくなりますから、それをたたいて � 本 � 本にして繊維にする。あるいはきれいな紙を作

ろうとするのなら、そのものを木灰汁で煮るわけですね。そうすると紙が作られた。�

� 中国も日本も、いい紙というのは大体みんな麻を使っています。図 � は、中国の写経紙

です。青檀、カミエノキという植物です。ちょっと楮に似ています。�

� 図 � は宗版の竹紙です。竹から紙ができて、米芾という人が 
� 歳のとき、竹紙に書を書

いたのです。そして竹紙は天下第一だということになりました。何がいいかというと、墨の

のりがいいし、筆先によい。墨色の変化がなくて紙魚が喰わないということで、字がうまい

人ほど竹の紙を喜んで使って、竹紙というのは非常にいいものだということになりました。

これが中国全土に広まって、ベトナムのほうまではいかないのでしょうけれど、かなり南の

ほうまで竹があるところでは紙を作っています。�

� 一つ皆さんよく間違えるのは、竹とバンブーは同じものではないです。竹は竹、バンブー

はバンブーです。よく似ていますが、種類が違うのです。竹というのは � 本の根がスーッ

といって、スーッスーッと増えています。だから竹は竹林と言って林があるんです。ところ

がバンブーはスーッといってスーッと出ないんです。ここに根っこがあったらここからヒュ

ーッ、ヒューッと。だからバンブーは群れを作るんです。林ではなくて。南方の竹はみんな

バンブーですので、竹ではありませんから、繊維も違うのです。�

� 図 
 の中国の経典はダード・ハンターが集めた紙の中にあった経典用紙です。時代はち

ょっとわかりません。図  の中国南部の経典はダード・ハンターが集めたサイザル麻。ダ

ード・ハンターがサイザル麻を使っていると書いていますが、サイザル麻があそこにあるか

なとは思います。最近の紙は、図 � のように青檀と藁が中国では多く使われています。特
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に宣紙と言われるものは藁と青檀という植物で作られています。�

�

日本の紙�

� 次は日本に行きます。本来ならば韓国を通って日本に来ていますので、韓国の話を先にす

べきですが、韓国は資料が少なくてあまり話がないので日本の話をさせていただきます。�

� 日本は最初は溜め漉きだと言われています。正倉院の紙の中には溜め漉きの紙がたくさん

あるという話ですが、残念ながら私は正倉院の紙を見たことがありませんから、あるいは溜

め漉きではなくて澆紙法のものもあったのではないかと思ったりします。�

� 奈良時代の紙はよくいろいろなところで見ましたが、これはみんなバッサバッサと切れて

いるのです。もう一つ注目してほしいのは切った繊維をまたたたいていることです。そうし

ないと溜め漉きではきれいな紙漉きができませんから、多分そういうふうにしていると思い

ます。�

� 五月一日経、図 � は苧麻ですが、図 � のものは雁皮が混合しています。この赤くて太い

のが楮です。細くて、ブルーに見えるのが雁皮です。このあたりから、楮に雁皮を入れると

かなりきれいな紙が作れるということがわかって、雁皮でヌルヌルしていますから、ヌルヌ

ルしたものを入れればきれいな紙が作れるのではないかというようなことから現在のトロロ

アオイなんていうネリ剤が考えられただろうという説がありまして、私もそれをある程度信

じています。�

� 図 �� は大聖武ですけれど、マユミという植物です。これは繊維が非常に短いです。だけ

ど非常にきれいな紙です。表面が非常にきれいな紙ができますので、大聖武という聖武天皇

が書いた紙はこういう立派な紙です。マユミでやっているということは、中国でフジをやっ

たと同じような感覚で短い繊維でいいじゃないかということを試みているのではなかろうか

と思っています。�

� 図 �� は ��� 年に完成したと言われる百万塔の相輪、これは間違いなく切断されています。

切り口がいっぱいですものね。図 �� は切れていますが、こちらより長いでしょう。非常に

長いです。和紙自体、繊維の長さまで決まっていませんから、自分の好きなように作っただ

ろうと思います。ちょっと前までは百万塔は � 種類だというようなことがよく書いてあり

ますが、私は百万塔の陀羅尼も本物は �� か �� ぐらい。本物ではないけれど、それを包ん

でいた包み紙、それは �� 枚ぐらい見ています。そうしますといろいろな紙が使われていま

す。だから百万塔というのは � 種類ではないのです。いろいろなところでいろいろな紙を
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作っていて、原材料もいろいろなものが混ざっているというふうに思います。�

� 今、トロロアオイの話をちょっとしました。なぜトロロアオイが必要になったか。それは

植物の繊維というのは水の中で集まろうという性質があります。集まろうという性質と沈も

うという性質があります。そうすると沈んでしまったり、集まってしまったらきれいな紙は

できません。それでトロロアオイというものを入れて、水の中をヌルヌルして沈んだり集ま

ったりしないようにして、それを漉く。しかも漉いたのを厚く作ろうとすると、大量生産で

きませんね。多分そんなことも、日本はやったのだと思います。ですからたたかなくてもす

む、切らなくてもすむということは、ものすごく楽でしょう。紙ができたらまたたたくので

す。それもしなくていいということで、日本の紙はどんどん変わったのです。�

� 流し漉き法は薄い紙しかできません。奈良・平安の時代の昔、位の高い人は大きくて、色

が白くて厚い紙を使っていたのです。流し漉きだと薄い紙しかできないので、位の高い人た

ちが使うにしては薄すぎてしまう。鎌倉時代の、普通の紙ではなくて位の高い人たちが使っ

たと言われるようないい紙を見ますと、紙の裏と表で繊維の方向が違うのです。片面はツル

ッとしている。片面はかなりボコボコしているものですから、多分この紙は流し漉きをやり

ながら途中で止めて、厚みを作らせたと思うんです。そういうような紙が作られるようにな

ったと想像しています。私が見た鎌倉時代の紙ですが、位の高い人は平らなほうに文字を書

いています。それはもらった人がお坊さんだったものですから、お坊さんはその紙を大事に

とっておいて、今度はボコボコしているほうの紙を打ち紙して平らにして字を書いています。

そういうのが日本のお寺さんにたくさん残っているでしょう。それを紙背文書と言っていま

す。そういう紙背文書から見ますと、中性の紙の作り方は江戸時代とも違うし、奈良・平安

時代とも違う。今ではあまりやっていない、ほとんどやっていない、強いて挙げれば埼玉県

の小川あたりがちょっとそれに近い厚手の紙を作っています。�

� 鎌倉時代、こういう紙があったのです。楮を水の中に入れっ放しにしておくとすごく柔ら

かくなるのです。そうすると紙を作るときに、煮るのも楽でしょう。そういうことが出てく

るのです。鎌倉時代が多く、江戸時代になったら全然見られませんが。それをレチングする

といい、普通だったら染色液で染めたら楮は赤くなりますが、レチングするとブルーになる

わけです。よく修復の人たちが鎌倉時代の紙を使います。安い紙で破けやすい。口の中に紙

を入れるとスッと破けますよね。二つに折って、なめて、ピリッと破るでしょう。このとき

にすぐ破ける紙がある。それがどういうものか調べろということで調べたら、こういうふう

にレチングしていたのです。この時代になると、さっきも言いましたように色が白い、ある

― 288 ―



� �

いは厚いこと、大きいことはいい紙だということなものですから、それを作るために楮の中

に米粉を入れるのです。これはブルーの点がありますが、これはみんな米粉なんです。米粉

を入れることによって白くしたり、厚みを増したり、あるいはにじみが押さえられたりする。

そうなってきますと、製紙の技術がものすごく変化して楽になります。切らなくていい、た

たかなくていい。簡単に流漉きで何枚も作れる。大変いい方法だと思います。江戸時代には

土を入れるのもあったのです。現在、越前奉書などみんな土ですよね。�

� 図 �� は雁皮です。私が伊豆の山で取ってきた雁皮です。雁皮には � 種類あります。透明

で偏平な雁皮、これが普通私たちが「雁皮」と称しているものです。ところが、図 �� も雁

皮です。これを「オニシバリ」といいます。奈良時代の紙の中にたまにあります。これは見

た目がすごくきれいです。紙の表面がきれいで、だけどチャラチャラ音がしないのです。全

然しないことはないですけど、雁皮のようにチャラチャラしないというのがオニシバリです。�

� 普通の本には �
�� 年にミツマタという言葉が初めて出てきました。徳川家康の黒印状の

中にミツマタという文字が初めて出てくるから �

� 年ごろからミツマタは紙にされただろ

うという説があります。伊豆のあたりは北条家がものすごく勢力がありましたので、私は北

条の手紙を何点か見ましたが、北条の手紙の中にはミツマタの紙がかなりありました。です

から、それは ����年代にすでにミツマタがあったということです。�

�

韓国の紙�

� 次は韓国を見ます。韓国というのは私も行っていろいろ見てきましたが、古いものがあま

りないのです。残っているものがあまりなかったものですから、図 �
 は国書です。通信使

が持ってきたんだろうと思われますが、これは楮ではなく桑だと思われました。図 � はや

はり国書と書かれていますが、雁皮が入っていますので、あるいは日本から行ったものを使

って、また日本に戻ってきたのではないかと考えます。韓国にはこういうのはないはずです。

あったとしたらもっと細い雁皮しかないと思います。�

� 図 �� は楮です。太さが間違いなく楮です。今まで見た経験ですと、日本の一般的に和紙

と言われる楮の紙は、丸い繊維と平べったい繊維が半々か、ちょっと平べったいのが多いか

なというぐらいのものです。ところが韓国の紙は、� 割～� 割が丸い繊維なのです。こんな

楮があるのかなと思っていたのですが、現実に韓国に行っていろいろ話を聞いて見てきまし

たら、韓国はその当時、日本と違って � 年に � 回ではなく �、� 年に � 回で木を切っている

のです。つまり、完全に成長してから切っているわけで、丸いというのは成長が完全に行わ
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れたものです。� 年も � 年もするとみんな丸くなってしまう。韓国の楮はみんな丸い楮の紙

が非常に多い。これはある面では、韓国紙にとっては非常にいいことなのです。韓国の人が

紙を漉いている様子を見ると、縦に持っているんです。竹簀か萱簀か詳しくは知りません。

多分竹簀だと思いますけれども、韓国には上桁というのがありません。下桁があって、その

次に簀が、こういうふうに持つわけです。大きい紙だからこんな形では一人では漉けないで

しょう。棒があって、天井に紐で吊るしてあるんです。そして、� 回目はこういうふうにす

るのが日本に非常に似ている。� 回目は、簀桁がありませんから、上桁がありませんから、

この簀を親指 � 本で簀を押さえて、漉くのです。ということは脱水がよくないとなかなか

漉けないです。だから、韓国の紙は丸い楮のほうが脱水が早くて早く作れるのです。しかも

彼らは何枚か合わせて、裕福なうちは � 枚合わせたり、そうでないところは � 枚という形

で張り合わせて温床（オンドル）にします。そんなので韓国の紙は日本の紙とは若干違う。

最近は今の日本の作り方を全部教えていますから、韓国で従来のやり方をやっている人は韓

国人でも �人、�人しかいないらしいです。�

�

その他アジアの紙�

� あとは場所的なことよりも、私が見たもので古い紙をご紹介します。図 �� はブータンの

紙。中国の影響を非常に受けた東南アジアの紙で、あまり古い紙は見たことはありません。

あまり残っていないのではないかと思います。これはブータンに行った人がいろいろ持って

きてくれて、それを分析した結果です。ブータンではレモングラスという香水があります。

香水を取って、その香水を食品の中に入れたりしています。日本でも、沖縄には月桃という

植物がありますね。月桃の油を絞って、その油をマーガリンに入れたり、ハムに入れたりす

るでしょう。防腐剤、防かび剤に。ブータンのところのレモングラス、この繊維で結構紙を

作っているそうです。これは繊維の形からいって草類です。�

� この間、ネパールに行ってきた人の話をお聞きして繊維を見てみました。図 �� は経典用

紙。ネパールに行った人はロケタと言っていましたが、私はロクタと覚えていたのです。図

�� のネパールミツマタというのはネパールにはたくさんあるらしいですね。日本へ原材料

としてネパールミツマタが入っています。今、和紙で使われているミツマタの半分以上はネ

パールからです。その人の話ですと � 種類あって、� 種類は紙にしやすくて、もう � 種類は

紙にしにくい。日本に持ってくるほうは紙にしにくいほうを持ってきているという話です。

図 �� は今日本に入っているネパールミツマタの紙です。一般的には学名はダフネ・カンナ
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ビナです。これはミツマタではありません。私はネパールミツマタと言っているけれども、

これはミツマタの部類に入りません。繊維を膨潤させて、何の繊維かを調べる方法がありま

す。それで ��	
％の苛性ソーダの液を入れてやります。普通ならば、ミツマタの場合はポ

コポコと数珠状に膨張するのです。けれども、サラゴというフィリピン雁皮と言っているも

のでも、数珠状に膨張しませんから、日本のミツマタとは違います。�

� 次はチベットです（図 ��）。チベットも私は古い紙はほとんど見たことがないのですが、

チベットに行ってきた人からお土産にもらった古い紙だと言われたものを分析しますと、ジ

ュートです。私はチベットでは多分紙はできていないと思います。ジュートを使ってありま

すのでインドから行ったものではないかと思います。�

� 図 �� はフィリピンの経典です。少し分かりにくいですが、これはアバカと称する、日本

ではマニラ麻と言っています。フィリピンではサラゴという雁皮をやはり日本へものすごく

持ってきているでしょう。和紙が使っている雁皮の  割～� 割ぐらいはこのサラゴでしょう

（図 ��）。日本の国産品はものすごく少ないです。みんなフィリピンです。サラゴです。

こういうものを今現在たくさん持ってきています。あとフィリピンでは、今ちょっと話をし

ましたように日本が紙にするために開発したマニラ麻というのがあります。ミツマタの量が

少なくなったものですから、今ではお札も、ミツマタの代わりとしてアバカというマニラ麻

で作っています。また、フィリピンは最近バナナの紙が出てきました（図 �
）。バナナの

紙というのはあまりよくないです。私もやりましたがきれいな紙ができません。なぜかとい

うとバナナは太い繊維と細い繊維が混じっているのです。それでこの細い繊維が分散せず、

粒みたいになってしまう。だから、紙が汚くなります。ゴツゴツがある紙で、あまりいい紙

ではない。ただ、お土産に喜んで買っている人がいるみたいです。�

� 図 � はベトナムの紙です。これもベトナムへ行って来た人からベトナムの版画ですと言

ってもらったものです。これを後でよく調べてみましたら、ダフネボルクラという繊維だろ

うと思います。�

� 図 �� はインドの経典です。わざとこういうことをしてみたのですが、これは間違いなく

織物です。織物から紙を作るということは間違いがないのです。これはインドの紙の中から

出てきたものですから、私はあえて出しました。古代の紙の話のときにこの話をしたかった

のですが、古代の紙がこういうふうに織物になっているのです。ただ、その人は写真を撮ら

せてくれなかったものですから写真がないのです。今回、インドの経典の中からこういうの

が見つかりましたので、紙を織物から作っていたということがこれでよくわかりました。�
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� 図 �� はジュートです。ジュートが多いですね。聞いた話ですけれども、インドという国

は支配者が代わったりして伝統的なことがないのだそうで、ガンジーがヨーロッパから帰っ

てきたとき何かしようということで、紙を漉かせろということになり、ユネスコに協力して

もらっていろいろ設備を作ったそうです。そのときにいろいろな国からいろいろなことを教

えてもらったものですから、紙を漉く道具は中国式なのです。漉き枠、これはほぼ日本式で

す。原材料と乾燥はヨーロッパ式です。ガンジーの下にいた人の息子さんが東京へ来て、イ

ンドの紙の話をしていましたので、その人から聞きました。何でいいとこ取りみたいなこと

をしたのですかと尋ねたところ、ユネスコでお金を借りたので、中国、日本、ヨーロッパそ

れぞれのいいところをとって、インドの紙を作っているんですよというような話をしていま

した。�

� モンゴルですが、これもモンゴルへ行った人がいろいろ紙を持ってきてくれまして、それ

を見ました。苧麻の紙があったのです。多分、この紙は古いものだと思いますが、これは中

国製ではないか。近世に作られたと思われる竹がありました。これも多分中国製だろうと思

います。もう一つは木材パルプを使った紙がありましたが、これは多分古紙が混じっている

ようですので、韓国の機械で作ったものではなかろうかなと思っています。モンゴルあたり

では紙は輸入です。自分のところでは作っていませんから。輸入のものです。�

�

� というようなことで時間が来ました。見てきたようなことをしゃべりましたが、歴史とし

てお話しいたしました。�
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�

紙資料を修復すること
�

増� 田� 勝� 彦�

（昭和女子大学大学院生活機構研究科教授）�

�

�

�

はじめに

� 私の今日の話は「紙資料を修復すること」というものです。そもそもここで話をするよう

に依頼を受けたのは、文化財保存修復学会の学会誌の記念誌に「紙文化財修復の近年の発展」

という原稿を書いたところ、その内容がこちらの方の興味を大変そそったことがきっかけで

す。今日もその話を中心にして、私が表具師をしていた時代から培ってきた感情、そういう

思いを込めた話をさせていただこうと思います。

今日の一番のキーワードは「和紙が好きだ」、この言葉に尽きます。そのほかの理論は、

これを補強するためにヨーロッパの考え方を利用していると思っていただいたほうがいいと

思います。私は理論的な人間というよりも情緒的なほうが強いものですから。

紙文化財修復の近年の発展

� まずは紙文化財修復の近年の発展というところです。修復前史です。修復前史として、私

が以前携わっていたような表具の技術を基本とした和紙文書資料の修復というのは、仕立て

る技術から発達したということを申し述べます。

� 私が大変感激したものに京都国立博物館が持っている如拙という人が描いた王羲之書扇図

という掛け軸がございます。それは掛け軸ですが、本紙は団扇の形をしています。もともと

は扇子だったといいます。室町時代に師匠が使っていた扇子をいただいて、それは大変貴重

なものなので掛け軸に直したということが端の方に書いてあります。ですから、扇子だった

ものを掛け軸にする、つまり装丁をやり変えるということが、このころにはすでに行われて

いたと言うことになります。

� どうして仕立て変えるということをまず先に持ってきたかというと、仕立て変えるために
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は古い、ある程度時代が経ったものをできるだけ傷めずに取り扱う技術が必要なわけです。

そこには修復の技術に通じる技術があります。表具師の技術として新しいものを新しい装丁

に仕立てるというだけではなくて、古いものを別の装丁に仕立て変える、手紙を巻物にする、

扇子を扇面の屏風に張り付ける。あるいは巻物だったものを一部分断簡にして掛け軸にする

などということを通して、いろいろ巧拙はありますが、近代の修復技術に通じる基本的なと

ころができてきたのだろうことを話しました。

� その次に、そういう「仕立てる技術」あるいは「仕立て変える技術」から「修復技術」へ、

つまり、主に戦後、修復に対する西洋的な考え方が、日本の表具の技術にどうやって入って

きたかというところをお話しします。その一番顕著な例として、個人の工房ですが、岡岩太

郎さんという方がいらっしゃいます。代々お父さんの名前をいただきまして、岩太郎さんと

いっています。先代の岩太郎さんが京都にお住まいでしたから、欧米からいろいろな学生さ

んが来ました。その中に美術史だけではなく、美術品を保存修復するということについても

見識を持った学生や人が来られました。そこに刺激を受けて日本の表具技術も単に仕立屋さ

んあるいは仕立て直し屋さん、あるいは改装屋さんから脱皮して、文化財の保存修復の技術

者になるべきだというので活躍し、苦労をされました。

� 次は、修復に関連する技術に見える考え方の変化を掲げました。文化庁やその他の文書の

中から、文書などを中心とした修復に関する記述を取り上げました。当初は壊れていたらき

ちっとしたところに出して、生半可な修理ではなくてちゃんと修理をしなさいという話から

始まります。戦後出た本ですけれども、そういうところから始まっております。あるいは簡

単なものは素人でもできるのだから、表具屋さんからこれを教わって、なんていうことが書

いてあります。一番顕著なのは1974年に柏書房から出た『文献資料調査の実務� 地方史マニ

ュアル』です。そこには、破損したものや虫食いがひどいもの、汚れが多いものなどは補修、

修補しておく必要があるということが書いてあります。いきなり「必要がある」とあるので

す。

� その一番のポイントは、「修復をしておく」です。必要があって研究者が見たいから修復

するというのではなくて、修理しておくんだよという態度です。それと、一般的なこととし

ては冊子の綴じ直しとか補充とか、あるいは表紙の補充とか、虫食いのひどいものなどや簡

単な裏打ち法を表具屋さんから教われば、刷毛、糊、和紙さえ購入すれば全くの素人でも容

易にできるというような技術的な問題だけが記述してあります。文化財の修復、文書を文化

財としてどうやってこれから自分たちの研究対象として扱っていくのかというところの出発
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点が、やはり壊れたものを直しておく、簡単なものは表具屋さんから技術さえ教われば直せ

ますよという、ある意味、歴史家の考え方の象徴だと思いました。

� その後、1988年ごろになりますと修補以前に予防措置が必要なのだということが言われる

ようになりました。そうすると全くの素人という司書の方などは、する仕事が変わってまい

ります。煤払い、料紙の折れを直す、糊差し程度。少なくなりましたね。簡単な裏打ちは表

具屋さんから教わればできるんですよと言ったのから、煤払いしなさい、埃を払いなさい、

折り目は直しなさい、糊差し程度に収めなさい、と言って、それを予防措置という位置づけ

をしているわけです。壊れたら直すというところから、予防措置をするという方向へ考え方

が変わってきた様子が読み取れると思います。

� さらに「修補とは資料に対して人為的な加工を施すことだ」と書いてあります。すでにこ

こでは修理はすべていいことだよ、とは言っていない。修理というのは、資料に対しての何

らかの変化を与えているのだ、ということを歴史家の方がだんだん言うようになってきた。

それが1980年代の後半です。ですから、このような文言にもなっています。「修補の冒頭に

このことを指摘するのは補修加工が資料を大切に取り扱う証のように誤解されることがあ

る」修補をすることが大切なものだという、誤解されてきていた節がある。実はそうではな

いのです。修補の基本前提としては、補修をせずに保存できれば、そのほうが最良の方法で

あります。

2番目には、補修自体が資料を汚染する原因とならないことをきちんと守りましょう。3

番はいつでも補修以前の状態に戻せるようにしましょう。これはヨーロッパの文化財保存、

美術品保存の基本を教わった人は聞いたことがある言葉です。実際、この前、1979年に国際

図書館連盟から発行されたIFLAの資料保存の原則が、1987年になって、ここにいらっしゃ

る安江さんなどの協力で翻訳本が出ました。それに今言った原則が書いてあります。そうい

う出版物が出るころに、やはり修補ということについて、あるいは修復、修理について考え

るということが出てきたということだと思います。

� もう一つ日本には文化財の指定制度というのがありまして、重要文化財、国宝という指定

があります。重要文化財や国宝に指定された歴史的絵画や歴史的文書を修復するために、工

房が何軒か集まって、国宝修理装こう師連盟という組織を作っております。その組織は、文

化財を保存するのに重要な技術を持った団体として文化庁に認定されており、毎年研修会を

開いています。自分たちがいろいろな勉強をしましょうということでしているのですが、そ

こに呼ばれた文化庁美術学芸課の人が次のように言っていました。「文化財の公開・活用へ
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の対応のための修理でなく、保存のための修理を行わなければなりません。これに反して行

われがちな修理は、修理後の公開・活用による損傷を見越して事前に過剰な補強や過剰な修

理をすることです。」まずとにかく修理しておきましょうという段階から、修理、修復とい

うのはこういうことを考えなくてはいけませんという、図書館関係と大変よく似た三原則が

取り入れられています。その言葉をのせた研修会報告が出たのは2004年です。ちょうど、で

きるだけ公開・活用ということが叫ばれた時代です。文化財は死蔵するべきではなくて、活

用されなければいけない。死蔵された、倉庫に閉じられたまま誰も見られない文化財は無い

に等しいなどという表現も出てきました。

� 今でもそれが叫ばれているのですが、そうすると反対に公開・活用ということを取り違え

て、どんな条件でも明るいところで大勢の人がいつでも見られる、それに耐え得るようなこ

とをするのが修理だと誤解しかねないことが出てきました。それに対する警鐘として、公開

・活用のための修理ではなくて、基本的には保存だということをこの人は言っているのだと

思いました。

� 私はこの話の一番最後に、それは別に矛盾したことではなくて、保存も活用も一緒のこと

だということをお話ししたいと思います。

� その次には「国宝修理装こう師連盟の研修会に見る修復技術」という章を入れました。先

ほど申し上げた団体が毎年開いている研修の中身は、文化庁の技官のような外部からの講師

の講演のほかに、それぞれ若い会員が独自のテーマを立てて勉強し、そのために団体として

はその人に対して研究費用を負担するというようなことで、毎年発表しております。その発

表を見てみますと、基本的には古文書の修理における復元補修紙の作成とか石州和紙の原料

処理、紙漉きまでの工程、手漉き和紙の実践、和紙の質感が産地により異なるその要因を探

る、生漉きの紙でどこまで本紙の色に近づけることができるか、補修紙製作時における材料、

工程の違いによる差異の考察とか、古文書修復というのがもともとの装丁を尊重するという

ことを徹底するためにいろいろな細かい技術が、研究テーマとして取り上げられているとい

うことがわかりました。

� ただ、この中では大量の文書群に対して、段階的保存、保存体制としてどういうふうにや

っていくのだという研究テーマは見られません。ただ態度が違うのは大量文書が出てきてい

る重要文化財には、そのものの質感などを大切にすることが大いに奨励されております。例

えば2001年に重要文化財のものに未指定の文化財を追加して国宝に指定された、上杉家文書

の修復が始まりました。これは、表装されずに、当初の畳み方や封の切り方など、そのまま
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残っていることが大変貴重だということで指定をされました。そこで修復というのは繕いと

か皺伸ばしとか、そういうことが中心になりましたけれども、その繕いの紙のためには繊維

の調整から簀目を、原装の紙と同じにそろえて部分的な紙を漉くとか、そういうことまで含

めて非常に徹底した仕事がされております。

� そこに携わった若い装こう師連盟の人から質問が私のところに来ました。「あなたたちは

修復をするのにそれだけ手間と材料と技術を使って、大変なお金もかけて修復している。と

ころが段階的保存という考え方からすれば、そのものを保存するのに物理的に十分な条件を

備えている方法でするならば、もっとたくさんの仕事ができるはずです。どうしてそんなと

ころにこだわって仕事をするのですか」ということを聞かれたというのです。

資料の美術性

それに対して私が答えたのが、資料の美術性ということです。これは先ほども言いました

「和紙が好きだ」というものに通じるのですが、資料の美術性ということに関して、図書資

料の保存の原則は資料の美術性については直接言っていません。では、日本の文化財につい

てはどう言っているのかなと思って期待して、重要文化財の指定基準を探したところ、美術

や芸術性を書いた文章は意外とないのです。絵画・彫刻の部では「製作優秀」という言い方

です。国宝は「製作が極めて優れている」という言い方です。「美術的」だとか「芸術性が

ある」という言い方、文言は避けているわけです。工芸品でも「極めて優れている」という

ような言い方をしています。この中には特に優秀なものというのがあります。ところが、書

籍・典籍の部には、そのような表現がありません。私の好きな、白い紙の美しさを褒めたた

えるような言葉がないのです。日本は世界に冠たるすばらしい紙、和紙を作っていると言っ

ていながら、その一番本分が見られる書籍・典籍の部分にそういうところがないのです。古

文書の部分にもありません。うーんとうなりますね。皆さん、紙好きの方はこの会場の方の

中には多くいらっしゃると期待しておりますが、歴史資料の中にももちろんそのような文言

はない。でも、世界遺産の中にはやや見られます。人類の創造的天才の傑作を表現するもの、

あるいは下のほうにきますと顕著な普遍的意義を有する出来事、現存する伝統、思想、信仰

または芸術的、文化的作品と直接にまたは明白に関連するものという形であります。

� 今まで日本で登録された文化遺産だけ、10ありますけれども、その中で1番、人類の創造

的天才に関連するものは法隆寺、姫路城。わかりますよね。私は法隆寺や姫路城は美しさ基

準で十分世界遺産になると思うのです。しかし、美しさというのはいろいろな段階があるた
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めか、美しさというだけではなかなか理論でことを組み立てようとする方たちにはわかって

いただけません。

� 日光の社寺もそうですね。厳島神社も1番です。でも白川郷にはない。京都にはない。古

都奈良もああいう集団になるとない。琉球もない。紀伊山地もないのです。美しさというの

はこのままではなかなかできない。

� ただ、各国が作っている文化財の保存に携わる人たちが守るべき倫理綱領みたいなものを

見ると、美しさに関する記述があります。最初に出させていただいたのはカナダです。The

International Institute for Conservation of Historic and Artistic Works、IICという団体が

あります。そのカナダのグループが作っているものです。そこで言葉の定義を言っています。

グロッサリーとしてカルチュラル・プロパティ、文化財とは歴史的で芸術的あるいは科学的

な重要性をその社会が認めたものと言っています。アーティスティック、とちゃんと言って

いるのです。それは分類すると、移動可能なものと移動不可能なものがありますが、両方と

も移動可能なものは美術作品、移動不可能なものは芸術的なポイントがあるもの、という形

でちゃんと明確に書いてあります。もう一つ、これは同じIICのアメリカのグループが作っ

たスタンダードです。行動基準のようなものですが、ここの中で特に設けて芸術作品に関す

る行動基準を設けています。そこでは原作品に関与するような人たちが守るべきこととして、

respect for integrity of object、この芸術作品に対する完全性をちゃんと尊重しなさい、その

ためにはすべての作業を芸術作品の美的、歴史的、物理的完全性に対する確固たる尊敬によ

って律せられるべきであると書いてあります。この美的ということが文言の中にきちっと入

っていることが私は重要だと思います。

「日本の文化としてとらえるべき“素材に対する視線”」

� 美的、では何を美的というかは、歴史、伝統によって異なるわけです。それで皆さんのと

ころにお配りしたものの3番目、「日本の文化としてとらえるべき素材に対する視線」とく

どくどしく書きましたが、日本人は素材が好きだということです。ヨーロッパに行っても机

とか何かに木材の表面が出たようなものを好むということはもちろんあります。木目の面白

いものを家具の表面に使ったりすることはもちろんありますが、日本人は木とか紙の素材が

大変好きだと私は思います。

� 木に関しては桐の木に表面にコーティングも何もしていない、目がすっきり出ているだけ

の桐の下駄を買うと、柾目のいい下駄は5万も10万円もする。私関連ですと掛け軸を納める
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木の箱に、たかだか木の箱に下手をすると30万円もお金をかける。30万をどこから取るかと

いうと、箱屋さんはいい桐の木を買っておいて、先代が買っておいたものを今使う。寝かし

ておいた値段も含めて珍重するというわけです。桐の木の物理的な性能だけではないんです。

桐の木に対する信仰というようなものです。家を建てるときには、ヒノキの四方柾目の柱を

建てるとすごくお金がかかる。まして茶室では、床の間の床柱は松の皮つきというのは定番

です。軒を見ますと杉丸太の皮つき、もう一つの柱は杉の面取りですね。無垢の素材がその

ままむき出してある。まして壁は土壁、表面にペンキを塗っていないんです。わずかに着物

がすれないように壁の下のほうには和紙を張ってありますが、その程度です。そういうので

外国人が納得するのは伊勢神宮、白木の神社です。あるいは桂離宮みたいなあまりごてごて

していないもの。もちろん日光がありますし、神社はいっぱい色が塗ってあるものですけれ

ども、でもその傍ら、素材としてのものが好きだということがあると思います。

� それは紙についても言えて、日本には今300軒に満たない手漉きの紙漉きさんがいます。

300軒というのは一応は3桁ですね。本当は4桁いたほうが道具や材料を供給する人が非常に

安定した仕事ができるのですが、今300軒以下になってしまったので道具を作る人も仕事が

ないし、道具のための素材を提供する人も仕事がなくて困っている状況です。

� ですけれどもソニーで有名、ヤマハで有名、ホンダで有名、鉄鋼生産やコンピュータで世

界に誇るものがある国で、手漉きの紙を作るところが、下降線をたどってはいるものの3桁、

それも100軒や200軒でなくて、まだ300軒あるというのは、世界的にいって奇跡です。なぜ

残っているかというと、皆さんの気持ちが手漉き紙を好んで買っているからなのです。今の

手漉き紙は紛い物ではないかと言うかもしれないけれども、紛い物でも買ってくれるお客さ

んがいるから手漉きの人がまだまだやれるのです。そういう気持ちがあるからこそ、紙が単

なる素材ではないのです。

� 和紙というのは、素材としては非常にすばらしいので、ヨーロッパの人たちが非常に高く

かって、購入してくれています。日本の紙は欧米の美術館、博物館に行くとどこでも置いて

あります。私の懇意にしている紙屋さんには、外国からこの紙を3枚、この紙を5枚、この紙

を10枚という注文が来ます。それも、手漉きの中でも高級紙を買います。紛い物は買いませ

ん。パルプ入りの手漉き紙は買ってくれません。純楮の、どうやって作ったのかがはっきり

わかる紙を買っていきます。でも量は少ないです。その人たちが買うのは何の目的かという

と、この紙はすばらしいと言って眺めて涙を流す、というのではありません。清少納言みた

いな「いと清げなる白き紙を……」と言って、ボケッと日向で暮らすためではないのです。
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向こうの人たちの文化財を保存するのに必要な物理的性能を保持しているから、買うのです。

ですから、手漉きでなくてもいいのです。同じ材料で機械で作られていれば、機械漉きのほ

うを買います。安いし、均一ですから。紙の表情は違います。でも性能は満足しているので

機械漉きのそういう紙を買います。

� 私は1977年にフィレンツェの文書館に行ったのですが、その10年前にフィレンツェでは大

洪水が起こって貴重な文書が何万、何十万と泥水に浸かって、そのとき以来欧米では紙関係

の修復技術が発展したのですが、その基になったところが10年たってもまだまだその後の仕

事をしていました。破損してしまった冊子のページに余白の紙をつけて補修するのに使うの

は日本の楮紙です。紙の裏に日本の楮紙を置いて、針の先でずっとひっかきますと、こうい

うふうに切れます。切ったものを型を合わせて、角に糊をつけて張り付けます。これは片面

から張り付けますが、本紙は結構厚いので、もう1枚和紙を重ねて張り付けます。両面から

挟むようにして紙をつけます。そうすると厚さが本紙とほぼ同じようになるので、これを綴

じて冊子に戻します。

� ここはほぼ亜麻の紙、ヨーロッパですから多分材料は亜麻だと思います。亜麻のぼろ布を

叩きほぐして作ったヨーロッパの昔の紙です。フィレンツェですから15世紀かもしれません、

16世紀か、17世紀ですね。これは現代の日本の紙で原料は楮です。日本の紙は自分たち欧米

の専門家による実験によると安定性がある、手頃な値段である、よくなじんで使いやすい、

だから使うという訳です。ですから、こういう繕い紙で、綴じ目のところも和紙を使うと非

常に丈夫なので都合がいいというわけです。ここら辺の繕い紙もそうです。イタリアでも戦

争の前までは一時期、書籍病理研究所がローマにできた最初のころは補修をするために昔の

紙を調べて、それと同じ繊維組成で補修紙を作って埋めたのですが、すぐにやめたそうです。

それは次のような事情によると思います。ヨーロッパでも新しい繊維素材がどんどん開発さ

れて、昔のように純麻のぼろ布がなかなかまとまって手に入りにくくなった。紙漉き工房は

ある程度の量が要りますので、まとまった量が入らないとなかなか同じような紙が漉けない。

それに対して日本は、現在でも江戸時代と同じ原料が手に入る。楮を育てれば同じ原料が手

に入るのです。それから、先ほど言いましたように300軒からなる手漉き工房がまだあるの

で、いろいろな人がいろいろな紙を漉いてくれるという土台があります。だから日本では日

本の紙です。元の紙に合わせるんですよと言っても、そういうわがままが通る技術的、材料

的な土台と、材料を助ける社会の伝統という文化が、日本にはまだあるのだと思います。ヨ

ーロッパは紙に関しては非常にクールです。ですから、1か国に1軒とか2軒しか手漉き工房
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はありません。素材として、いつも日本のようにジャンジャン製造しているのではなく、限

定版とか極めて限られた用途にしか使われません。

1990年にベニスに行ったときのものですが、ちゃんと布目をつけて和紙を洋紙風に見せて

います。こういう古いものでも、物理的にこれで十分保存されて、これの価値が失われたと

いうことはないのですが、これが、日本の重要文化財の文書なら、一生懸命に本紙と合わせ

た紙を使うだろうと思います。しかし、そうはいかないものもヨーロッパではございます。

それは羊皮紙です。羊皮紙でも紙で補修するという人がいますが、羊皮紙は紙に比べて非常

に湿気の変化に対して伸び縮みが激しく、紙の伸び縮みと合わないので、羊皮紙は羊皮紙で

修理をします。羊皮紙は今でも作られています。

� この写真を撮らせていただいたのはスイスです。羊皮紙文書の修理の専門家です。それも

中世の羊皮紙文書だけを対象にしているのだそうです。そこではこういう補修をするのにも

羊皮紙を使っていました。楽譜です。ただし、羊皮紙を使うには澱粉糊で使うとか、合成接

着剤を使うのではなくて、やはり昔式に、羊の腸を延ばしたものをテープ状にして接着する

のに使っています。あるいは接着剤も、羊皮紙を煮て作った羊皮紙膠を接着剤として使うと

いうことで、補修したところと本物のところの伸縮を合わせていると言っていました。ヨー

ロッパでも原料が手に入ってできるものはそういうことをしているわけです。

紙資料を修復すること

� これは、1990年にクリストファー・クラークソンにベニスで会ったときの写真です。一昨

年くらいに国会図書館に来ていただきましたが、そのときにクラークソンに聞きました。こ

の人は今まで個別的に対応していた文書、図書の保存をもっと大きくとらえよう。段階的な

保存というのを考えた人の一人なのです。そうした結果、どういうことが起きてきたかとい

うと、マネージが非常に重要なポイントを占めてきます。手先が十分に働く優秀な技術者を

育てるというよりも、マネージのしっかりとした考え方を持つ人の決断の下で、正しい修復

をすることが必要だということになってくると、マネージが上位になってくるんです。クラ

ークソンさんも一昨年国会図書館に来ていただいたときには、そういう傾向の話をされたの

です。実際、この人は技術はすごく上手なのです。ですので、私は話が終わったあと、「今

より昔のほうが楽しかったでしょう」と言ったのです。すると、彼も「そうだね」と言うの

です。やはり一度技術を持った人は汚れたもの、壊れたものを見るとワクワクするほど、手

が震えてきて修理したくなるのです。美しいもの、いいものを見れば見るほどそうしたくな
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るのです。それを論理で抑えて、マネージに従って行動しています。

� ここでは一つは壊れたもの、破れたものはすぐ修復をするのではなくて、全体のことを考

えて仕事を進めていかないとよき保存はできないという話の筋です。けれども、基本的には

修理をする人というのは手先がうずうずする、というところをクラクソンさんに象徴させて

いただきたいと思って話しました。どうしてかというと、私たちが相手にしているのは文化

財です。文化財というのは形のある部分、それは資料にのせるもの、情報をのせるものと、

のせられた情報と素材とでしょうが、もう一つ、それを取り扱ったり、それに対する態度と

か習慣、観賞というような、伝統文化というものも含まれて文化財なのだと私は思っていま

す。ですから、そういうのを離れたものは本当の文化財とは言えないのではないか、と思い

ます。例えば極端な話、今東京国立博物館に行きますと、ウィンドゥケースの中に掛け軸が

ずらずらと横に7幅も8幅も並べてありますが、あんなことは伝統的にあり得ない話です。そ

れから、ぐるぐると回ってきて浮世絵の部屋に行くと、白いマッティングの中に、白い枠に

囲まれて浮世絵があるなどというのは、文化でも何でもないのです。マッティング用紙はす

ばらしい、いい紙です。中性紙というのは保存のためにはすばらしいのですが……。博物館

はまだ文化財として保存できる状態ではない。しかし、アメリカのニューヨークのメトロポ

リタン美術館に行きますと、日本のところではお寺の格好をした場所があります。そこに掛

け軸をかけてある。仏像を置いてある。書院の間みたいなところを作って、そこに襖をはめ

てある。一生懸命です。背景にはこういう文化があるんですよ、と紹介しようと思っている。

でも、日本の博物館、美術館はそういうものをあんたたちは外でいっぱい見ているだろうか

ら、うちではそこまでしませんよという態度の表現なのか、ものだけを並べてある。そこが

私にとっては不満なところです。

� 最後に保存と活用というのはちっとも矛盾しないということを申し述べたいと思って、こ

ういうことを言いました。潜在的使用量、潜在使用量、何と言っていいかわからないのでこ

う言ったのですが、ものというのには使用限度というのがあって、使用の仕方によってその

寿命は延びたりするのです。もともとの言葉は酸性紙問題で警鐘を鳴らしたバローさんが使

ったポテンシャル・ユーサビリティという言葉です。どれだけの寿命を持っているかという

ことを相対的に表した言葉です。このごろ活用というところばかり言われるけれど、活用と

いうのが万博型の短期集中活用のことを言っているように私には聞こえるのです。

� 使用頻度、使用度を縦軸にとり、寿命を横軸に取ります。大勢の方にいっぱい来てもらっ

て、繰り返し見せてというと、この潜在的使用量からすると、縦の軸に長くとられると、横
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の時間軸のほうは短くなってしまうのではないか、というのが私の心配するところです。

� もう一つは長期保存型というのがあって、これは使用の制限をある程度しなくてはいけな

いが、使用し続ける。今はやりのサステイナブルです。使用の維持に関してはこれがいいの

ではないか。そうすると活用というのは本来、長期の持続的活用のことを活用というのであ

って、今は、政治家がニュアンス的に言っているかと私には思えるのですが、万博型の活用

ばかりを強調されているような気がしてなりません。

� 私たちの修復技術というのは長期保存型、使用制限を伴った長期保存型のための技術であ

るべきで、万博型、短期集中型の活用のための技術であってはいけないのではないかという

のが私の今日の話の結論です。

� 以上で私の話を終わりたいと思います。
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マイクロ資料の劣化－原因と対処

安� 江� 明� 夫

（国立国会図書館顧問）

はじめに

� 安江でございます。今日はこれまで 3人の講師から、長い歴史と伝統があり、地理的・地域

的な多様性のある紙と書物についてお話がございました。これから私がお話しするマイクロ資

料は、その紙と比べますと大変歴史の短いもので、また地理的多様性のない近代のメディアで

す。

� マイクロ写真が使用された初期の一例として、1870年、普仏戦争の折 フランスとプロシア

の間で戦争がありましたときに、フランス側で伝書バトに通信文をマイクロ写真に納めて飛ば

した記録に言及されます。が、それは現在、私どもが活用してマイクロ写真技術の歴史とは直

接にはつながっていない。現在に至る歴史としては、1920年代にコダック社がマイクロ写真技

術に着目して機器等の開発を始め、事業化した。それが現代マイクロ写真技術の嚆矢とされて

います。

� この技術に最初に着目した図書館は、新聞の劣化と保存対策に取り組んでいたニューヨーク

公共図書館でした。ニューヨーク公共図書館は、1934年に劣化新聞のマイクロ化を始めます。

その辺りから数えますと 70数年の歴史となります。

� 1934年が図書館・アーカイブにおけるマイクロ写真技術導入の最初ですが、以来、図書館・

アーカイブでは最も最先端の技術としてマイクロ写真が位置づけられ、非常に広範囲に普及し

てきました。それが現在にも続いております。

� 日本での導入は戦後でして、図書館では 1953 年に国立国会図書館が新聞のマイクロ化の事

業を始めます。これは半世紀たった現在も継続しておりますが、大変重要でユニークな事業で

す。即ち、日本新聞協会、協会加盟各社と国立図書館が共同で行う事業ですが、新聞社と図書
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館が共同でマイクロ化するのは世界にない事業です。しかも劣化しつつある古い新聞ではなく

て新しい新聞、製作してすぐの新聞をマイクロ化して保存と活用に供する事業です。これも図

書館としては例のない事業です。それが 1953 年に始まって、半世紀後の現在でも続いていま

す。

1� 劣化の原因とメカニズム

� 『朝日新聞』1993 年 12 月 27 日（夕）に、「マイクロ化資料� 30 年でもう劣化」の記事が

掲載されました。ご記憶の方もあろうかと思いますが、その記事に今、申し上げました日本で

のマイクロ写真技術導入の歴史が簡単に触れられています。続いて、保管フィルムの異常に気

づいた。それが 1980 年代の初め。酢酸臭がするようになったが、なぜそんなにおいがするの

かわからなかったと担当者だった司書の丸山祐作さん（国立国会図書館）。丸山さんは私の先輩

に当たる方ですが、1950年代からずっとこのマイクロ写真に携わってきたベテランです。この

新聞記事では、問題が指摘されたのはヨーロッパでは 1986 年と書いてありますが、それは正

しくないようで、1970年代からフィルムについて異常な現象が指摘されています。ただしこれ

は必ずしもマイクロフィルムのことではなく、映画フィルム、写真ネガフィルムなど、フィル

ムベース一般の問題として、です。

� その異常というのは、一つには酢酸臭 酸っぱい臭いがする保管フィルムが発見されるよう

になったことです。この臭いで、後にはビネガー・シンドロームと称されるようになりました。

同時にフィルムの表面にべとつきがあるもの、わかめのように曲がるもの、表面が白っぽくな

るもの。そういうフィルムが1970年代から80年代にかけて認められるようになってきました。

しかし、原因の追求はなかなか進みませんでした。

� 図１はフィルム長期保存のトライアングルとして有名なものですが、フィルムが長期保存さ

れるためには三つの要素が揃わなくてはなりません。フィルムの素材と現像処理、保管環境の

三つです。
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図 1� フィルム長期保存のトライアングル

現像処理 保管環境

素材

少し異常があるといいましょうか、何か問題がありそうなフィルムが出てきましたときに、

それは現像処理が基準どおりに実施されなかったではないか、と言われます、それからフィル

ム保管の温度と湿度はどうだったか。適正な保管環境に置かなかったのではないか。これはわ

れわれ保存機関側がドキッとするところです。さらに、フィルムの素材につきましても、フィ

ルム技術の歴史の中でいくつも違った素材が使われてきています。問題の生じているフィルム

は、開発途上で過渡的に現れて消えた種類のフィルムではないのか。そんな見解が示されるな

かで、結局、問題のあるフィルムについて、検討がきちんと進まなかった。水面下の話は不明

ですが、表立っては、なかなか進まなかったようです。

� そういう検討状況に終止符を打ったものとして、1987年 2月に出版された David Horvath 

の「アセテート製ネガフィルム調査報告書」１があると私は考えています。Horvath は米国ケ

ンタッキー州にあるルイスビル大学図書館の職員で、当時、写真アーカイブズの担当者でした。

Horvathは、写真フィルム担当者として、1970年代から 80年代にかけて自館所蔵のネガフィ

ルムについて問題を感じていた。そこで自身の大学とスミソニアン博物館機構からの助成を得

て、1925年から 55年までの写真ネガフィルムを所蔵している米国全土の図書館、博物館を調

査した。自分の図書館で起きている現象が、ほかの機関でも起きているかどうか。調査の主眼

はそこにありました。

� 調査結果を見ますと、フィルム異常のレベルは違うし、フィルムのメーカーによっても違い

が見られる。しかし、年代別に見ると、共通の劣化現象が認められる。言い換えれば、一部の

現像処理に問題があるとか、一部の機関の保管条件が悪かったから劣化しているのではなく、

すべての経年フィルムに異常が認められた。やはり、フィルム素材そのものの保存性の問題と

して認めなくてはならない。要約するとそうしたことが調査から判明しました。
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� Horvath の報告書以来、フィルム劣化原因の追求が急激に進展します。1987 年の後半には

早くもイギリスのマンチェスター工科大学の科学者、フィルム研究者たちが研究の成果を一部

発表しております。そこで彼らは、フィルムの劣化原因はフィルムベースの酸加水分解であり、

また発生する酢酸が触媒となって劣化を促進する、と示しました。

� イギリスの研究を引き継ぐような形で、1988年、アメリカの Image Permanent Institute(画

像保存研究所。以下、IPI)が大規模な 3か年のフィルム劣化研究のプロジェクトを開始します。

そして、90年のプロジェクト終了時までには、アセテート・フィルム劣化のメカニズムは基本

的なところで解明され、広く共有されるようになります。

� IIPI はフィルム保存問題については重要な機関ですので、簡単に紹介しておきます。1985

年創設の非営利の研究機関です。フィルム等の記録媒体の保存性を主たるテーマにしておりま

す。拠点はローチェスター工科大学にありますが大学の機関ではなく、ローチェスター工科大

学、The Society for Imaging Science and Technologyが主たる後援者で、米国政府の人文基金、

メロン財団等からの助成を受けながら研究開発する、それから諸々のサービスを行っていると

いうところです。図書館、アーカイブ、博物館の資料保存のために世界中に情報、支援、ツー

ル、技術を提供しています。同研究所のホームページ２を、是非、訪問していただければと思

います。大変優れた研究の成果、それから問題解決のためのツールを掲載しております。

� この IPIの 88年から 90年にかけての研究成果を次にお話しするのですが、その前にごく簡

単に一、二補足しておきたいと思います。まず一つは、フィルムは非常に薄いものですが一定

の構造を持っております。いくつかの層に分かれていますが、今日の主題では大事な層は 2層

です。一つは画像層という画像を作るところ、画像を伝達するところです。画像形成層あるい

は乳剤層と言ったりもします。この層は薄くて、弱いものです。それで、薄い画像層に支持体、

文字通りに画像層をサポートする層を張り合わせる。これは別名、ベースとも言われますが、

ベース層を画像層に張り合わせてフィルムを構成しています。

� 画像層には白黒マイクロフィルムの場合、銀・ゼラチンフィルムが使われています。これは

非常に安定性がいい、保存性が高いものとして定評があります。

� 問題は先ほどのイギリスのマンチェスター工科大学研究者の報告にもあった支持体の問題に

なります。支持体も、時代によっていろいろ材料が変わってきている。次表を見てください。
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表１� マイクロフィルム支持体の歴史

� � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � 参考：荒井宏子ほか『写真資料の保存』(日本図書館協会,2003)

� � � � � � � � � � � � � � �

最初に 1930 年代に使われたのが硝酸セルロースフィルムです。ニトロセルロースともいい

ます。これは発火し易い材質で、硝酸セルロース使用の映画フィルムなどは、これが基で火災

が起こることがありました。日本でも 1984年 9月にフィルムセンターで火災が起き、数百本

の映画フィルムが燃えたことがありました。それも、このニトロセルロースの映画フィルムを

所蔵していて、残暑の折に発火したものです。

� 硝酸セルロースの機能性は良いものと思いますが、燃え易い、低い温度で燃えてしまう。発

火性という大きな難点があって、それに代わるものを開発する必要があった。そこで出てくる

のが酢酸セルロースです。これが 1920 年代以降開発されて、酢酸セルロースの中でも三酢酸

セルロース(以下、TAC)のフィルムが開発され、1940年代半ば以降はこれが使われ始めた。

� それから、それとは別にポリエステルフィルム(以下、PET)のフィルムが開発されます。こ

ちらは 1980年以降に広範に使用されるようになります。

� 日本の場合は戦後にマイクロフィルム技術が導入されていますので、映画フィルムは別とし

て、われわれの手元にあるマイクロフィルムは TACフィルムと PETフィルムです。

� TACフィルムはどのように劣化するか。次に IPIの３か年の研究成果を見ていきます。

� 硝酸セルロース� � � � � �   1939年頃まで

� 酢酸セルロース� � � � � �  1920年以降

� � � 三酢酸セルロース（TAC)� �  1940年代半ば以降

� ポリエステル（PET）        1965年以降

� � � � � � � � � （広範囲な使用は 1980年代以降）
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図 2� TAC フィルム劣化のメカニズム（IPI）

図２は IPIの研究結果の代表的なまとめの１つです。グラフは横軸にタイム（経年）をとっ

ています。縦軸にアシディティ(遊離酸度)。フィルム製造時は、グラフの左下です。そこから

始まり、有機物ですから経年変化、化学反応を起こして少しずつ劣化していきます。劣化して

いくと酸加水分解によって酸を発生しますので、酸性の度合いが高くなっていく。ただし、ゆ

っくりしています。グラフのなかに Slow と書き込んであります。ゆっくりしたスピードで劣

化が進んでいく。

� このまま進んでいきますと、当初、ISO規格などでも、TACフィルムは普通の一定の条件の

中で 100年、150年は寿命があると認められていましたが、そのとおりの期待寿命となったで

しょう。しかし、実際にはアシディティ（遊離酸度）が 0.5に達したところが Autocatalytic point

（自触媒作用点）。自触媒作用を起こすようになる。これは発生した酢酸ガスがフィルムの外に

出てきて、それが触媒になってフィルムの劣化が一層、進む現象です。発生したガスがまたフ

ィルムを侵す。そこでまた劣化が進んで酢酸ガスを更に発生させる。劣化の悪循環が起きてき

ます。そして図には劣化が Fast と書いてありますが、急速に進むようになる。このメカニズ

ムが実験室ではわからなかったし、現場でもわからなかった。それが数十年を経て現場でフィ

― 314 ―



ルムの劣化が見られるようになってきた。その現象の原因とメカニズムが、IPIの研究成果で、

鮮やかに解明されたと思います。

� � こうしたフィルム劣化の基本的なメカニズムの解明が大きな IPIの成果ですが、もう一つ

大事な成果は、TACフィルムの寿命、劣化の速度に関わるものです。次の図を見て下さい。

図 3� 保管条件と TACフィルム保存性の関係（IPI）

� 図は TAC フィルムの期待寿命を保管条件ごとに示す目的のものです。期待寿命と言いまし

たが、グラフが示すのは遊離酸度 0.5に到達するに要する経年の想定です。保管条件として、

相対湿度を横軸、温度（摂氏）を縦軸においています。恒温恒湿の条件に置いたとして保管条

件によって遊離酸度 0.5 に達する年数が、１年であったり 1600 年であったりすることを、斜

線で示しております。

� 例えば相対湿度 50％、温度 25℃の場所にフィルムが置かれたとします。この場合には斜線

の 50年と 25年の間で、30年ぐらいとなります。それを、同じ湿度で温度を 10℃下げ、15�

としてみます。そうすると斜線の 100年ぐらいの箇所に位置します。10度の違いで、30年か

100年か、となるわけです。紙の場合もそうですが、TACフィルムの場合にはとりわけ保管条

件が大事なことがこれでわかります。
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� ただ今示したような IPIの調査研究成果などを受けて、先ほど参考にさせていただいた『写

真資料の保存』（日本図書館協会）では、「酢酸臭が出始める期間は温度 24℃、相対湿度 50％

で約 30年。酢酸臭が出始めると止めることはできない」と示しております。

� 次の図 4も IPI製作の、回転式早見表です。

図 4� 保管条件による TACフィルムの遊離酸度倍加想定年数

� 24℃、50％RHの条件で 4年となっています。これは遊離酸度が倍になるに要する年数です。

倍になるというのは 0.5が 1になる。あるいは 1.0が 2.0になる年数です。ですから、仮に 30

年で 0.5に達すると 34年で 1.0に達する。38年ぐらいで 2.0に達することを。この早見表は

示しています。0.5、10の意味の意味については後ほど触れますが、TACフィルムが自触媒作

用点を越えると、その後、いかに急速に劣化するか、を示しています。また年数を想定できる

ようにしたことで、どのフィルムについて何時、処置すべきかなどの示唆を受けられるように

なっています。とてもわかり易い、優れたツールと思います。

こうした研究の成果を受けて、関連 ISO 規格も改訂されていきました。2000 年に制定され

た「現像処理済安全写真フィルムの保管方法」（ISO18901：2000）の中で銀・ゼラチンフィル

ム、先ほど言いました安定性の高い画像層、銀・ゼラチンフィルムの長期保管条件として PET
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フィルムの場合には 21℃、50％で長期保管ができることを示します。(表 2を参照)

�

表 2� ISO 18911-2000 （現像処理済み安全写真フィルム－保存方法）

20-50％21�以下PET

20-50%

20-40％

20-30％

２℃以下

５℃以下

7�以ｃ下

TAC

相対湿度の範囲温度

銀ゼラチン・フィルムの長期保管条件

長期保管というのはこの ISO規格では、500年です。長期保管を 500年にするのが良いかど

うかわかりませんけれども、500年。500年もたせるために、TACベースのフィルムであれば

温度が２℃の場合で 50％、5℃ですと 40％以下、7℃ですと 30％以下。これは先ほどの全体の

グラフ（図 3）に相当するものです。グラフから読み取っていくと大体そのようになります。

�

� ここまでが今日の私の話の前段です。こういうふうに1980年代から90年代の初めにかけて、

ISOについては 2000年になってからですが、全体として TACフィルムのベースの劣化のメカ

ニズム、期待寿命等がわかってきました。この理解を受けて、ではわれわれ図書館・アーカイ

ブではこの課題にどう対応しなければいけないか。それが話の後段です。説明を続けます。

２� ビネガー・シンドローム対策

� 今日の演題をマイクロ資料の劣化問題としていますが、今日はとりわけ緊急の大きな課題で

ある TACフィルムの問題に焦点に当てております。ビネガー・シンドローム対策です。

� 基本的な対策の一つは、フィルムベースを TACから PETに替えることです。これは紙の場

合に、酸性紙を中性紙に替えるのと同じです。

� 白黒マイクロフィルムにつきましては、コダック社は1984年にPETに切り替えていますし、

富士フィルムは 1993 年に切り替えていますので、現在使われている白黒マイクロフィルムは

すべて PET になっております。ですから、問題はそれまでに貯蔵、集積されてきた図書館・
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アーカイブズの TACフィルムの保存です。今後については良い。課題は PETに切り替わるま

でに蓄積されてきた TACフィルム・コレクションの保存、遡及的な保存です。

� 図書館・アーカイブズを訪問してお話を聞くと、自分のところにも酢酸臭がするものがある、

何とかしたいとしばしば耳にします。それが一つの核心になりますが、もう一つ大事なことが

あります。それは、フィルム・コレクション全体としての保存というのに取り組む必要がある

という点です。人がけがをしたり病気をしたりすると、対処しなくてならない。けがをしたり

病気をすれば治療が必要となりますが、けが・病気をしないように何をすべきか。先ほどの増

田先生のお話にもありましたが、予防することも含めて考えなければいけない。フィルムのコ

レクションを、全体としてみて保存を考える必要があります。それには、現状はどうなってい

るかを調査して、その調査の結果を基礎に計画的に対処する。それがやはり基本でしょう。

�

３� フィルム蔵書の点検調査

3.1� 一次調査

現状を把握し、計画的に対応を進める。そのために何をすればいいかを４項目挙げました。

１）フィルム蔵書の概要把握（種類と数量、歴史）

２）保管環境の把握（配置場所、温・湿度の現状／過去、包材等）

３）TACフィルムの状態調査（A Dストリップ使用の一次調査、同時に包材点検）

４）その他（これまでの保存措置、「世代」等）

1 番目は自分たち図書館・アーカイブの所蔵しているフィルム・コレクションの概要把握で

す。どれぐらい、どういうフィルムを持っているだろうか。数量もありますが種類もあります。

ネガフィルムとポジフィルムという種類、分けることができれば TACフィルムと PETフィル

ムの種類。それから歴史と書いたのは大げさですが、自分のところで仮にマイクロ化している

とすればそれをいつから始めたかということ。それからマイクロフィルムを購入しているとす

ればいつごろから収集を始めたか。フィルムの経年劣化が問題となっていますので、時間軸が

一つのポイントです。

� 2番目は保管条件です。ネガフィルムなりポジフィルムがどういう環境に置かれているのか。

そこの温度、湿度はどうなっているか。保管条件は大事ですから、温度、湿度を調べる。それ

から、以前は現在とは違ったところに置いておかれたとか、違った部署から受け入れるといっ

たようなことで、わかれば過去の保管条件もメモしておく。それから包材です。包材というの

はフィルムのリール、帯、箱のことですが、包材に何が使われているかです。
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� 3つ目が大きなポイントになりますけれども、TACフィルムの状態調査。TACフィルムです

が、年代によって、それから保管条件によって現在の状態はいろいろです。それを調べるので

すが、それを A Dストリップという簡単な調査ツールを使用して行う。A Dストリップについ

ては次にご説明いたします。フィルムを調査するので、同時に包材の点検もそこで行うと

良いでしょう。

� それから 4番目。その他として、これまでどんな処置を実施してきたかということ。記録な

り記憶に残っていれば、それをメモしておく。と言いますのは、例えば先ほど『朝日新聞』1993

年 12 月の記事を紹介しましたが、あの頃に問題がクローズアップされた。その時点で包材を

変えた、フィルムの巻直しをした、そうした機関が沢山あります。そういう記録なり記憶を呼

び起こしておく。

� それから、それ以外に、取り扱い上のことで重要なことが幾つかあります。保存上のことで

言えば、少なくともフィルムの世代をきちんと押さえておきたい。世代というのはジェネレー

ション。マイクロフィルムの場合はマスターネガを最初に作るわけですが、それをファースト

ジェネレーション、第一世代といいます。そこからポジフィルムを作ると、それが第二世代。

そうではなくマスターフィルムからデュープ用ネガフィルムを作る場合はこれが第二世代。そ

こからポジフィルムを作るとそれが第三世代になります。対象のフィルムがどの世代のものか

ということと、世代の取扱いはどうなっているかをこの機会に見ておきたい。これは重要です。

� これを特に留意点として申し上げるのは、マスターネガを作るわけですが、マスターネガを

そのまま利用に供しているところがあります。なぜそうしているか、と言えばそれはコストの

問題でしょう。でも、それはやっぱり拙いわけです。マスターネガを日々の利用に供して、傷

がついたらそれで終わり。もう一回再度の撮影ですから。ずいぶん費用がかかることになりま

す。そういうことが為されているとすれば、この機会に考え直す必要があります。

� それから、ネガフィルムとポジフィルムを一緒に保管しているところがあります。あるいは

ネガフィルムとポジフィルムを一緒に保管していて、どちらでも利用に供している機関があり

ます。それは間違いです。ネガフィルムとポジフィルムは、全く違う役目を持っているもので

すから、役目に応じた条件を設定して、異なる取扱いをしなければいけない。

� 例えばポジフィルムは閲覧室で使うわけですから、その保管場所は閲覧室の環境とほぼ同様

でないと困る。例えば冷たいところから暖かいところに持って行ってすぐ使う。そういうこと

は良くない。一方、ネガフィルムは長期に保管しなければいけなくて、しかも基本的に利用さ

れないフィルムですから、できるだけ湿度も温度も下げたところに置くのが望ましい。そうい
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ったことが基本です。現実にどこまで可能かは別にして、ネガとポジを混ぜ合わせにしないこ

とが大事ですので、この点も押さえておきたい。

� TACフィルムと PETフィルムの識別ですが、見ただけではわかりにくい。それで普通に行

われていることを簡単に示します。

� 一つは引き裂いてみること。PET フィルムは頑丈なので引き裂くことができません。TAC

フィルムは簡単に引き裂くことができます。フィルムの端をピッとやったら引き裂くことがで

きます。二つ目に、リール状フィルムですと横から見ますと、PETフィルムは透明できれいな

色をしていますが、TACフィルムは不透明です。三つ目に、偏光フィルターを使う方法があり

ます。偏光フィルター２枚重ね合わせてフィルムをサンドイッチしますと、重ね合わせ方によ

って PETフィルムは透明ですが、TACフィルムの場合は不透明になります。こういう道具を

使っても、TACフィルムと PETフィルムの区別ができます

� TAC フィルムの状態を調べるには A D ストリップが使えます。A D ストリップ、アシッド

ディテクション・ストリップ、酸を検知する細片です。これは先ほどの IPIがフィルムのビネ

ガー・シンドローム診断用に開発したツールです。取扱いが簡単で安全。それに比較的安い。

A Dストリップ 250本入り袋と結果判定用鉛筆と使用の手引の３点セットで購入できます。

� ちなみに A D ストリップ入りの袋の左肩に金色のシールが貼られています。そこに「1997

年アカデミー賞受賞」と記されています。映画のアカデミー作品賞、アカデミー主演男優賞と

いうあのアカデミー賞ですが、アカデミー賞に技術賞というものがあります。その技術賞をA D

ストリップが受賞している。つまり、映画フィルム保存のために非常に有効なツールを IPIが

開発したので、それで表彰されたのです。そうした評価も受けているツールです。

� 添付の基準鉛筆は、色を識別してフィルムの酸のレベルを判断します。4 段階になっていま

す。0、1、2、3のレベルで色が変化することによって、対象フィルムが今どのレベルの状態か

を示すものです。次表をご覧下さい。
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表 3� フィルムの状態� A-Dレベルの読み方

危機的－縮小、ゆがみ現象が顕著。

取扱い有害の可能性
2.03

貧弱－劣化が活発に進行中1.02

急速劣化が開始－自触媒作用点0.51.5

良好から可の段階－劣化が開始0.11

良好－劣化なし00

フィルムの状態遊離酸度A-D

� 表の左側が A Dレベルで、次の欄がそれに対応する遊離酸度です。そしてそれのフィルム状

態としての解釈がその次の欄です。遊離酸度 0.5が自触媒作用点でしたが、これは A Dストリ

ップでは１と２の間、1.5の辺りです。その次のレベル２に行きますと、遊離酸度で 1.0。ここ

ではフィルムは劣化が活発に進行している状態です。レベル３は遊離酸度で 2.0。フィルムが

危機的な状態で縮小、歪みという物理的な劣化が顕著に見えるようになります。

� この A Dストリップの色の変化で、対象のフィルムが、今どういう状態であるかを見定める。

このツールはそのためのものです。

� A Dストリップ調査をすることでいえば、通常ではフィルムの数量が多いので標本調査にな

ると思います。調査項目を決めて調査票をつくる。A Dストリップを入手して調査をする。そ

れから調査担当者は職員を想定しますが、専門業者に依頼することも可能です。ただ、簡単な

ツールなので職員側、図書館アーカイブズ側でもできます。特にネガフィルムなどの場合、通

常は職員の目に触れにくい。それで状態が理解されにくい傾向があります。その点ではこの種

の調査の機会に、自分たちの大事な財産の状態を見る。どういうケースやキャビネットに、ど

ういう温度・湿度環境で置かれているかを見て理解する。そういう点では、職員が調査に部分

的にでも携わるのが良いと私は思っています。

� あと、A Dストリップを設定して、数日度に結果を見る。これが一次調査です。
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� 調査結果を集約しましょう。一つには A Dレベルごとの集計です。特に劣化フィルムがある

場合、A Dレベルで 1.5以上がある場合、そのフィルムがどの時期のもので、どういう保管状

況にあったか等を分析することになるでしょう。あとは包材。同時に目視での点検をすること

になるでしょうから、その結果を集約するのが一次調査となります。

� A D調査を含めて保管環境がどうであったか、包材点検の結果がどうであったか、目視点検

の結果がどうであったか等の結果を整理します。調査結果の整理ができたところで、次にどう

対処するか計画を立てる。保管環境については、湿度の高い時期があるようなら、空調整備、

あと除湿器を使うなどもできます。包材については、鉄製缶入りはあまりないと思いますが、

そういうもの、あるいは中性紙箱を収納したがその箱が酢酸ガスによって酸性化している場合。

それらへの対処が必要です。

� 次にA D1.5以上のフィルムがあったとき。これはまだ粗いところで、会場の専門業者の方々、

研究者の方々にぜひ教えていただきたいと思いますが、基本的に、一つには巻返しをする、も

う一つには酸吸着剤を使うとことで手当てする。

� それからできれば、劣化フィルムを健康なフィルムと分離したい。分離するのは、劣化フィ

ルムが酸性のガスを発生させるので、自触媒作用によってそのフィルム自身の劣化を促進しま

すが同時に隣接のフィルムにも影響を及ぼす。近くのネガフィルムに影響していく。それで感

染防止策を講じる。それから先ほど言いましたようなフィルムの世代の整理をして、保管状況

をきちんとする。これらを全体整理できると、次の計画の組立てができると考えます。

� 巻返しは言葉どおりですからわかると思いますが、日本の JIS規格（JIS Z6009 1994）の参

考資料に「古いフィルムの酢酸の放散処置」の手順が記されています。ロールフィルムの場合

はフィルムの巻返しをゆっくり行う。シートフィルムの場合は容器から取り出して、各フィル

ムのシート体が空気に触れるようにばらしておく。そう記されています。

� マイクロ化を実施すると、ネガフィルムとポジフィルムが普通セットであるわけです。何人

かの方から、セットの両方を見るとポジの方が良くネガのほうが悪いケースがままある、と聞

きました。それは普通には少し変な話です。ネガフィルムは長期に保存しなければいけない。

ポジフィルムは利用で傷んだりすれば、ネガフィルムからもう一度複製して整備する。ですか

らネガがポジより劣化しているのは、話しとしては逆。なぜそんなことが起きるかと推測すれ

ば、多分、ポジフィルムは利用される。利用されれば巻き返してもらえる。酢酸ガスが発生し

ていてもそれを放酸してくれる。ネガフィルムは全然利用されないのは普通です。基本的には

使われない。じっとしたまま。そうすると酢酸が発生すると放散しないで蓄えられていく。自

― 322 ―



触媒作用も起きてくる。ネガよりポジの状態が良いという話を聞いて、私はそう推測しました。

� 酸吸着剤はいろいろありますが、マイクロフィルム用として私の知っている限りでは、一つ

にはゼオライト系ものがあります。コダック社頒布のモレキュラーシーブもその一例、マイク

ロフィルム用に小袋入りのものが頒布されています。日本ではそれとは別のゼオライト系のも

のも頒布されています。

� もう一つ、ヤシガラ活性炭を使用されている日本の業者もあります。ヤシガラ活性炭は多様

な目的でいろいろ使えますし、いろいろな種類のものがあります。マイクロフィルム用に純粋・

良質のもの、風袋の材料などにも配慮されたものを使用されれば、威力を発揮すると考えます。

酸吸着剤は、酸が発生してきたときそれが自触媒作用を起こさないように、また他のフィル

ムに感染しないように吸着してくれる。水分も一緒に吸着してくれます。感染を防止し自触媒

作用を抑止する。そういう効果が期待できるものです。

� A D ストリップの調査を行って、劣化フィルムがない、A D1.5 以上のものがないのであれ

ば、そこでおしまいです。あとはできるだけ長く、フィルムが遊離酸度 0.5に達しないように

環境に配慮する。劣化フィルムがある場合には、もう一段階作業を足さなければいけない。

�

3.2� 二次調査

一次調査は TAC フィルム全体について、特に化学的な調査を行う。物理的にゆがんでいる

とかべとつきがあるとかは、ここではしかと検査できない。A Dレベルで幾つになればそうな

るだろうとの IPIの想定はありますが、それはあくまで想定で、実際の物理的状態は不明です。

それで二次調査を実施します。劣化フィルムを対象に、物理的に見る、標本調査でなく悉皆

調査をする。A D1.5 以上あるいは 2 以上のフィルムは、巻返しをする必要があります。その

際に同時に画像、形状の点検を行ってはどうか。フィルム巻返しと物理的検査は職員ができる

ものではないので専門業者に依頼する。

� 粗いですが、物理的な劣化レベルとして次の三つを私案として書き出しました。

� レベル A: 画像･形状に劣化が見られない。

� レベル B: 画像・形状に劣化が見られる。複製するなら急がれる。

� レベル C: 画像･形状の劣化が著しく、利用（ネガの複製、ポジの閲覧）困難。

上記でレベルＡは画像や形状に劣化が感じられない。A D２に達すると自動的に画像や形状

に劣化が見られるわけではないので、そこで確認する必要があります。見られないものもあり

ます。レベルＢは画像、形状に劣化が見られる。そのフィルムから複製したいのなら、できる
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だけ急いで複製することが勧められる。レベルＣは画像、形状の劣化が著しくて利用する、ポ

ジを閲覧するにも機械にかからない、かかりにくい。そこから複製するが難しくなっているで

しょう。基本的には諦める判断もせざるを得ないレベルです。そういう粗いレベルで評価しな

がら、次のアクションを考える必要があります。

� それを実施した後、一番大事なのはポジフィルムとネガフィルムを区別して対処の計画を立

てること。ポジもネガもフィルムは同じと思いがちですが、それぞれ役目が異なるフィルムで

す。その後をどうするかは、ネガとポジで大分違ってきます。次表（表 4）をご覧下さい。

表 4� 劣化ポジフィルム処置の選択肢

利用 利用

多い 少ない

価値 高い 複製化、再購入、

ネガから複製、

他媒体

再購入等また

は廃棄／協力

価値 低い 廃棄／協力

� �

ポジフィルムの場合はここでは劣化のレベル、資料の利用頻度を考慮し対処方法を選択する

と書きました。これは一般の図書の場合と同じです。本が傷んでいる場合にどうするかという

とき、劣化のレベルはどうか、資料の価値はどうか。利用頻度はどうかを考える。同じです。

� この場合は劣化フィルムですから、劣化していることを前提として、利用が多いか少ないか。

価値が高いか低いかで選択肢が狭まってくるだろう。利用が多くて価値が高い場合には、その

フィルムを複製化するというのがありますし、もう一度購入するという手立てもありうる。あ

るいは自館で撮影したものであればネガから複製する。またデジタルのデータベースが使える。

他の媒体でサービスすることもありえます。

� 価値が高くて利用が少ないような場合には、今お話した手段も考えられますが、もう一つの

手段は廃棄することです。廃棄して、利用依頼が生じたときは他の図書館との協力に依存する。

利用は保証しなければいけないけれども、自分の館になくても保証できるという道筋を作る。

その選択肢もありえます。
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� 価値が低くて利用が少なければ廃棄が一番の選択肢ではないでしょうか。積極的な廃棄を勧

めているわけではありませんが、合理的な選択肢としてこれを最初に考慮すべきでしょう。

� ネガフィルムの場合はそれとは全く違ってきます。まず劣化のレベルがありますが、原資料

がどうなっているかが肝心です。原資料の状態を考慮して複製確保の緊急性、優先順位を判断

する。例えば自分のところで新聞を所蔵していてマイクロ化後、その原紙の新聞を廃棄してし

まった。オリジナル資料はもうない場合があります。あるいは外国でマイクロ化してネガはあ

るが、原資料は外国にある。もう一度再撮影を依頼することなど困難の場合などがあります。

こうした場合は、ネガフィルムが最後の拠り所です。そうであればできるだけいい状態のとき

に例えば PETに複製をする。それが必要になるのが、ポジの場合とは違うところです。

� ですから劣化のレベルもありますが、それ以上に原資料の状況を考慮する必要があります。

まとめ

� それではまとめに入ります。

最初に申し上げたいことはマイクロ資料の重要性です。1930年代以来、図書館・アーカイブ

でこの技術が優れていて、日本でも世界でも大量の資料がマイクロ化され、また資料をマイク

ロで収集してきている。この技術と媒体の重要性をわれわれは充分に認識しなければいけない。

� ただし、その中の全部ではありませんけれど、今日お話しましたように TAC フィルムにつ

いてはビネガー・シンドロームの問題があり、保管条件によりますが、場合により急速に劣化

する。その課題を、資料の保存が重要なだけに、十分に認識する必要があります。

� そういう中でマイクロ資料の保存については、一つは環境を整備する。先ほどお話したよう

な世代を整理する必要もある。それから A Dストリップを使う保存状態調査により全体を把握

して、何をすべきかを計画化する。こうしたことが保存対策の一般的な内容と思います。

� もう一つ、継続的な目配りとケアが最後のポイントになります。少し前に、私が訪問した公

文書館で聞いた話です。しっかりした立派な公文書館ですが、そこでもネガフィルムを見せて

もらいました。やはり酢酸臭の問題があって職員が懸念されていました。その担当の方、ベテ

ランの方ですが「自分が定年退職までには何とかこの問題を解決したい」と言われたのですが、

その方はまた「私どもも、せめて紙の資料と同じぐらいにマイクロ資料に目配り、気配りがで

きるといいのですけど」と反省を込めて言われました。その話が強く印象に残っています。現

在、そうなされてはいないということですが、継続的に目配りをしていく、ケアをしていくこ

とが大事です。曝書とかと同じで一回やって終わりではなくて、毎年、継続してケアしていく
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ことが肝心です。1993年の『朝日新聞』の記事などで、結構多くの館でマイクロ蔵書の手当て

をしている。包材交換した、フィルム巻返しをした。ところが、その後はというと、その後は

何もしていない館が多い。それではまずいので、毎年、計画的に、ある時期、一部でもいいか

ら点検して、今どうなっているか、何が優先されるべきか。それを続けていく必要があります。

� これは専門業者から言ったら常識です。検査を 2年に一回など専門の方々の常識ですが、そ

れが図書館・アーカイブズでは実行されていない現状がある。業者の常識を我々も共有し、毎

年ケアしていく、点検をしていく。点検によっては手当をきちんとやっていく。その必要があ

り、それが重要と考えます。

� 私の話は以上でございます。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

                                                  

注
１ Horvath, David G.: The acetate negative survey: Final report, University of Louisville, 

Louisville, 1987, 91p. 

2 http://imagepermanenceinstitute.org

参考：

・Reilly, James: IPI Storage Guide for Acetate Film. Image Permanence Institute. 

New York. 1993. 23p.� http://imagepermanenceinstitute.org

・河野峰子「マイクロフィルムの修復と情報の長期保存」図書館雑誌� 95(4) p.264 267 

(2001)

・『マイクロフィルム保存の手引き』日本画像マネジメント協会、2005. 11p 

・小島浩之「東京大学経済学部における資料保存対策事業の成果とその意義」月刊 IM

45(6) p.10 16 (2006) 

・安江明夫「ビネガー･シンドローム問題再考 マイクロフィルムの保存のために」現

代の図書館 44(4) p.240 251 (2006) 

・安江明夫「マイクロフィルムの保存計画 ビネガー・シンドローム対策を中心に 」

専門図書館 No.223(2007) p.26 33 

・（国立国会図書館）「保存フォーラム『マイクロフィルムを長期保存するために』」（2007

年 9月 28日記録）� http://www.ndl.go.jp/aboutus/data preserve11.html
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東洋文化研究所マイクロフィルム状態調査

田� 﨑� 淳� 子�

（東京大学東洋文化研究所図書室）�

１．はじめに�

東京大学東洋文化研究所図書室の田﨑と申します。マイクロ資料の劣化のしくみと保存・

計画の重要性について安江先生からのお話をお聞きいただいたところで、今度は東洋文化研

究所のマイクロ資料に対して私たちが実施したサンプル調査について、どんな作業だったの

か、どのような結果が得られたか、この調査から何が分かってこれからどうしていきたいと

考えているかなど、実際のお話をさせていただきます。

１．１� 所蔵マイクロ資料の概要�

初めに本研究所で所蔵しているマイクロ資料について、内容や数量など概要をお話いたし

ます。リールはほとんど 1960年代以降に収集したものでおよそ 15,000本あり、購入したも

の、所蔵漢籍の電子化作業中にその中間生成物として作成されたもの、新聞原紙の媒体変換

の試みとして撮影されたもの、研究室からまとまって引き継いだコレクションなどがありま

す。このリール形態のものが今回のサンプル調査の対象です。また、フィッシュを 125,000

枚所蔵していますが、これは今回の対象には含めておりません。

１．２� これまでの状況と問題点�

2004年から 2005年度にかけての話ですが、図書室と東洋学研究情報センターとが別々に

管理していたマイクロ資料を所内で一元的にまとめることになりました。このときに、受入

年度を反映した一体系の請求記号をそれぞれに与え、配架し直しています。また、フィルム

がネガなのかポジなのかなどを確認し、傷んだ箱や帯などは交換しました。フィルムの劣化
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への対応は、特に状態が悪いものを気づいた範囲で抜き出して別置するにとどまり、資料全

体の酸性劣化などの状態を悉皆的に調べるところまでは至りませんでした。

この整理作業の後フィルムの管理、運用の面で問題だと感じられるようになったのは、先

ほどの安江先生のお話でも良くない例として挙げられていましたが、ネガとポジの扱いを全

く分けていないことでした。ネガかポジかという調査結果は記録しましたが、請求記号上で

見分けをつけたり箱に目印をつけたり保存場所を別にしたり、といった手当てまでは及びま

せんでした。現在でも両者は全く同じ環境に混ぜ込んで配架されていて、請求があればネガ・

ポジを問わず利用提供しています。

保存環境に関してお話しますと、2005年度にマイクロ資料を置いているフロアに空調機が

入りました。ただしスイッチを入れるのは寒暖が厳しい季節の日中だけという状況で、資料

管理のために温度設定をしているとは言えず温湿度の記録も残していませんでした。昨年か

ら今年にかけてマイクロ資料の保存について学んでいくうちに、この温湿度管理が大変重要

であることは重々承知するようになりましたが、今日この報告の最後で申し上げようと思っ

ているとある理由によって、現在でも保存環境の改善を図ることは残念ながらできていない

状況です。

� 次の問題点は、状態が悪いので抜き出してとりあえず別置したものが、手当てができず結

局その後ダンボール箱に塩漬けになってしまっていることです。コレクション全体から考え

るとその時点で別置した劣化資料は氷山の一角であったと考えられますが、その後全体量を

把握したり手当てを検討したりする対策までは至らず一段落してしまっていた状態でした。

また、フィルムの酸性劣化に着目すると、各々のフィルムについて、そもそも酸性劣化の

対象となる TAC ベース(Triacetyl Cellulose Base)なのかどうかが分からないという問題が

ありました。資料全体で酸性劣化がどのぐらい進んでいるのか、どのぐらい危ないと言える

のかも分かりません（保存キャビネット付近の酢酸臭などからおそらく大分状態は悪いのだ

ろうなというような憶測はありましたが）。何か処置したいと思っても、劣化対策に必要な予

算や作業量は結局漠然としか考えられず、自分たちで作業に取り組むことも、説得力のある

説明をして予算を獲得することも難しい状況でした。

結局、マイクロ資料全体の状態を何とかしてざっくりとでも把握しなければ話は進まない

のです。と言って、図書室の職員で手分けして他の仕事の合間に 15,000 本のリールを片っ

端から確認していくことが現実的な話だとも思えません。と言うわけで、結果が資料全体に

反映できるであろうサンプル調査を行ってこの問題の打開を試みることになったのでした。
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２．サンプル調査について�

この調査は、安江先生のお話ですと「３．１� 一次調査」に対応するものです。実施は本

年の 10月でした。

２．１� 調査の目的�

酸性劣化対策を考える場合は所蔵している TAC ベースフィルムの数がまず問題となりま

すので、それがどのぐらいあるか見込みの数を得ること、それにより酸性劣化が資料全体で

どの程度の進行状況であるか見当をつけること、これらの結果から今後の対策を検討するこ

とを今回の調査の主目的としました。

２．２� サンプル抽出方法�

そこでまず問題となるのは、サンプルの抽出方法です。今回のサンプル抽出には、図書館

における調査のために考えられたアメリカのM. Carl Drottによるランダム・サンプリング

法を用いました。これは簡単に言うと、母集団から等間隔でサンプルを 400点抜いて調査す

れば、そのサンプルの状況が 95％の精度でもとの集団に反映できるという方法です。今日は

時間の制約がありますので抽出方法についてはこれ以上触れませんが、興味のある方は参考

�

東洋文化研究所マイクロリール�

サンプル調査概要�

�

＜目的＞�

����ベースフィルムの見込み所蔵数を得る。�

����ベースフィルムの酸性劣化状況の見当をつける。�

③①・②の結果に基づいて、今後の手当てを検討していく。�

�

＜対象＞�

���	年度以前の受入分（全 ��
��点）から抽出したサンプル�

・ネガ ���点（����抽出。�母数 �
���）�

・ポジ ���点（���点抽出。母数 �
���）�

＊シェルフリストから候補としたもののうち、貸出等により抜き取れなかった�

ネガ �点、ポジ �点を除く。�

�

＜内容＞�

①資料の概要調査�

収集経緯・内容・これまでの整理方針等を把握する�

②ベース調査（���／���）�

目視、手触り、リード部の端のちぎり取りによる�

③遊離酸度調査�

���ストリップによる�

④包材調査（箱・帯・スプール）�

��チェックペンによる�
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資料の「資料の保存調査のためのランダム・サンプリング法」か、Drott のオリジナル論文

（参考文献 1）をご参照ください。

さて母集団の設定ですが、国内大手フィルム会社の TAC ベースフィルムの販売年の下限

は 1993年とされていますので、期間を少し長めにとって 1995年受入分までを含めることに

しました。この総数は 11,267 点になります。ただし、先ほどからお話しているとおりこの

中にはネガとポジが混在しています。今後の手当てを考える上で、劣化対策や保管環境を分

けていきたいという希望がありましたので、まずシェルフリスト上でネガとポジを仕分けし

て、それぞれからサンプルを取ることにしました。400 点と申し上げましたが、ネガについ

てはもともとの数が 2,336しかありません。ここから 400点取る必要はないだろうと判断し、

サンプル数が全体の 10分の１になるように均等に抜き取ることにしました。

２．３� 調査の内容�

最初に、調査対象資料を知るためにその概要を調べました。資料収集当時に在籍していた

職員にインタビューしたり過去の記録などを読んだりして、それぞれの資料が収集された経

緯、今までの整理方針、個々の内容などを分かる範囲で掘り起こしたわけですが、その内容

は「１．はじめに」でお話した部分と重複しますので説明は省かせていただきます。

実際の作業では、まずフィルムのベースを調べて TAC か PET(Polyethylene 

Terephthalate Base)かの判定を行いました。これで酸性劣化を心配しなければならない対象

数が分かります。次に、遊離酸度を測定する試験紙を用いてフィルムのまわりに酸性物質が

どの程度たまっているかを調べ、各々のフィルムの酸性劣化の進行具合を判断しました。

また、箱、帯、スプールといったフィルム包材の状態を調べました。酸性紙の箱や帯は当

然フィルムに影響を与えると考えられますし、通気の悪いスプールは劣化フィルムの周りに

酸を溜めてしまって酸化を加速させる心配があります。今後交換すべき対象がどの程度ある

か測りたいというのが目的でした。

３．サンプル調査結果�

３．１� フィルムベース調査�

TAC か PET かというフィルムのベース調査結果をお話します。一般的にネガフィルムは

保存用マスターとして保存には手厚い対応をとっていくべきもので、本研究所では所蔵する

貴重漢籍を撮影したものなどが含まれます。このネガフィルム群のサンプル調査の結果では

― 330 ―



TAC ベース、つまり酸性劣化が起こり得る材質のものが 77％にも上ることがわかりました

（表 1）。

�

�

�

�

�

これをネガフィルムの母数に反映してみると、TACベースのリールは 1,800本近くにのぼ

ると推定できます。劣化の発生と進行を食い止める、あるいは媒体変換の対策を考えていく

際に、この「数の見込みができる」ことはとても重要です。どこまで手当てをしなければい

けないのか、予算をどのくらい見込むのか、これで作戦や計画を立てていく最初の取っ掛か

りができたと考えました。

一方、ポジフィルム中の TACベースは全体の 29％という結果でした。もともと全体の本

数が多いですので、29％といっても推定で 2,600本近くになります。ただし、ネガとは異な

り、ポジフィルムは利用用の複製や購入分だろうと考えられますので、まず今後コレクショ

ンとして維持していく必要があるかを検討した後に、再作成、再購入、場合によっては複製

や媒体変換などを考えていくことになるでしょう。

さて、実際の作業ですが、ベースの識別方法には目視と破り取りの二つの方法があると聞

いていました。目視確認は資料を傷めないし、光に透けたら PET、透けなければ TAC と、

とてもシンプルに思えましたので最初は原則この方法で行こうと考えました。ところが作業

をして始めてすぐ分かったのは、TACベースでも実際には若干透過するものが存在するとい

うことで（PET と比べてみるとだいぶ暗く見えますが）、慣れない目では識別に相当時間が

かかりましたし、その割に判断結果に自信も持てませんでした。というわけで、途中からリ

ード部分の破り取りによる方法も採用することになりました。破れれば TAC、破れなければ

PETで、こちらの方法ではゆれも迷いもなく作業を進めることができました。

�

３．２� 遊離酸度調査�

� 次に、空気中の酸に反応する試験紙、A Dストリップを用いた遊離酸度調査の結果に移り

ます。リールの箱ごとに試験紙を１枚投入して 3日間放置し、変色を確認してレベルの判定

サンプル数�
種別�

���� ���� サンプル計
母数�

ネガ� ����	��
�� ��	�
� � �����

ポジ� ����	�
�� ���	��
� �� ������

表 �� フィルムベース調査結果
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を行っています。

酸性劣化が急速に進む臨界点はこの試験紙の値で 1.5と言われています。TACベースの調

査で 1.5以上を示したのは、ネガではおよそ 20%、ポジでは 25%にのぼりました（図 1）。

安江先生によるインドネシア国立図書館のネガフィルムの調査結果を思い出していただき

たいのですが、そちらと比較しても大変悪い数字です。サンプル調査でこういう値が出たと

いうことは、これを根拠に「できるだけ早い対応が必要である」、「特に TAC ベースのネガ

フィルムについては至急悉皆的な調査を行って複製化等の対策をとっていくべきである」と

周囲に言うことができるわけです。また、現在値が１以下の部分も今後保存環境を改善して

いかなければ結局順次状態が悪くなっていくものと予想されますので、今数字が低いからと

安心していられるわけではありません。

� 今回の調査では、作業の流れを一本化した関係でベースの識別前の段階で試験紙を投入し

ており、本来なら酸性劣化の心配がない PET ベースフィルムについても調査結果が出てい

ます（図 2）。0.5～1.5の値が出ているものが結構あるのですが、これはおそらく箱や帯が最

初から酸性紙であったり、調査サンプルのすぐ近くにあった TAC ベースフィルムから出た

酸が PETベースの箱の中にまで及んでいたりした結果であると考えられます。

図 �� 遊離酸度調査結果（���ベース）

��� �

�
�

���

�

���ネガ�

���

�

���

�

ポジ�

図 � 遊離酸度調査結果（���ベース）
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３．３� 包材調査�

次に包材調査の結果です（図 3。Tは TAC、Pは PETの意）。箱と帯については、チェッ

クペンを用いて pH を判定しました。箱は上蓋の内側、帯は留め具の近くと位置を決めてチ

ェックしています。箱や帯が酸性紙であったり帯がなかったりと何らかの問題があると思わ

れるものが、どのグループでも半数以上にのぼるという結果になっています。

また、どのぐらいの割合か正確な数字は採取していないのですが、もともと酸性紙である

もののほかに、2004年の整理作業で交換したらしい、明らかに「これは中性紙である」とい

う表記があるものが現在では酸性を示している例が相当数ありました。ということで、酸が

出ている TAC フィルムと一緒に置いてある環境で、良かれと思って部分的に包材を交換し

てみても結局元の木阿弥になってしまう、意味がなくなってしまうことが分かりました。

また、スプールについても材質、形状を調査しました（図 4。Tは TAC、Pは PETの意）。

通気がよくない金属製のリールがネガで四分の一もあったことには驚きましたし、プラスチ

ックの穴のなしのものがネガでもポジでも相当数使われているという結果が出ました。

箱の状態

酸性

中性

�

�

�

�

ポジ�

酸性

中性

�

�

�

�

ネガ

帯の状態

酸性

中性

�

�
�

�

不明

なし

ポジ�

ゴム

酸性

�

�

�

�

なし

中性
ネガ�

図 �� 包材調査結果（箱・帯）�
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今回調べたサンプルは、ネガとポジを合わせると全部で 632点あったのですが、その中で

金属缶に入れたままだったものが１点出てきました。たまたまこのサンプルとその次のサン

プルは同じ資料の一部で同時に購入したと分かるものでしたが、酸性度調査の結果では缶に

入ったままの方が 0.5 高い数値になりました。密閉されていたことで発生した酸の逃げ場が

なく中にたまっていたため、フィルムに対しておそらくより強い害があっただろうと推定で

きます。

４．サンプル調査を経て�

さて、サンプル調査を終えてみて、TACベースフィルム、特にネガの状態が大分悪くて心

配だということが具体的な数字として出てきましたので、この結果を根拠に緊急の対策が必

要だと研究所内で訴えていきたいと考えています。それには、実際にどういう計画で、どう

いう基準でやっていくのか、またコスト面でどんな方法がより良いのか、作戦を立てるため

にはもっと勉強が必要ですし、状況を具体的に説明できるようにならなければいけません。

� それから、保存環境を良くしていかなければますます問題を進行させてしまいますので、

こちらの面でも努力しなければなりません。設備面で新しい対策が取れるのか、今ある環境

で何か工夫ができないか。どちらにしても温湿度の記録をきちんとつけるなど環境管理に取

り組むことは必須でしょう。また、今まで曖昧にやってきてしまった反省を踏まえ、ネガと

ポジは保存用と利用用であるとはっきり認識して管理と運用を行いたい、特に運用面で両者

をきちんと分けたいと考えています。

� 今後問題のあるフィルム群に対しての悉皆調査を計画していくことになると思いますが、

そのための準備として今回の調査結果をさらに詳しく見ておくことも大事です。例えば今の

時点では、ある共通の作成元によるフィルム群の酸性値がどうも軒並み高いのではないかと

プラ無孔

プラ有孔
金属

�

�

�

�

�

�

なし

プラ有孔

プラ無孔

�

�

�

金属

� ポジ�ネガ�

図 �� 包材調査結果（スプール）�
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いうことが分かってきています。TAC ベースの酸性値が 1.5 以上のもののグループのうち、

ネガの 2割、ポジの 6割強が今申し上げた条件に当てはまるようです。これは全体から見て

大分大きい話ではないかと思われますので、調査計画を立てる際、例えばこういうグループ

を優先して調べるように段取りした方がいいのかもしれません。または同じネガフィルムの

うちでも資料の内容に着目して、漢籍資料を撮影したフィルムをまず守っていくという、そ

のような方針の立て方もあると思います。このような分析と検討を重ねて、実際に本調査の

対象と方法を決めていくことになるのだろうと考えています。

� 実施してみての感想は、とても手軽で作業者への負担が少ない調査であったということで

す。作業自体はのべ 30時間ぐらい（TACと PETの識別で悩んだ時間も含めた数字）で、私

を含めて 4人の職員が関わっています。使用した道具類（試験紙や pHチェックペン等）の

費用は、試験紙を一番小さい割高な単位で購入したとしても、合計で１万数千円でした。

成果としては、繰り返しになりますが、やはり問題となっている状況を数字で表して比較

できるということが非常に大きな利点だったと思います。他の機関での先行する調査例があ

りますので、自分のところの劣化状況を説明する際にインドネシア国立図書館の調査結果の

数字と並べてみて、「本研究所のマイクロフィルムの酸性劣化は大変憂慮すべき状況ではない

か」などと言うこともできるわけです。

さて最後に本題からは外れますが、現在の東洋文化研究所の現状について少しお話したい

と思います。実は今、本研究所は耐震補強工事が行われているところで、建物の中は空っぽ

になっているのです。教員、職員、それから書庫に大切にしまっておりました資料すべてが

建物から避難して、学内のいろいろな場所に分散している状態です。もちろんマイクロ資料

もその例に漏れず学内の他の図書館に預かってもらっています。と言うわけで、環境管理に

ついてはどんなに大事なことだと認識していても、非常に悲しいことですが現在の私たちの

手では改善のしようがありません。それから、今置かれているような状況が今後資料に与え

るだろう影響も未知数です。

このように、マイクロフィルムもわれわれの身の上についても不安が大きい状況ではあり

ますが、来年度にはどちらにしても研究所本館に戻れるはずです。その暁に悩みができるだ

け少なくて済むように、今回の一連の調査結果をできるだけ活用して、改修後の保存環境の

改善について所内で要望を出して働きかけていきたいと思います。今回のサンプル調査を含

めたわれわれの取り組みの最終的な成果として、またいつかよりよいご報告がみなさまにで

きるような日が来ることを願ってやみません。
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� 終わりになりましたが、サンプル調査の計画から実施、結果の見方、全体的な考え方など

すべての段階にわたって安江先生には大変お世話になりました。本当に感謝に耐えません。

どうもありがとうございました。

� 以上で東洋文化研究所図書室からの報告を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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資料の保存調査のためのランダム・サンプリング法�

��� 点のサンプル抽出で充分�

�

有限会社資料保存器材�

�

資料所蔵機関がかけられる資源（ヒト、カネ、モノ）には限りがある。資料保存に振り分けら

れる資源も、他の分野同様に適切に配分され、無駄がないように使われなければならない。�

�

雑誌のような逐次刊行物を合冊製本する際にも、すべての雑誌が対象になるわけではない。利

用頻度が高く傷んでいるモノ、あるいは傷むであろうものは優先されるだろうし、利用頻度が低

いものは、傷んでいてもいなくとも合冊製本の対象にはならずに、紐でくるんでバラバラになら

ないようにしておくだけかもしれない。�

�

このように「簡単」な選別基準で対象物を抽出できる場合もあるが、図書の劣化調査、すなわ

ち蔵書全体のどのぐらいの数がどの程度の傷みを生じているか���等を調べるためには、もう少し

統計学的な信頼性がなければ全体像がつかみにくい。これまで日本でも図書あるいは公文書等を

対象にした「劣化調査」が行われているが、調査目的がはっきりしないこと（これが一番問題な

のだが）とは別に、サンプリング法があいまいで、全体に敷衍するには少なすぎたり、抽出法が

恣意的だったり、逆に過剰な数のサンプル抽出が行わる（資源の無駄）ケースがある。�

�

以下では���������		�の良く知られた論文をもとに、劣化調査に使うランダムサンプリング法

を紹介する。統計学的な手法を使った調査法に関する文献はたくさんあるが、���		�の論文は表

題通り、図書館で使うことに的を絞ったもので評価が高く、海外では広く用いられている。英国

の�
�	�������������	�����������は、この方法で、図書、文書はもちろん、博物館などモノ資

料にまで調査できるとしている。図書館ではメリーランド大学図書館の調査がウェッブに掲載さ

れている。�

�

この手法のポイントは、抽出を適切に行えば、全体数がどれほど多くとも、実際のサンプル数

を ���足らず（正確には�����だが、切りのよいところで ���にする）にできることだ。この数か

らのデータを全体に敷衍したとき、統計学的には �������の高い確率で当てはめられることにな

る。�

�

�

�

�

�

�

�

�
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具体的には次のようになる。�

�

,���対象となる蔵書が保管されている場所の棚の地図をつくり、棚に連番をつける。�

.���全体の棚数を、仮に�,������とする。�

����棚数をサンプル数で割る。� ,������0� ����1�.��

����端から数えて�.�番目の棚の定位置（例えば左から三番目など）の資料を抜き出す。�

����次の .�番目の棚から同じように抜き出す。�

-���こうして順番に抜き出し、����のサンプルを抽出する。�

�

調査対象のコレクションに含まれる資料の種類が多様でも、この手法は有効である。例えば書

籍、文書、写真資料が混在していても、最初にこの三つの資料の全体数をおさえ、この比率で ���

を割る。�

�

仮に書籍� ,��������文書� /�������写真��.�����とすると、それぞれのサンプル数は�

,������0�����1�.���

/�����0�����1�,���

.�����0�����1�����

になる。�

�

■事例：� メリーランド大学図書館の蔵書劣化調査�

�

調査の目的は、紙媒体資料のうち閲覧するのに問題がある劣化レベルのものはどのぐらいある

か、劣化の主要因である酸性紙でできた資料はどのぐらいあるか���の二点�

�

調査は次のように分野やロケーション別に行われた。最初の数字（
）がそれぞれの全体の蔵書

数、��はサンプル数。�

・2��*�	��	3���4
5�*�� ��$���3���)� �1�����,,5���1����6��

・2�	�4
5�*�� ��$���3���)� �1�����-,5���1����6��

・�*�!��	�)�4
5�*�� ��$���3���)� �1��.�,�.5���1����6��

・7"'�4
5�*�� ��$���3���)� �1�.������5���1����6��

・��8�� ���4
5�*�� ��$���3���)� �1�,���-��-�5���1����6��

・�3����4
5�*�� ��$���3���)� �1������-5���1����6��

・9:'�4
5�*�� ��$���3���)� �1�../�,��5���1����6��

�

��8�� ���を除いて、サンプル数はそれぞれ����。���8�� ���が�����と倍なのは、蔵書されて

いる場所がバラバラであること等の便宜的なもの。統計学的には同様の確率に収まる。�

�

抽出したサンプルに対して酸性劣化を主にした劣化度が測られた。書籍の本文紙の端を折り曲

げ（貴重書は除く）、その強さがどのぐらい保持されているかを見た。その結果、,-����4.���-,.�

点）がめくるのになにかしら問題があり、-����4,,,�.,�点）がめくるのも困難なレベル�4(��		��）

だった。酸性紙資料は全体の �-�����、そのうち高い酸性度を示したのは�.��.���で、アメリカ

の他の研究図書館の劣化率と同等の結果になった。�

（*		#%;;<<<�*�=������>#;��� �! ��!#���$�*	!より転載）�
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総合討論

討論参加者（五十音順）�

宍倉佐敏（女子美術大学大学院非常勤講師）�

増田勝彦（昭和女子大学大学院生活機構研究科教授）�

鈴木� 董（東京大学東洋文化研究所教授）�

安江明夫（国立国会図書館顧問）�

進行�

池本幸生（東京大学東洋文化研究所教授）�

池本� 総合討論は 5 時までということで、当初の 30 分という予定が 1 時間とれますので、

じっくり議論をしていきたいと思います。

� 今日ご報告いただいた順序を逆にして、われわれにとって一番深刻なマイクロの話から、

まだイメージが新鮮なうちに議論していきたいと思います。はじめに、安江先生に田崎さん

の報告についてコメントをいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。�

�

安江� 先ほどの報告の中でお話しできなかったことを補足させていただいてから、続けてお

話ししたいと思います。

一つは、今日の講演タイトルを「マイクロ資料の劣化 原因と対処」としたことです。ウ

ィリアム・バロー人が 1959 年に調査報告『蔵書の劣化 原因と対処』を表して、それが酸

性紙問題の新しい議論ができる基盤となりました。今日はそのタイトルを借用させてもらい

ました。今日の報告は Image Permanent Instituteの業績、功績、そして現在のいろいろな

サービスを基にしてお話をさせていただきました。そうした調査結果、研究・開発の成果を

受け止めて、それを基にしたきちんとした対応をしていく責任が、今度はわれわれ 図書館
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やアーカイブズの側 にはあるとの思いも込めて、先ほどのタイトルとしたことが 1点で

す。

� もう一つは、主として今日はマイクロフィルムの劣化というテーマに即してコンサベーシ

ョンの話をしたのですが、プリザベーションの視点でも考える必要があると思っています。

その理由の一つを申し上げます。マイクロフィルムは利用者にとって使いにくいものです。

例えば本とマイクロフィルムと両方あれば、本のほうを選ぶでしょう。デジタル資料とマイ

クロフィルムでしたら、デジタルのほうが使いやすい。パソコンで 24 時間、365 日使える

ことも含めて使いやすい。その点では決してマイクロフィルムはメディアとしては使いやす

くない。ただ、それだけにフィルムを使いやすくすることに心がけなければいけない。それ

について実は課題がある。

例えば某アーカイブで目録を検索したのですが、あるはずのものが出てこない。この時期

からはあるがその前がなぜかない。ずっと見ていたら紙資料のものとマイクロフィルムのも

ので検索する目録のデータベースが違うのです。ですから、分かれていることがわかってい

ないと検索できない。知らなかったら諦めてしまう。おかしな目録の作り方です。図書館で

はそんなことはないでしょうか、では図書館は問題がないかというとそうではない。例えば

マイクロフィルムで何かまとまったものを購入します。するとそのまとまり 何とか集成と

いった でしか検索できないことが多い。個々のタイトルで引けないですから、まとまりに

考えが及ばなければその本がマイクロフィルムで所蔵しているかどうかわからない。そうい

うことがありますね。それでは、結局、利用者は資料に到達できない。ないものと諦めてし

まう。そのあたりは、きちんと対処しなければいけないところです。保存と利用は表裏一体

ですから、われわれの大事な情報資源として、マイクロフィルムをもっと利用してもらうこ

とを考えなければいけない。

� もう一つは、その「利用」についてです。つい最近、アメリカのある大学図書館を訪問す

る機会がありました。マイクロフィルムの新聞などがある閲覧室も見てきたのですが、学生

はマイクロフィルムの必要な頁をスキャンして持って帰るようでした。紙にプリントなどし

ない。スキャンして持って帰って、家でそれを加工したりする。こうすればマイクロフィル

ムはずっと使いやすくなるな、と私は感心しました。

� そうした点も含めてマイクロフィルムの保存と利用に、図書館・アーカイブズは取り組ま

なければいけない。

� そこで司会の方からお話があった点ですが、東洋文化研究所のほうで比較的短い期間の中
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で、2005年から 2006年になされてきたマイクロフィルムに対する取組みに上乗せして、今

回発表がありました調査をされました。そして、今後に保存のための計画が立てられる大き

な素地をこの調査結果から得られた報告を先ほどお聞きして、大変うれしく思いました。

� 私は別なところでマイクロフィルム調査のお手伝いをしたことがありますが、こちらのよ

うにきちんと調査をされ、その仕方と結果も含めて報告されたのは日本で初めてです。もう

一つ東京大学では、経済学部図書館でも今、A Dストリップを使った調査を実施中と聞いて

おります。そういうのもやり方とか結果とか、その中で出てきた問題も皆さんに紹介してい

ただきながら、それをもとにほかの館良いと思います。調査してみて初めてわかることが多々

ありますし、その経験を共有していく必要があると思います。

� その調査の結果については報告いただいたとおりなので、特に私からはコメントはありま

せん。ただ、普通の図書館・アーカイブズの人にとって、マイクロフィルムのことはわかり

やすいものではありません。その中で、問題そのものも難しいところもありますし、ぜひ図

書館・アーカイブズ、それからフィルムのメーカーの方々、フィルムの専門業者の方、フィ

ルムの科学者の方、それらの方々のネットワークの中で前進していくように願いたいと思い

ます。世界的に見れば劣化が進んでいるところとこれからのところがあるようですが、ビネ

ガー･シンドロームはこれから確実に問題になっていく。アメリカでもヨーロッパでもアジア

でも日本でも。そうした中で、われわれも問題が見えてきたところで、ぜひしっかり取り組

んで大事なマイクロフィルムの保存とマイクロ化事業に取り組み、活用していく必要がある

のではないかと思います。

� 長くなりましたが、私のコメントは以上です。

�

池本� 東洋文化研究所の事例報告に対して増田先生から質問が出ていますので、増田先生お

願いいたします。

�

増田� サンプル調査を経てというところで、今後の対策として TAC ネガの複製のほかに巻

き直しや酸吸着剤の利用、包材交換等の検討とあります。そのほかに何か遊離酸ですか、も

っと拡散するような手段は開発されてはいないのでしょうか。

�

安江� お尋ねいただいた点、答えきれないところもあるかと思います。会場にご専門の方も

いらっしゃいますので、ご意見をいただければと思います。
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基本的には酢酸セルロースはもともと酢酸とセルロースを合成したものが化学反応で分離

していく。その酢酸がフィルムの中で、あるいは外に出てきてフィルムを劣化させる。発生

した酢酸がもう 1 回フィルムの中に戻ってきてアタックする。それを防ぐのが巻返しです。

それから出てきたガスを戻らないように外で吸着するのが酸吸着です。換気によって酸性ガ

スを書庫外に送り出す方策もあります。換気して酸性ガスがそこにたまらなくするのです。

� フィルムの場合、普通のネガの保管庫ですとそこが一つの空間ですから、その中でまき散

らすとほかのフィルムに悪い。そうならないように、換気、酸吸着が実践的な方策ではない

かと考えます。

�

池本� フロアからもし専門家の方がいらっしゃったら何かコメント、あるいは質問等がござ

いましたら、いただければと思います。ございませんか。

� では次に安江先生への質問がありますので、質問を出されたＡさん、いらっしゃったらマ

イクで質問していただけますか。

�

Ａ（質問者）� 私は全国の博物館様、美術館様、図書館の収蔵庫等のお手伝いをさせていた

だいている企業に所属しております。今回、それに際しましてご質問させていただきたいと

思います。

� 大学さんのフィルム保管庫において、マイクロフィルム等が多いかと思いますが、暖かい

ところから順に酢酸が原因による劣化が起こっているようです。それに対していろいろ相談

が来ておりまして、それに対して今回のご講義は非常に勉強になりました。それで対策とい

うのもできるかと思います。その中で一つ二つご質問をさせていただきたいと思います。

� まず第一にＡ Ｄ調査というものをされるかと思います。こちらの件に関しまして 0.5、

2.0 という指針値があるかと思いますが、こちらの数字はどのような単位で使われているか

をまず教えていただきたいと思います。

� もう一つは、インドネシア、アメリカ等の図書館様のほうでフィルムの保管、修復をされ

ていると思いますが、一般的にアメリカ、インドネシアのフィルムの保管の現状というのは

どのような環境下で保管されているのか、もしよろしければ勉強のために教えていただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたまします。

�

安江� ご質問ありがとうございました。最初のご質問については私の弱いところで、ピタッ
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とお答えできるかどうかわかりません。

ANSI というアメリカの規格があります。ANSI に定められた遊離酸度を測る方法、それ

によって Image Permanent Instituteが実験をしています。先ほど遊離酸と pHの関係のグ

ラフを見ていただきましたが、そこに ANSI規格の試験方法によると示されています。ANSI

規格に従って pHを測り、それから遊離酸度をその後に測っていると書いてあります。

� 遊離酸度の数値についてですが、これはフィルムを一定量の水溶液に浸漬させた後、pH

を測定する。そして次に、その水溶液に水酸化ナトリウムを加えて中和させる。中和に必要

な水酸化ナトリウムの量をミリリットル単位で表す。それが 0.5 であったり 1.0 であったり

する。数値の意味を私はそのように理解しています。

� 二つ目の点ですが、実はインドネシア国立図書館については 1989 年に一度行きました。

そのときに、ネガフィルムの保存状態に問題があるということで、大分、遅れましたが、昨

年に再訪問し調査いたしました。1989年時点で既に少し環境を良くしていて、さらに現在は

良くしています。現在は気温 19℃で一定、湿度は 40％ 50％前後です。今、新館を建設中

でそこにネガ保管庫を準備しています。温度 15℃で、湿度は 45％でしたか、そのあたりに

維持したいとのことでした。ですから、最初のときには 1979年から 10年近く悪く、それか

ら段階的に良くなって、今は大分良いのだが…というような状況です。

� アメリカ議会図書館については、調査報告の中に環境のことが一切出てこないのでわかり

ません。しかもこれは委託調査でして、アメリカ議会図書館はこの種の報告を沢山ホームペ

ージに出していますが、この調査は出てこない。現在あるいは過去、どういう保管環境にマ

イクロフィルム、映画フィルムが置かれていたか、いるのか報告がないのでわかりません。

� 私の答は以上ですが、よろしいでしょうか。

�

池本� 次に増田先生のご報告に対する質問についてですが、これも同じＡさんからです。す

みませんが、もう一度お願いします。

�

Ａ（質問者）� 何度もご質問させていただいて、大変恐縮です。紙の資料の保存ですとか、

修復に関する歴史を非常に勉強させていただきまして、目からウロコが落ちる思いで講義を

聞かせていただいていたのですが、その中で一つ質問させていただきたいと思います。

� 先生が考えられる修復をされた後の紙類ですとかそういう資料、その後をどういうふうな

環境で保存をしたらいいかという考え方ですね。先生の持っている望ましい修復後の紙類の
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保存の方法ですとか、環境の作り方というのがもしあればご教示していただきたいと思いま

す。もう一つ、ヨーロッパ等に行かれた際に、修復した資料等が保存されている部屋の環境

ですとか、保存方法でユニークなものなどがあるようでしたら、ぜひともご教示いただけれ

ばと思います。よろしくお願いします。

�

増田� 重要文化財の紙資料はお寺の宝物館の中で何もエアコンもなしにずっと保存されてい

るけれども、それをコピーしたマイクロフィルムが厳格な温湿度環境の中に置かないと自分

たちは保証しませんと会社のほうで言っています。でも、紙文書を作った側で「この紙文書

はどういう温度湿度環境でないと 100年保証しません」とは誰もいわなくて、今ずっと製作

続けています。実際、日本でも世界でも特別な環境コントロールなしにいい状況のものはい

くらでも残ってきている。大敵は虫やカビ、人間、災害ですね。それに遭っていないものは

大抵残っている。ただ除くのは酸性紙問題にかかわるようなものです。伝統的な文書でも酸

性紙の問題を含んだものがありますので、そういったものに関しては化学反応の進行ですか

ら、今のフィルムと同じような状況もありますし、人間が接することができるようなところ

だと乾燥問題、乾湿の繰り返しということもあります。

� しかし、私が友人から聞いた話では、温度コントロールもなく、冬は 5℃、相対湿度 70％

のようなところに置かれていたヨーロッパの文書は非常によく残っているのだそうです。冷

暖房がきちっとしているところではなくて、教会の修道院の奥にずっと有ったのは、冬なん

かに行くとしっとりしているけれども、でも残りがいい。紙も手漉きの昔のもので酸性紙で

なければ残っているということですから、マイクロフィルムほど厳密な温湿度環境の維持は

要らないと思うのですけれども、虫はとにかく気をつけなくてはいけない。そうすると虫、

カビの問題というのは、今 IPM という形で薬品を使わずに、環境を人間的マネージででき

るだけ虫の害を少なくしようというやり方が推奨されていますので、そういうのでいえば大

変人間的な対処でかなりの損害が防げるのではないかと思います。

� 屋根裏部屋に置いて、夏になると 50℃になるなんていうところに置かなければ、傷みがす

ぐに進行するというものではない。それが天然のもので作られたものの強みではないかと思

っております。

池本� もう一つ増田先生に質問が来ています。お名前がありませんが、使用の制限と研究に

ついて。「代替資料作成が追いつかない現状で、提供する側はどう対処すればよいか」という
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のが一つ。二つ目が、「段階的補修について。論理的には修理を行わずに保存を優先するとい

う方針から、年代経過とともに修復技術を持たない人が増えている。そのときに現場で資料

を保存か修復かの基準を作れなくなることはないだろうか。」ということです。現場で修復技

術を持たない、先ほど手がむずむずするとおっしゃった。そういう人たちがいなくなるとい

うことを危惧されているのかなと思いますが、その二つについてです。

増田� まずの使用制限と研究利用、代替資料についてお話ししますが、先ほどの話の中で最

後に私が触れた「使用の制限」という言い方がありました。文書を壊されたりするような手

荒なことをしなければ、かなり傷んだものでも結構研究の利用には供することができますと

いうことです。

� 今、修復とか保存処置という場合でも、最初に作られたのと同じように、あるいはある程

度乱暴な扱いにも耐えるようにする処置ではないので、それをできるだけものを傷めないよ

うな取り扱い方をするだけでも具体的な修復にかからないですむものが出てきています。代

替資料ができないうちでもそういう形で研究者に対処すればいいと思います。

� 例えば冊子のコピーを取るときは、いちいち冊子を開いて伏せて押しつけてコピーを取る

などということが行われます。アメリカの議会図書館のコピー室に行くと、床面に米粒大の

破片がいっぱい落ちています。それを、開いて上からデジカメで撮影していれば、それだけ

で傷みがずいぶん少なくなります。議会図書館でもデジカメ撮影を認めるようになっていま

す。そういう取り扱いだけでもずいぶん違います。

� そのように、代替資料がなければ全部提供できないということはなくて、手立ての工夫次

第で、かなりのものが研究に提供できると思います。

� 段階的補修に従って理論的なことばかりやっていると、実際に手の技術を持たない層が増

えて、必要な技術を持った人がいなくなってしまうのでないかというご心配です。これに関

しては、きちっとした技術と知識を持った人はかなり少数で済むので、中途半端なことを現

場でやるよりは、情報ネットワークで必要な情報が必要なところに届くのであれば、かなり

のところはカバーできるのではないかと思っています。

� ですから、必要な技術と必要な知識を持った人の養成ももちろん必要ですけれども、それ

はかなり徹底して限られたところで行って、それをカバーすることがマネージの技術、シス

テムだと思っていますので、完全になくなるということはないと思います。ただ完全に仕事

ができない人でも手先の仕事が好きだという人は確かにいます。私の経験というよりも実際
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に読んだ本のことになりますが、定年後に表具の勉強をして文書などの修理にまで及んで、

自分でやっていることを自分の本に書いている人の様子を見ると、どういう視点を持ってい

るか疑問を思わざるを得ないやり方を堂々と書いています。そういうことが、私が言う「中

途半端な技術」で、そういう方は古文書などには触らないでほしい。それから、そういう人

たちは処置が必要のないものまで処置をする。あるいは処置が必要か必要でないかの判断の

見識がない。技術だけを持っているという危ない面がありますから、技術と知識というのは、

養成、教育というのはずっと継続しますし、養成も必要だと思っております。

� 基本的にはそういうところも情報のネットワークと適切な情報のやり取り、もののやり取

りにおいてカバーできるのではないかと思っております。

池本� では、次は宍倉先生への質問です。Ｂさん、いらっしゃいますか。

�

Ｂ（質問者）� 大変興味深い話をありがとうございます。公文書館の者です。

� 中国の話の中で竹紙の話が出てきたのですが、最近、漢籍を扱いまして、和装本の楮紙に

比べると、漢籍に使われている竹紙は前小口が破けたりとか、あとは変色したりとか、すご

く劣化しているのを感じました。やはり、劣化原因は竹紙の繊維そのものにあるのか、それ

とも竹紙の精製の段階で何か精製が足りなかったとか、劣化原因が楮の紙に比べるとあるの

でしょうか。あと、竹紙は触ったときパリパリしていました。もともと竹紙というものはど

ういうものなのか、僕はあまり知らないので、どういう風合いのものなのかをお聞きしたい

と思います。

� もう一つ、和紙を乾燥させるとき、鉄板で乾かすとか、ステンレススチールで乾かすとか

いろいろあると思いますが、鉄板で乾かすというのは鉄分が和紙のほうに残って修復のとき

に問題が起こるとか、そういう悪影響を及ぼすことはあるのでしょうか。

宍倉� 先に鉄板乾燥の話をします。鉄板、鉄板と簡単に言ってしまいましたが、日本の和紙

屋さんは鉄板ではあまりやっていないです。20年ぐらい前、ほとんどステンレスに変えられ

まして、ステンレスになってからあまり問題はないようです。鉄板のときは錆が出ます。例

えば、夕方まず使ったものを 1日たって次の朝、午前中くらいに使ったとします。その間に

もう錆がついています。それが、ホクシングという黄色い点々につながっているのではない

かと言われています。そんなことで今は和紙業界で鉄板でやっているところはほとんどなく、
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ステンレスを使っていると思います。

� もう一つは竹紙の話です。竹紙というのはものすごく難しい話です。台湾も含めて中国全

土で竹紙というのが作られているわけです。相当山奥でも作っている。例えば香港から飛行

機で 2時間（あるいはもう少し）くらいかかるところへ行っても、ものすごく原始的な作り

方で竹紙を作っているのです。もっと海のほう、都会に近いところでもやはり竹紙を作って

います。その作り方によってものすごく違いがでるのです。楮紙に比べてということですが、

楮紙はリグニンが少ないものですから割合白くできます。ところが、竹の場合はリグニンも

多いし、ほかのものもいっぱい入っているわけです。木材にはない珪酸分が入ったりしてい

ますので、どこからどのようにして繊維を取ったかによってものすごく違う紙になってしま

うのです。先ほども竹とバンブーは違うという話をしました。皆さん、うそというような感

じでしたが。例えば揚子江より北のほうで、日本で言う竹で作っている紙は、竹の子の枝が

出るちょっと前ぐらいに切ったものをレチングして、池の中に何か月か入れて作った場合と、

それから枝がかなり延びてから切って作った場合の 2種類あります。それはどう違うのかと

いうと、早く切った場合は白くなります。大きくなって葉が出てからのは黄色いのがつくれ

るわけです。葉っぱが大きくなったということはリグニンが入っていますから繊維は汚れて

いますよね。汚れているのを 2回か 3回ぐらいレチングして白くした場合と、小さい、葉っ

ぱが出る前に切って白い紙を作った場合は、色の変色が変わってきます。ですから、どうい

う状態で作ったのかというので紙そのものを見ないと何とも言えないです。

� もう一つバンブーですが、バンブーはどちらかというと肉がすごく厚いのです。肉が厚い

ものですからバンブーは枝の出る直前に切ります。真ん中の中のほうを二つに割って中のほ

うで白い紙で作って、外のほうで黄色い紙を作るという作り方です。

� 漢籍の中でも非常に価値のある、保存をしっかりしようというものは、ものすごくいいと

ころにしかないですが、そういう場合は竹でも節を全部取って、竹の子の節を取って中間だ

けで作るというのがあります。そういう紙は劣化が少ないです。推測ですが、今のパリパリ

するというのは、主に台湾のほうでつくる「火紙」というのではないかと思います。日本で

はお墓などに線香をあげますね。台湾、中国のほうは線香をあげるのではなく、紙を燃やす

のですが、そういう燃やす紙はみんな竹紙なんです。ですからパリパリというのはよく煮な

いで、グリグリと動物にローラーを引かせてやったり、水車でやったりして、無理に作った

紙がパリパリしているのではないかと思います。白い紙はわりあいソフトではないでしょう

か。
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増田� 私の経験ですが、天理図書館に中国の経典がございまして、折り本の経典でしたけれ

ども、前小口が焦げ茶色になっていて、折り本が各ページに分かれてしまうような感じでち

ょっと硬かったです。破片を東京に持って帰って調べたところ、全面にわたってアルミニウ

ムと硫黄が検出されたので、礬水を引かれたのかなという推測をしました。実際 pH を測り

ましたら pHは 4ぐらいで非常に低い、5より低い段階になっていました。

� 中国では版本でも文書でも明礬液を塗るということは行われていたとしても不思議ではな

いので、そういうものに当たると紙も硬くなるし、空気が当たるところは非常に早くもろく

なります。冊子本だと角が取れて丸くなっているようなのさえあります。それは私の一例で

す。天理図書館の宋版の経典です。

�

池本� 最後に鈴木先生に対する質問です。お二人から質問が出ています。Ｃさん、いらっし

ゃいますか。もう一人の方、Ｄさん、続けて質問をしていただけますか。

�

Ｃ（質問者）� 興味深い話をありがとうございました。4 点ほど質問がございます。まず第

1 点は、最後のほうに西洋式の製紙技術を導入して洋紙製造が始まるということでしたが、

こちらの洋紙とイスラムの紙との違いというのはどういうものだったかということ。2 番目

にその時期なのかどうかわからないのですが、西洋の製本技術が伝播したのかということに

ついて。3 点目にコーランというのはジャワ筆で 1 本で書くということでしたが、ほかにコ

ーランというものの特性があるようでしたらお願いいたします。4 点目に印刷できなかった

ということでしたが、そちらの宗教書というのはどのようなものがあったかということと、

認可はどのように出されたのか。以上 4点について教えていただけたらと思います。

�

池本� Ｄさんはいらっしゃらないようなので、私から。「イスラムにおいて木版、石版、銅版

が普及しなかった原因は何か。手書きの印刷機器の中間手段としては発達しなかったのか」

ということです。

�

鈴木� ご質問にお答えさせていただきます。Dさんからのご質問は Cさんからのご質問の 1

の後段と重なっておりますので、一緒にお答えさせていただきます。

� まずコーランについてです。1 本の筆で 1 冊を書き上げるというのが一つ特徴だと申し上
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げましたが、紙、装飾、製本、ここまでが写本の時代で、写本の時代にも販売がありまして、

これから今度版本になりますと発行の問題が出てまいります。これについて特別の制約とい

うものはございません。ただ書体だけ制約はありまして、アラビア語の場合は不完全な表音

文字です。子音は全部表記できますが、母音は長母音しか表記できません。アラビア語はそ

もそも三つしか母音がありません。しかも規則的な語形変化しながら派生語ができることも

あって、短母音を表記するシステムがアルファベットの中にはございません。ただ同綴異義

語がたくさんございまして、これを読み違えると神様のお言葉の意味を取り違えるというこ

とになって大変不敬なことになるし、それから信徒も神の命令に沿ってこれを実行しながら

生きるというのがイスラムの本義ですので、大変なことになります。そこでコーランを書く

ときには母音符がつけられる書体でしか書けないということになっております。

� 例えば、タリーク体の場合は母音符を付けない例になっておりますので、これはコーラン

には用いません。スルス体とかナスヒー体という母音符をつけることのできる書体で必ず書

かれ、また、印刷されます。必ず母音符をつけて印刷されます。それから翻訳は許されませ

ん。翻訳した場合にはアラビア語の原典を片方に置き、片方にその現地語註釈という形でし

か翻訳は許されません。

� そして、注釈としての翻訳された部分には誤植があってもやむを得ない。よくはありませ

んがやむを得ないのですが、アラビア語の原典に関しては 1 字でも誤植があれば回収です。

日本でも日本ムスリム協会というのがありまして、イスラム教徒の方の団体で、これが立派

ないわゆる、ムスリムの意識では対訳ではなくて『コーラン』の原文つき日本語註釈という

ことで、アラビア文と日本文がついたものが刊行され、何版か重ねていますが、初めのうち

の何版かで折悪しくアラビア語の原典のほうに誤植が見つかって即時回収ということで長ら

く市場から姿を消しており、大変不便でした。ようやく全ての誤植を修正することに成功し

たようで、ここのところ回収にならずに版を重ねています。こうした点が特徴です。

� ほかに体裁その他は特に何か決まったものがあるというわけではございません。これでＣ

さんのご質問のうちの 4に関してお答えしたことになると思います。

� 関連して活版印刷の初めにあたって、宗教書が除かれたと言いましたが、印刷されなかっ

たのは聖典であるコーラン自体、それからハディース、すなわち預言者ムハマドが何を言い、

何が行ったのかについての伝承を集めたものなども宗教書に入ります。

� なぜかというとイスラムのシャリーアというものは、イスラム法と訳しますが実際は法律

ではなくて戒律です。最終的に賞罰を与えるのは神さまです。ただ、そのうちで一部は現世
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の裁判所や君主が賞罰ないしは決定を下す基準にもなる。その部分があるのでイスラム法と

不用意に訳しますが、法律ではなくて戒律体系です。その戒律体系の基本はコーランですが、

コーランだけではどうしても解決がつかないときに補足材料として、神に選ばれた最後にし

て最大の預言者が、その任務を終えた後に間違えを起こされるはずはないということで、ム

ハンマドの勤行について伝承を集めて、これを資料にするというのがあり、これがハディー

スです。

� ハディース以外にも、例えばどんな書物を印刷してはいけなかったかということになりま

すと、非常に広範です。ほかにイスラムの教学的なもの全般、つまり、コーランの註釈、イ

スラムの哲学に関するもの、シャリーアに関するもの、これらはすべてだめです。神秘主義

に関するものはどうなのか微妙ですが、これもいけなかったのです。実際に印刷しておりま

せん。実際、世俗の学問に関するもの以外は印刷しておりません。

� これについてどんな手続きがあったかというと、お上に上申書が上がるということになり

まして、16世紀から 17世紀のあるところまでは御前会議があって、ここで決定を下すこと

になっており、実際上君主は出ていなくて大宰相が主催している。そこで決着があったとこ

ろで謁見が行われて上奏文が上がる。上奏文を見て、それに対して君主の側から答えが来て、

君主の承認を得れば下げ渡されて、これが勅令ないしは勅書になって下りるという形になっ

ています。18世紀にはこの御前会議は儀式的になっておりまして、実際上は大宰相が単独の

大宰相府という官衙を持っておりまして、ここでほぼルーティンは決まるという形になって

います。そして、上申書につき、大宰相の下で検討して、これでいこうということになった。

� ただ、これに関して一番問題になるのは学生たちや宗教関係者です。オスマン朝はスンナ

派に属しておりまして、その中でもシャリーアの学について 4 大学派というのがあります。

そのうちどちらかというと一番フレキシブルなハナフィー派というのが、オスマン朝では、

主流になっていました。ただ、それが正学というわけではありません。そのハナフィー派の

シャリーアの学の最高権威でスルタンに任命されているけれどもスルタンを廃立する権限を

理屈上は持っているという非常に重要な宗教上の役割を持ったシェイヒェル・イスラーム（イ

スラムの長老）というのがありまして、上申書の内容の重要なものはここに回す。イスラム

の長老というのは、元来は、イスラムの世界の場合にシャリーアについてはかなり高い学識

を積んだ専門家がある問題についてシャリーア上の見解を質されたとき、これに対してこれ

が許される可否について答えるということができる、それをファトワ、トルコ語ではなまっ

てフェトヴァーといいますが、これに回答する人をムフティーといい、イスタンブルのムフ
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ティーです。

� 活版印刷開始にあたっては、そこで宗教書に関しない限りは新しい活版印刷術に基づいて

書物を印刷することは可であるというフェトヴァーをとっております。この手続きを踏んで、

そしてイスラムの戒律上問題ないという確認をとっていますが、これは宗教関係者、学生た

ちに対する押さえでもあります。その上で勅令が出まして、実際に本を印刷したときに勅令

と、それからファトワと両方併せて出してつけておき、それにつづいて世俗の権力の頂点で

あるスルタンによっても許可されて勅令が出た。

� 併せてこの勅令を出すにあたってはシャリーアの学の最高権威であるシェイフェル・イス

ラームからのファトワが出ていて、宗教上も問題ないという手続きを経て、そこで実際段取

りにかかっていくということになっています。

� こうして、二人でイブラヒム・ミュテフェッリカとメフメット・サーイトという二人に認

可を出したわけです。そのうち、メフメット・サーイトのお父さんは、オスマン朝の高級官

僚でして、フランスに派遣された大使でもあった人でした。この人はオスマン朝第 23 代ア

フメット三世の大宰相であったダーマト・ネヴシェヒルリ・イブラヒム・パシャの、腹心の

部下の一人だった人です。フランスに大使に行った後は、欧州問題担当顧問のような感じに

なっていた人物でもあったのです。この人の根回しがあったと思われます。但し、これは資

料に出てまいりません。

� こういう手続きを経て許可状が出て、段取りがついて、そして西洋から印刷機を導入して

印刷を始めるということになりました。手続きは以上です。

� 印刷術が入った後、今度は木版、石版、銅版が出なかったかという点についてのご質問も

ありましたので併せてお答えしますと、木版は発達しません。ほとんど行われません。少な

くともイスラム世界の西半分、中心部では木版は全く用いられません。ただ護符の類を、印

刷というよりは印判にして押すときに使った可能性はありますが、書物として木版は出ませ

ん。やはり木版というのは漢字圏に向いたタイプの素材及び技術で、木版は用いられません。

� ただ石版は面白いことに 1720 年代の活版印刷所が設けられて、印刷物として、実際にで

きたものが頒布されだすのは 1729年ですが、それ以後 1世紀近くたった 19世紀になって石

版技術が入り石版が用いられます。石版のほうが活版に比べると手書きに近い風合いを出す

ことができるもので、これはある程度好まれて出され続けますが、主流にはならずに補助手

段として続いて、いつのまにか消えていってしまうということになります。ですから石版は

行われます。
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� 銅版も行われておりません。あれはおそらく絵画の世界にとって重要であるので、イスラ

ム世界は前近代全域を通じて版画というのも出ない世界です。東洋のほうでは木版の印刷技

術が進んでいたおかけで、日本の場合、浮世絵という木版画の最高級品が出ることになりま

したし、西洋の場合逆に印刷技術の前から銅版画というものが非常に発達しますが、これが

ありません。そういう雰囲気の中では、銅版の活版印刷はどうも出にくかったようです。活

版は活字本、それに合わせて補助的に非常に特殊な形ではあるけれども、比較的小さいもの

が多いですが、石版も出るということになります。特に石版はタリーク体を写すのに非常に

向いております。ただ、あくまでも非常にマイナーな補助的な手段だったと言っていいと存

じます。

� それから紙ですが、紙についてはイスラムの紙の技術、作り方と西洋の紙との比較の研究

はあまりありませんが、本格的に工場に近いような形で作り出されたものと違って、イスラ

ムの紙はいつまでたっても手で作る非常に小さい手作りの紙のものにとどまっております。

大量生産の形で工場化した紙作りというのは発達しないままで、まず西欧からの紙の大量輸

入が始まり、18世紀初めに西欧の工場式の紙作り技術が入って、それでだんだん衰えていっ

てしまうということになります。

� トルコの場合、少なくとも今日営業として伝統紙を作っているところはどこにもないと思

われます。技術的にも在来の製紙技術がトルコ国内ではもはや失われていると思われます。

これがインドあたりですと、伝統的な紙漉き業がまだ残っており、立教大学におられた小西

正捷先生がインドの伝統紙については長年の調査の結果を単行本にして出しておられます。

� 今度は製本技術です。製本技術はそもそも最初のイブラヒム・ミュテフェッリカの活版印

刷所からのものはフランス装、つまり装丁なしです。したがって市中の製本業者がいて、製

本業者の手を経て製本を望む場合は行われることになります。幸い私どもの研究でドイツの

東洋学者のフランツ・タッシェナー先生の旧蔵本の中のミュテフェッリカのコレクションを

入れまして、おそらくはマラッカ海峡以東では、当研究所のみが揃いを所蔵していると存じ

ますが、その中に印刷されたままの製本されていないものが混ざっておりました。これはな

かなか珍しい。読もうと思ったら大概は製本してしまうので、売られたままの形のものとい

うのは残っていないのが普通です。これが混ざっておりましたのでわかるのですが、フラン

ス装ほどもいかない紙装のままで出ておりまして、これをあとで装丁することになります。

したがって活版印刷所で活版本を出すときに、ついでに新式装丁術を施したかというとそう

ではありませんで、無装丁のままであります。概してオスマン朝の印刷物は 19 世紀半ばぐ
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らいまでは殆ど紙装で出ましたので、そこで買った人が思い思いの装丁を与えるということ

になります。後に装丁付きでも出るものが出てまいりました。

� 無装丁のままのものは非常に珍しいもので、私どもは本を集める場合、多くの場合、無装

丁のものを見つけると 2 冊買いまして、1 冊は読むために装丁してしまって、1 冊はそのま

ま袋に入れて置いているということをやります。図書館では閲覧に供するために無装丁のも

のは装丁してしまいますもので、刊行当時の原装丁がどんな形だったかわからなくなってし

まいます。そこで装丁ですが、装丁技術に関しては伝統的な装丁での冊子本も現在の装丁に

近いタイプの冊子もありまして、同時に帙装が一番伝統的な正式の装丁の形ということにな

ります。古写本でも特に小さいものは帙には向きません。その場合、小冊子を何冊か集めて、

メジュムアとアラビア語起源のトルコ語で呼びますが、合本した小冊子集にしてしまう場合

は帙装を与えることがありますが、小さいもので装丁する場合は普通の冊子本の装丁のまま

でいくこともあります。

� ちなみに飾りとしては、帙装の場合は通例、皮装になって、そこに押し金で金箔を置くと

いう形になります。冊子本の場合には、簡単なのはトルコ式のマーブルペーパー、これをエ

ブルーと申しますが、これを張った装丁でございます。一番簡単です。普通の紙のままとい

うことは余りありません。多くはエブルー紙で簡易装丁を行う。ときには表紙は絵入りにし

た上にラッカーを塗った装丁もあります。ラケと言っておりますが、この装丁とほぼ 3種類

ございます。

� 装丁技術そのもののほうについて言うと、オスマン朝は複合国家です。トルコ系のムスリ

ムのほかにもいろいろなムスリム、それから異教徒もいます。キリスト教徒やユダヤ教徒の

ような一神教徒は、一定の特別税を払えば、イスラムの掟の範囲内で行動すれば共存が許さ

れるシステムがありました。宗教上のマイノリティの場合、すでに 15 世紀末からユダヤ教

徒が本を出す、16世紀の初めからアルメニア人が本を出す、そして 17世紀前半にはギリシ

ア人が本を出しております。しかも鎖国でなく開国中です。したがって西欧に留学する人間

もおりますし、西欧人でやってきて居ついているのもいます。

� この時点で、西欧の装丁技術がすでに入ってきていると思います。装丁に関する研究は、

装丁そのものについてはありますが、装丁家についての研究がありませんで、よくわからな

いところがあります。しかし、すでに洋装に非常に近いものは入っておりました。これがそ

のまま持ち上がってきて、19世紀になるに従って、手間がかかる帙装がだんだん後景に引い

ていって、洋装が主流になってくるという形になっていったかと思います。ただ、今でも町
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の装丁屋さんは両方やります。注文によってはお金が大分高くなりますが帙装にするか、普

通の冊子の装丁にするか。頼むとどちらでもやってくれます。

� 活版印刷の出発点においては、製本技術についてはフランスのように無装丁のままで出し

ますので、直接関係がありませんでした。紙につきましては品質をそろえて出したいという

のがあったのだと思いますが、西洋紙の印刷技術を取り入れます。その際にイスラムのシン

ボルの三日月の透かしを入れたものを出します。

Ｃ� ありがとうございました。

池本� どうもありがとうございました。時間が過ぎていますが、この際何か質問しておこう

という方はいらっしゃいますか。

� それでは、これで終わりにしたいと思います。講師の皆さん、どうもありがとうございま

した。（拍手）
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